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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　旧約聖書の創世記のお話。

　あるとき、ソドムとゴモラという街が、あんまりにも不実な場所だったため、人々は神様に滅ほろぼしてもらうことを強く願ったそうです。滅びを願う声はどんどん激しくなり、神様は全然気乗りがしないまま、仕方なく二人の天使をつれて地上に降りました。

「こないなこと、アブラハムに黙だまっとるわけにもいかんなあ。なんせ、あの男を通して、わしが約束した法を、実現してもらわなあかんでなあ」

　そんなわけで神様が街を滅ぼす気でいることを知ったアブラハムは、こう訴うつたえました。

「そら神様、正しいもんまで、悪人と一いつ緒しよに滅ぼしたら、あかんのではないですか？　もしかしたら、その街には正しいもんが五十人はおるかもしれまへんで」

　神様は言いました。「そらお前、五十人も正しいもんがおったら滅ぼすのはやめにするわ」

　アブラハムは言いました。「あー……もしかすると、四十五人くらいしかおらんかも」

「四十五人もおるんなら、滅ぼすのはやめたるわ」

「……いや、やっぱり四十人くらいしかおらんかもしれまへん」

「四十人おるんなら許しとくわ」

「いや、三十人かもしれまへん」

「三十人おるんならやめとくわ」

「いや、二十人かもしれまへん」

「二十人おるんなら、まあ、滅ぼすのはやめたるわ」

「あの……やっぱり、十人くらいしかおらへんかも……」

　おそるおそるアブラハムがそう口にすると、神様は言いました。

「十人おったら、滅ぼすのやめて帰るわ」

　アブラハムは安心しました。正しいものがいる限り、神様は決して街を滅ぼしたりなんかしないということを悟さとったからです。

「おおきに、神様」

　後日──ソドムとゴモラは滅びました。
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「総統！　歩けます!!」

──ストレンジラブ博士／『博士の異常な愛情：または私は如何いかにして心配するのを止めて水すい爆ばくを愛するようになったか』






　　　　壱いち




『拳けん銃じゆうなど小火器類の使用は、統計によると、あなたにとって死亡または服ふく役えきの原因の一つとなります』

　様々な大人の事情が絡からみ合った末にひねり出された思し慮りよ深くも間ま抜ぬけな標語をプリントされた、きわどくワイルドな黒とシルバーのレースクイーン風ハイレグ姿の少女が、機能美と曲線美と癒いやし効果の三次元測定による最適解といった、すらりと長い脚あしを惜おしげもなく衆目に晒さらして立ち、ブラックモコーヒーカを思わせる漆しつ黒こくの目をナイフみたいに尖とがらせ、いみじくも呟つぶやいた。

「ふざけんじゃねえ馬ば鹿か野や郎ろう、やってられっかくそったれ」

　さらさらの短い黒シユヴ髪アルツ／黒い切れ長の目／無む添てん加かの乳性製品のような白い肌はだ──エキゾチシズムの結けつ晶しようのごとき容よう貌ぼう。

　隊の広報部より支給された、挑ちよう戦せん的てきハイレグ／銀ボタンつき首輪風チョーカー／弾だん丸がん形イヤリング／メタルブレスレット／黒いパンプス──いつもながら入念で馬鹿げた装そう飾しよくの数々。

　気温十度の寒空にもかかわらずタイツすらなし。剝むき出しの肌を飾かざるフェイクタトゥー＝お尻しりに隊の標語『D=W [image: はーと] MPB』──〝あダなイたネトのヴたエめーゲにン♡ミリオポリス憲ポリツ兵アイ大バタリ隊オン〟／滑なめらかな背中に〈赤ローいシル盾ト・にヴア白イス十クロ字イツ〉──ウィーン州州旗。

　少女の天性の愛らしさ／公務員としての規律／愛国心の情熱的表現──それら三さん拍びよう子しが揃そろった結果、まるで人身売買の犠ぎ牲せい者しやかと思われるほどのインパクトを放っている。

　もはやストリーキングと言っても過言ではない、悪目立ちと広告性の絶ぜつ妙みようなバランスにおいて、児童福ふく祉し法の斬ざん新しんな解かい釈しやくにより、十四歳の少女に与あたえられる、平時の仕事。

　キャンペーン任務。

　ミリオポリス第レオポ二ルトシ区ユタツトのプラーター公園で開かい催さいされたお祭り──その帰き途と。

　上限速度ぴったりで走行するＭＰＢ装そう甲こう車両の屋根に特設された舞ぶ台たい上で、少女は居直るように直立不動の姿勢を取り、無遠慮に携けい帯たい電話のカメラを向ける通りすがりの一いつ般ぱん人とは決して目を合わさず、ただむっつりと灰色の空の一点を見つめている。

　キャンペーン──治安機構＋銃器メーカー＋武器管理局による〝平和で安全な街作り〟。

　特に、その武装によって犯罪者の人権を大いに損そこなっているのではと批判されがちなＭＰＢが、銃器の危険性を積極的に市民に訴えるむねを拝命。

　その結果。

　銃器の広告／その安全な使用／市民の非武装／治安機構の重武装を、どうにかして市民に受け入れてもらおう──という、馬鹿馬鹿しいくらいに矛む盾じゆんした命題が発生。

　すなわち、銃を買え／買っても使うな／使えば殺す／殺されても文句言うな──とはさすがに言えないため、「穏おだやかで分かりやすく抑よく制せい効果が期待される」多数のメッセージを考案。

　その一部が、ＭＰＢ〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊ゆう撃げき小隊の分担となったため、有う無むを言わせずキャンペーン仕様の装甲車両に乗せられた挙げ句、〈平フリー和デンスフ祭エスト〉と称しようされた銃器の展示即そく売ばい会という、白昼夢に等しい寝ねぼけた馬鹿騒さわぎに駆かり出されたというわけだった。

　キャンペーンが始まった当初は仲間たちと一いつ緒しよだったお陰かげで保たれた平静さも、イベントの来客数が予想を遥はるかに上回り、急きゆう遽きよ、別々の舞台に引っ張り出されたせいで、すっかりかき乱されてしまった。そして、それから五時間にわたる度を越こした広告協力を終えて本部への帰途につく頃ころには、たとえようもなくぎすぎすした気持ちになっていた。

　やがて装甲車両がドナウ川を渡わたる橋にさしかかり、頭上から狙ねらいをつける撮パパ影ラ屋ツチやカメラ小こ僧ぞうどもがいなくなるや、少女はただちに直立不動の姿勢を解除。

　敵性の狙そ撃げき手に狙われたかのような素す早ばやさで、四方を囲む飾り板の陰に潜せん伏ぷく。

　裸はだかの尻が冷たい屋根にふれるのも構わず、優ゆう雅がに寝っ転がり、飾り板の柱にかけておいたハンドバッグからショートホープの箱を取り出し、そっと一本くわえた。

　ジッポライター──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』＝〝可ア能ズ・なス限ーりン・さアっズ・さポとシやブれル〟の刻印つき。

　その蓋ふたをカチンと音を立てて開放──刻まれた言葉通りに着火。

　すっぱ────────と見事な吸いっぷりで鉛なまり色いろの空へ有害物質を切なく吐と息いきしながら、まったくいい笑いものだ真面目な話、とやや落ち着きを取り戻もどしながら思った。

　ようやく訪おとずれた至福のスラモオーヒキエンンタツイアイムトを味わう自分を、不ふ埒らちな視線から遮しや断だんしてくれている四方の飾り板──その表面の電子パネルに、でかでかと表示されているはずの各種広告。

『発射された弾丸は、あなたの周囲の人の迷めい惑わくとなります。引き金を引くときは十分にご注意下さい』

『地球環かん境きようを大切に！　使用済み弾丸の再資源化・散乱防止にご協力を！』

『製品に刻印されている〈ルガー〉〈マグナム〉といった表現は、人々の生命に及およぼす危険が、国家および企き業ぎようによって肯こう定ていされていることを意味するものではありません』

　思わずうなずいてしまう大人な言葉の群れ。

　ふいに、会場の舞台に上げられたときのことを脳が自動再生した。

　八百メートル先からインド象の心臓を一撃で吹ふっ飛ばせるしろものを右手に握にぎり／十歳の女の子でも使えることからアフリカ全域でエイズウィルス並みに死をばらまいている自じ動どう小しよう銃じゆうを左手に掲かかげ／自分たちより遥かに年上の聴ちよう衆しゆうに向かって、

「これ、ちょっと見た目じゃ分からないけど、実はけっこう危険な道具なの！　だから気をつけて使ってね！」

　と、晴れやかな笑え顔がおで言わせられた瞬しゆん間かん、心の中の大事だったかもしれない何かをまた一つ、自分の手で暗い原意識野イドのクズ籠かごへ放ほうり込んだ気がした。

　それを思い出すと妙に泣けてくるので、意識の針路を強ごう引いんに変へん更こう。

　体温低下に伴ともない、機械化された手足・人造臓器が、自動的に温度調節を開始──寒空の下でも半はん裸らで平然としていられる恩おん恵けいを甘かん受じゆしながら、このままみんな、あたしがここにいることなんて永遠に忘れてくんないかな、と精神疲ひ労ろうによる透とう明めい人間願望が湧わき起こるのを感じた。

　──でなければ、なんかあの灰色の雲の向こうから金色に光る神様とか降りてきて、『たった一発で全人類を争いのない幸せな天国へ送り込めるマグナム』とか渡してくんないかな。

　つーか無む性しようにあれ撃うちてーよ。あれ。

　核かく。

　どうやったら撃てんだよ、核ミサイル。

　アメリカの大統領とか、試ためしに撃ってみっか！　つか撃ちてー！　とか思わねーのかよ。

　それとも、やっぱり核にも書いてあるのかな。

『使用上の注意。核ミサイルの発射は、統計によると、あなたとあなたが属する全世界を、あっさり破は滅めつさせる可能性があります』

　あほか。だったら最初から作るなっつーの。

　馬ば鹿かじゃねー？

　銃とか。最初から作るなっつーの。

　石油より儲もうかるからって。金になりゃなんでもいいのかよ。

　いくらでも作りやがって。誰にでも売りやがってよ。

　なんのための道具だと思ってんだ？　どいつもこいつも本当に分かってんのか？

　それでどんだけの命が──

　そのとき急に、鼻の奥おくでつんと刺さすような熱を感じ、我ながらぎょっとなった。

　くそ。なんだ？　なにが起こった？　うっかり本気マジで泣けちゃいそうになったのか？

　あほか。

　呆あきれながら上半身を起こし、乾かわいた笑みを浮うかべ、ワイルドなハイレグ姿で煙草たばこをくわえたまま──ふと、剝むき出しの両りよう脚あしを懐ふところへ引き寄せていた。

　混乱＝咄とつ嗟さに自分が何をしているのか分からず、胸に脚が当たる感かん触しよくで初めて、自分が隅すみっこで小さくなって膝ひざを抱かかえようとしていることに気づき、慌あわてて──半ば無理やり、大きく脚を伸のばして再び寝っ転がった。

　なんか変／なんだこの感じ／なんでいきなりおかしな気分になってんだ、あたし──

　その気分が、一いつ般ぱん的に、心細さと呼ばれるものであると、はっきり意識するほんの一瞬前。

　唐とう突とつに響ひびくノイズ──少女の脳のう裏りに声。

《本部から黒シユヴ犬アルツへ、本部から黒シユヴ犬アルツへ》




　思わずびくっとなって身を起こした。

《どうした？　返事をしろ、黒シユヴ犬アルツ》副長──本部からの無線通信いぬぶえ。顎がつ骨こつに移植された通信機から響く、逃のがれられない命令の声。

　パンプスのヒールで煙草の火を消し、吸すい殻がらを放り捨てる──証しよう拠こ湮いん滅めつ。

　落ち着き払はらって返答。

《うぃーっす、本部。なんですか？》

《貴様の姿が見えないと広報車両より報告があった。何をしている？》

　くそ、ほっとけ。

《生着き替がえ中です、本部》

《馬鹿者、帰き還かんしてからにしろ。盗とう撮さつ屋どもに余計なネタをくれてやる気か。つい先日も貴様の喫きつ煙えん姿らしき画像がネット上で流通していたとの報告があったばかりだぞ》

《合成です、副長。身に覚えがありません》

　二本目に火をつけながら返答──有害物質とともに深々と吐と息いき。

《貴様の担当医師が思い出させてくれる。着替えは中止だ。急行、２ツヴアイ・ウント・２ツヴアイ》

　マジか。くそったれ。

　２・２──計画された犯罪の判明／出動命令。

《この格好で？》

《絶好の広報機会であるとの広報部の判断だ。紅犬ロツターおよび白犬ヴアイスと合流。現場へ向かえ》

　同時に、主要な情報へのリンクが許可され、脳の視聴覚野に直接データが飛び込んでくる。

　最悪。さっさと帰ってシャワーを浴びて不ふ愉ゆ快かいな気分を洗い流したかったのに──という腹立ちをこめて応答。

「副長は？」無線言語から地声へ──通信機が声を拾って本部の全員へ伝達。

《マスコミへ通告し次し第だい、私も向かう》副長──勇ましげ。《修理が終わったばかりの私のＳＬＲでな》

「副長は着替えないんですか？」

《──なに？》

「副長がいつも言ってる、部隊への広報的貢こう献けんとして着用する衣服ってやつです」

　そのイメージの映ビジユ像アラ化イズを最優先でマスターサーバーに要よう請せい──隊の通信官が律りち儀ぎにそれを受じゆ諾だく／本部指揮室へ瞬しゆん時じに転送／モニターに表示。

　きわどいハイレグ姿の副長が、愛車メルセデス・ベンツＳＬＲマクラーレンの隣となりで凜り々りしくも挑ちよう発はつ的てきなポーズを見せつける合成映像。

　その衝しよう撃げきが本部指揮室の面々の思考と行動をいっとき中断させ、みしりと副長が通信マイクを握にぎりしめる音とともに、大変な笑い声とノイズと副長の怒ど声せいが、無線通信を通して迸ほとばしった。

《涼スズ月ツキ──っ!!》

　悲痛さのこもった怒鳴り声──犬呼ばわりから本名へ＝副長の激怒の証拠。

「事故です、副長」冷静に弁明。「さすがに、そこまで具体的に想像してませんでした」

《馬鹿な真似まねをしとらんで、さっさと現場へ向かえ！　それとも広報部のあらゆる要請を貴様一人で対応させられたいか！》

「了解ヤー」

　くわえ煙草のまま、にやりと唇くちびるを吊つり上げる──通信アウト。

　なんかすっきり。むしろシャワーよりも効果的に、先ほどの嫌いやな気分が去るのを感じた。

　元気になった途と端たんに湧わき起こる好戦的な気分──拳こぶしを握り、どんより曇くもった空へ突つき出す。

　大きく伸び。

「んー……なんか、世界とか救いてーかも」

　朗ほがらかな気持ちを端的に表現──そこへ広報用ジープが追いついてきた。

　荷台の少女が跳ちよう躍やく──長い火ロのートよグうリユなー赤エン髪トを翻ひるがえし、こちらの屋根へ、すたっと優ゆう雅がに着地。

　ぷーと膨ふくらむ風船ガム／その手に超ちよう・長ちよう距きよ離り狙そ撃げき用ライフル。

　冷たく澄すんだ灰の瞳ひとみ／刃はこぼれ知らずの硬こう質しつナイフのごとき美び貌ぼう／十四歳とは思えぬ発達した砂時計形の長身──その天性の悩のう殺さつ力を広報部支給の衣い裳しようが倍増。

　やたら挑発的な赤いエナメル製ビキニが胸の谷間を強調／編み上げ仕様で両サイドの腰こしまで肌はだが見えるミニスカート／赤い首輪風チョーカー／引き金形イヤリング／真しん紅くのブーツ。

　剝むき出しの太ふと腿ももには、隊の標語のフェイクタトゥー＝『24st.Bewa/ahren!』──〝二十四時間、警戒待機ベヴア／／能力エ実ー証レ中ン！〟。

　同じく胸の下から丸見えの腹にかけて、キャンペーン用の標語。

『人により程度は異なりますが、銃じゆう器きの使用は、殺人にいたる可能性があります』

　その文字を自分で指差す──真顔で質問。

「他にどんな使い道があると思う？　本当に程度問題なのか？」

　ずっと誰かに言いたかったらしい真しん剣けんな口調──だが涼月は寝ね転ころがったまま笑っている。

「銃に詳くわしいのはお前の方だぜ、陽炎カゲロウ。まあ色々あんじゃねー？　引き金を引きさえすりゃ、暗い場所を明るくすることだって出来るだろ。一瞬だけな」

　紅犬ロツターこと陽炎は、しみじみとした調子で腕うでを組み、くわえ煙草たばこで寝そべる黒シユヴ犬アルツこと涼月を見下ろして言った。

「可哀かわい想そうに」

「……あ？」

「この悲ひ惨さんな状じよう況きようで嬉うれしそうに笑っているとは。ニコチンによって脳機能が著いちじるしく減退した証しよう拠こだぞ、涼月。ここは常とこ夏なつのビーチか？　まだ春にもなっていないのだぞ？　不愉快きわまりない銃の注意書きをこの身に書き殴なぐられるよりも、いっそ客の前で撃うたれてみせた方が、よほど平和と安全のために効果的だと思わないか？」

　陽炎＝遊撃小隊きってのライフル使いにして銃器のエキスパート──どうやら涼月以上に今回のキャンペーンが心にこたえたらしく、いつになく思い詰つめた様子。

　涼月＝にやっとなる。「撃たれたやつを見て、きっと大勢がこう思うぜ。自分だけは撃たれないように今のうちに銃を買っておこうってな。撃たれる前に撃つのが一番だ。そんで人間は核かくミサイルを発明したのさ。そうすりゃもう誰も撃ってこなくなるだろうって思い込んでな」

　陽炎のふっくらとした唇の間から、ぷーとガムが膨らむ／腕をほどいて腰に手を当てる／パチンとガムが弾はじける。

「ふむ」急に落ち着いた様子でうなずく──ゆっくりと腰を下ろす。「確かに核ミサイルはきわめつきのしろものだ。なのに過去七十年間、一度も使われなかったのはなぜだろう？」

「よっぽど馬ば鹿かでかい注意書きがついてんだろ。『撃つな危険！』ってな──」

　ふいに後方からハイトーンな歌声が接近。

「注意書きソング──っ♪　ぼーくらは、みーんなーっ、注意書きーっ♪　注意書きがあればＯＫですーっ♪　高速道路にっ『走るな危険！』、ボクシンググローブに『殴るな危険！』、ベースボールのバットに『振ふるな危険！』、それでみんなっ平和で安全なんです──っ♪」

　元は軍用だった白いバモートイーアクラートが接近──その広報用サイドカーに立って朗らかに歌う少女が、にわかに跳躍。

　ひらりと翻るミニスカートと白ブラテ金イーンの・ブ髪ロント──どすん！　と装そう甲こう車両の屋根に着地。

「アローっ！　夕ユウ霧ギリはー、『聴きくな危険！』って書いてあるＣＤがあったら、やっぱり聴くと思いまーすっ！」

　白犬ヴアイスこと夕霧の晴れやか宣言──パチパチ拍はく手しゆする涼月＋陽炎。

「あー、そりゃ聴くな」「良い歌だね、夕霧」

「えへへ♪　ご静せい聴ちようありがとダンケーっ！」

　輝かがやくような青ブラオい・オ瞳イギヒ／生ける宝石のような微笑ほほえみ／柔やわらかで均整の取れた肢し体たいを、広報部支給のチアガール風キャンペーン衣裳が愛らしく飾かざっている。

　ふっくらした胸に白と青のレザーのトップス／ひらひら揺ゆれるミニスカート／弾丸ガンベルト形ヘアバンド／白い編み上げブーツ／鋭えい角かく的ハイレグカットの白いパンティ。

　お尻しりに隊の標語＝『L&F-B/Engel』──〝愛リーベと・ウ喜ントび・フロのイデ──天使エンゲル／Ｂがつくとお茶ベ目ンさゲんル〟のフェイクタトゥー。

　同じくすべすべしたお腹なかから背中にかけてキャンペーン標語。『小火器を携けい帯たいした場合、五年以内に死亡する可能性が約十五倍、終身刑けいを宣告される可能性が約四十倍ほど高くなります』

　その文字を指差す夕霧──首を傾かしげて。

「夕霧はー、十五倍くらいなら安心なのかなーって思いますよ？」

　日ひ頃ごろから死線を常とする者の実感──深くうなずく涼月＋陽炎。

「つーか、売ってるやつの確率がどうなのか知りてーな」

「強ごう盗とうに遭あったコンビニエンスストアが、銃を用意していなかったことで自衛努力を怠おこたったとして保険料率を格下げされたケースでの確率もな」

　刺とげ々とげしい口ぶりの涼月＋陽炎を意に介かいさず、ぴっと煙草を指差す夕霧。

「あっ！　煙草は三十五歳からですよ、涼月！　煙草は体に悪いって知ってましたかー？」

「書いてあるよ」

　ショートホープ──十本入りの箱に注意書き＝『吸うな危険』。

「あらー」感心。「ちゃんと書いてあるんですねー」

「どれだけ中毒者を出そうと企き業ぎようは責任を持たないということの表明だ」感かん慨がい深げ。「今回のキャンペーンもまさに同じだ。銃器製造と販はん売ばい規制、市民の武装の自由と銃規制、治安機構の武装──その全すべてが、ミリオポリスの文化と平和を維い持じしているということを諸外国に示す上で必要なんだ。でなければ国際的な文化保全国としての予算が支給されなくなってしまう」

「つーか、あたしは銃じゆうはいらねー」「夕霧も銃は苦手でーす♪」

　涼月＋夕霧──仲良く挙手＝二人とも銃器による武装は好まず。

　ライフルを抱かかえる陽炎──疎そ外がい感＝言い訳がましく。「銃の悪を正すには、銃が必要になるときもあるんだ」

「別に、お前責めてるわけじゃねーっつの……」

　バタバタと頭上で激しい音──涼月が言葉を吞のみ込む／陽炎＋夕霧が曇くもり空を仰あおぐ。

　管区の警察ヘリが旋せん回かい＝その通信チャンネルを傍ぼう受じゆ。

《ヴァルトナー通りを南下中の集団約八百が進路を変へん更こう。第フロ二リ十ズ一ドル区フビル街の集団約二千と合流する模様。警けい戒かいされたし。繰くり返す。ヴァルトナー通りを──》

「二千……？」

　呆あつ気けに取られる涼月──装甲車両が環かん状じよう道路から降りてビル街へ。

　待機地点である立体交差路の上側で停車──市の規制に従いアイドリングストップ。

「……あらー」

　立ったままの夕霧が、街を眺ながめてぽかんとなる。

「どうした？」「夕霧？」

　涼月＋陽炎──身を起こしてその光景を見る。

　仲良く並ぶ三人──絶句。

　眼下の路上をびっしりと埋うめ尽つくすほど蝟い集しゆうし、まるで何か雄ゆう大だいな自然現象が発生し、ゆっくりと巨きよ大だいな染しみが色濃こく広がるかのごとく、都市の一角に集合する者たち。

　数千人にのぼる──老人たちの群れ。




　　　　弐に




　ミリオポリス第フロ二リ十ズ一ドル区フ──別名〝超ちよう高層ビル特区〟。

　もともと、ミリオポリスは、ウィーンと呼ばれていた頃からの高層建築嫌ぎらいの都市である。

　カトリック教会が自分たちの聖堂より高い建物を批判したり、せっかく観光資源として富をもたらしてくれる景色を、オフィスビルなどでぶち壊こわしにしないことが命題だったため、極きよく端たんなまでに都市設計が制限されてきた。

　それゆえの実験精神──〝全てを一つにまとめなさい〟という合コル一・ウ思ーヌ想ムが発達。

　あらゆる美感を許容──伝統と洗練と斬ざん新しんが同居する極きわめて希まれな文化体系が成立。

　その国際的な評価──〝天災や戦災などで文化維持が困難になった国の文化を、ミリオポリスに管理させよう〟という考えが承認され、一大〝国際管理都市〟に。

　アンコール・ワットやマーライオンや金閣寺など、他国の建造物を都市内に〝受け入れ〟──それらを管理することで莫ばく大だいな保全金が国連を通して支し払はらわれる他、日本の漢キヤ字ラク名ターを名乗れば社会保障を与あたえられるなど、市民にも多大な恩おん恵けいがもたらされるのだった。

　が──重要保護対象が増えれば増えるほど手て狭ぜまになり、州境を拡大してもなお足りず、かつてないほど都市設計が困難になったことから、一部地域に限り、超高層建築を許すことが市民投票によって可決された。

　その結果──〝超高層ビル特区〟に指定された第フロ二リ十ズ一ドル区フでは、日照規定や建築税が大おお幅はばに下げられ、ありとあらゆる企業が五十階以上のビルを建てることに熱中。

　たちまちヨーロッパ各国の知識人や環かん境きよう保ほ護ご団体や芸術家や企業家たちから、

〝超高層建築は前世紀の遺物〟〝ほんの一部の企業と政治家を儲もうけさせるだけ〟〝文化的・環境的に悪影えい響きよう〟〝ビル一つで甚じん大だいな経済効果が得られて都市が豊かになるという勘かん違ちがいは、みんなの迷めい惑わくだからやめなさい〟

　──という批判が続出したが、様々な大人の事情がそれらを排はい除じよ。

　平均階層数が七十二階というビルや高級ホテルや超高層マンションが、僅わずか五年で二十七件──春の新芽のごとくみるみるうちに建てられるという異常なまでの建設熱が湧わき起こった。

　一方で、日本の東京トーキオなど超高層ビルが密集する都市でひとたび大火災が発生しようものなら、ビル風によって全域が地じ獄ごくの業ごう火かで焼き尽くされる──という前例がたびたび取り沙ざ汰たされたものの、どうせまあ一つの地区のことだけだし大だい丈じよう夫ぶ、ということでスルー。

　そして。

　二千十六年現在──第フロ二リ十ズ一ドル区フでも史上最高階層を誇ほこるビルが完成を目前にしていた。

　全高六百六十七メートル──百四十階建て超高層コンプレックス・システム・ビル。

〈ヴィエナ・タワー〉。

　三桁けたにのぼる商業用エリア／超高級マンション／医い療りよう施し設せつ／文化施設／治安維い持じ施設／十七階に設置予定の動植物園には千二百種類の動植物が〝移住〟予定。

　その日照権侵しん害がいは、最大で十七万世帯にものぼる破は壊かい力。噂うわさでは文化性アピールのため、ビル内部に、幻まぼろしのイスラム建築〝黒いタージマハル四分の一スケール〟を再現予定。

　もはやノアの方はこ舟ぶねを縦にしたらバベルの塔とうになりましたと言わんばかりの、「馬ば鹿かでかい」としか表現しようのない、遠目にはあり得ないレンガ造りにも見える超ちよう硬こう化か建材を集積したその物体に、多くの投資家たちのみならず、ミリオポリス市それ自体が多額の出資を行った。

　数千人の雇こ用ようと、巨大な商業利益を見込んでの出資だが、それによって別の問題が急浮ふ上じよう。

〝いったいその金はどこから出したの？〟

　という問題である。

　むろん市民が払う税金からだが、「そんな巨大な建設計画に金を出すには、本来なら別の市政に費やされるはずだった、何かしらの予算を削らなければ無理である」──という州議会での発言が発ほつ端たんとなり、過去十年間、緊きん縮しゆくの一いつ途とを辿たどる、ある予算が議論の焦しよう点てんとなった。

　高こう齢れい者および障害者を対象とした福ふく祉し予算の一つ──〝社会保障費〟。

　特に、人口二千五百万人を誇るミリオポリスにおいて、高齢者の割合が着実に増加しているにもかかわらず、彼らに支払われているはずの社会保障費が、なぜかどんどん減っていっているという不思議な現象を、州議会および一部マスコミが取り上げ、批判が続出。

　市長＋市議会は、それを〝高齢化社会の健全化〟と称しようして予算を正当化。

　州知事＋州議会は、それを〝高齢者の見殺し策〟と称して不当性を追つい及きゆう。

　ここでさらに、議論はミリオポリス独自の様相を呈ていしていった。

　ミリオポリスはウィーンと呼ばれていた頃から、市＝州である。

　都市が一つの州なのだ。逆に言えば州の中に都市が一つしかない。ミリオポリスという都市の面積と、ウィーン州という州の面積が、ぴったり一いつ致ちしているとも言える。

　だったら市議会＝州議会なんじゃないの、と思われるが違う。

　二千十六年現在、ミリオポリスには全く同じ範はん囲いに、市議会と州議会という別次元の行政機構が同時に存在しているのである。

　しかもそれぞれの権限が明確に分けられておらず、そのときどきで細かく権限が分割される。

　いわゆる〝重複行政〟──「同じテーブルに乾かん杯ぱいの音頭を取る人間が何人もいる」と表現される状態である。

　ゆえに。

〝超高層ビル特区〟と〝社会保障費〟問題は、たびたび市＋州で追及され、互たがいの権限と責任が繰くり返し取り沙汰されるのだった。

　ここでまたさらに、議論はミリオポリス独自の党派分立の様相を呈した。

　市長は国民党員──市議会は国民党の勢力範囲で、〝超高層ビル特区〟の推進派である。

　州知事は社会党員──州議会は社会党の勢力範囲で、〝超高層ビル特区〟の抑よく止し派である。

　加えてこれに、他の党派がそのときどきの利害で協調したり裏切ったりする。

　未来党は、暗あん黙もくの了りよう解かいとして〝ドイツ系民族を優ゆう遇ぐう〟する側につく。

　緑の党は、暗黙の了解として〝環かん境きよう保ほ全ぜんを優先〟する側につく。

　ゆえに。

〝超高層ビル特区〟と〝社会保障費〟問題は、たびたび市＋州レベルでの政党抗こう争そうの格好の主題となったのだった。

　ここでまたまたさらに、議論はミリオポリス独自の国家行政にかかわる様相を呈した。

　ミリオポリスはオーストリア共和国の首都である。

　当たり前の話だが、そこには国会が存在し、国会議員と首相と大統領がいる。

　二千十六年現在、国民党は未来党と連立して与よ党とうとなり、国会を主導。首相も大統領も国民党員である。

　一方、かつて与党だった社会党は、緑の党や他の少数の党と連立したりしなかったりしながら、野党の立場から再び国政を主導するチャンスを窺うかがっていた。

　ゆえに。

〝超高層ビル特区〟と〝社会保障費〟問題は、たびたび国会でも取り沙汰され、国会レベルでの政党抗争の格好の主題となったのである。

　ここでまたまたまたさらに、議論はミリオポリス独自の〝国際行政〟にかかわる様相を呈していった。

　ミリオポリスは世界第三の国連都市である。

　オーストリアは第二次大戦後、東西冷戦の狭はざ間まで独立するため、〝平和憲法〟を受け入れ、国家主権としての戦争を放ほう棄きし、〝永世中立国〟となった。

　軍備を制限され、同盟国を持たないまま、国土防衛を行わなければならなかったのである。

　どう考えても〝そんなの無理〟と分かっていた為い政せい者しやたちは、かつて第二次大戦中に〝誰も助けてくれなかった〟経験を生かし、ありとあらゆる二次的防衛策をとった。

　石油などの天然資源を全すべて国の共有財産とし、他国に奪うばわれないようにした。

　資本主義にも共産主義にも偏かたよらず、国連に加入することで〝中立主義〟を貫つらぬいた。

　首都に国連都市を建設し、ほとんど無料タダ同然で各国の国連大使を迎むかえ、国際機構を誘ゆう致ちし、常に何十カ国もの人間がオーストリア国内で協議を開かい催さいしている状態を保った。

　国連の平和維持軍として、何万人もの自国の兵士を世界中に派は遣けんし、〝国際貢こう献けんのための軍備〟という印象を世界に与あたえ続けた。

　そうした涙なみだぐましい努力の数々によって、〝国際的に大事な国だから戦争で焼け野原にしたりしないようにしてあげよう〟という地位を獲かく得とく。

〝他国の文化の維持を肩かた代がわりする〟という文化保全管理大国として、国際社会から認にん知ちされるまでになったのである。

　ゆえに。

〝超ちよう高層ビル特区〟と〝社会保障費〟問題は、たびたび国連大使間で話題の種となり、国際レベルでの主流争そう奪だつ戦の格好の主題ともなった。

　中でも国民党は、世界でいち早く超少子高こう齢れい化が深刻化した日本と、経済格差が十八世紀のインド並みとなったアメリカでもてはやされた、〝九キユー州シユー式〟と称される都市財政手法を主張。

　増加に歯止めがきかない〝働けない国民〟を助けるのはやめて、社会保障も医い療りよう保障もカットし、国民年金も健康保険も破は綻たんしようが意に介かいさず、徹てつ底ていして都市経済の活性化のために予算を費ついやす手法である。

　それに対して社会党は、〝都市経済が活発になって多数の成功者を生み出せば生み出すほど、大量の社会的弱者が発生し、その結果、経済成長にストップがかかる〟ことを懸け念ねん。

　あらゆる経済格差が福ふく祉しの危機を招いていることを訴うつたえるとともに、各国の福祉が破綻を迎えていることを〝国際問題〟と位置づけた。

　すなわち、福祉税を〝石油に等しい重要資源〟とみなし、世界の福祉協定を国連で協議するという、世界規模での救済措そ置ちを唱えたのである。

　そんなわけで、ほとんどあらゆるレベルで取り沙ざ汰たされてはいるものの、果たしてビルと福祉が本当に関係あるのか──そこのところは誰もあえてはっきりさせないという実に不思議な状じよう況きようが、いつ終わるともなく続いているのであった。

　そして……




「──そんな議論が延々と続けられる間も、様々な理由で社会保障を打ち切られた者たちが、餓が死しや病死や自殺で、この世から消え続けているというわけだ」

　長々とした解説──陽炎。

　くわえ煙草たばこの涼月がじっとその光景を見つめ、夕霧が感心して陽炎の情報開示に耳を傾かたむけている間にも、老人たちの群れは着実に増加していった。

　抗議の声──なし。

　プラカード類──なし。

　拡声器や電子機器の使用──なし。

　普ふ通つうのデモではあっさり許可されるはずのそれらを、なぜか市が一いつ切さい認めなかったため、ただ黙々と行進。

　周辺地区から次々に現れる集団が、かけ声一つないまま、ある者は徒歩で、ある者は電動装置さえないくたびれた車くるま椅い子すで、のろのろと先頭集団の後を追ってゆく。

　目的地──建設途と中ちゆうの〈ヴィエナ・タワー〉周辺。

　辿たどり着いた後も、いまや様々な政治抗こう争そうの焦しよう点てんとなったことから、〝老人殺しの塔とう〟という大変ありがたくない異名をちょうだいしたその巨きよ大だいな物体を、じっと無言で見上げるだけで、誰も、何をしてくれとも言わない。

　深い諦あきらめと失望に満ちた、訴えなき訴え──さながら死期を悟さとって墓場へ向かう老いた象の群れといった、切なくも雄ゆう大だいな感動などはまるでなし。

　河岸に淀よどむ生活廃はい水すいのごとく、どこからともなく滲にじみ出し、もとは澄すんでいたはずの河かわ面もが、気づかないうちに取り返しのつかないほどの醜しゆう悪あくさを醸かもしているのを見たような、まさに、「どうすんのこれ？」と思わず言いたくなるような光景。

　主要な通りでは騒そう乱らん状態になったときのために放水車と警官隊が待機──しかしこんな寒空で老人たちに水をぶっかければ心臓麻ま痺ひでバタバタ天に召めされる可能性があり、そうなるとマスコミの格好の餌え食じきになることから、こちらもじっと無言で手を出しあぐねている。

「……すげーや」涼月──ぽつんと。「あいつらが皆みな殺しになったら、この都市まちの渾名あだなも変わるかもな」

　通つう称しよう〈ロケットの街〉──ミリオポリス。

　過去十年、銃じゆう死者数の平均が月間六百四十八人であることと、古いロケット推進燃料である過塩素酸ＡアンモニウムＰの着火点が六百四十八度Ｋケルビンであることをかけた呼び名。

「それはない」陽炎──パチンとガムを弾はじかせて。「この都市が平和であることを証明し、かつ治安に必要な武装が認められる唯ゆい一いつの数字──それが、六百四十八だ」

「今ここで千人死んでも？」涼月＝半眼／飾かざり板でもみ消した吸い殻がらを車両脇わきにポイ捨て。

「〝日ヤパ本ーニツ式シユ〟が適用されるだけだ」陽炎＝嚙かみ終えたガムの包みを綺き麗れいに畳たたんで。

「なんだそりゃ？」

「もとは交通事故死の統計手法だ。二十四時間以内に完全な死を迎えた場合のみ〝死〟と認められる。それより一秒でも長く生きた場合、国家が統計の責任を持たない、〝ただの死〟とみなされる。結果、国家にとって、最も都合の良い平均値がキープされ続ける」

「アインシュタインもびっくりの方程式だ」涼月──群衆に背を向けて座り込み、新たな煙草に着火＝深々と有害物質を吐と息いき／乾かわいた目で灰色の雲を見上げる。「……いーこと思いついた。州の旗に『住むな危険！』って書いとくんだ。それでどんな場所か分かるだろ」

「あるいは『壊こわれもの注意!!』は？」陽炎──新しいガムを口へ運ぶ。「まだ壊れていないという気にさせてくれるかもしれないぞ」

「救われるぜ」涼月＝にっと笑って。

「あらー」

　ふいにそれまで目を丸くして群衆を見つめていた夕霧が振ふり返る──天真爛らん漫まんな質問。

「あの人たち、死ぬんですかー？」

「あたしらがやるんじゃねーぞ」眉まゆをひそめて注ちゆう釈しやく。「やろうとしてるのは別の連中だ」

「ふーん？」不思議そうに首を傾かしげる。

「本部にアクセスしてごらん」陽炎＝優やさしく助言。「襲しゆう撃げき情報があるはずだ」

「はーい♪」素す直なおに従う──遠くの音に耳を澄ませるような顔／顎がつ骨こつに移植された通信機と脳内チップを通してＭＰＢのデータベースにアクセス／鼻歌＝ふふふーふふん♪／やがてにっこり微び笑しよう。「銃をいっぱい買った人がいるって書いてありまーす♪」

「おー、それだそれ」

「白人至上主義グループ〈純ライ粋ンゾ兵ルダ士ート〉の項こう目もくは見つけたかい？」

「あそこにいるお爺じいさんとお婆ばあさんたちを襲おそうって書いてありまーす♪」

　夕霧──にこにこ情報確認。その内容＝老人たちのデモが予想を超こえる規模に拡大したことで都市内の過激派までもが反応──デモを構成する人間の大半が非ドイツ系の住民であることから、彼らの存在を不快に思う白人至上主義グループ＝自称〈純ライ粋ンゾ兵ルダ士ート〉が行動を開始。

　間ま抜ぬけなことに、憲兵隊がキャンペーンに協力する銃の展示即そく売ばい会で大量の銃と弾だん薬やくを購こう入にゆうしたことから即座に発覚──ただちにＭＰＢおよび管区の治安組織が待ち伏ぶせ態勢に。

「高こう齢れい者しやに社会保障を与あたえるより、自分たちに失業保険を与えるよう主張している連中だ。大量の武器を買う金があったとは思えない。おそらく今回のデモでビル建設に歯止めがかかることを恐おそれた誰かが、グループに資金を与えたんだろう」陽炎＝持ち前の情報力による推測。

　頭上でバタバタと騒さわがしい音──一帯に集合するヘリ＝警察／マスコミ／特とく殊しゆ部隊。

　ＭＰＢ所属のヘリはなし──重武装への批判からいまだ空中機動が承認されず。

「テレビ局だ。なんか多いな」涼月──空を見上げたままゆっくりと立ち上がる／空くう撮さつするヘリを指差して数える。「一アイン、二ツヴアイ、三ドライ、四フイアー──」

　後を続ける陽炎。「五フユンフ──ヘリを所有する各局が空撮に入った」

　夕霧の浮うき浮きステップ。「六ゼクス──！　公共放送ＯＲＦさんのヘリもいまーす♪」

　じっと上空を見つめる涼月。「決まった時間にしかヘリを飛ばさねー連中まで来やがった」

「〝六時のニュース〟の時間まで、あと二分弱だ」

「あっ！　副長の車を発見ー！」

　いつの間にか環かん状じよう道路を降りて来ていたＭＰＢ装そう甲こう車両小隊＋副長のＳＬＲ──デモの群衆の最さい後こう尾びで道路を封ふう鎖さ／テレビ局の車両の立ち入りを管理／広範はん囲いにわたる円えん陣じん防ぼう御ぎよ態勢。

「テロ屋どももあたしらも、舞ぶ台たいが整うのを待たされてたってわけだ」

　飾り板に足をかける涼月──鋭するどい目を地上へ向ける／くわえ煙草たばこ／獰どう猛もうな笑えみ。

「ニュースの時間だぜ、陽炎、夕霧」

　そして最初の銃声が、諦てい念ねんの沈ちん黙もくに満たされたビル街のどこかで響ひびき渡わたった。




　　　　参さん




《複数の武装グループを確かく認にん。発はつ砲ぽう姿勢に入った一名を、警けい戒かい待機中の狙そ撃げき隊員が射殺》

　副長の緊きん急きゆう通信──陣頭指揮＝入れ込んでる口調。

《黒シユヴ犬アルツ！　紅犬ロツター！　白犬ヴアイス！──〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス、全アル・頭シユ出トウ撃ルム！　デモ集団に一人として犠ぎ牲せい者しやを出させるな！》

　号令が涼月・陽炎・夕霧の脳のう裏りで爆はぜたとき──既すでに三人とも『流れ弾だま注意！　周囲の迷惑となりますので引き金を引く場合は対象の二メートル以内に近づきましょう』と表示された飾り板を蹴けって跳ちよう躍やく──宙にいた。

《行くぜ、二人とも。むかつくキャンペーンの続きだ》

　涼月の無線通信──戦意を滾たぎらせて。

　立体交差路から地上へ──着地と同時に三方へ驀ばく進しん／跳躍／疾しつ走そう。

《転送を開封》

　三人の声なき要よう請せい──両手足の〈特甲トツコー〉が遠とお吠ぼえにも似た音を発して機能を発揮。

　エメラルドの幾き何か学的な輝かがやきとともに粒りゆう子し状に解体＝置ち換かんされる手足──光こう沢たくを放つ機甲に変へん貌ぼう／各急所をカバー。

　転送完かん了りよう＝瞬しゆん時じに起動＝一秒余。

　鋼鉄の四し肢しを持つ少女たちが、それぞれポイント確認＝凄すさまじい速度で移動／襲来。

　涼月──漆しつ黒こくの特甲姿。

　流線形をなす超ちよう振しん動どう型雷らい撃げき器と化した四肢を駆く使し──ＭＰＢと管区警察の交通規制によって一いつ般ぱん車両から引き離はなされ、「狩かり場」に入り込まされたバンへ、弾丸のように突とつ進しん。

　過去六時間弱のむしゃくしゃする気持ちを込め、その原因たるキャンペーン標語の『死亡または服役』をもたらすべく、拳こぶしをかざした。

　左フック。

　交差点を通過しようとしたバンの車体側面にヒット──超振動＝魚雷に等しい衝しよう撃げきで車体がひしゃげ、横へブーメランのように回転しながら十メートルほど先の路上で見事に横転。

　衝撃で弾はじけ飛んだ後部扉とびらから、スキーマスクで顔を隠かくし、弾丸ガンベルトを体中に巻き付けた馬ば鹿かどもが、両手に銃じゆうを握にぎったままスロットマシーンが吐はき出すコインみたいに転がり出てくる。

　接近──跳躍。

　だん！　と音を立てて倒たおれた車体に着地──ぷっと煙草を吹ふき捨てる／右手の親指を下へ。

　黒シユヴ犬アルツこと通つう称しよう〈対パンツ甲アーフ鉄アウ拳ストの涼月〉による高らかな宣告。

「ＭエムＰペーＢベー遊撃小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスだ。あたしに見覚えがあって銃を買ったアホは地じ獄ごくに行きな」

　武装犯たちがようやく車ごと殴なぐられたショックから回復──罵ば声せいを吐きつつ、「聞いてないぞ」「警察はいないんじゃなかったのか」「老人どもはどこだ」と間抜けなことを口にしながら、次々に銃じゆう口こうを突つき出して車の上の涼月を狙ねらう。

　刹せつ那な──一瞬で地上に降りて拳を振ふりかぶった涼月が、最初の一人が半秒前まで涼月がいた空間に向かって引き金を引くよりも遥はるかに速く、がら空きの胴どうへ右フック。

　男の胸部と腰よう部ぶをつなぐあらゆる臓器＋骨格が赤い霧きりと化し、上半身がくるくる舞まった。

　最初の血の雫しずくが路上に落ちるよりも前に、銃を握る男たちへ、左右のワン・ツー／バックブロー／回し蹴り──降り注ぐ血の雨。

　その交戦地点から七百メートル先──〈ヴィエナ・タワー〉から通りを挟はさんだ向かい側の三十階建てビルの屋上。

　陽炎──紅い特甲姿。

　シャープなフォルムの四肢／右みぎ腕うでと一体化した超伝導式ライフル／各種探査で敵情報を瞬時に把は握あく──拙せつ速そくを何より忌いみ嫌きらう狙撃手において異い端たんの早はや撃うち＝狙撃フオロー・狙撃フオロー・狙撃フオロー。

　車体に運送会社や旅行会社のロゴを貼はり付けながらも、座席の連中は一様にマスクをかぶり、銃を握った手を窓から突き出しているという、擬ぎ装そうの意味がまるで分かっていない敵車両群の運転手を立て続けに射殺。

　紅犬ロツターこと通称〈魔フ弾ライのシ射ユツ手ツの陽炎〉──その本領発揮。

　移動中のデモ群衆へと迫せまる一台を、約一キロ先から捕ほ捉そく──刃はのような虚無ニヒルと聖母のような優しい指使いのイメージで、引き金と一体化した指の撃鉄との連結を、そっと解除。

　銃器の使用がいかなる報むくいをもたらすかを本人に悟さとらせる機会さえ与あたえず行使＝発射された特大のケースレス弾だんが、フロントガラス→運転手の頭部→シート→後部座席にいた者の胴体→車の床ゆか→車しや軸じくを一発で貫かん通つう／粉ふん砕さい。

　車体がぐらぐら揺ゆれながら二十メートルほど惰だ性せいで進行──停車。

　たちまち車に襲おそいかかる死の嵐あらし＝夕霧──白銀の特甲姿。

　美しくも恐おそるべき両腕に内蔵された液フリ状ユスイ金ヒ・属メタルとその硬こう化か装置が作動──両手の指先から放射された幅はば二ミクロンのワイヤー×５×２が、高磁力によって盛大に乱らん舞ぶ。

　銃を構えて車から飛び出そうとした男たち／窓から銃を突き出して老人の群れへ乱射しようとした男たちが、ぎくっとなったように動作停止。

　夕霧＝浮うき浮き勃ぼつ発ぱつする歌声。「福ふく祉しソーング♪　テレビっ、エアコンっ、車っ、替かえの下着っ、庭に生えてる食べられる草っ、一つでも持ってる人はーっ福祉カーット！　なんですーっ♪」

　歌とともに、ピシリと音──車のドアに／窓に／車体に／男たちの顔に／首に／腕に／脚あしに／胴に／握りしめた銃器に、鮮あざやかな線が出現──ある一いつ瞬しゆんを境に崩ほう落らく。

　ワイヤーが存分に切り裂さいたそれらの物体と人体が、修復不能のバラバラの断だん片ぺんと化して混ざり合いながら路上に散乱。

　その最後の一片が落ちる頃ころには、白犬ヴアイスこと通称〈悪オイふレンシざユピーけゲルの夕霧〉は既にその場を離れ、ハイトーンな歌声とともに〈ヴィエナ・タワー〉のふもとである公共エリアへ跳躍している。

　それを追って陽炎が移動──巨きよ大だいなタワーの死角側へ素す早ばやく回り込んで狙撃フオロー。

　反対側の通りから、武装犯を撃げき滅めつしながらデモ集団を迂う回かいして公共エリアへ飛び込んでくる涼月──その眼下で、かろうじて〈ヴィエナ・タワー〉の敷しき地ち内に入った武装犯三名を、精確無比に飛来した弾丸が立て続けに撃ち倒した。

「あ、くそ」涼月──獲え物ものを先に取られて舌打ち／素早く跳ちよう躍やく──壁かべ・柱を蹴けって宙を舞い、七階のテラスに着地。最も近い獲物への突撃敢かん行こうを狙う──が、既すでにＭＰＢ隊員および警察隊が各個で襲しゆう撃げき犯を包囲。七台の車両／三十名余にものぼる襲撃者／百二十挺ちようあまりの銃器が、最初の銃声から僅わずか二分余りで制圧／確保されようとしていた。

「なんだよ、歯ごたえねーな」心の底からがっかり──ベンチを蹴飛ばす。「ちぇっ」

「なんという怠たい慢まんだ」

　いきなり背後でごろごろ喉のどに痰たんが絡からんだような、弱々しいくせに異様な迫はく力りよくに満ちた声が飛び、ぎょっとなって振り返った。

　電動車椅い子すに乗った、やたら身なりの良い老人が、同じくらいピカピカで糊のりの利きいたスーツ姿の男女を従えてテラスへ出現──涼月から三メートル先でぴたりと停止。

　老人──見事な白はく髪はつ／濁にごった灰アツ緑シユのグリ目ーン／老いてなお炯けい々けいとした眼光の闘とう犬けんのごとき容よう貌ぼう／電動車椅子のレバーを握りしめ、じっと上うわ目め遣づかいでこちらを見ている。

　涼月の一瞬の思考＝そのまま無線通信。《あー……ノーメイクで狼おおかみ男に見えるアメリカの役者、なんだっけ。昔のホラー映画で、雪ん中のホテルにいる、斧おの振り回すいかれたオヤジ》

《トム・クルーズ！》夕霧──即そく答とう。

《おそらくジャック・ニコルソンだろう》陽炎──フォロー。《映画のタイトルは『シャイニング』では？》

《あー、それだ》涼月──老人の刺さすような眼光を平然と受け止めながら。《そのオヤジが、もっとしわくちゃになった感じの爺じいさんにガンつけられてんだけど、敵か？》

　ひらりと夕霧が宙を舞ってテラスに着地。「夕霧はー、『宇宙戦争』ってダース・ベイダーが出てくる映画だと思ってましたーっ♪」

　ぎろりと夕霧を睨にらむ老人ニコルソン──チアリーダー風の衣い裳しように身を包み機き甲こう化した夕霧を上から下までじろじろ見る／吐はき捨てるように呟つぶやく。「……ユダヤ人が」

「──あ？」涼月＝半はん眼がん／怒ど気き。

　夕霧＝きょとん。

「今なんか言ったか？」前へ出る涼月──その殺気を察したスーツ姿の男女が、すっと老人の両りよう脇わきに立つ──機き敏びんな護衛。

　陽炎の無線通信。《その老人を視認した。敵ではなさそうだが、面めん倒どうそうな相手だ》

《知ってんのか？》

《ニュースで見た。名はヴェンツェル・エルメンライヒ。〈ヴィエナ・タワー〉の建設を請うけ負ったエルメンライヒ建設の最高Ｃ経営Ｅ責任者Ｏ。高層ビル特区で巨額の富を得た人物で、国民党とパイプを持ち、いち早く完成させた同タワー内高級マンションの居住第一号にして今のところ唯ゆい一いつの住人。噂うわさでは非ドイツ系の市民にタワーの住居を売らないよう圧力をかけたらしい》

《そんな爺さんが、なんであたしらに絡んでんだ？》

　陽炎が答える前に老人が言った。

「さっさとあのゴミどもを片付けろ」カギ爪づめでも出現しそうな骨張った指で、テラスの向こうを示す。「市長にも警察にも言っておいたはずだ。あのゴミどもをここに近づけさせるなと。なのになんだこれは。許し難がたい怠慢だ。早く追い払はらえ。水をかけて洗い流せ」

「あー……」涼月＝半眼のままさらに一歩近寄る──ボディガードの男女が前へ／二人の無表情で没ぼつ個こ性せいを絵に描かいたような顔を見る／老人に目を戻もどす。「……あそこで集まってる爺さん婆ばあさんたちのことを言ってんのか？」

「ゴミだ！」怨おん念ねんじみた怒声が干ひ涸からびた口から迸ほとばしった──が、その一発で喉がガラガラになり、後はごにょごにょもぐもぐしていて要領を得なくなった。「なにをぬかす……の……が、貴様……ほどにも……小こ娘むすめ……らわし……ね……だものが……」

　夕霧＝びっくり。《あらー、夕霧が聞いたことない言葉で喋しやべってますよ？》

　涼月＝呆あきれ顔。《すっげー頭にくること言ってんなってことだけは分かるぜ、このじじい》

　陽炎＝客観視。《唇くちびるの動きを読む限り、大変な差別的発言の数々を試みているらしい》

　激げつ昂こうのあまり息をつまらせて青黒い顔になる老人──ボディーガードが左右から魔ま法ほう瓶びんに入ったお湯を差し出して飲ませ、喉スプレーを口内に噴ふん霧む。

　ぜえぜえ息を切らせながら再開。「いいか。今日中だ。日が暮れるまでだ。それまでに、この美しい都市を貶おとしめる汚けがらわしいゴミどもを片付けろ。それが出来ないときは貴様らには想像もつかん報むくいを与あたえてやるぞ。貴様らの雇やとい主にそう言っておけ」

「とりあえず今あたしの目の前でべらべら喋るゴミでも拾っとくか？」涼月──機甲化した拳こぶしを突つき出す＝元気良くファックサイン。

　老人が暗い煮にえたぎるような眼光を放つ──ボディーガードの男女が身構える。

　そのとき。

　ズダーン！　と、どこかのビルでも倒たおれたかと思うほどの轟ごう音おんが空に響ひびき渡わたった。

　閃せん光こう──曇どん天てんの夕刻にもかかわらず、一瞬、辺りがぱっと茜あかね色に染まった。

　涼月と夕霧が同時にそれを──空を見上げた。

　五百メートル先の陽炎も／ボディガードの男女も／ニコルソン的老人も／地上にいる数千人の老人たちも／生き残った武装犯たちも／ＭＰＢ隊員たちも／治安関係者も／一いつ般ぱん人も──

　ほとんどのミリオポリスの市民が、それを見ていた。

[image: ]

　曇くもり空を真っ二つに切り裂さく、赤々とした爪つめ痕あとのような炎ほのおの帯──。

　何かが、空気を震ふるわせ、焼き焦こがし、落下していった直線的な軌き跡せき。

　そして遥はるか彼方かなたから、ドーン！──という音が響いてきた。

　まるで天変地異の先さき触ぶれ──一帯の沈ちん黙もくが、重く固く密度を増していった。

「……なんっ──だ、今の？」やっと涼月が口を開く。

　答える者──なし。

　ふいに、夕霧が、ぽつんと呟いた。「お星様が落ちてきたみたいですよ？」

「馬ば鹿か、んなわけ──」

「ソドムとゴモラだ」唐とう突とつに老人が言った。その声にこめられた得体の知れないどす黒く醜みにくく不ふ吉きつな感じのする響きに、思わず口をつぐむ涼月＋夕霧。

「ソドムとゴモラだ」おもむろにレバーを操作──電動車椅い子すがゆっくりと弧こを描えがき、もと来た道を戻ってタワー内へ。「ソドムとゴモラだ」

　その老人の横顔を見たとき、涼月は、こちらに警けい戒かいの目を向けるボディガードの存在をほんの一瞬だが、完かん璧ぺきに忘れた。

　身の毛もよだつおぞましさ、と呼ぶべき何かを、初めて見たと思った。

　そのときの老人の笑え顔がおが、それだった。




　　　　肆し




　ミリオポリス第エ二ー十ヴ四エ区ー──地区中央に鎮ちん座ざするＭＰＢ本部ビル＝三十二階建て。

　その十二階──女性隊員の寮りよう。

　ダンベルやマルチマックスなど筋力増強器具が充じゆう実じつした簡易ジムの脇わき──シャワー室。

「あ────…………生き返る」涼月──長々と熱いシャワーを満まん喫きつ／隣となりのブースでは陽炎と夕霧が洗いっこ。主に陽炎が、放ほうっておくといつまでもそのままでいる夕霧の体のフェイクタトゥーと今日一日の気苦労と返り血を洗い落としてやっている。

　他にも、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの女性隊員たち／機械化義手や義足の者たち／〝人生は美しい、目を閉じれば〟と腕うでに刺青いれずみした者などが、めいめいにリフレッシュ。適切な距きよ離りを保ち、短い言葉を交かわすだけで、互たがいの孤こ独どくとルールを尊重。サウナ室でヨガにふけることで人生の困難を解消中の者に、余計な世間話やジョークを振ふれば厄やつ介かい者とみなされるだけ。

〝お喋りしたければロビーで〟というのが鉄則のシャワー室で、常に三人で行動し、互いの様子に注意を払い、声をかけ合う遊ゆう撃げき小隊員たち──だがそのことで誰も文句は言わない。

　それは決して、ＭＰＢでずば抜ぬけた殺傷数を誇ほこる小隊への畏い敬けいの念などではなく、それよりもっと単純かつ深刻なことがらへの理解ゆえだった。

　もし、機械化された肉体が何らかの「故障」に陥おちいり、操縦不能になれば、水深二センチの水みず溜たまりであっさり溺おぼれ死ぬ。そんなことが起こる確率はきっと一万分の一もないし、むしろ健常者が酔よっ払ぱらって風ふ呂ろ場ばで死ぬ確率の方がよほど高い。

　だが、ありえないとは言えない。実際にそうしたことが起こったとき、仲間がいなければ一巻の終わりだ。生きるために信しん頼らい関係が必要なら迷わずそれを重視する。それは決して友情と呼べるようなものではないかもしれないが、寄り添そうことが生きるすべなら何も恥はじることはないし遠えん慮りよなどしてられない。

　とはいえ「お喋しやべり好きな女の子たち」という評判もそれはそれで癪しやくに障さわるため、夕霧以外の二人はおおむねシャワー室の静せい穏おんに貢こう献けんしつつリフレッシュ完かん了りよう──三人揃そろって更こう衣い室へ。

「さて、明日の非番の有効利用だが」陽炎──夕霧の髪かみをドライヤーで乾かわかしてやりながら勿もつ体たいぶった口ぶり。「第ラツ二フ十ルズ六シ区テイの伊イ勢セ丹タンで開店から十五時までの間、高級コスメグッズのつかみ取りイベントがあるのだが、来客一名につき一回という厳格なルールが適用されている。三人で行けば単純に見積もって三倍の収しゆう穫かくが見込めると思わないか？」

「はーい♪」挙手。「夕霧はその後でミュージカルが見たいでーす」

「興味ねー」無下に。「十四時からならいーけど」

「それだとろくなものが残っていない」ドライヤーをオフに。「まったく。さては、また受験勉強だな？　いつまで夢中でいる気だ？　模試が終わったばかりではなかったのか？」

「悪いことしてるみてーに言うなっつの」呆れ顔。

「涼月は偉えらい子なんですよー♪」にこやか。「偉グロースいのＧって書いてありましたーっ♪」

「Ｇ……？」ぱちくり。「Ｇ判定？　聞いたことないぞ？　諦あきらめた方が良いのでは？」

「語学はＢだよ、うるせーな」無意識に唇くちびるを尖とがらせながら。「数学と科学がダメなんだよ。十一時からテレビで数学の講座やるから──」

　再び挙手。「夕霧はー、吹雪フブキくんに教えてもらえば良いと思いまーす♪」

　ぽんと手を打つ。「ふむ。まったくだ。ついでにつかみ取りにも参加してもらおう」

　苦々しい顔。「なんであいつが出てくんだっつーの……」

　ふとシャワー室の方でざわめき──珍めずらしいというより不穏な事態を予感させるその声に、三人とも自然とそちらへ足を運んでいた。

　サウナ室──開きっぱなしのドア／人だかり。

　蒸気が立ちこめる室内──隊員の誰かが設置した防水テレビ＝夜のニュース。

〝ロシアの人工衛星〈アンタレス１１４０号〉がオーストリア国内に落下〟

　現場であるウィーンの森では火災が発生。そのため回収が難航。現在のところ死傷者はなし。

　機械仕じ掛かけの星──空に刻まれた〝炎ほのおの爪つめ痕あと〟／夕霧が〝お星様〟と呼んだものの正体。

　感心する夕霧──得意顔。「ロシアの人が作ったお星様だったんですねっ♪」

「あー……そーね」なげやり。「とんでもねー迷めい惑わくなガラクタが落ちてきたもんだな」

「予期せぬ落下に、政府関係者の間では〝サイバーテロによるもの〟という見方もある……」陽炎──キャスターの言葉をリフレイン。「問題は衛星の中身だ。もし国際協定に従い、政府が回収に協力しなければならないしろものだとしたら──」

　頭上で響ひびく声──本部による呼集。

《指令１アイン・・ウント・４フイアー。指令１アイン・・ウント・４フイアー。本日勤務の実行隊員は至急、公務着用規定および装備規定に従い車両部区画へ集合。繰くり返す。指令１アイン・・ウント・４フイアー。指令１アイン・・ウント・４フイアー──》

「くそったれ」涼月──不ふ機き嫌げんな唸うなり。

　１・４──警護を要する事態／地区封ふう鎖さ。

　慌あわただしく更衣室へ向かう隊員たち──三人も追つい随ずい。

「落下した衛星に関係した出動だとしたら、ずいぶん遅おそい。政府間協議に時間を費ついやしていたのかもしれないな」陽炎──てきぱき下着を身につけつつ。

「お星様が見られるかもーっ♪」夕霧──わくわくしながらシャツのボタンを留とめる。

「〈ロケットの街〉に落ちてきたくそったれの星か」涼月──馬ば鹿からしそうにズボンを穿はきながら。「シャレにもなんねーや」




　ミリオポリス第ヴ二イー十ナー七ヴア区ルト──温かなシャワールームから引っ張り出され、みぞれ混じりの冷たい小雨が降る夜の森へ。

　一帯を封鎖する装そう甲こう車両／パトカー──森林火災の鎮ちん火かに躍やつ起きになる消防放水車の群れ。

　雨と煙けむりの向こうで、赤い炎の明かりと照明車両の発光が入り交じり、幻げん想そう的というよりも戦争でも始まったかのような不穏な光景が展開中。

　ＭＰＢ装甲車両が到とう着ちやく──隊員たち＋三人の少女が、隊の制服にレインコート姿で降車。

　無線通信による指示──森を貫つらぬく道路にびっしり停とめられた車の群れの脇わきを徒歩で移動。

　夕霧──浮うき浮きステップ。「お星様はどこかなーっ♪」

　陽炎──車両の一つを指差す。「外交官ナンバーだ。ロシア大使館員が来ているんだろう」

　涼月──ぼやき。「お陰かげで街の反対側まで出動だ。てめーで身を守りやがれ」

「州境が拡大したせいで街の西側の警察は人手不足だからな」ぷーと膨ふくらむ風船ガム。

「だからっつって大げさ過ぎねーか？」森の方へ顎あごをしゃくる──そこら中にハンドライトの明かり。「なんだって犯罪者の山やま狩がりみてーなことになってんだ？」

　パチンとガムが弾はじける。「人工衛星のパーツが持ち去られることを防ぐためかもしれない」

「誰が持って帰るんだ、そんなもん」

「マニアでなくても欲しがる人間はいる。米国のシャトルが墜つい落らくした際も近きん隣りんの住人がパーツを拾っていってしまったせいで、ブラックボックスを取り戻もどすのに何年もかかったらしい」

「わーい、夕霧もお星様のかけら欲しーい♪」

「ガラクタ拾ってどーすんだ馬鹿らしい」かったるそうに歩きながら、ひときわでかい車両の脇を通り過ぎる。見慣れぬ制服──白いスーツの女＋暗あん灰かい色に金の縁ふち取りスーツの男たち。

　ちらっと一いち瞥べつ。「どこの連中だ？」

「〈ミリオポリスＭ公安高Ｓ機動隊Ｓ〉の制服だ。国内でマスターサーバーと特甲児童を占有する数少ない組織の一つ──彼らの特甲児童は飛べるらしいぞ」

「夕霧も飛びたーい♪」熱心な願望──ＭＰＢは重武装への批判から空中機動なし。ヘリを持つのは一部の警察組織と救急施し設せつのみ。

「まったくだ。ヘリさえありゃ移動も楽だっつーの」

「彼らもヘリ所有は許されていないはずだ。飛べるのは空中機動装備を持つ者だけだろう」

「あー……そういやニュースで見たな。羽の生えた連中がヘリを落としたってんだろ」

「えー？」ものすごく残念そうな声。「羽がないと飛べないんですかー？」

「おや、どういう装備なら良いんだい？」

「今のまんまで、ふわーってなって、ひゅーんって飛んで、ずどーんて感じ♪」

「ずどーん……」神しん妙みような顔。「最終的に落下しているのでは？」

「あらー」意外そうに。「むつかしいんですねー」

「あたしは飛ぶ気はねーな。背中に羽なんて、そのまま天国に行っちまいそうな格好もごめんだ」煙草たばこの煙でも払はらうように手を振ふる涼月──他の隊員たちとともに森の中へ／煙草とジッポライターを取り出す。

「あっ！　森の中の煙草は、山火事のもとですよ！」ぴしっと指さし警告。

「もう燃えてるっつーの」構わず着火──ふと木々の向こうを見る／ぎょっとなって火のついた煙草を背後に隠かくす。「うおっ、副長の車だ」

　森の奥の方に停められたＳＬＲ──そのそばで傘かさもささず話し込んでいる長身瘦そう軀くの男。

　ＭＰＢ副長フランツ・利ト根ネ・エアハルト──いかにもエリート風の銀縁眼鏡めがね／皺しわまで寸法を測ったかのようなぴしっと糊のりの利きいたスーツ。

　二重三重の搦からめ手を好む、通つう称しよう〝蜘蛛くもの巣フランツ〟──渾名あだなの通り、何にでもこだわる技ぎ巧こう派の瘦やせ蜘蛛といった様子で、会話中も口元の無線インカムの位置を細かく調整。

〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊ゆう撃げき小隊の実質的な指揮官にして絶好のからかい相手／噂うわさでは操みさおを守ってまだ童どう貞てい。

　なお──法令に従い、文化委い託たくされた漢キヤ字ラク名ターは二十五歳の準成人時にミドルネームに。

「我々より先に到着していたようだ」陽炎──しげしげと。「一いつ緒しよにいる色男ロメオはロシア人か？」

　照明車両のサーチライトの下で副長と会話中の男──短い色あせた金きん髪ぱつ／濃こい緑の目／ややくぼんだ頰ほお／カーキ色のトレンチコート／タイなし／灰色のスーツ／副長よりさらに長身にもかかわらず瘦せているという印象はなし──おそらく屈くつ強きようと言っていい体格。

「別に色男ロメオにゃ見えねーな」涼月──興味なさそうに背を向け煙草をくわえる。「くたびれたラッセル・クロウって感じだ」

「何の文句がある」陽炎──生き真面目まじめ。「まさに色男ロメオだ」

「あー、はいはい」なげやりに手を振る。

「お星様のかけら見つかるかなー♪」さらに興味のない夕霧──浮き浮き先頭へ。「あっ、宇宙人さんを発見！」

　ぴっと指差す──焼け焦こげた一帯にたむろする完全防護服姿の一団。

　涼月──眉み間けんに皺。「……おいおい、放射能でも漏もれてんじゃねーだろうな」

「そういえば以前、ニュースで見た。かつてロシアの人工衛星打ち上げ基地だったカザフスタンの一角は、度たび重かさなる打ち上げ失敗でロケット燃料がばらまかれ、死の草原と化したらしい」

　思わず遠ざかろうとする。「……ロケット燃料ってそんな危ねーのか？」

　同じ方向へ追つい随ずい。「ＢバイオＣケミカル兵器なみの猛もう毒どくだ。ただ、打ち上げ時ならともかく、衛星軌き道どう上の人工衛星にも燃料が搭とう載さいされているのかは知らない」

「落ちてませんねー」全く意に介かいさず進行。「お星様のかけらっ♪　どーこですかーっ♪」

　森の奥に光の群れ──警官隊／ライフルを担かついだ山さん岳がく警備隊員たち／専門家らしき一団。

　涼月が唸うなる。「なんか嫌いやな感じがしてきたぜ。なんだこの騒さわぎ？　なんであたしらまで呼ばれた？　パーツを盗ぬすまれるのがそんなにまずいことなのか？」

「思ったよりも深刻な事態なのかもしれない」陽炎──声を低めて。「ニュースでもサイバーテロの可能性があると言っていた。もしそうなら衛星は落ちたのではない。落としたんだ。あるいは、ただ落とすのが目的ではなく、重要な何かを奪うためだとしたら──」

　どこからか、ターン、ターン、と乾かわいた音が響ひびいてきた。

　夕霧がぴたっと足を止める──陽炎が素す早ばやく音がした方を振り返る。

　涼月の唸り声が獰どう猛もうさを帯びる。

「星を落としたやつらが、銃じゆうを持ってそのくそったれな何かを拾いに来たってわけだ」




　　　　伍ご




《武装した集団が封ふう鎖さ線付近で発はつ砲ぽう！　何らかの荷を運うん搬ぱん、森の中を北へ逃とう走そう中！　全隊員、現地警官と連れん携けいして追つい跡せきしろ！　州境を越こえさせるな！》

　副長の声──果か敢かんな号令。

《黒シユヴ犬アルツ・紅犬ロツター・白犬ヴアイス──〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス、全アル・頭シユ出トウ撃ルム！　ただちに制圧、連中の荷を押さえろ！》

　脊せき髄ずい反射の迅じん速そく対応──敵情報を確認しつつ森の中を疾しつ走そうする三人。

　次々に転送を開封──エメラルドの輝かがやきとともに制服の下で瞬しゆん時じに機き甲こう化。

　灰色の視界──超ちよう音波探査モード。

　頭上へ樹木を蹴けり渡わたる陽炎──高所に位置取り、一帯を探査。通信車両の探査情報および各種報告を周辺地形と照合──敵の人数／位置／移動方向を、涼月＋夕霧に伝達。

《小火器で武装した十三名が四手に分かれて移動。三人一組が三つ、迎げい撃げき態勢を取りつつ散開。残り四名が荷を運びながら二キロ先の河岸を目指している模様》

《ずいぶん手慣れた連中だな》涼月＝高ぶる戦意。

《お星様泥どろ棒ぼうさんを追っかけろーっ♪》夕霧＝メルヘン。

　疾走する涼月──凄すさまじい速度で最初の目標に接近──跳ちよう躍やく、樹きの幹を蹴る・蹴る＝跳ちよう弾だんのごとき速度と動きで、登山用ジャケット姿で自動小銃を構えた三人の背後に着地。

　右ストレート──振ふり返ろうとした相手の胸部＝背後の樹の幹を、ほぼ同時に爆ばく砕さい。

　樹が枝葉を散らして倒たおれるよりも早く、次の一人へ跳とびかかって肩かた口ぐちに右フック──首と銃を握にぎった腕うでが吹ふっ飛ぶ。残り一人へ夕霧のワイヤー──銀色の弧こ線せんが五体をセパレート。

　涼月＋夕霧──ともに殺害後に相手の顔を一瞬だけ視認。

　アジア系＝多分、中国人か北きた朝ちよう鮮せん人か韓かん国こく人か日本人か台たい湾わん人のどれか。

　途と方ほうもない暴力の疾風──次の目標へ向かう二人／背後で樹が倒れ落ちる。

　涼月──凶きよう暴ぼうな歓かん喜き。《右から行け。やつらが運んでるもんを壊こわすなよ》

《はーい♪　夕霧隊員はラジャーでーっす♪》

　森のあちこちで響く銃声・銃声・怒ど号ごう・罵ば声せい。

　ダーン！　ひときわ激しいライフルの発射音──陽炎が放った弾丸が、防水シートでくるまれた大きな荷を運ぶ二人のうち一人の頭部を吹っ飛ばした。

　もう一人が荷にしがみつくようにして転てん倒とう──後を追って走っていた二人が強きよう襲しゆう用ライフルを構えて振り返り、やたらめったらと乱射を始めた。

　弾幕を避さけて木々を蹴り跳ぶ涼月──左手奥へ回り込んで頭上から襲来。

　挟きよう撃げき態勢──右手横から迫せまる夕霧。

　かと思うと、宙にいる涼月のすぐ下の茂しげみから、カーキ色のトレンチコートを着た男が、猛もう烈れつな勢いで飛び出していた。

　男の右手──黒い手て袋ぶくろ。

　手刀に構えたその手が、いきなり青白い火を剣けんのように噴ふき出した。

　ぎょっとなる涼月──灼しやく熱ねつの手刀がナチスの敬礼なみの鋭するどさで振り上げられ、武装犯の一人をライフルごと溶よう断だん──真っ二つになった銃身／斜ななめに切断された上半身が宙を舞まった。

　涼月の着地──その目前＝トレンチコートの男が、左手に握った軍用ショットガンを拳けん銃じゆうなみの手軽さで発砲──ライフルを構えるもう一人が顔面を吹っ飛ばされて転倒。

　それと前後して、荷を庇かばうように拳銃を構えた最後の一人が、きらめくワイヤーの輝きとともに複雑な形状に六分割されて崩ほう落らく。

　荷の防水シートが血まみれに──ロープがほどけて電子装置の塊かたまりがごろごろ転がった。

　ずどん、と舞い降りる夕霧──足あし下もとの電子装置に手を伸のばす。「お星様を発見──っ♪」

　トレンチコートの男が、あからさまな威い嚇かくを込こめてショットガンのポンプを引いた。

　手を止める夕霧──いつでも狙ねらいを定められる状態で地面を向いているショットガン。

　銃身に添そえられた右手──手袋は燃えて跡あと形かたもなし。一瞬で冷れい却きやくされた、ごつい機械の手。

《戦せん闘とう用の機械化義手か》陽炎の無線通信──いつでもトレンチコートの男を撃うてる証しよう拠こ。

「そニれヒトに・ベ触リユるーレなン」

　男──やや訛なまりのあるドイツ語。

　その斜め後ろで身構える涼月──半眼。「おいおい。あたしらをなんだと思ってんだ？　そこでくたばってる──」僅わずかに思案。「中国人ヒネーゼ……韓コレ国アー人ナーの仲間だってのか？」

「日ヤパ本ー人ナーだ」男の注ちゆう釈しやく。

「そっちかなと思ってたんだよ」さらにむかつき顔に。

　男がショットガンを手にゆっくりと荷へ歩み寄る。

　夕霧が不思議そうな顔で横へ──男が膝ひざをつき、荷のロープを結び直す。

「おい、てめー──……」

《黒シユヴ犬アルツ、白犬ヴアイス、手を出すな》ふいに副長の無線通信。《紅犬ロツターからの映像を確認した。彼はロシアの特務官ユーリー・スタリツキー中ちゆう佐さだ。何もせず荷を渡せ》

　涼月──沈ちん黙もく＝握ったままの両拳こぶし。

　男が荷のロープをつかみ、二人がかりで運んでいたそれをナップザックみたいに担かついだ。

　左手＝無造作に引っ提さげたショットガン。

　そのままこちらに向かって歩み、ナイフみたいに目を尖とがらせる涼月の前で立ち止まった。

　静かに見下ろす──睥へい睨げい／警けい戒かい／皮肉──なし。義務の遂すい行こうに心を砕くだく兵士の眼まな差ざし。

「協力に感謝する」腹に響ひびく重い声。「この街の憲兵は、良い犬を飼っている」

　にっと笑う涼月──ゆっくりと右の拳を掲かかげ、中指を立てて元気良くファックサイン。

「友好のあかしだぜ、色男ロメオのおっさん。尻しりを嚙かまれねーよう気をつけな」

　返答／反応／表情の変化──一切なし。

　男は何ごともなかったような顔で涼月の脇わきを通り過ぎ、雨のしのつく夜の森へ消えていった。
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　　　　壱いち




　ＭＰＢ本部ビル──二階＝隊員用の食堂。

　防ぼう弾だんガラスの向こうに憂ゆう鬱うつな曇くもり空ぞら。

　午前七時──バイキング形式の朝食。定番の目ゲミユ玉ーゼ焼テラきー・乗ミツせト・温シユ野ピー菜ゲライのセット／チケーーゼズシゆユでペパツスツタレ／ソーセージ／パンケーキ／各種コンソメスープ／野菜ジュース／カフェに紅茶にミネラル水。

　トレーを彩いろどる温かな料理を口に運びながら、爽さわやかな朝を台無しにする罵ば詈り雑言──涼月。

「ちくしょうくそったれのふざけたロシア野や郎ろうの顔を思い出すだけで飯がまずくなる」

「なら思い出すな」陽炎──淡たん々たんと／いつものアドレナリン不足気味の朝のモード。「こちらまで味気なくなる」

「夕霧は、お星様のかけらが見られてハッピーでーっす♪」純じゆん粋すいな喜び。

「あたしは朝っぱらから呼び出し食くらってんだ」涼月──嚙みつきそうな顔。

　寮りようのロビー＝電子掲けい示じ板ばん──各隊員の勤務予定＋呼び出し等の表示。

　涼月の欄らんにだけ〈０８００Ｅ＝３２Ｋ〉──午前八時に出エアシヤ頭イヌング。

　よりにもよって三十二階の「Ｋ」＝許可がなければまず入れない大隊長のオフィス。

　陽炎＋夕霧には特になし──〈ＤＦ〉＝非デインス番トフライの文字のみ。

「むかつくぜ。副長は分かるけど、なんで大隊長に怒おこられなきゃいけねーんだ？」

　涼月の決めつけ──〝呼び出し＝すなわち叱しつ責せき〟。

「おそらく、ロシア人に対するお前の品のない態度が、国際問題に発展したのだろう」

　陽炎の決めつけ──〝事態はたいてい最大限に悪化する〟。

「いいなー、夕霧もビルのてっぺんに行きたーい♪」

　夕霧の決めつけ──〝どんな物事にも必ず最善の側面が存在する〟。

「人んちの庭を焼きやがったロシア野郎のせいで怒られるために、わざわざ行きたかねー」

　うんざりしながらブラックコーヒーをすする──その背後で声。

「おはよう、涼月ちゃん」

　人類愛の模も範はんたる笑顔──日に透すけそうな白い頰ほおをした少年がトレーを手に立っている。

　吹雪・ペーター・シュライヒャー──伏ふし目がちな薄サニ緑ー・のグリ目ーン／柔やわらかな金きん髪ぱつ／優美な容姿。

　ＭＰＢのマスターサーバー〈刕レイ〉の接続官コーラスにしてＩＱ三〇〇を誇ほこる特とつ甲こう少年／接続時は意識を失う無意識型／もともと手足を持たずに生まれてきた無む肢し症しよう児じ──ただし両親は全くそれを悲しまず、大いに愛情を注いで育てたが、政府が一方的にその肉体の機械化を推進。

　しかし百メートルを四分強で蛇行する超ちよう運動音おん痴ちのため軍属にならず、ＭＰＢの転送塔とうに配属──その脳力を認められ、マスターサーバーに脳をリンクするきわめて優ゆう秀しゆうな通信解かい析せき官にして〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス担当の転送員に。

「おう、吹雪」「やあ、おはよう」「おはよーございまーす♪」

「おはよう、陽炎ちゃん、夕霧ちゃん」丁てい寧ねいに挨あい拶さつ。「ここ……座ってもいいかな」

「おう」「自由に空いている席に座りたまえ」「涼月のお隣となりにどーぞーっ♪」

「ありがとう」本気度百二十％の感謝で着席──涼月に向かってにっこり微び笑しよう。

　笑顔一つ返さず。「珍めずらしーな、お前がこの時間に起きてんの」

「昨日、涼月ちゃんたちが最初に帰き還かんしたときに仮か眠みんをとったから」

　脳を酷こく使しする接続官コーラスのための規則──一日最低、九時間の睡すい眠みん。

「昨日は大変だったね、涼月ちゃん」上品にミルクのパックにストローを差しながら。「放射能とか大だい丈じよう夫ぶだった？」

　ぴたりと三人が動作を停止──上品にストローをくわえる吹雪を、何か得体の知れないものを見たかのように注視。

「……放射能？　なんだそれ？」

　涼月──気の利きいた冗じよう談だんであることを期待する強こわばった笑えみ。

「え？」吹雪がストローから口を離はなす──しゅこー、と間ま抜ぬけな音を立てて膨ふくらみを取り戻もどすパック。「あ……違ちがった？　もしかして本当に太陽電池だったのかな」

　陽炎──身を乗り出すべきか、不ふ穏おんな相手から遠ざかるべきか推おし量るような表情。「……今朝のニュースでは、人工衛星〈アンタレス１１４０号〉は太陽電池で作動していたそうだ」

「えっと……ちょっと待って」

　パックを置く──上着のポケットから携けい帯たい電話を取り出し、てきぱき操作。

「ほら。ロシア政府の公式発表だと太陽電池だけど、オーストリア政府に送られた非公式な情報によると、最新の原げん子し炉ろ衛星みたい」

　携帯電話の画面に、コピーおよび閲えつ覧らん不能な非公式書類──画面下部に猛もう烈れつな勢いで自動的に書き換かえられているらしいプログラム言語の文字列。

　三人が再び口を閉ざし、善意だけで構成された地じ雷らいみたいな少年とその携帯電話を注視。

「あー……」涼月──頭の中をゆっくりと整理＝三人を代表して最も基き礎そ的な質問を投げる。「これ……こーいう書類って……携帯電話でも見られるもんなのか？」

「ううん」かぶりを振ふる吹雪──悪意など原子一ひと粒つぶ分ほども持ち合わせていない軽かろやかな所作。「僕の仕事って残業が多いから、寮でも仕事が出来るように、中身を工く夫ふうしたの」

「工夫……」陽炎──神しん妙みような表情。「それはつまり……とてつもなく非合法に？」

「ううん」空恐おそろしいほどの無む垢くさ。「色々と調べて、正しく工夫してみたんだ。読み込み対象を二千個くらいの断だん片ぺんに自動分割して取得しながら、同じ数の架か空くうのミラーサーバーからランダムで発信させてマトリクス化する過程で特定表示してるから、法律上は単に偶然これに表示されていることになるの」

「あらー」夕霧──無知ゆえの朗ほがらかさ。「すごい偶然ですねー」

「意味論化マトリクスは〈刕レイ〉から借りたんだ」吹雪──にっこり補ほ足そく。「普ふ通つうは法律違い反はんになるけど、そうならないようにちょっと工夫してみたの」

　涼月＝眉み間けんに皺しわ。「良く分かんねーけど……お前が大丈夫ってんなら、大丈夫なんだろ？」

「うん」涼月に誉ほめられたと勘かん違ちがいしたらしい幸せそうな顔。「法律が改正されて違法になった瞬しゆん間かんに自動消去されるから大丈夫」

「素す晴ばらしい」陽炎──感じ入ったように。「無限に黒に近い灰色が、完全に真っ白だとは」

　困ったような微笑み。「あの……ごめんなさい。比ひ喩ゆが難しくて……」

「そうだろう、そうだろう」優しく諭さとすように。「君はいわば魔ま法ほう使いだ。非合法という名の魔法だ。君ならアメリカＣＩＡのデータバンクにだって侵しん入にゆうするに違いない」

「電子戦の演習で」

　実に何気ない即そく答とう──人体に有害な空気を感じたかのように口をつぐむ涼月＋陽炎。

「主任からは絶対に口外するなって言われたけど……プログラム言語と違って英語の公的文書って難しいでしょ。だから西アジアの核かく融ゆう合ごうに関する何かだったんだけどよく分からなくて」

「あらー」きょとんとなっている夕霧。「吹雪くんにも分からないことがあるんですね♪」

「そっか、そっか」手を振る涼月──ただちに危険な空気を拡散。「ま、お前が大丈夫だってんなら大丈夫なんだろ？」

「うん」自分の料理が冷めるのも構わず涼月の方を向く。「さっきの、もっと調べる？」

「よせ」素早く拳こぶしを避さけるボクサーのようにかぶりを振った。「あたしらがまとめて身体検査ってんじゃない限り大丈夫だろ。ロケット燃料だろうが原子炉だろうが、もう関係ねーよ」

「そうだね」あっさり同意──携帯電話をしまいかけたところで陽炎が発言。

「昨日のロシア人の素す性じようは？」みすみす魅み惑わくの品をポケットに入れさせまいとして、魔法を起動させる言葉を追加。「涼月が大隊長室に呼び出される理由が分かるかもしれないぞ」

「そうそう」大事なことを失念していたというような顔。「それ調べようと思ってたんだ」

「すごーい、吹雪くんって便利♪」夕霧がずばりそのままの表現を口にする。

「ありがとう、夕霧ちゃん」嬉うれしげ。

「……つーか、なんでお前が知ってんだ？」疑惑の目。「まさか、あたしのことまでいちいち調べたりしてねーだろーな」

「ううん、違うよ涼月ちゃん」やや性急な否定。「放射能のことで心配だったから、検けん診しんが入ったりしてないか、隊員の勤務予定を見て偶然知っただけ」怯おびえたような顔。「信じて」

「ふーん」半信半疑。「……ま、いーや。なんで呼び出されたか分かんのか？」

「えっと……」素早い操作──瞬時に読み込み。「書類はまだ作成されてないみたい。でもロシア特務官のプロフィール報告の直後に、涼月ちゃんの呼集要よう請せいがあるから関係あるかも」

「大ありと見るべきだな」陽炎──うずうずした感じで手を差し出す。「私が読み上げよう。君はその料理がすっかり冷めてしまう前にお食べなさい」

「ありがとう」途と方ほうもない素直さで携帯電話を陽炎に渡わたす。「いただきます」

「どれどれ」夢の道具を手にして目を光らせる陽炎──音読。「ロシア特務官ユーリー・スタリツキー中ちゆう佐さ。四十二歳。ロシア西南の……複雑な発音の都市で誕生。十八歳で士官学校に入った生きつ粋すいの軍人だ。ふむ……各地で有能な働きをしている。というより戦争の鬼おにだ。戦いまくっている。ろくに訓練されないまま大量に投入される兵士を、多数生せい還かんさせたりしたらしい。重傷を負ってなお現地復帰を願い機械化。さらに多くの兵士を救い……、いや……七千人？」

「七千人も生き残らせたのか？」「すごーい♪」涼月＋夕霧──黙もく々もくと食事を摂とる吹雪。

「いや、違う」陽炎──ぞっとするような目。「あの〈ナホトカ事件〉の現地指揮官だ」

　不思議そうな三人──涼月が代表質問。「……なんだ、そのナホトカって」

「知らないのか？　ロシア語で〈掘ほり出し物〉を意味する入り江えだ。〈友好に壁かべはない〉というモニュメントを有し、日本との交友を約したその港に、六年前、七千人の日本人難民の船団が押し寄せたが、緊きん急きゆう配備されたロシア軍が一人の上陸も許さなかった、という事件だ」

「なんでよ？　壁はねーんだろ？」

「一人許せば、放射能で汚お染せんされた日本国土から何十万人と押し寄せるだろうからな」

「じゃ、七千人はどうなったんだ？」

「行くことも戻もどることも出来ず、入り江に漂ただよう船上で全員が凍とう死しした」

　動きが止まる三人──やや遅おくれて、ごくんと吹雪が口の中のものを嚥えん下か。

「老若男女に赤ん坊ぼうまで、燃料切れの船の上で、残らず氷漬けになったんだ。あの男は、そのときの指揮官だ。七千人が死のうとも、港の厳重封ふう鎖さを守り続けた、筋金入りの軍人だ」

「……ふーん」涼月──尖とがった目でじっと宙を睨にらむ。「そんな野や郎ろうに犬呼ばわりされたってわけか」ゆっくりと立ち上がり、ぽんと吹雪の肩かたを叩たたく。「情報ありがとよ」

「うん……」短い同席を心から惜おしみながら献けん身しんの微び笑しよう。「行ってらっしゃい、涼月ちゃん」

「おう」トレーを手にする──陽炎＋夕霧へ。「じゃーな。気が向いたら電話すっから」

「十五時前に頼たのむ」「行ってらっしゃーい♪」

　涼月の退席──そっと吹雪へ携けい帯たい電話を返へん却きやくする陽炎。

「ところで一つ質問があるんだが……」

　食堂の出入り口を見たまま動かず──忠犬的ポーズを維い持じする少年。

「吹雪くん？」

「え？」びっくり顔で振ふり返る。「なに？」

「……一つ質問だが、君以外の他の誰かも、そうした携帯電話を持てるのかい？」陽炎──情報マニアの燃えるような魂たましいを込めて。「たとえば私とか」

「夕霧も欲しいー♪」浮うき浮きノリで追つい随ずい。

「ううん」あっさり否定。「犯罪になっちゃう」

「なるほど」うなずく陽炎──魔ま法ほうのスイッチをオンに。「涼月が欲しいと言ったら？」

「えっ」急になんかのモードに入る。「とても難しいし……涼月ちゃんは喜ばないかも」

「なぜ？」

「僕のときと違ちがって、誰か一人か二人くらい、刑けい務む所しよに行ってもらう必要があるから」いささかも情を挟はさまぬ、きわめて論理的な口調。「涼月ちゃんはきっとそんなの嫌いやだと思う」

「あらー。それは可哀かわい想そうですねー」同意。

　誰かさんが喜びさえすれば君は嫌じゃないんだねという発言に蓋ふた。「なるほど」

　きちんと紅茶を飲み干す吹雪──食堂の時計を見る。「僕もそろそろ行かなきゃ」

　誰かさんもいないしねと言いかけて封印。「もう一つ質問があるんだが、いいかな？」

「うん。どうぞ」言いつつ、既すでに携帯電話をしまい、トレーを持ち、半ば腰こしを上げている。

「涼月は、私たちの大事な仲間だが……」まるで立てこもり犯に対する交こう渉しよう人のように相手の心を開かせながら探さぐりを入れる。「君は、彼女のどこが良いと思う？」

「えっと、沢たく山さんあるけど……」しばし目がさまよう──すぐにぴったりの言葉を見つけたらしく、沈ちん着ちやく冷静に答えを待つ陽炎と、妙みようにわくわくした顔の夕霧に向かって、微笑ほほえみを浮かべて言った。「女性らしいところかな」

　突とつ如じよとして局所的な寒波に襲おそわれる二人へ、にっこり会え釈しやく。

「もっとお話ししていたいけど……失礼するね、陽炎ちゃん、夕霧ちゃん」

　うなずきもせず目の前の宙を見ている二人──構わず退席する吹雪。

　テーブル上に残された冷え冷えとした空気が、ほどなくして熱力学の法則によりゆっくりと平均温度を取り戻してのち、陽炎が深い吐と息いきとともに沈黙から蘇そ生せい。

「今のは、まさに涼月病びよう患者と呼ばれる症しよう例れい者に特有の発言でしたね、夕霧隊員」

「はーい。夕霧隊員はとってもびっくりな重症だと思いました、陽炎先生」

「ふと思い出したが、ＦＵＢＵＫＩは、日ヤパ本ーニツ語シエで雪シユニのーシユト嵐ウルムという意味なんだそうだ」

「あらー」夕霧──さらにびっくりした顔。「遭そう難なんしやすそうですねー」




　　　　弐に




　ＭＰＢビル三十二階──大隊長のオフィス。

　入隊して以来、滅めつ多たに来たことがない所だったため、さぞ眺ながめの良い広々とした部屋だろうと思い込んでいたが、実際は四方を高級そうな木材の壁で囲まれた、小規模な執しつ務む室だった。

「先日、お前が現場で遭そう遇ぐうしたユーリー・スタリツキー中ちゆう佐さからの正式な要よう請せいだ」

　デスクの脇わきに立つ副長──ストップウォッチで計測しているかのようにきちきち発言。

「落下した〈アンタレス１１４０号〉のパーツは、昨夜の大規模封鎖にもかかわらず、その主要部分が盗とう難なんされた。スタリツキー中佐はその完全回収の任務を帯びており、オーストリア政府は彼の活動を制限付きで認めている。我々も彼が持つ情報に大いに興味がある。よって互たがいに情報を共有し、合同捜そう査さを行うことが望ましい。そのために彼の側から幾いくつか条件が提案されている。その一つが、〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊ゆう撃げき小隊・小隊長たる涼月・ディートリッヒ・シュルツ、つまりお前を派は遣けんし、衛星のパーツを捜査する間、彼の指揮下に入れることだ」

　一面の壁を埋うめ尽つくすモニター類──全てブラックアウト中。暗い画面に映る、直立不動の間ま抜ぬけな自分を横目で見ながら、涼月はただ無言のまま、ナイフみたいに目を尖らせている。

　その脳のう裏りで膨ふくらんでゆく疑念。

　──人工衛星の回収のために派遣されたというあのロシア人は、いつオーストリアに来た？

「なお、スタリツキー中佐が指揮する部隊が、じきに到とう着ちやくする予定だ。お前が彼の指揮下に入る場合、その部隊の一員として働くことが最も望ましい」

　副長の言葉──疑念を発生／増加／細分化。

　来たのは衛星が落下した後か？　森が燃えた二時間後にはオーストリアの空港にいた？

　ふざけるな──軍人専用の直行便でもあるってのか？　それともベースボールみたいに、センターフライがどの辺りに落ちるか事前に読めていた──？

「一時的にスタリツキー中佐の指揮する部隊員となるにせよ、あくまで連れん携けいして働く派遣捜査官としての立場を守るにせよ、彼らが目的を完かん遂すいするか、もしくはロシア政府が彼らに任務の終しゆう了りようを告げるまで、お前は他の隊員とは別行動となり、通信経路も限定される」

　──てことは、なんだ？　もっと前から、ロシアは衛星が落とされることを知っていた？

　だから先にあのロシア人を送って寄よ越こしておいた？　何を奪われるか分かっていたから？

　いったい何を奪われたら、よその国のガラクタで森を燃やされた国の人間が、こんな風に協力しなきゃいけなくなるんだ？

「何か質問がありそうな顔だな？」

　口を開きかける──急に副長の意図にはまりそうな気がして疑問を吞のみ込む。

　自分が今抱いだいた疑問など、副長も大隊長もとっくに考え尽くしている。

　ふいに合点──副長は本当なら、もっと別の人間をロシア人のもとに送りたがっていた。

　たとえば、陽炎がいつまでも未練を捨てきれない、あの優ゆう秀しゆうな中隊長とかを。

　内ない偵てい＝捜査協力──ロシア人の持つ情報を残らず探さぐり出してＭＰＢに知らせること。

　だがロシア人の方が先手を打った──たやすい相手を指名＝すぐに牙きばを剝むく特甲トツコー児童。

　ふいに声──〝七千人〟。

　ふいに声──〝良い犬を飼っている〟。

　ふいに声──〝筋金入り〟。

　底知れないむかつき──自分の首輪の鎖くさりをよってたかって引っ張られている気分。

　これがどういう事態なのか何も明確ではないが、その気分だけは本物で、確かだった。

　関かかわり合ってたまるかという思いを込こめて、ロシア人への興味を完全に圧殺──発言。

「質問があります」

「なんだ」

「どーして、あたしのおっぱいは夕霧のより小さいんですか？」

　副長のこめかみに浮うかぶ怒いかりの青筋──実際、亀き裂れつが走るような音が聞こえた気がした。

「特甲児童の体と機甲は、複数のマスターサーバーによる合同設計だ」

　ずしりと重い声。

　涼月と副長の目が、デスクに座すわる男に引き寄せられた。

　会議中も事件中も咳せき一つせず、滅多に声を聞くことがない男──巌いわおのような体たい軀く／銃じゆう口こうよりも雄ゆう弁べんで容よう赦しやない眼まな差ざし／骨の髄ずいまで染しみついていそうな殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きを残らず消して多少なりとも笑えみと呼べるものを付加すれば、ダスティン・ホフマン似と言えなくもない容よう貌ぼう。

　都市治安に軍の兵科の導入を余念なく進める、生きつ粋すいの武ぶ闘とう派は──大隊長オーギュスト・天テン龍リユー・コール。

　通つう称しよう《沈ちん黙もくのオーギュスト》──その声を、涼月は久々に聞いた。もしかすると〝拳けん銃じゆう男事件〟以来かもしれない。

「お前の体の設計には、ＭＰＢの〈刕レイ〉、都市管理局の〈[image: あたま]アタマ〉、福ふく祉し局の〈[image: よう]ヨウ〉、武器管理局の〈[image: かむき]カムキ〉、そして四人の技術顧こ問もんと百数十名の技師が関かん与よしているが、いずれも、設計方針はお前自身の本来の健康的な遺伝子を原則としている」

　要約──〝つまり遺伝だから我が慢まんしろ〟。

　広報部がなんと言おうと、任務中にショットガンの一撃などで胸部を抉えぐられでもしない限り美容整形に予算は出ず、胸の膨らみなどはあくまで自己負担の範はん疇ちゆう──つまり生身のまま。

　とんでもなく下らない質問に答えているにもかかわらず、人生の深刻な命題を掲かかげて、こちらの心臓をわしづかみにするような、圧あつ倒とう的な拘こう引いん力を感じた。

　涼月の沈黙／副長の沈黙／大隊長が再び口を閉ざした──耳鳴りのするような沈黙。

「質問は以上か？」

　副長──どういうタイミングか不明だが、最適と判断したらしい時間をおいての確認。

「以上です」

「この件に関する最終的な返答は本日十八時に行われる。それまでに何か決心したときは、私へ連れん絡らくしろ。また返答時刻が過ぎるまで今の話を口外するな。決してだ。それと、この非常事態において、用意が整い次し第だい、お前の小隊に広報任務が課せられる。隊員との連絡を保て」

「了解ヤー」斜ななめ四十五度ほど上の宙を見つめながら敬礼──回れ右。

　大隊長とも副長とも可能な限り目を合わさぬよう、迅じん速そくに退室。

　やけくそ──不ふ穏おんなことだらけのふざけた事件に背を向け、ろくでもないもの全てから力の限り尻尾しつぽを巻いて逃にげ去った。




　　　　参さん




　重じゆう症しようの涼月病患かん者じやの少年が去ってのち移動──十二階＝女性隊員の寮りよう。

　外出の用意──主に陽炎が夕霧をたっぷりと手をかけて飾かざり立てて出発。

　エレベーター・ホール──開いたドアからいきなり出てくる男──やたら甲かん高だかい声。

「あーら、ちょうど良かったわ」

　執しゆう念ねん深く染められたブロンド／蛍けい光こうピンクのカラーコンタクト／両耳にピアスの束＝以前吹ふき飛ばされた方は無事に修復済み／機械の両手＝南国の鳥類のような極ごく彩さい色しきのネイルアート。

　広報部マスコミ課課長ミゲル・千チ々ヂ石ワ・ベイカー──元デザイナー兼けんプロデューサー／ＭＰＢ隊員の衣い裳しようデザイン責任者／近ちか頃ごろは装甲車両の装そう飾しよくなど舞ぶ台たい美術も担当。

　文化委い託たくされた漢キヤ字ラク名ターによる呼称を要求──永遠の二十五歳を主張する当年三十二歳。

「おはよーございます、千々石さん♪」

「おはよう、夕霧ちゃん」投げキッス。「なんてタイミング。ちょうど呼びに行こうとしてたところよ。まあそれにしても素す敵てきなワンピース。全体的にもまあまあ、なかなか良いわね」

「ここは女性寮のフロアですが？」陽炎──眉まゆをひそめて。

　十二階＝ある種の聖域──エレベーター・ホールからロビーへの道を遮さえぎる硬こう化かガラスの扉とびら／三カ月ごとにパスワードが変わる電子ロック／死角のない監かん視しカメラ／警報／非常時に飛び出してくることをこよなく愛する屈くつ強きようにして血気盛んな女性隊員たち。

「アタシだって用がなければ来ないわよこんな所」千々石──自分の方が襲おそわれるのではないかと言いたげ。「夕霧ちゃんに五分だけお話があるの。夕霧ちゃん次第では五分が二分にも、二分が二時間になるかもしれないけれど、ちょっと良いかしら？」

　パチンと弾はじけるガム。「夕霧？」

「これから陽炎さんとお出かけなんです♪」浮き浮き時間指定。「だから──五秒！」

「テレビ番組のお話よ。夕霧ちゃんでなきゃダメなの。アタシや夕霧ちゃんだけでなくＭＰＢにとっても重要なお仕事よ」まくしたてる千々石──悲ひ愴そう。「お願いあと五秒ちょうだい！」

「先に一階で待っているよ」陽炎の方から助け船──夕霧のテレビ出演はおおむね後押し。

「はーい♪」元気良く挙手──カウントダウン。「あと二秒！」

　早口のあまり金切り声になる千々石と、面おも白しろがってはしゃぐ夕霧を置いてエレベーターへ。

　下階に向かいながら、やたら満足そうな呟つぶやきが零こぼれる。「夕霧は可愛かわいいからなあ」

　一階──エントランス。磨みがき抜ぬかれた大理石の玄げん関かん／空港ゲートと同様のＸ線検査器／壁かべの一面を飾る国旗／床ゆかに描えがかれたウィーン州州旗とＭＰＢの紋もん章しよう。

　忙せわしく足を運ぶ記者／制服組──救命隊員が駆かけ足で出動／拘こう束そくした犯罪者を引きずり、抗こう弾だんベストとヘルメットに血の手形をつけて帰き還かんする小隊／ロータリーに出入りする装そう甲こう車両。

　ふと──気づけば探している自分がいる。

　んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ、んぐ──と完かん膚ぷ無き八拍びよう子しをもってガムを嚙かみ、膨ふくらませ、弾かせ、静穏な鼓こ動どうを保ちながらも、目は自然と男の影かげを追っている。

　いるかもしれないという期待──いたら身を隠かくそうかなという警けい戒かい。

　どちらの気持ちの方がより強いのか彼女には分からない。

　記き憶おく──救急車の赤い回転灯／〝射手事件〟の後で一人の女性とともに去ったあの人の姿。

　自分を特別扱あつかいしてくれる男の面影──その武骨でリズミカルな声。

〝ライフルを知ってる人間がやるべき〟

　ガムを嚙む──切なさを嚙む／膨らませる。

〝賭かけの払はらいは、殊しゆ勝しような心がけってやつの中でも一等に近いものだからな〟

　パチンと弾ける──一方だけ。切なさは膨らみ続ける／いつまでも味わっている。

　さっさと捨てたはずだし、捨てるべきだし、捨てられない時間の長さに比例して捨てずにはいられなくなることが分かっているのに──やはりそれはふとした瞬しゆん間かん、心の奥の六百万光年ほど彼方かなたから恐おそるべき速度で飛来し、彼女をすっかり打ちひしがせるのだった。

　今もバスルームの鏡の脇わきに飾られている牌ブロツク──その紅い文字。受け取った狙そ撃げき手の魂たましい。

　あの人はきっと、賭けのことなんか覚えていない。そうに決まってる。

　なのに──自分の奢おごりでランチに誘さそい、結局は相手が支払ってくれて、そんな風にまたいつでも誘ったり誘われたりする口実とチャンスを与あたえてくれるところを想像してやまないとは。

　やめやめ。せっかくのオフをこんな気持ちで過ごすなんて馬ば鹿かげてる。

　幸福にも、一人で耐たえる必要はないのだ──天然の電波的微び笑しようを特殊部隊の音おん響きよう閃せん光こう弾なみに投とう擲てきする才能に満ちた夕霧がじきにやって来るし、そうすればどんよりしたアドレナリン不足気味の状態など一発で吹き飛んで、曇どん天てんの空の下であろうと〝本日のみならず晴天なり〟という気分で出かけていける。

　それにあの罪深いまでに付き合いの悪い小隊長だって、たいてい文句を言いつつ自分の用事さえ済めば顔くらい出す。ランチの頃には電話を寄よ越こす。そういう性しよう分ぶんなのも分かってる。

　実際それは幸福なことだ。

　チームのサポートを多分に期待しつつ、祈いのりを終えた尼に僧そうがロザリオを握にぎり込むような自然さで、嚙み終えたガムを包み紙に戻もどそうとしたそのとき。

「こいつは驚おどろいたな」

　残ざん酷こくなまでに唐とう突とつな声の命中を食くらい、彼女は文字通り跳とび上がりそうになった。

　幸いなことにそれは心しん拍ぱくだけで済んだが、唇くちびるに当てた包み紙を指ごと喉のどの奥まで突つっ込み、ダイエット中毒のティーンエイジャー風の嘔おう吐とを披ひ露ろうしかけた。

「──気分でも悪いのか？」

　くぐもった悲鳴を飲み込む彼女にかけられる、大ざっぱですっきりしていて妙みように落ち着く──切ないまでに記憶と期待と空想通りの声こわ音ね。

　ミハエル・宮ミヤ仕シ・カリウス中隊長──フランス人とオーストリア人のハーフ／丸太を削けずったような逞たくましい体／短い金きん髪ぱつ／静かな茶色の瞳ひとみ／左眉に傷きず痕あと──優ゆう秀しゆうな射手というより、標トロ的フイーにされ続けながらも生き抜いたタフな大角鹿じかといった風情ふぜい。

　さらに、潜せん入にゆう捜そう査さのためかイメージチェンジか、金に輝かがやく豊かなヒゲをたくわえ、空くう挺てい隊員が好みそうなサングラスを、いささかの気取りもなく外すという仕草が後に続いていた。

　くそっ──悲鳴にも似た喜びの声──なんてセクシー！

　指をくわえたまま危あやうく溢あふれそうになる心の叫さけびとよだれを抑よく制せい──衝しよう撃げきで後ずさりながらもコメディアンなみの身軽さで百八十度ターン／相手に背を向け／口の中のガムと包みを吐はき出し／ハンドバッグから引っ張り出したハンカチにくるんで再び突っ込み／新たなガムを取り出しざま再び百八十度ターン──満入りの観客の期待に応こたえてマイクを握る歌手の、抑制された挑ちよう発はつとでもいうべき無表情さで包みを開き、ふっくらとした唇の狭はざ間まに押し込んでみせた。

　二秒足らずの早はや業わざ──堂々たる彼女の防ぼう御ぎよ態勢。

「なんでもありません」

　心の本音という名の銃じゆう弾だんを機き敏びんにかわし、冷れい淡たんさの掩えん蔽ぺい壕ごうに一瞬で退たい避ひ＝身構える。

「──何か驚くことでも？」

「どこの可愛かわいらしいおフ嬢ロイさライんンかと思ったんでな」数秒ものタイムラグを全く気にしていない様子で言った。「それともそいつが、本来のお前さんだと思うべきかな、スシナヤルイフシパユツーツエ」

　よせ！──銃口でも突きつけられたかのような心の悲鳴──そんなことを優やさしく言うな！

「状じよう況きように応じて規則にかなう着衣を選んでいるだけです」切ないまでに抑制。「そちらこそ、しばらく姿を拝見しないうちに印象が変わっていますが」

「森の訓練所で新兵どもを相手にボーイスカウトの真似まね事をしていたものでな」分厚い手のひらでヒゲを撫なでてみせる。「おフ嬢ロイさライんンの前に立つには無ぶ精しようが過ぎたかな」

「それが本来の中隊長にも見えますが」ひとりでに浮うかぶのを止められない、怖おそろしいまでに自然な自分の微笑を、この世で最も不自然なものに感じた。

「状況に応じて手間のかからない方を選ぶだけさ」この上なく渋しぶい魅み力りよくに溢れた微笑。「状況と言えば、こいつは素す晴ばらしく手間が省けた次し第だいでな。ついさっき訓練所から呼び戻されたばかりで、ちょうどお前さんにひと声かけようと思っていたところだ。もしお前さんが例の賭けを覚えていたら、耳を傾かたむけて欲しいことがあるんだが、どうだ？」

　パンパカパーン！

　もはや何ごとにも代え難がたい喜びの念とともに、心の中で夕霧の顔をした純白の天使が、猛もう烈れつな勢いで祝福のラッパを吹ふき鳴らすのを感じた。

　と同時に、硫い黄おうの煙けむりを噴ふき出す煙草たばこをくわえた涼月の顔をした真っ黒い悪あく魔まが、いいや違ちがうねおフ嬢ロイさライんン、そいつは地じ獄ごくの蓋ふたが開いた音だぜ──と、まっとうな警告を発するのを聞いた。

「……あいにくですが、チームの一人を待っているもので」仲間の存在に心の支えを求める──入閣決定と暗殺予告を同時に受け取った政治家のごとく心を揺ゆさぶられる／表に出すまいと耐える。「今お話し頂ける用件でしょうか？　それとも帰き還かん後にお聞きしましょうか？」

「お前さんが聞く耳を持ってくれているのが分かっただけでも収しゆう穫かくだな」憎にくらしいほど大人の余よ裕ゆうに満ちた態度。「じゃあ、さわりだけでも聞いてもらおう。続きが聞きたいかどうかは、その後で決めてくれ」

「はい」〝いつでもいつまでも聞いていたいです〟＝音速で飛んでくる本音の弾だん丸がんをすれすれでかわす。「どうぞ」

「選せん抜ばつ部隊が編成される」小声──秘密を打ち明けるかのような笑えみ。「詳しよう細さいはまだ聞いていない。俺に選抜の権限があることと、ただちに取りかからねばならんこと以外はな。だがその二つだけでも想像がつく。短期間で結束し、短期間で解決し、短期間で何ごともなく解散出来るほどの実力者だけを集めた、いわばオールスター・ゲームが開かい催さいされるというわけだ」

　会話の主導権を渡わたしたことで冷静さを取り戻す──パチンと弾はじけるガム。「大変そうですね」

「大変になるかどうか、一つお前さんの働きで試ためしてみる気はあるか？」

　膨らませようとしたガムが、ぷすっと情けない音を立てて萎しぼんだ。

　特別扱あつかいされることへの紛まぎれもない喜びと、激しい警けい戒かいの念が交こう錯さくするとともに、何かそれらとは別の感情が湧わき起こるのを感じた。

「……それは、私一人のことですか？　それとも遊ゆう撃げき小隊を対象に？」

「俺が聞いたところじゃ、お前さんたち三人に、それぞれ別のスカウトが来るらしいな」

　ふいに合点──涼月＝大隊長室へ──夕霧＝千々石の急な打だ診しん。

　呼び止められた自分──選抜部隊。

　ミハエルという超ちよう弩ど級きゆうの動どう揺ようをもたらす存在にすら匹ひつ敵てきする何かを感じた。

　それは実際、幸福なことだとささやく声──仲間の存在に心の支えを求めるということ。

　そして、唐とう突とつにエントランスに響ひびき渡る、天然の電波的朗ほがらかさに満ちた声。

「お待たせいたしましたーっ♪」

　エレベーター・ホールから浮き浮き駆かけて来た夕霧──にっこりとミハエルに会え釈しやく。

「おはよーございますっ、ミハエル中隊長♪」

「おはよう、踊テりン子ツエさリんン。良い朝じゃないか？　チームで外出とは羨うらやましいな。ボクサーの小隊長は一いつ緒しよに出かけないのか？」

　先ほど昇しよう天てんしたとでも言うように頭上を指差す。「涼月はビルのてっぺんにお呼ばれです♪」

「なるほど」目が陽炎を向く。「まさにスカウト中らしい」

　陽炎が問う＝夕霧に。「出演を決めてきたのかい？」

「お断りしましたー♪」美しいまでに容よう赦しやのない笑顔。「夕霧一人だけだと幸せな感じが出ないと思うんですよ夕霧は。三人一緒じゃないと地下の探検で迷まい子ごになっちゃいますよ？」

　それは全く正しいという気持ち──いったいいつからそんな風に互たがいを認識するようになったのかという不思議さとともに、陽炎はミハエルを振ふり返って告げた。

「〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊撃小隊は、文字通り三人で一頭の獣けものである。互いが頭となり目となり手足となって、突撃をフォロー、狙そ撃げきをカバー、遊撃的にサポート。優先すべき行動のためには、互いの盾たてとなることをも避さけてはならない……。実戦に出る際、教えられたことです」

　ミハエル──うなずく／ただし、これ以上はないという返答すら、ひっくり返ることもあるとその目で言いながら。「確かに……お前さんたちのチームワークは、別の場所で生まれた一卵性の三人という感じのする実に見事なものだ。かといって何も、ぴったりくっつくことだけがチームに貢こう献けんする唯ゆい一いつの手段ってわけじゃない」

　再びサングラスを着用──気取らぬ所作／去り際ぎわに分厚い両手で、ぽんと二人の肩かたを叩たたく。

「また改めてパーティに誘さそわせてもらう。今はオフを楽しめ、スシナヤルイフシパユツーツエに踊テりン子ツエさリんン。平和な日常は、憲法で定められた万ばん人にんの権利だが、手に入れられるやつは少ない」




　　　　肆し




　涼月から連れん絡らく──〝仕事が入る可能性〟〝テレビ講座とその復習が終わったら合流〟。

　十四時前に街角で三人が揃そろう──コスメグッズのつかみ取り／遅おそい昼食。

　ミュージカル──夕霧のお気に入り。

　銃じゆう撃げきと欺あざむきが飛び交かう現場を離はなれて過ごす時間──本当は大して高級でもないコスメグッズ／不定期の非番ゆえ予約も取れず、いつ呼び出しがあるかもしれないので最後列でのミュージカル観賞／同年ねん齢れいの子供たちならば当然与あたえられるはずの僅わずかな勉強時間──それでも三人にとっては、なかなか上出来で上じよう機き嫌げんなひととき。

　三人とも互いのスカウトのことは口にせず──避けられない何かを予感するように。

　十六時前に呼び出し──キャンペーン任務。

　帰還──広報部からの衣服の指定＝ほとんど肌はだを露ろ出しゆつさせない公式の制服／手て袋ぶくろ。

　イスラムの女性が顔に巻くスカーフ──身につけ方の説明書つき。

　口元まで覆おおう黒いベールではなく、髪かみの生え際から顎あごの下まで隠かくす簡易なもの。

　広報部から渡されたキャンペーン用のカンペ──連呼すべき言葉の数々が記された紙。

　装そう甲こう車両──抑おさえめな舞ぶ台たい美術／車体に〝友好〟を意味するアラブ語らしき文面。

　そして到とう着ちやく。

　ミリオポリス第ヴ十エー八リ区ング──多数のモスク／大勢の外国人が居住／工業用の施し設せつ・学校。

　その運動公園──敷しき地ちにゆっくりと入る装甲車両＝所定の位置でアイドリングストップ。

　スカーフを巻いた、にわかイスラムの三人──呆ぼう然ぜん。

「なんっ──だ、こりゃ……」

　涼月＝唸うなり／呻うめき。

　運動公園にびっしりと張り巡めぐらされた、頑がん丈じような軍用仮設フェンス／天幕／鉄てつ条じよう網もう。

　鎮ちん座ざする巨きよ大だいな軍用機体──六本の脚あしで歩行する汎はん用よう戦車×二台。

　ぴかぴかの自動小銃と抗こう弾だんスーツ──ずらっと並んだ機動隊員たち。

　軍が派は遣けんしたらしい陸軍のヘルメット組──海外派兵で鍛きたえられた猛者もさたち。

　ありえない光景──都市内で軍が部隊を展開。

　仮設フェンスや軍用機体のボディまで、至るところに〈ＢＶＴ〉のロゴ──ミリオポリスに存在する全すべての治安組織の上層部である〈憲法擁護ＢテロＶ対策局Ｔ〉のマーク。

　警察の筆頭組織が軍と共同警備──異様／異常／異変の極致。

　そして──続々と後ろ手に拘こう束そくされ、連行され、身分と姓せい名めいと指し紋もんと顔写真を照合され、家か畜ちくのようにフェンスの内側に放ほうり込まれるトルコ・アラブ・ペルシア・他イスラム系住民。

　暴れる者・泣きわめく者・諦あきらめて座り込む者・祈いのり出す者──怒いかりと悲痛を一カ所に集めて火にくべたような騒そう乱らん。

　夕霧──マイクを手に棒立ち。「大きな牢ろう屋やですねー。みんな犯罪者さんですか？」

　陽炎──しげしげとカンペを見る。「いや……文章を見る限り、任意の同行を受け入れた、九十九％無実の人々だ」

「ふざけんじゃねえ」涼月──噴ふん出しゆつする怒り。「よってたかって転がして手て錠じようはめて引きずってきてんじゃねーか。こんな馬ば鹿かみてーな場所で、あたしらに何を言えってんだ」

「とても口には出来ないような素す晴ばらしい善意だ」陽炎──カンペを朗読。「──『これは決して人種・性別・宗教・信条に対する差別ではありません』、『当施設に同行して頂いた方には快適にお過ごし頂くための用意があります』、『これは決してあなたに不適当な余罪が発生するものではありません』、『当施設への同行は、あなたの生活・経済・社会的な信用に打だ撃げきを与えるものではありません』、『あなたの身の回りで都市治安に悪あく影えい響きようを及およぼす可能性のある人物がいると思われる場合、至急、受付にてお話し下さい』……」

「うるせえ！　くそったれ！」

　涼月──カンペを握にぎり潰つぶして装甲車両の屋根に叩きつける／もう一方の手に握ったマイクがみしみし軋きしむ／〝友好〟について記された飾かざり板を足あし蹴げにする。

「訳も分かんねーでそんな寝ね言ごとが言えるか！　副長に連絡して何が起こってんのか……」

　スカーフをむしりとろうとする──ぎくっとなったように手が止まる。

　息を吞のむ──目を見開く。

「……ふざけんな」

　押し殺した掠かすれ声──全身が刃は物ものになったような鋭するどい殺気。

　そのただならぬ様子を察した陽炎＋夕霧が無言でそばへ──涼月の視線を追う。

　フェンスに手をかけ、じっと黙だまって装甲車両を見上げている、トルコ系の男性。

　細い体たい軀く──優しげで悲しげな目／白いものが交じったヒゲ・髪。

　質素な青いワイシャツとズボン──連行された際のものであろう汚よごれ。

　そっと足音を立てずに後ずさる陽炎──夕霧が同じように涼月から離れる。

　涼月は凍こおりついたように動かない。怒ど鳴なっているときよりも、よほど不ふ穏おんで危険な気配。

　陽炎──ささやき声。

「あの男……誰だか分かるかい？」

　こくっとうなずく夕霧。

「うん。夕霧は一回だけ見たことあるの」

　小さな小さな声。

「涼月のパパ」




　ふいにマイクのスイッチがオンに──最大音量。

　戒かい厳げん令れいが施し行こうされたかのような様相を呈ていする公園内に、突とつ如じよとして凄すさまじい叫さけび声が勃ぼつ発ぱつ。

「イスラムのみなさ──ん、大人しく檻おりに入ってて下さ────い!!」

　ハウリングを起こすマイク──爆ばく音おんじみた声がフェンスを震ふるわせ、敷地内の騒さわぎが一いつ瞬しゆん、ぴたりと鎮しずまった。ぎょっとなる治安関係者たち／うずくまっていた者たちが虚うつろな顔を上げ、絶ぜつ叫きようするスカーフ姿の少女を見上げる。

　涼月──いったいどういうスイッチが入ったものか、もはや歯止めが利きかぬ凄まじい感情の高ぶりを全身から放出／マイクに向かって炎ほのおのごとくシャウト。

「ここはー、テロリストかもしれない人をぶち込むための強制収容所で──す！　ここの兵隊はー、都市まちの平和のためなら赤あかん坊ぼうでもガス室に送る正義の味方で──す！」

　絶叫しながらも表情は冷厳とすら言える神しん妙みようさに満ち、放送禁止用語であるばかりか公的な場で口にすれば罰ばつ金きん刑もしくは懲ちよう役えきが課される可能性すらある単語を口にしながらも、まるでその場にいる者たち全てに敬意を表するかのような直立不動の姿勢を保っている。

　ほとんど乱心に等しい叫びを放つ涼月を見つめる陽炎＋夕霧──顔を見合わせる／無言の了りよう解かいのもとマイクのスイッチをオンに。

　ともに死地へ赴おもむくかのような無表情さを帯びて二人が追つい随ずい──次々にシャウト。

「大人しく従わない場合、みなさんの家族に適当な余罪がでっちあげられまーす！」

「収容所ソーングっ♪　証しよう拠こなんかっ、なくったってっ、みんなの平和のためーっ、あの人怪あやしいかもーの一言でっ、誰でも檻の中に入れられるって憲法で決まってますーっ♪」

　次々に飛び出す偽ぎ悪あくの危険発言が、キャンペーンの偽善と、あらゆる良識で包み隠かくされた欺ぎ瞞まんを、自分たちの立場ごと粉ふん砕さい。

　そして巻き起こる囂ごう々ごうたる怒りの声──憎にくしみの眼まな差ざしが装そう甲こう車両の上の三人に集中。

　かつて極右政党が〝我が国に強制収容所が存在したことはない〟と発言したときにも等しい猛もう烈れつな抗こう議ぎの声がいたるところで激発。その原因となった一台の装甲車両に向かって治安関係者までもが怒りの眼差しを向け、ＭＰＢ関係者の退去を命じる声がスピーカーから流れた。

　まるで世界中を敵に回すかのような三人──抑よく圧あつされた怒りと疑念の噴ふん出しゆつ／暴発／解放。

　なお叫びをやめない涼月たちを、先ほどの男が悲しみに満ちた目でじっと見つめていた。




　帰き還かん──治安機構と収容された人々の双方の憤激を買ったため、予定より三十分以上も早く公園内から追い出された装甲車両の上で、マイクを放ほうり捨てた涼月が飾り板の陰かげにうずくまってスカーフをほどいたかと思うと、顔にぐるぐる巻きつけた。

　イスラム忍にん者じや風ミイラ少女といった感じだったが、陽炎も夕霧も笑わなかった。

「悪わりぃーな」

　もぐもぐとしたくぐもった声／泣き声──陽炎も夕霧も黙って涼月の左右に並んで座った。

　どんより曇くもった空から、いつしか晩冬の冷たい氷ひ雨さめがぱらぱらと降ってきている。

「もっと地球が温暖化したら、檻の中の人たちも寒くないのにね♪」夕霧──歌うように。

「十数カ国が水すい没ぼつして温暖化難民が大量発生するよ」陽炎──パチンとガムを弾はじかせて。

　最近では地球温暖化のせいで雪が降ってもあまり積もらず──古い映画で雪深いウィーンが出てきたりすると「グリーンランドか？」と勘かん違ちがいすることも。

「そうなりゃ、あったかくなったシベリアか、でなけりゃエベレストのてっぺんに新しい国を作るさ」涼月──再びスカーフをほどいて顔の上半分だけ覆おおったまま煙草たばことジッポライターを取り出し着火、すぱーっと一服／ぼそりと。「大隊長と副長は、あたしをロシア人のところに送りたがってる。ロシア人があたしを指名してきたんだ」

「国内の捜そう査さを認めさせる代わりに、あの人工衛星に関する機密情報を提供するといったところだろう」解かい釈しやく＝推測。「どうやら、よほど重大な情報を持っているらしい」

「夕霧もピロシキとボルシチが食べたーい♪」にこやか。「あとヤキトリも♪」

「ちなみにヤキトリはもとは日本料理だよ、夕霧」穏おだやかな補足。

「連中にはチロルチーズでも食わせてやるさ」にやりと口元に笑えみを浮うかべて。

「たっぷり食わせてやれ」淡たん々たんと──背中を押してやる。「お前が望む通りにすればいい。私と夕霧のことは心配するな」

「お星様のかけら、もらえると良いね、涼月♪」

「ああ」スカーフ越ごしに鼻をこする──ぐすっと洟はなをすする。

　小隊長の選せん択たく──二人の了解／後押し。やがて装甲車両がＭＰＢ本部ビルに到とう着ちやくした。




　　　　伍ご




　ロビー──携けい帯たい電話＝涼月から副長へ帰還報告／それ以外の報告＝決断。

　エレベーター──十二階で降りる陽炎＋夕霧＝箱の中に残る涼月を見送る／ドアが閉まる。

　三十二階──大隊長室のドアをノック＝「入れ」副長の声。

　入室──敬礼。

《我々は、開発復興支し援えんを悪用し、持たざる民たみたちを虐しいたげる欧おう米べい諸国およびそれらに与くみする全すべての国家・機関・企き業ぎよう・人民に対し、あらゆる闘とう争そうをもって抗議するものである》

　壁かべのモニターの一つ──アジア系／四十歳前後／切り傷みたいな深い皺しわを刻んだ顔の女性が、英語で犯行声明文を朗読中。ご丁てい寧ねいに六カ国語対応の字幕付き。

　女性の背景──壁に万ばん国こく旗きと国連旗＝全てに赤い「×」印。

《先せん般ぱん、我々は闘争の一いつ環かんとして、ロシアの人工衛星〈アンタレス１１４０号〉を電子的手段によって落下させた。これは我々の闘争の優位を知らしめるものである。また、かの衛星に電源部として搭とう載さいされていた原げん子し炉ろは、我々の手中にある。これは、多くの国々の持たざる民たちが結集して成し遂とげた勝利であり──》

〝原アトー子ムレアク炉トーア〟というドイツ語訳の字幕が、一瞬だけ血の色に見えた。

　副長がモニターから目を離はなしてこちらを向く──「見たか？」と問うような目。

「ヨーコ・イマムラ。〈日本人難民の権利を訴うつたえる会〉から分ぶん離りした、過激派組織〈待望の会〉の実行グループ筆頭。現在、グループはオーストリア国内にて、奪だつ取しゆした原子炉の運うん搬ぱんを担になっている。この映像は十七時間前にネット上で配信され、その二時間後には各国の情報機関が流通を禁止。現在、市民のパニックを防ぐため、非常時におけるマスコミ規制を施し行こう。複数のテレビ局および国際Ｉ原子Ａ力Ｅ機関Ａの協力で、原子炉の安全性と兵器転用の困難さを徹てつ底てい的に主張する番組を放映してもらっている。オーストリアでも八年前の国民投票の結果、原子炉の第一基建設が行われたが、近年、運転事故が相次いだことから、国民の原子炉アレルギーはとてつもなく強まっている。主要鉄道および国境通過バスは、早くも都市外へ移動しようとする市民で満席状態だ。その混雑はテロリストにとって格好の隠かくれ蓑みのになるだろう」

　二度と再会できない人間に伝えておこうとするみたいに長々とした説明──大隊長はモニターに銃じゆう口こうみたいな目を向けたままでいる。

　涼月──ナイフみたいに尖とがった目で宙を見つめたまま。「あたしは何をすれば？」

「スタリツキー中ちゆう佐さのもとで入手した全ての情報を報告しろ。特に、今回の事件に関かん与よする七つのグループについては、どんな些さ末まつなことも見み逃のがすな」

「七つ？」思わずモニターを見る──副長に目を向ける。「あの日ヤパ本ー人ナーだけじゃなく？」

「我が国の情報機関の調査と、ロシア側から提供された情報によれば、国も目的も違ちがう七つのグループが国内に潜せん伏ぷくして連れん携けい的に事件を進行中──うち三つのグループが今なお不明。四つの判明したグループは、日本人グループ〈待望の会〉、チェチェン人グループ〈ジョハルの手〉、キプロス系トルコ人グループ〈自由戦士団〉、反体制ロシア人グループ〈ウラジャーイ〉──詳しよう細さいは、派は遣けん時の備品である、このＰＤＡに入っている。後で確認しておけ」

　デスクの上に用意された品──携帯電話より小型の携帯端末ＰＤＡ／ホルスターに納められたＭＰＢの刻印入りリボルバー拳けん銃じゆう／弾だん丸がんの詰つまった箱。

「ＰＤＡの通話回線は私のみに設定されている。また私以外にその端たん末まつに連れん絡らくする場合は専用のパスが必要だ。ユーリー・スタリツキー中佐には既すでにパスを渡わたしている。派遣期間中、お前の無線通信は封ふう鎖さされ、特甲トツコー転送を除いてマスターサーバーへのアクセスも禁じられる」

　要約＝〝事件が解決するまで仲間と話すことも出来ない〟。

　受け入れる──表情一つ変えないまま／代わりに銃に目を向ける。

「銃を使う気はありません」

　副長は無言──大隊長はモニターを見続けている。

　沈ちん黙もくから伝わる声＝〝憲兵隊員でありながら銃を持たないという、どうやら信念と勘かん違ちがいしているらしいお前のその態度は、別名をクソ迷めい惑わく、もしくはガキのたわごとと呼ばれている〟。

　むかつきをこらえる。「何のために銃を持つんですか？」

「もし、国内で捜査をする外国籍せきの集団が、万が一この事態を利用して自国の利益をはかり、我が国の施設や人命などあらゆる重要な財産に大きな打だ撃げきを与あたえると我々が判断した場合、しかるべきとき、しかるべき相手に対して使用するためのものだ」

　驚おどろきを顔に出さず副長を見つめ返す──〝もしロシア人が敵なら撃うて〟。

　それも受け入れる──むかつきが嘔おう吐と感に近くなる。帰る場所のないスパイになった気分。

「撃つ前に、ぶん殴なぐっても良いですか？」

「最後の一撃に使えばいい。死んだ後で撃ち込んでも構わない。要は責任の所在を明らかにするということだ。銃と弾丸の両方にＭＰＢのロゴが刻まれている。引き金を引く者ではなく、引かせたのが誰かということの証明になる」

「間違って民間人を撃つかもしれません」

「その場合も、全ての責任は、私と大隊長が取る」

　黙だまる──先ほどのキャンペーン任務で勃ぼつ発ぱつした悪ふざけについて既に報告を受けたに違いないのに小言の一つもない理由。この事件がどれほど深刻で狂くるっているかを分からせるためのキャンペーン任務だった──自分が派遣を受け入れたことでその目的は達成された。

「徽き章しようを出せ。派遣が終しゆう了りようするまで預かる」副長──相手が拒こばまないことを確信した口調。

　無言で制服のポケットから取り出す──デスクに歩み寄ってＰＤＡと拳銃の前に、それを開いた状態で置いた。まるで自分から居場所を捨てる気分。

　徽章──顔写真／肩かた書がき／名文句。『涼月・Ｄ・シュルツがミリオポリス憲兵大隊の正式任命を受けた未成年隊員であること、従ってオーストリア共和国政府が利益当事者である事件において違法行為を取り締しまり、国民を保護する任務を課されていることをここに証明する』

　ＭＰＢの十じつ戒かい＝〝汝なんじ、人を殺すなかれ──ただし国家の敵は人にあらず〟

「派遣期限は、今からおよそ二十時間足らずだ。それを過ぎれば軍が全市に出動し、全ての捜そう査さと武力行使を支配することになる」

　反射的に聞かなかったことにしたくなるような言葉──いつの間にか大隊長の目が至近距きよ離りでこちらを向いていた。心臓に銃の狙ねらいをつけられたように背筋が冷える。

〝軍が来る〟──ミリオポリスの治安機構にとっては第三次世界大戦の開始に等しい事態。

　呼吸を保って鼓こ動どうを静める＝陽炎の真似まね事。

「さっき、軍の連中を見ました」

「軍の出動期限を延ばすための共同警備だ。大統領以下、政府首脳陣じんが動転して軍に打だ診しんし、ＢＶＴも止められなかった。非常事態宣言こそ回かい避ひされたものの、あの収容所の設置こそ、軍が都市に来ればどうなるかという好例だ。我々も兵科を導入した手前、憲兵を名乗り、軍隊式の組織構成をなしてはいるが、本質は警察であって軍とは根本的に違う。治安維い持じを軍に委ゆだねるということはチェーンソーで外科手術を行うに等しい。今は一部地域の駐ちゆう屯とんにとどまっているが、全面出動となれば事態はきわめて深刻になる。貴様は知らんだろうが、かつてミリオポリスでは都市治安を巡めぐり警察と軍が衝しよう突とつし、軍による都市占せん拠きよ騒さわぎにまで発展した」

　七年前──〝クーデター事件〟。

　多数の死傷者と理解のつかない謎なぞを残した、この都市に今なお残る爪つめ痕あとのような出来事。

「要するに、チェルノブイリなみの事件ってことですか？」

　軽口──自分が背負わされそうになっているものの重さから逃れるための。

「ヒロシマ・ナガサキなみになる可能性がある」

　ずしりと重い声──予想したものより遥はるかに巨きよ大だいな重量を、心の用意もなく渡された気分。

　大隊長──容よう赦しやなど生まれてから一度もした経験がなさそうな果断な眼まな差ざし。この男なら、チェーンソーは使わないまでも手て斧おので心臓の移植手術をやらかしそうな感じがした。

　しかもその上、成功しそうな感じさえした。多大な犠ぎ牲せいを払はらい尽つくした末に。

「……ずいぶん長い名前の都市ですね」

「ヒロシマとナガサキだ」副長──訝いぶかしげに眼鏡めがねを指で押し上げる。「知らんのか？」

　知ってるに決まってるだろ、くそ野や郎ろう──という言葉を飲み込み、大隊長の〝都市治安のためならお前の死亡もやむなし〟と無言で告げるかのような眼差しに耐たえた。

「今、思い出しました」

　なのでそれ以上、何も聞きたくありません──と口にする前に、大隊長の声を食らった。

「敵の目的は、核ケルン兵ヴア器ツフエの製造と、その都市内での使用だ」

　半ば予想された言葉──それでもなおビル解体用の鉄球を胸の奥に食らったような衝撃。

「核兵器？」涼月──スペリング・コンテストみたいに丁てい寧ねいに繰くり返す。「Ｋカー・Ｅエー・Ｒエル・Ｎエヌ・Ｗヴエー・Ａアー・Ｆエフ・Ｆエフ・Ｅエー？」どこかに間違いがないか期待する気分。

　だが大隊長は微び動どうだにせず──副長が代わってうなずいてみせた。

「そうだ。政府首脳部が動どう揺ようした挙げ句、軍を都市に緊きん急きゆう出動させた理由が分かったか？」デスクのＰＤＡを手に取る──操作／ついでというような口調。「お前から何か要望は？」

　出来る限りの平静さを振ふり絞しぼる──ふいに、昨日のキャンペーン任務の後、ハイレグ姿で膝ひざを抱かかえそうになったときの気持ちが蘇よみがえった。

　心細さ──凍こごえそうなほどの。

　それを怒いかりと不快感でねじ伏ふせて告げた。

「収容所に父がいました。無実です。……多分」

　副長は全くもって許し難いほど何もかもお見通しの顔で言った。

「アリ・シュルツ氏の釈しやく放ほうを要よう請せいする。夜には無事に家族のもとに帰れるだろう。また彼のコミュニティの誰かが、強要された密告によって〝入国不適格外国人〟とみなされ、不法移民として国外追放となることがないよう便べん宜ぎをはかる。ただしくれぐれも帰宅した家族やその友人たちが、翌朝には核の炎ほのおの犠牲になるなどという事態を許すな。お前の都市まちを守れ」

　ＰＤＡをこちらに向ける──音声認証による登録画面。

　何か一言発すれば、声が登録されてＰＤＡが使用者を決定し、馬ば鹿かげた事件への扉とびらが開く。

　沈ちん黙もく。

　犬が〝わん〟と言うのを待つ二人の男たち。

　歯を食いしばって言った。

「くそったれ」

　認証が完了したことを示す間ま抜ぬけな電子音が後に続いた。




　　　　陸ろく




　十九時──背負ったリュック＝着き替がえと荷物／ネットにも自由に接続できない糸電話ＰＤＡ。

　制服の上着の下にホルスターと拳けん銃じゆう──歩くだけで痛むおできみたいなそれを身につける間、ずっと父親の顔が脳のう裏りに浮うかんでいた。

　記き憶おく──幼い頃ころ＝悲しそうな目で笑いながら、末まつ端たん神経障害で開くことが出来ない自分の手を優しくさすってくれている。

　記憶──数年前＝娘むすめを引き取りにきた父母／拳こぶしを握にぎりしめて拒きよ否ひする自分／泣いている母親の肩かたを同じように優しくさすっていた。

　開かない手足の指を持った娘をどう思っていたのか──生来のものより格段に便利な機械の手足を手に入れた娘と同じように愛してくれていたのか──訊きくことも出来ないまま。

　怯おびえた連中が作った巨大な檻おりの向こうから、昔と同じ悲しい眼差しでこちらを見ていた。

　ここから出してくれとも言わずに。

　スカーフ姿で限りなく馬鹿げたことをわめく娘──どう思っただろうか。

　釈放のときに娘の存在を感じてくれるだろうか。

　それとも自分たちを貶おとしめる側に立っているとみなして悲しんだままかもしれない。

　どっちだっていい──どうせすぐに、拳が届く範はん囲いで起こることしか考えられなくなる。

　そう思いながら自室を出た。

　何も言わずについて来る陽炎＋夕霧──自分の都合でチームに背を向けた小隊長の見送り。

　エレベーター──しばしの沈黙。

　陽炎がパチンとガムを弾はじかせ、いつもの淡たん々たんとした調子で言った。

「何も、ぴったりくっついていることだけがチームワークではない」

　ささやくような声──だが目に見えない別の何かを通して相手の気持ちが伝わる気がした。

　多分、そうとはっきり認識するまでもなく築かれてきた、絆きずなとかそういったものを通して。

　夕霧──歌うように。「〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊ゆう撃げき小隊はー、文字通りっ、三人で一頭の獣けものであるっ♪」

　陽炎──にこりともせず。「互たがいが頭となり目となり手足となって、突とつ撃げきをフォロー、狙そ撃げきをカバー、遊撃的にサポート」

　涼月──乾かわいた笑えみ。「優先すべき行動のためには、互いの盾たてとなることをも避さけてはならねー……ってか。初めてどんぱちやらされる前に、さんざん復唱させられたっけな」

「ニコチンの過か剰じよう摂せつ取しゆは物忘れの原因になるらしいぞ、小隊長」ぷーとふくらむ風船ガム。

「忘れてませんかー？」浮き浮き歌うように。

「忘れねーさ」にやりと笑って言い返す。「アヴェ・マリア代わりにちょうどいいからな。突シユト撃ウルムと寝ねつきが悪いときに、いつも唱えてるよ」

　一人で膝ひざを抱えずに済むように──孤こ独どくに拳を握ったままでいられずに済んだ祈いのりの言葉。

　エレベーターのドアが開く──ロビー。

　エントランスに細い体たい軀くの少年──思い詰つめた顔の吹雪。「涼月ちゃん……」

　陽炎と夕霧が連れん絡らくしていたらしく、なぜ涼月が出て行くのか訊こうとはしない。

　余計なお世話──だが自然と受け入れる／ちょっとした温ぬくもりにもすがりたくなる。

　それで、本当は事件の重さに怯えきっている自分に気づいた。

　たった一人で、何を考えているか知れない外国人にこの身を委ゆだねることに、びびっていた。

　気軽さを盾に隠かくす──笑って肩をすくめる。

「転送は使えるってよ。いつもみたいに頼たのむぜ」

　吹雪はいっとき涼月の内心を察したような悲しい表情になったが、すぐにいつものように献けん身しんの微笑ほほえみを浮かべ、そっとうなずいた。

「行ってらっしゃい」

　相手の肩をぽんと叩たたく──手を振ふって仲間にいっときの別れを告げる。

「じゃ、行ってくる」

　送そう迎げいのために待機する装そう甲こうパトカー──怖こわさを喉のどの奥に吞のみ込んだまま後部座席に乗った。

　ロータリー──見送る者たちを背後に残し、後あと戻もどりのきかない道へ出た。

　本部ビルから道路へ目を向けながら、左脇わき下に装備した銃じゆうを意識した。

　厄やつ介かいな重み──本来なら協力し合うべき相手を仕留めるための馬鹿げた道具。

　きっとロシア人も、同じものを用意しているのだろうなと思った。
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　　　　壱いち




　ＭＰＢ本部ビル──二十二階＝〝講ヘー義アザ室ール〟と呼ばれる作戦会議室の一つ。

　教きよう壇だん／ボード／モニター／映画館のような階段型の座席──まさに大学の講ヘー義アザ室ールそのもの。

　装備一式を担いだ制服姿の陽炎が中に入ると、教壇に寄りかかって腕うで組ぐみをしながら出入り口を見上げているミハエル中隊長と目が合った。

　気分転てん換かんか職務上の規定か、過去半日のうちにすっかりヒゲを剃そってすっきりした顔のミハエルが、にこりともせず座席を見み渡わたし言った。「これでパーティに誘さそった全員が集まったな」

　陽炎──最後列である九段目の座席に腰こし掛かけ、ヒゲのない顔も引き締しまった感じがして素敵、などと考えながら、着席した三十余名の男女とともにミハエルの言葉を待った。

「よし」腕時計を見るミハエル──教壇のパネルに触ふれてモニターをオンに。「始めよう」

　教壇の背後の巨きよ大だいなモニターに複数のウィンドウ──同じものを座席の液えき晶しようパネルが表示。

「きわめて迅じん速そくな解決が要求される特とく殊しゆな事件の発生に従い、特とく捜そう強きよう襲しゆう部ぶ隊たいを編成する。メンバーであるお前たちは、ＭＰＢの情報官ならびに支し援えん要員五百名を優先的に酷こく使しすることが出来る。同じように、今から事件解決まで、俺がお前たちを優先的に酷使することになる」

　陽炎＝心のぼやき──せっかく来たのに、全然こっち見てくれない。

「現在、我々の上層組織である〈憲法擁護ＢテロＶ対策局Ｔ〉とその全組織が国際イ刑事ンタ警察ーポ機構ールと共同捜査態勢に入った。またイギリス対テロ諜ちよう報ほう機関、ドイツ連れん邦ぽう情報局と国境Ｇ警備Ｓ隊第Ｇ九群９、イタリア保安Ｎ本部Ｏ作戦Ｃ班Ｓ、フランス情報局と国家Ｇ憲兵隊Ｉ対テロＧ部隊Ｎ、ポーランド国境守備兵、ハンガリー国境防衛隊、アメリカ中央Ｃ情報Ｉ局ＡおよびＦＢＩオーストリア大使館付き法務官リーガト、さらにロシア情報特務官が、非公式に情報提供をするなど今事件の捜査に協力している」

　モニターとパネルに次々に表示──共同体制にある組織の一覧／各組織の主要な捜査形態。

　まるで犯罪捜査のオリンピック村──思わず口笛を吹ふいて喝かつ采さいしたくなるほどの布ふ陣じん。

「現在、大統領と首相をはじめ、国防総省および内務省、軍部と公安委員会のお偉えら方がたが、全すべての政治日程をキャンセルし、地下七百メートルの統とう括かつ本部室で考えられる限りのたわごとを互たがいに投げつけ合っている。彼らに安心材料をたっぷりとくれてやるだけでなく、もはや何も決定する必要がない状態にしてやらねば、二十時間後には軍が都市全域にやって来るだろう」

〝軍が来る〟

　最大級の禁句が、その場にいる者たちのアドレナリンを沸わき立たせるのを感じた。

　ひりひりする空気／僅わずかな失敗が最悪の事態を招くという暗あん黙もくの了りよう解かい──これを、うちの小隊長はたった一人で背負わされて放ほうり出されたのかと思うと、実に不ふ憫びんだった。

　しかも収容所に放り込まれた父親を救うためとは、まったくもって不幸の星のもとに生まれたとしか言いようがない──陽炎の所感。

「さて──」ミハエルの操作＝モニターに新たな画像──落下した人工衛星／電源部のＣＧ／〝原アトー子ムレアク炉トーア〟とはっきり告げる表示。「昨晩から今朝にかけて、やっとロシアが重大な事実を白状した。この〈アンタレス１１４０号〉は実のところ太陽電池で動く研究観測用の衛星などではなく、れっきとした軍事偵てい察さつ用の原げん子し炉ろ衛星だ。目下、基幹部ごと原子炉が盗ぬすみ出されたまま行方ゆくえが分からなくなっている。今事件に関かん与よしている七つのグループのうち、四つは判明しているが、こいつらが原子炉を担いで国外へ逃とう亡ぼうした可能性は限りなく低い。ということは国内で、この厄介な粗そ大だいゴミの再利用をはかっている最中だということだ」

　次々に表示されるデータ──〝判明したグループ〟×四。

「第一グループが、今日の日付で犯行声明を出した、日本人難民から分ぶん離りした超ちよう過激派組織〈待望の会〉だ。世界中の過激派に連帯を呼びかけているが、おおむね都合良く利用されている。当然のことながら同どう胞ほうである日本人からは大いに嫌けん悪おされており、即そく射殺の対象とみなしても難民弁護団から文句が来る可能性は低い。

　第二グループは、ロシアへの恨うらみが骨こつ髄ずいまで染しみ込んだような連中──チェチェン人による武装報復組織〈ジョハルの手〉で、かつてチェチェン独立を指揮したジョハル・ドゥダーエフ空軍少将の名を冠かんしていることからも分かる通りの独立派だ。９１１とイラク戦争の都合でアメリカがロシアのチェチェン占せん領りようを黙もく認にんしたことから、報復の対象を両大国および国連にまで広げている。過去のモスクワ劇場占せん拠きよ事件のように、過激なイスラム原理主義のもと、性別も年ねん齢れいも関係なくテロに参加する厄やつ介かいな組織だ。首都をさんざん破は壊かいされ、外国人の誘ゆう拐かいが唯ゆい一いつの高収入とさえ言われた環かん境きようで、大いに稼かせぎまくったらしい狡こう猾かつな連中でもある。

　第三グループは、キプロス島から追放されたトルコ人過激派組織〈キプロス＝トルコ自由戦士団〉。過去にもこの都市の国連ビルに対するテロ行こう為いを計画したことがある。連中にとってキプロスの独立を承認した国連は、自分たちの故郷を奪うばった敵だ。これも過激なイスラム原理主義のもと、性別も年齢も関係なくテロ行為に身を投じている。

　第四グループは、祖国に愛想を尽つかした反体制ロシア人集団〈ウラジャーイ〉だ。〝収しゆう穫かく〟または〝豊作〟を意味する名の通り、自分たちに富をもたらすことなら何でもやる。一説では元ＫカーＧゲーＢベーの人間が物資を横流しする過程で自然発生した地下組織で、元情報局員や特殊部隊員を幹部に引き込み、身につけた高度な技術を悪徳のままに行使している」

　どれも仲がいいんだか悪いんだか分かんない連中だな──陽炎の雑感。どうせなら仲間割れで半分くらい消えてくれると楽なのに──なるべく音を立てずにガムを嚙かみながら、百名近くにまで膨ふくらむ敵の予想人数をモニターで一覧してしみじみ思う。

「まさにテロの多た国こく籍せき軍ぐんといった趣おもむきだが、連中には一つ共通した特とく徴ちようがある。テロ行為を許した国の責任を追つい及きゆうし、報復することは不可能だということだ。日本は〝東アジアの死体〟として国家の体ていをなさず、チェチェンは事実上ロシアの占領地であり、キプロスは今やトルコではなくギリシャ人のもので、反体制ロシア人がテロを仕し掛かけたからといってロシアと戦争するなんて真似まねは第三次世界大戦を引き起こしかねん。要するに、テロ屋どもが何をしでかそうと、連中の母国に制裁を加えることも出来ない。抑よく止しカードをあらかじめ喪そう失しつした、それだけ敵の退路もない、没ぼつ交こう渉しように等しい捜査だ。現在、ＭＰＢとＢＶＴの交渉人がそれぞれ独自のルートでテロ決行とそのためのあらゆる手助けをやめるよう呼びかけているが、期待は一いつ切さいするな。敵の無力化こそ最優先課題であり、そのための躊ちゆう躇ちよなき行為が我々の命いのち綱づなだ」

　てきぱきとした説明／指令──これで終わりかと思ったが、実働を命じる声がない。

　室内に充じゆう満まんする緊きん張ちようのせいで、うっかりガムを膨らませることも出来ず──パチンとガムを弾はじかせたりしたら、その音だけで全員が一いつ斉せいに立ち上がって外へ飛んでいってしまいそう。

　やがて──数秒の沈ちん黙もくののち、ミハエルが静かに告げた。

「それと。今ある情報から、うちのマスターサーバー〈刕レイ〉が試算したところ、七・五％の確率で、今回の衛星落下を仕組んだ敵は、原子炉の中身で核かく爆ばく弾だんを製造し、この都市を吹っ飛ばそうとしている」

　そして再び沈黙。

　これは笑うところじゃないのか？──という中ちゆう途と半はん端ぱな吐と息いきがあちこちで聞こえ、ほどなくして室内の緊張は、揮発したガソリンのように爆発寸前にまで高まっていった。

「俺が今朝、森の訓練所の小屋でカフェを飲んでいたとき、その数字は〇・〇二％だった。半日で確率が三百五十倍以上に跳はね上がったわけだ。その馬ば鹿かげた数字が二桁けたに達する前に、原子炉でたわけたリレー競争をする敵を壊かい滅めつさせる。十分以内に装備を整え、第二車両区画へ再集合。配置データを確認しろ。一番最後に入ってきた遊ゆう撃げき小隊のスシナヤルイフシパユツーツエは残れ」

　思わずきょとんとなる陽炎──返事をする間もなくミハエルの号令が飛んだ。

「急マツハ・げシユネル！」

　一斉に起立──席を蹴け飛とばすようにして出口へ殺さつ到とうする隊員たち。全員の姿が消えるのに二秒もかからなかった。彼らの後からミハエルが悠ゆう然ぜんと歩み寄り、座ったままの陽炎に言った。

「ロシア人につれて行かれた小隊長を支し援えんするために志願したってところか？」

　まるでしてはいけないことを咎とがめるような厳しい口調──ちょっと気後れしながら起立。

「まあ、そんなところです」

　うなずく──初めて見る無造作な仕草。「お前の選せん択たくの正しさを証明させてやる。来い」

　ともに隊長格専用のエレベーターへ──地下駐ちゆう車しや場に到達するまでの十数秒間、ミハエルは何人かの副官たちとひっきりなしに会話／電子手帳に何やら入力／携けい帯たい電話に応答──小隊長格をのきなみ特とく捜そう部隊として編成したため、各小隊の指揮者を迅じん速そくに変へん更こう／補ほ塡てん。

　彼女の方など振ふり返りもしない。

　地下駐車場──副官たちが一斉に散開／集合する面々へ機き敏びんに指示／装そう甲こう車両の群れが次々に獰どう猛もうなエンジンの唸うなりを上げて走り出す。

　陽炎──ミハエルに従う／いつか乗ったファイブドアセダンの隣となりに停とめられた、防弾仕様の車両──持参した装備をトランクに詰つめ込み、助手席へ。

　ドアを閉める前に、先に運転席に乗ったミハエルが電子手帳を見ながら訊きいてきた。

「装備は？」

　冷たい感じ──ちょっとだけでなく傷つく／何とか表情に出さず返答。

「マゼル五〇口径・対物侵しん徹てつ・超ちよう長ちよう距きよ離り狙そ撃げき用ライフル。ルガー一四強きよう襲しゆう用ライフル。ヴィルトシュヴァイン一三」

「そして特甲か。お前さん一人でグループの一つくらい潰つぶしそうだな」どこかにあるはずの親しみの片へん鱗りんすら探すのが難しい重い声こわ音ね。「お前は特とく殊しゆだ。どこに配置しても無理が出る」

　電子音──手帳から何件ものメールや書類を一斉に送り出す音。

　一仕事終えた男が漏もらす、ひとときの満足と〝どうせまたすぐに面倒な用件が溜たまるさ〟といった気持ちが混じり合った溜め息／ぱたんと電子手帳を閉じて懐ふところに入れる。

　キーをひねる──エンジン音。「お前さんは実際、ＭＰＢが手にした最強の兵科だが、まともに組織に組み込むには異質すぎる」

　わざわざロビーで呼び止めて誘さそったくせに、志願してくれてありがとうとも嬉うれしいとも助かったよとも御お礼れいに今度デートしようかとも言ってくれない。

　それどころか〝よく考えてみたら実はけっこう邪じや魔まかもお前〟と言われている気分。

「はあ」うつむく──意志の力で顔を上げる。

〝この役立たず〟と思われている気がして異様に落ち込む／あまりに辛つらすぎるその感情を無視＝ぷーとガムを膨らませる。

　けれどもなんだか急に涙なみだが零こぼれそうな危ない状態になりかけ、ぎょっとなりつつ迅速に窓の方へ顔を背そむけた。いきなり独りぼっちにされた気分──おいおいなんだこの心細さ。

　突とつ如じよとして沸わき起こる焦あせりと混乱をねじ伏ふせると、今度はたとえようもなく本来あるべきチームが恋こいしくなった。くそ、こんな目に遭あうなんて。涼月が出て行ったりするからだ──全力で責任転てん嫁か／感情のぶつけどころを確保。なにも好きこのんで夕霧を置いて特捜部隊への参加を選択したわけじゃないのに。やだやだ、こんな気持ちになるんだったら来なきゃ良かった。

「本来の位置通り、遊撃しかお前の真価を発揮させてやれん。陽炎──」

　ふいに名前を呼ばれて反射的に振り返る──どきっと心臓が大きな音を立てる。

　渋しぶい茶色の瞳ひとみが、いつの間にか力強い熱意をたたえて真まっ直すぐこちらを向いていた。

　そして声──お馴な染じみの、大ざっぱですっきりしていて妙みように落ち着く、あの声。

「今からお前は、俺の猟犬いぬだ。俺の隣で合図待ち、俺の号令で走り、俺の命令で引き金を引く。それ以外の行こう為いは断じて許さん。俺がやれと言ったときだけ好きに暴れろ。いいな？」

　ズギューン──!!

　この上なく間ま抜ぬけで馬鹿げていて自じ虐ぎやく的であると分かっていながらも、彼女は、俺の犬という限りなく危険な匂においのするフレーズに、たまらなく、くらくらきた。

　敬礼──鋭えい角かく的に。

「はい、中隊長！」

「よし。いい返事だ。さっさとドアを閉めてシートベルトをしろ」

「はい！」

　なんだかとっても楽しくなってきた──ありがとう涼月、出て行ってくれて。

　本人がそれと自覚するより遥はるかに強く、彼女は／私は／陽炎は、わくわくしてドアを閉めた。




　　　　弐に




　ミリオポリス第インネ一レシユ区タツト──ウィーン古来の観光名所／市の施し設せつが密集する旧市街。

　ロシア大使館の前で停車する装甲パトカー──ＰＤＡを操作しながら涼月が降りる。

　副長が律りち儀ぎにインストールしてくれたらしいロシア語の辞書機能を使い、道すがら決まり文句を呼び出し一読──〝あカなークた・ヴのアー名ス・前ザヴはート？〟〝ごカー機ク・嫌パジいヴアかーエがチユ？〟〝警パザ察ヴイーをチエ・呼ミリーべツイユ！〟。

　それ以外に付加されたロシア関連の機能──『テトリス』クレムリン赤の広場バージョン。

　ＰＤＡを畳たたんでポケットに放ほうり込み、リュックサックを担かついで、大使館に転用された古いコリント様式の建物の階段を上る。

　身分証もなしで大使館に入れるのか疑問──だが玄げん関かんに入った途と端たん、声が飛んだ。

「おフ嬢ロイさライんン、おフ嬢ロイさライんン」恐おそろしく丁てい寧ねいな呼び声──最後に吹雪以外の誰かにそう呼ばれたのはいつだろうと思わず自問しながら振り返ると、見上げるばかりの馬ば鹿かでかい男がいた。

　ガーゴイル像のようないかつい顔／短く刈かった黒髪／カーキ色の軍服の上からでも分かる鎧よろいみたいな分厚い筋肉──斧おのの代わりに携帯電話を持った牛ミノ頭タ人ウロ身スといった感じの巨きよ漢かんが音もなく近寄り、柔にゆう和わで控ひかえ目な口調でこう訊いてきた。

「ドイツ語を喋しやべる私、意味は分かりやすいですか？」

「──分かりやすいです」それ以外に返答のしようがなかった。

「久しぶりなドイツ語を喋らされたもので不安でしたが、良かったですね」

「良かったですね」素直に賛同。

「軍ぐん曹そうは私です」男は言った。「ユーリー・スタリツキー中ちゆう佐さの部下、ヨシフ・クールプスキーが名前です。私が名前を呼ばれるのはヨシフが良いと思いますよ」

「よろしくお願いします」相手に調子を合わせる。「ヨヘシル・フヨさシんフですか」

「さんヘルは無言が良いと思います」にっこりと巨大な手を出す。「ヨシフです。涼フ月ロイおライ嬢ン・さスズんツキ」

　手を握にぎる──まるでベースボールのグローブ／なんとも親愛に満ちた握あく手しゆ。

「えー……おフ嬢ロイさライんンは無言で良いと思います」

「はいヤー。お互たがい気軽さが良いですね」手を離はなす──カードを取り出す＝ロシア語で記された大使館の通行証。「あげます。あなたが何者かである証明、ここの建物で歩ける道具です。でも二日だけ。それが過ぎたら新しく用意が必要です。ちょっと面めん倒どうですよ、この道具」

「分かりました」吞のまれたようになってうなずく──カードを受け取る／『初めてのドイツ語会話』の手本みたいな返答。「ご親切に、ありがとうございます」

「何事も心配いりません」笑え顔がお──かえって不安にさせられる／手招かれる。「仲間がぞろぞろ楽しみですよ。こちらへ頼たのみます。あなたも一人ですが、ぞろぞろ来て下さい」

「はあ」なんか意思疎そ通つうが怪あやしくなってきたと思いながら追う──受付をスルー／カードで硬こう化かガラスの扉とびらの電子ロックを解除──奥の大使館員用の宿舎へ案内される。

　渡わたり廊ろう下か──別館の三階へ。

　広々とした部屋に入る──ぽかんとなる。

　壁かべ中にびっしりと積み上げられた通信機材／コンピューター類／モニター／ボード。

　一角を巨大なテーブルが占しめ、都市全域の地図が広げられている。シャンデリアの下に整然と並べられた椅い子す──向かいの壁に作戦司令室にあるような大型モニター。

　そこら中に立てかけられたライフルケース／武器弾だん薬やくの印が貼はられたケース。

　前線基地として再構築された空間──そして確かに、ぞろぞろいる男たち。

「お嬢さんが到とう着ちやくしたよ」ヨシフが紹しよう介かい──ドイツ語。「名前は涼月」

　どいつもまさに兵士といった感じの、底無しの体力と、電気仕じ掛かけのような敏びん捷しようさと、どんな苦痛にも耐たえられる鈍どん感かんさを兼かね備えていそうな男たちが、一いつ斉せいに集まってきた。

「スズツキー」ヒゲ面の男に変な語ご尾びで呼ばれながら握手される。「スズツキー、良い名前」

「どうも初めまして」

「ゲルツェンです。銃じゆうを撃うちますよ」穏おだやかな顔──どうやら手を挙げろという意味ではないらしい。「手しゆ榴りゆう弾だんも投げるよ。兵士です。みんなと同じ」確かにそれ以外の職業に就ついていそうな人間は見当たらなかった。

　次々に自己紹介／握手──ヴァシリー、イヴァン、ピョートル、ニコライ、アストロフ、ワーニャ、ワシリー、セリョージャ、フェージェ。

　ヨシフを入れて十一名──なんとか顔と名前を一いつ致ちさせようと努力した。変な語順はともかく、普ふ通つうにドイツ語で話しかけても意味が通じるのに驚おどろいた。みなドイツ語以外にも何カ国語か喋れるのだという。大半の者に「かーわいい」「すーてき」「よろしく」を連呼された。

　一通り終わると、いったんこぢんまりした別室に連れて行かれ、「ここがあなたの場所になります」と説明され、荷物を置かせてもらった。

　再び大部屋に戻もどると、ゲルツェンがイチゴジャム入りのロシアンティーをカップに注ついで手渡してくれた。ソーサーにビスケットつき──馬鹿にされているのかとも思ったが違ちがうらしい。男たちがそれぞれカップを手にして優ゆう雅がにすすった。

　カーキ色の服装ドレス規定コードにおけるプロレスラー限定お茶会といった感じだった。

「こんな素敵な場所で、かわいいお友達とお仕事するのは良いですね」ヨシフ──良かった良かった、とみんなの幸運をたたえる。「いつもならテントで泥どろと雨だらけ。でなければ砂と岩だらけ。どこも血だらけ」ははは──みんな笑った。「地じ雷らいの心配もせずに歩けるって良いですね」うんうん──みんなうなずいた。

「あー……確かに、それは良いですね」同意。

　ふいに和なごやかな空気がさっと一変した。

　ユーリー・スタリツキー中佐が来室──みなが無言でカップをキッチンに置きに行き、並べられた椅子の方へ向かった。機敏だが慌あわてた様子はなく、ガチャンと音を立ててカップを置いたりもしない。実に的確な動作だけがあった。もしカップが爆ばく発はつ寸前の爆弾だったとしても同じように扱あつかうだろうと思われる的確さ。みな顔を引き締しめていたが、怯おびえも気負いもなかった。

　機能性と人間味に満ちた兵士たち──馬鹿丁寧で陽気で不敵な彼らを、気に入り始めていることを自覚しながら、最後にカップを置いて席へ向かった。

　後列に一つ空き──座ろうとしたが正面に立つユーリー中佐に呼ばれた。「涼月、こちらへ」

　従う──男たちの前に立つ／改めて紹介される。

「彼女が、オーストリアの憲兵隊から派は遣けんされた涼月・ディートリッヒ・シュルツだ」ユーリー──小さな声でも号令のように響ひびく／訛なまりはあるものの流りゆう暢ちようなドイツ語。「彼女は幼くして肉体の機械化と高度な訓練を受け入れ、自らのものとしてきた。彼女が属する小隊の戦せん闘とう力の高さは、法執しつ行こう機関としては例外中の例外だ。一糸乱れぬ強きよう襲しゆう能力、迅じん速そくかつ確実な戦闘手段。人質救出部隊と非ひ交こう渉しよう実力行使部隊のうち、最も危険な部分をかけ合わせた部隊といっていい。その高度な能力は、訓練と任務遂すい行こう以外の些さ末まつな仕事から解放されるに値するものだ。報告書類、情報収集、裁判、管理業務、上じよう訴そ対策もない。完全なる戦闘員。我々と同じ兵士。国家の主要な文民対テロリズム資産として〝チェルノ・サバーチカ〟──黒い犬を意味する暗号名を付ふ与よされた、呵か責しやくなき戦争の犬、獰どう猛もうにして忠実なる軍用犬だ」

　そんな風に思われてたんだ──素そ朴ぼくな感想。

〝我々と同じ〟という言葉に反感を覚えない自分に気づく──任務を共にする者を前にして穏やかさと昂こう揚ようのちょうど中間の様子を保つ男たち。

　確かに、同類の匂においがする気がした。

　自分を見る男たちと同じように顔を引き締めたまま、我知らず心の中でにやりとなる。

　呵責なさを好み、暴力の神秘を信じる愚ぐ劣れつな犬の群れ──命令に従い、問答無用の一いち撃げきを行使することも、同じ一撃を行使される可能性も恐おそれない。むしろ望んでその状じよう況きように突とつ進しんする。

　自分が銃を副長から与あたえられたように、彼らがいつ自分の後頭部に弾だん丸がんを叩たたき込もうと考えてもおかしくない──だがそのことさえ、共感すべきもののように思えた。

「この任務に対する彼女の心構えは、先ほど彼女の上官と電話で話した際に聞いている。戦い慣れたチームを外れ、不自由な闘争を強しいられるかもしれないにもかかわらず、我々のもとに来たのは、ひとえに祖国と家族のためであると。そうだな、涼月？」

　何か皮肉を返したくなる瞬しゆん間かん──だが自然とそうはしなかった。「はい」

「ありがとう、涼月。席に戻ってくれ」

　機敏に従う──決して慌てず／男たちの挙動に倣ならう。

　ユーリーの操作──モニターがデータを表示＝予想される敵の人数と武装／要攻こう略りやく地点。

　ロシア語表示──自動翻ほん訳やくによって片かたっ端ぱしからドイツ語へ変へん換かんされてゆく。

「我々の目的はロシアの恥はずべき暴漢ども〈ウラジャーイ〉のオーストリア国内における完全な無力化だ。やつらは国家の優ゆう秀しゆうな人材をそそのかし、裏切り者を集め、金のために国際的な危機をもたらす。ロシア政府は今回の人工衛星損失を、やつらの仕し業わざと断定した。我々は、やつらが原げん子し炉ろを兵器に変へん貌ぼうさせるためのトレーラーを探たん索さくする」

　眉まゆをひそめる──トアレンーヘンラガーー？──喋しやべり慣れないドイツ語のせいでユーリーが単語を間違えたのかと思った。いや──すぐに思い直す。自分の間違いだ。敵の支アン持ヘン者ガーのことだ──そう判断するや否いなや、モニターに本当に連結式トレーラーが表示されて呆あつ気けに取られた。

「情報部が入手した敵トレーラーの原型だ。非常に特とく殊しゆな内部構造をなしており、同じものを製造するのはきわめて難しい。これが敵の通信基地であり、重大な兵器開発施し設せつだ。ロシア西部の国境付近で〈ウラジャーイ〉の一員がこのトレーラーに乗ったことが判明しており、何度か偽ぎ装そうを施ほどこしながらハンガリー経由でミリオポリス市内に入ったものと思われる」

　何枚か表示される写真──防寒着を着込んだ男たち／確かに背景に写っているトレーラー。

　運うん搬ぱん用というより、アメリカの移動住居＝トレーラーハウスを一回り大きくしたような姿。

「このトレーラーには重大な特とく徴ちようがある。彼らの支し援えん者の名が刻印されていることだ」

　ズーム画像に切り替かわる──超ちよう望遠で撮さつ影えいされたであろう写真の解かい析せき。

　車体下部＝背骨のような鋼鉄の部品の一つに刻印──『PRINCIP.INC』。

　瞠どう目もくして見つめる──株式会社プリンチップ。

　いつか逮たい捕ほした〝拳けん銃じゆう男〟が振ふりかざす銃身が脳のう裏りに甦よみがえる──その爆撃のような銃火。

「兵器調達によって世界のテロリズムを扇せん動どうする幽霊ダミー企き業ぎようプリンチップ社の印だ。また〈ウラジャーイ〉はあらゆる国で武器密売を行っている。〈ウラジャーイ〉がプリンチップ社製の道具を得て今事件を計画し、他の六つのグループと共きよう謀ぼうしたと考えるべきだ。やつらの狙ねらいは他のグループを利用して原子炉を手に入れ、トレーラーを用いて核ケルン兵ヴア器ツフエを製造し、国際的な闇やみ社会での地位を獲かく得とくすることだ」

　ユーリー──それらの情報をみなが理解したか確認することなく画面を切り替える。

　きわめて一方的で機能的な上意下達──新情報＝複数の通信データ。

「いまだ不明な三つのグループも、〈ウラジャーイ〉から武器を供きよう与よされているだろう。その不明なグループの一つについて僅わずかながら情報がある。ロートヴィルトと呼ばれる人物が、〈ウラジャーイ〉との連れん絡らく役を担っているということだ」

〈赤ロート鹿ヴイルト〉──？　わざわざドイツ語に直してくれているのかと思った。

　だが〈ウラジャーイ〉を〈収穫エルンテ〉と言い直さないことを考えると、そのままの発音らしい。

「ロートヴィルトの性別・年ねん齢れい・容姿・本名は不明。〈ウラジャーイ〉との暗号化メールによるやり取りで高性能ライフルについて言げん及きゆうしており、優すぐれた技術を持った狙そ撃げき手か、狙撃を補ほ佐さする者であると推測される。これはまた、この人物が属するグループが他と同じく戦闘的であることを意味する。〈ウラジャーイ〉殲せん滅めつの妨さまたげとなる可能性として留意しろ。質問は？」

　誰も何も言わない。ただ質問がないというのではなく、上官に質問するなどもってのほかと考えているようだった。

　彼らの流りゆう儀ぎに従ってばかりいることに急に抵てい抗こうを覚えた。ユーリーが全すべての情報を今ここで見せるわけがない。当然、部外者である自分には見せない情報が山ほどあるに違ちがいなかった。

　自分の役目──ロシア人が本当に味方かどうか身をもって試ためす／ほどよく厄やつ介かい者になる。

　挙手──ユーリーがうなずく／座ったまま質問。「正体が知れてる他の連中は追わない？」

「そうだ。あくまで〈ウラジャーイ〉のみを追う。我々ならやつらの手口を知り尽つくしているし、原子炉はやつらのもとに運ばれる。やつらとそのトレーラーがゴールだ。ミリオポリスの治安組織は、犯行声明を出した日本人グループ〈待望の会〉をはじめ全グループを追ってゆく。現地組織は入り口から押さえ、我々は出口を押さえる。挟きよう撃げき作戦だ。分かったか？」

　要約──〝それについてはオーストリア側と取り引き済みだし、ちゃんとお前の国のためになるから安心して働け〟。

「はい」

　ひとまず受け入れる──合理的な言葉のどこかに噓うそがないか用心深く。

「では出発する。みな民間人の装よそおいに着替えろ。食事は移動しながらだ。ヨシフ、我々の新しい戦友に、祖国の料理として紹しよう介かいしても恥ずかしくないものを用意してくれ」




　ミリオポリス第ライ二ヒエ十ンシ五ユマ区オス──〈ワールドワイド〉テレビ局ビル。

　夕食どきのニュース──ＭＰＢで最も人気を集める〝あの子〟が登場。

　レザー仕立ての白い天使の衣い裳しよう／晴れやかな笑顔──ＹＫＭこと夕霧・クニグンデ・モレンツが、ご近所のペット自じ慢まんなみの平和さでお茶の間に挨あい拶さつ。

《アローッ♪　夕霧はウィーンの森でお星様のかけらを見つけちゃいましたーっ♪》

　背景──日本人テロリストの声明映像のパロディ＝万ばん国こく旗き・国連旗に花丸マーク。

　インタビュー──軍服とガスマスク姿の女性レポーター。《森は今、とても危険な場所だとされていてハイキング客が激減していますが、放射能は大だい丈じよう夫ぶでしたか？》

《平気でーす♪》砕くだけた太陽電池の破は片へんを掲かかげる。《森で会ったロシア人さんから、一いつ緒しよにお星様を探した御お礼れいに、これをもらっちゃいましたーっ♪》

　画面下──ロシア国旗を持つ熊くまが、二頭身の夕霧にぴかぴか光る石を手て渡わたすアニメ。

《衛星には原げん子し炉ろが搭とう載さいされていたと噂うわさされていますが？》

《そんなことないですよー？　お日様の光で動く電池でーす♪》

　画面下──ぴかぴか光る人工衛星／にこにこ笑う太陽／にこにこ笑う夕霧と熊。

　なおも警けい戒かいしてガスマスクをつけたり外したりするレポーター。《ですが衛星の落下現場はいまだに封ふう鎖さされたままで、テロリストが衛星の電源部を盗ぬすんだという噂がありますね？》

《お日様の光で動く電池はとっても高価なんです♪　だから色んな人が盗んでロシア人さんが悲しまないように立ち入り禁止なんです♪　あっ、火事が消えたばかりだから、あと二日は森に入ってはいけませんよ？　法律でそう決められているんです》

《厳重な警戒は、火事の再発と、衛星の部品盗とう難なんを警戒してのことで、それ以外の危険はないということでしょうか？》

《そーでーす♪》夕霧──ほんの一いつ瞬しゆんだけ目が画面外を見る／指示に従ってレポーターの服を引っ張る。《ところで変な格好ですねー♪　苦しくないですかー♪》

《あっ、ちょっと──》滑こつ稽けいにおたつくレポーター──軍服とガスマスクがするりと体から外れてＴシャツとジーンズ姿に。ＣＧ──背景の壁かべが倒たおれて平和な森の光景に。

《ねっ♪　平気ですよー？》

《あらあ》レポーター──満面の笑えみ。《なんてすがすがしいんでしょう。なんだか不安になっていたのが噓みたいです。ありがとう夕霧さん》

《どういたしましてレポーターさん♪》カメラ目線──にっこり。《みなさんも安心して下さいね♪　ＭＰＢはみなさんの平和と安全のために活かつ躍やく中でーす♪》

　レポーター。《ＭＰＢの夕霧さんでしたー》

　スタジオ──ディレクター。「はい、ＯＫでーす」

　上着を手渡されるレポーター。「おつかれさまでしたー」

　ぺこりとお辞儀をする夕霧。「おつかれさまでしたー」

　くねくね近づく千々石。「とっても良かったわよ夕霧ちゃん。さ、急いで次へ移動よ。深夜ニュースと特番の前録どり。その前に通つう販はんグッズのＣＭ撮さつ影えいね。早く衣裳を替えてちょうだい」

「はーい♪」束になった台本を繰くる千々石につれられて移動──控ひかえ室＝並ぶ衣裳の群れ。

　スタジオのあちこちで忙いそがしく歩き回る人々──国の広報官と打ち合わせるディレクター／平和を強調するポスターを抱かかえた市の職員／原子炉の安全性をうたう職員／市のキャンペーンに抜ばつ擢てきされた俳優たちと事務所の人間たちが群れをなす。

　六つのテレビ局／多数のラジオ局／各プロバイダに対する〝情報提供〟──国家の専門機関に先導された二百名にものぼる広報官が情報工作に奔ほん走そう。

　マスメディアを最大限に活用した市民のパニック防止策──もちろん実際のところ何がどう危険なのかは誰も知らされておらず、行政機関が定めた文言をひたすら放送。

　それは実際、とてつもなく高度で洗練された戦略のたまものだった。

　情報化社会における〝被ひ害がい予測モデル〟に楽観は存在しない。それはニュースの字幕一つで都市が死ぬ様子を克こく明めいに描えがき出す。テレビを見た犯人が刺し激げきされて無む謀ぼうな行動に出る。危機的状じよう況きようだと判断した民衆が一いつ斉せいに危険から逃にげようとして事故を多発させる。交通網もうの混乱は暴動に変へん貌ぼうし、それを鎮ちん圧あつすべき警察やレスキュー隊までもが逃げ出そうとして騒さわぎに加わる。治安機構による危機管理がめちゃくちゃになり、民衆の不信感と危機感が一挙に倍増して、事件を起こした犯人すら予想もしなかった被害へと発展する。

　人口百万人の都市にそうしたパニックが発生した場合、五十人に一人が何らかの原因で死ぬ。一千万人なら五人に一人になる。二千五百万人なら二人に一人になる。危機は人口に比例する。

　それを防ぐために全すべての情報に微び妙みようなさじ加減で混入された明白な意図──行動操作。

　都市の人間が過激にならないための安心・安全・希望される正義の提供。

　噓を本当に仕立て上げ、本当のことを噓にしてしまう意図された公共という必要悪の力学の渦か中ちゆうで、夕霧は〝みんなが幸せな気持ちになれる衣裳〟と信じる入念な装そう飾しよくを身につけながら、ふーふふーふふー♪　と歌／足あし踏ぶみを繰り返している。

　楽しげなリズムとは裏腹にその表情には虚きよ無むが忍しのび寄り、目は感情を消して宙を凝ぎよう視し──巨きよ大だいな噓の歯車の中に組み込まれても、心の歌声を決して失うまいと懸けん命めいに耐たえる姿も、周囲の大人たちからは〝相変わらずどこまでも能天気なあの子〟くらいにしか思われていない。

　ふーふふーふー♪

　夕霧は歌い続ける──それが市民を混乱から守る唯ゆい一いつの手段であると信じて。

　仲間が危険の渦中にいることを知りながら、そのことを一言たりと口にすることは許されず、心に這はい寄る、凍こごえそうな〝噓〟の影かげの冷たさを、じっと我慢しながら。

　ふんふふんふふー♪

　混乱する市民によって捜そう査さに支障をきたし、仲間が今よりもっと複雑で危険で辛つらい目に遭あうことを防ぐために。

　夕霧は歌い続ける。




　　　　参さん




　ミリオポリス第ルドルフ十スハイム五・フユン区フハオス──ロシア料理店〈コルチュマ〉。

　入り口脇わき＝黒板にチョークで書かれたおすすめ料理──カツレツ、ボルシチ、サリャンカ。

　店から十メートルほど離はなれた曲がり角で、架か空くうの電力会社のロゴ入り大型車両が停車中。

　後部座席は盗とう聴ちよう器機を満載した司令室──しかも外交官ナンバー。

　ロシアが捜査備品として国内持ち込みを容よう認にんさせた、電力会社を偽ぎ装そうし、外交特権を持つ、軍用通信車両という、矛む盾じゆんしまくりの、ふざけきったしろもの──その後部車両の一いち隅ぐう。

　モニターで店の外観を確認しつつピロシキを食う涼月──ポークよりキノコの方が好みだなと思いつつ具入り揚あげパンを胃い袋ぶくろに投下。

　その衣服──紋もん章しようなしの制服の上着／黒いジーンズ／薄うす手でのセーター＝憲兵隊員というよりミリタリー趣しゆ味みの女の子の装よそおい──ユーリーの指示。

　すぐ隣となりで同じものを平らげながらモニターを監かん視しする〝牛ミノ頭タ人ウロ身ス〟ヨシフ──超ちよう薄型の抗こう弾だんスーツの上に洒落しやれたジャケット──都市に溶とけ込もうとするマフィアさながらの貫かん禄ろく。

　車両出口そばに〝色男ロメオ〟ユーリー──森で見たスーツにトレンチコート姿で電話中。

　車外をうろつく〝ヒゲ面づら〟ゲルツェン──電力会社のロゴ入り作さ業ぎよう衣ぎで油断なく哨しよう戒かい。

　他の猛者もさたちも出来るだけ目立たぬ服装で、都市内に潜せん伏ぷくする敵に、音もなく忍び寄ろうと身構えている。運転席にいる者もふくめ涼月を除く七名が通信車両内外で待機──残り五名は大使館の通信機材を〝文官〟たちに任せて別地区を移動中。

「一いつ般ぱん客きやくが店から消えるのはすぐですね」ヨシフ──涼月のためにドイツ語で発言。「残るお客はシンジケートの面々で〈ウラジャーイ〉とつながるとデータは証明済みです」

　データ＝テロリズムと世界の暗黒街が、資本主義の名の下もとに合体する様子。シンジケートが、各国滞たい在ざいのためのビザ／出入国許可証／パスポート等を、テログループに売りつけるばかりか、麻ま薬やくや銃じゆう器き密売で共同出資して資金を調達／人身売買で安く兵士を分け合う／銀行に預けることの出来ない金を保管してやるなど、まさに闇やみの世界経済というべき活発な商業活動を展開。

　一説では、あるシンジケートが元ＫＧＢをイギリスに亡命させ、その亡命者を暗殺する任務を帯びた者をイギリスに案内し、さらにその暗殺命令を出した人間の政治的ライバルに協力して放射性物質をばらまき政情不安をもたらす手段を提供し、挙げ句の果てに政情不安を隠かくすためマスコミを脅きよう迫はくする仕事を代行──敵の敵の敵の敵とまで商売する手広さ。

　そうしたシンジケートの中でも、最大の手広さと最強の武力と最悪の利己主義を兼かね備えたグループが〈ウラジャーイ〉なのだという。

「涼月」ユーリーの手招き＝生身の左手。

「ういっす」近寄る──相手の黒い手袋をした右手に思わずちらっと目が行く。

「ミリオポリスの警察と話がついた。我々であそこの人間を押さえる。本来ならお前たちの獲え物ものだ。これから斥せつ候こうに出るが、ともに来るか？」

　本来なら逮たい捕ほ令状など提供される訳のない、外国人部隊による強きよう襲しゆう──オーストリアの隊員を参加させて建前だけでも整えるつもりらしい。

「はい」試ためされている気がして即そく答とう──気後れする自分など見せたくなかった。

「では行こう」いきなりユーリー自身が、車両の後部扉とびらを開いて外へ出た。

「スズツキー、フカンァプフイガイトスト」そういう単語だけ妙に発音が正しいヨシフ──にっこり見送り。

「どーもダンケ」ユーリーの後を追って外へ──入れ替かわりにゲルツェンがドアを閉めてくれる＝森で遭そう遇ぐうした熊くまが人を食う前にしそうなウィンク。

　やたら毒気を抜ぬかれつつユーリーと並んで歩く──店の手前で右に折れて裏通りから接近。

　似ても似つかぬ男と少女の組み合わせ＝周囲からどう見られるんだろうと思いながら、何気なく質問。「指揮官が斥候ですか？」

「リュービシ・カタッツア、リュビィ・イ・サーナチキ・ヴァズィーチ」

　いきなりロシア語で返される──ＰＤＡの辞書で確認する前に説明が来る。

「そり滑すべりが好きなら、そりを運ぶことも好きになれ──義務と責任についての教訓ことわざだ」

　笑み一つ浮うかべず──ロシアでは最新の抗弾スーツを着てそりに乗るのかと言い返したかったが、代わりにもっと実務的なことを質問。

「あたしは何をすれば？」

「観光かと訊きかれたら、そうだと答えろ」

「はあ」通りにある全すべての遮しや蔽へい物を確認しながら歩く観光客がいるわけねーだろと思いながら生返事。「それ以外は？」

「私がドアを開く。お前は〝開店〟の看板を〝閉店〟にひっくり返せ」

　そう言いながら元の通りに出た途と端たん、たまたま見つけたというように店のすぐ前で立ち止まり、危あやうくその背にぶつかりそうになった。

　遅おそい夕食にちょうどいいというように店を指さす──ドアにかけられた看板。

　分かったよ、という感じでうなずく。

　なんか気難しい父親に気を遣つかってる娘むすめみたい──あまり愉ゆ快かいではない雑感。

　檻おりの中の父の顔をまたぞろ思い出す──振ふり払はらう。

　ユーリーが店内へ──後を追いながらドアの看板をくるっと回した。

　店内──白と黄色のストライプの壁かべ紙がみ／明るい色をした合成木材のテーブル／緑の椅い子す／入り口に飾かざられたマトリョーシカ人形──シンジケートの店にはとても見えない家庭的な造り。

　思ったより広々とした空間──出入り口付近に二組の客＝食事中の男たち×総勢五名。

　みんな片方の足をテーブルの外に出していつでも立てるようにしている。

　左手奥＝厨ちゆう房ぼうが見える席に座る──ジョッキを拭ふいていたウェイターがカウンターを回ってこちらへ／メニューを置く／ユーリーと同じ訛なまりのドイツ語。「いらっしゃい。観光ですか？」

「そうです」教えられた通り返答──ユーリーはちょっと首をかしげてロシア語で話した。

　おそらく、この軍服じみた上着を着た柄がらの悪い少女は姪めいだとかなんとか──ウェイターが愛あい想そ笑いしてカウンターへ戻もどる。

　内装を楽しむように店内を見み渡わたすユーリー──低い声。「目的の人物を確認した。厨房からこちらを見ている。図ずう体たいの大きいやつだ」

　同じく内装を眺ながめる──父親に見ろと言われて仕方なく付き合ってる感じ＝厨房を一いち瞥べつ。

　調理棚だなの向こうに二人のコック＋人相の悪い巨きよ漢かん──すぐに三人とも奥へ消える。

「あれを生かして捕とらえる。他の八名は排はい除じよしろ」

《配置につきました》ヨシフ──ドイツ語で無線通信＝ユーリーの顎がつ骨こつの通信器／涼月の通信器が、統一調整された周波数でそれぞれ受信。

「銃じゆうを抜く用意をしておけ」ユーリー──こちらの懐ふところの銃などとっくに見抜いている。

「銃を使う気はないです」むっつり。

「こうした逮捕は準備に最低でも四十八時間かける」子供のたわごとなどパン屑くずなみに払いのけて当然と言わんばかりに話題変へん更こう。「今それを十五分で完かん遂すいする必要がある。そのため、我々が来るという情報を相手側に流した。誘発された敵の一撃が来るぞ」

　あまりのことに目を剝むいた。注文を取りに来るウェイター──背後に回した両手。

　ユーリーが音もなく流れるような動作で立ち上がる──機械化された右手で二十キロはありそうなテーブルの端はしをつかんで軽々と放ほうり投げ、いつの間にか懐から抜き放った漆しつ黒こくの軍用拳けん銃じゆうの引き金を、挨あい拶さつでもするみたいな自然さで引いた。

　こちらを窺うかがう五人が突とつ然ぜんのテーブルの襲来を受け、一人が直ちよく撃げきを食くらい、隣となりのもう一人ごと壁に叩たたきつけられ、一人が中途半はん端ぱに腰こしを浮かしてのけぞり、二人が身を伏ふせながら銃を抜く。

　両手に握にぎった拳銃をこちらに向けようとしていたウェイターは顔面に弾だん丸がんを二発ほど食らって自分が死ぬ前に引き金を引いたのかどうか知るすべもなくあの世へ放り出され、その向こうでは頭に白いコック帽ぼうを載のせた二人が調理棚にショットガンの銃身を載せようとしていた。

　ふざけんな、先に言えこんちくしょう──!!

　夕食にありつけるかと期待したらいきなり闘とう技ぎ場に放り込まれた闘とう鶏けいのようにとさかに来ながら、むかつく思いで銃を抜いて迅じん速そくな膝ひざ立ち姿勢に。

　緊きん急きゆう要よう請せいを発するか、敵から一発食らえば、特甲トツコーが自動的にマスターサーバーへのリンクを実行する──が、要請から転送までの約二秒間を確保するために敵から退ひいたり、事前に警告されていたにもかかわらず打撃を受けたりしたら馬ば鹿かにされると思い、最初に引き金を引きそうな、身を伏せた男の一人に向かって迅速な二点速射を敢かん行こう。

　銃器を扱あつかう能力は、武力行使の特権を得るための最も基本的な資格であり、馬鹿げた遠距きよ離り射撃をメトロノームみたいに淡たん々たんと繰くり返せる陽炎は別格としても、照星の向こうの標的に正しく穴を開けることが出来ない特甲児童など、吹雪くらいのものだった。

　能力の立証──男の額に、ほとんど隣となり合った穴が二つ穿うがたれ、脳みそを吹ふき飛ばし、思考能力と運動能力および生命を同時に略りやく奪だつ。

　それと前後して、裏口から突とつ入にゆうしてきたヨシフとゲルツェンが、二人のコックの背中に死をもたらし、相手から引き金を引く機会を永遠に取り上げた。

　かと思うと、店のすぐ前まで来ていた通信車両の、助手席にいる深い青の瞳ひとみをしたアストロフが、店外から消音器装備の強きよう襲しゆうライフルを三連射──客席で銃を握る男の一人を射殺。

　なんとか銃を構えた一人を、ユーリーと涼月がほぼ同時に射殺。

〝閉店〟のドアを蹴け飛とばして店内に飛び込んできた、サングラスで機械の両目を隠かくしたヴァシリーと、入り口をくぐるだけで前まえ屈かがみになる必要があるのっぽのイヴァンのコンビが、剃刀かみそりみたいな切れ味の速射で、残る二人の頭部に致ち命めい的な銃撃を見み舞まった。

　そして驚おどろいたことに、一連の銃撃が終わった後で、やっと放り投げられたテーブルが大きな音を立てて床ゆかに転がっていた。銃声よりもそちらの音の方がよっぽど派手だった。

　百分の一秒でも互たがいの動きを確認し損そこなえば、たちまち同士討うちになる銃撃戦が、いともあっさり完かん了りよう。厨房──銃器で人体を殴なぐりつける鈍にぶい音／くぐもった呻うめき声／ヨシフの声。「制圧完了。確保された目標がここにいますよ」

　当然の成果とでも言うように、うなずきもしないユーリー。「ヴァシリー、店のシャッターを閉めろ。警察が来るのは一時間後だ。涼月、良い射撃だったな」

　むすっとした顔で銃弾を装そう塡てん──懐にしまう。「あたしが銃を使えるかどうか試ためした？」

「私がお前を使いこなせるかどうかもだ」平然──ろくでなしと呼びたくなる。「フストリチャーユト・パ・ナリャードゥ、プラヴァジャーユト・パ・ウムゥ」

　またロシア語──憮ぶ然ぜんと相手を見返す。

「服装で出で迎むかえ、才能で送る──これでお前を見かけで判断する者は私の部下にはいなくなった。ヨシフ、尋じん問もんの用意を。厨房で湯気を立てているスープが冷める前に仕事を終えよう」

　仕事＝ライフルの銃じゆう床しようで殴られ鼻血まみれの巨漢を拘こう束そく──店の地下倉庫に連れ込む。

　シャッターを閉めた店──一列に並べられた死体＝データ照合済み／全員の顔に店名入りナプキン。通りに電力会社のロゴ入り立て札──『工事中。騒そう音おんは一時間以内にやみます』。

　通信車両──助手席＝ライフルを膝に置いたアストロフ、運転席＝左顎あご下からこめかみにかけてＬ字形の傷を持つフェージェが油断なくハンドルを握り、警けい戒かい待機。

　裏口＝サングラスを取って暗視ゴーグルそっくりの義眼をあらわにするヴァシリーが、スープをすくって味見＝〝なかなかの出来〟という顔──鍋なべに飛び散る血しぶきは気にもせず。

　のっぽのイヴァンが地下室から出てきて、すぱーっと一服する涼月を物もの珍めずらしげに鑑かん賞しよう。

「オーストリアの特甲児童は、煙草たばこも許可されているらしいね」

　にやりとなる。「憲法にも書いてあるよ」

　うなずく──葉巻を取り出して厨ちゆう房ぼうのガスレンジで火をつける＝すぱすぱ／しみじみ。「死体が腐くさると臭くさいからね。吸わないとやってられない。空腹も消せるし、必ひつ需じゆ品だね」

　そういう用よう途とは考えたこともなかったが、適当にうなずき返した。

「それ吸い終わったら下に行かなきゃね。情報は自分の耳で聞くのが大事」親切なイヴァン──もうもうと煙けむりを吐はき、ヴァシリーがすくったスープを口にする＝〝そこそこ〟という顔。

　イヴァンに言われなくてもそうすべきなのは分かっていたが、気が乗らなかった。

　というより生まれて初めて入る冷たいプールに怖おじ気けづく子供の気分。

　地下倉庫──間断なく聞こえる呻き声。

　尋問──明らかに激しい苦痛を伴ともなう質疑応答。

　果たしてそれが拷ごう問もんと呼ぶべきものなのか確かめに行く気が起こらない。単に、見たくもないものを見るだけでなく、地下に降りていけば、それに荷か担たんする立場になるのだ。

　無む抵てい抗こうの人間を集団で叩たたきのめすことへの胸の悪くなるような抵抗の気持ちと、そんなの、あたしの仕事じゃないぞ、関わってたまるかくそったれという闇やみ雲くもな怒いかりと、このままでは重要な情報をユーリーに独どく占せんされるだけだという懸け念ねんと、びびって足がすくんでいるのを悟さとられたくないという意地が、決して溶とけ合わない絵の具みたいに互いの色を主張していた。

　だが吸い終わった煙草を流しに放ほうり込んだとき、ごちゃごちゃした感情もついでにポイ捨てしたことにして、まあ取りあえず覗のぞくだけ覗いてみようという気が起こった。

　ある種の思考停止──あたしがやってるわけじゃない。あたしのせいじゃない。

　何とかして作り出した偽いつわりの心の空白に、また新たな感情が流れ込むより早く、進めと自分に命じる──階段を下りる。

　たちまち襲おそってくるリアルこの上ない声──聞く者の鼓こ膜まくを焦こがすような苦痛の呻き。

　ああ、くそ、かんべんしてくれ見たくねー。

　嫌けん忌きの念──そして、それを目の当たりにしていた。

　大量の汗あせと鼻血と泡あわの混じった唾だ液えきをだらだら垂らしながら、素すっ裸ぱだかにされた巨きよ漢かんが椅い子すの上に立たされ、カカシみたいに左右に伸のばした手に紐ひもで吊つるされたバケツを握にぎらされている。

　口に詰つめ込まれた布──おそらく巨漢が穿はいていたであろうトランクス。

　まるで布を食う人間ヤジロベエ。

　右側のバケツにどさどさ放り込まれるビニールで包まれた白い何か＝多分、麻ま薬やくとか。

　左側のバケツにどさどさ放り込まれるビニールで包まれた札束＝色んな国の紙し幣へい。

　ゲルツェンが、倉庫に隠された違い法ほうな品を見つけて来てはバケツのどちらかに放り込み、裸の巨漢がその重みに耐たえかねて右か左に傾かたむけば、ヨシフがしつけの悪い子供に罰ばつを与あたえる教師のような生き真面目まじめさで、ライフルの銃床を人間ヤジロベエの足の爪つめに叩き込んだ。

　くぐもった悲鳴──真っ赤になった足の爪つま先さきから零こぼれる血が椅子の縁ふちからしたたっていた。

　男を無言で見つめているユーリー──ゲルツェンがバケツに金と品物を振ふり分けながら、むき出しになった男の尻しりや性器を見て、ロシア語で何やらからかうように言った。

　ひどく下品な悪口の合間に、〝喋しやべる気になったら口の布を吐き出しても良いぞ〟とか〝あんまり辛つらかったらその汚きたない下着を吞のみ込んで死んだらどうだ〟とか言ってるようだった。

　その男がどれほどの巨漢で、いかつい顔をして、こんな悲ひ惨さんな目に遭あうまではどんな尊厳を身にまとっていたにせよ、何もかも無意味だった。

　尊敬すべき何かを根こそぎ引っぺがされた、悲しいほどみすぼらしい人間がそこにいた。

　涼月の率そつ直ちよくな感想──〝イラク戦争のときのアメリカ軍による捕ほ虜りよ虐ぎやく待たいの映像みたいだ〟。

　というか、そのまんまだ。

　直接的な暴力だけでなく、どんなプライドもお前には持つ資格がないと理り不ふ尽じんに宣告する精神的な打だ撃げきで、相手が備えていて当然の、人間的な何かをめちゃくちゃにして奪うばい去る光景。

　捕虜虐待のニュースでは、アメリカは二十数通りものこうした〝情報収集技術〟を備えていると言っていたのを思い出した。きっとロシアも、どこの国々も、数に差はあれ、同じようなものを用意しているのだろうと思った。

　都市の一角で、血みどろの銃じゆう撃げき戦を繰くり広げるのとは根本的に違ちがう──どんな国際法にも違反する、〝捕虜の過か酷こくな取り扱あつかい〟と言葉では知っていたはずのものが、目の前にあった。

　しかも止めるどころか、自分が参加すべきものとしてそこにあった。

　暗い地下室で繰り広げられる熱気に満ちた異様な光景に、内臓器官が一いつ斉せいにねじれるような衝しよう撃げきに襲われ、〝よせよ可哀かわい想そうだろ〟という、実に正常な言葉が口をついて出そうになった。

　だがその前にユーリーが腕うで時計をちらっと見ると、ロシア語で何やら命じた。

　ヨシフがライフルを肩かたに担かつぎ、拳けん銃じゆうを男の頭に当てて椅子から降りさせ、ひざまずかせる。

　たちまち布をくわえた男の口の端はしから、苦痛の声とよだれが噴ふき出した。

　足の爪を叩き割られた状態で、バケツを持ったまま膝ひざをつき、爪先に体重をかけさせられた結果、いったいどういう苦しみがもたらされるものなのか、想像もしたくなかった。

　ユーリー──無感情な声で指示＝ロシア語。ゲルツェンが男の左右のバケツを取り去った。

　銃口を押しつけるヨシフ──男がぶるぶる震ふるえ、全身の汗を散らしながら右手を挙げた。

　握あく手しゆのポーズ。

　ユーリーが、ゆっくりと右手の黒い手て袋ぶくろを外した。

　涼月は、次に何が起こるかを察し、急に足あし下もとがぐらつく気分を味わった。

　まるで突とつ然ぜんの地じ震しん──平へい衡こう感覚が一発でおかしくなった。

　だが優ゆう秀しゆうな機械化義足はきちんと床ゆかに立って体を支えている。

　そのくせ目の前の光景がぐらぐら揺ゆれ動いて止まらない。

　説明のつかない奇き妙みような感覚──まるで自分だけ溶けた床に立っているみたい。

　ヨシフもゲルツェンもこれから起こることを察していた。もしかすると、哀あわれな男も。

　ユーリーが機械の手で男の右手を握った。布を嚙かんだ男の口から甲かん高だかい家か畜ちくの悲鳴のような声が零れた──ショック症しよう状じよう＝顔色が紙のように白かった。

　だが変化は残酷なまでにゆっくりと進行した。

　ゆっくりと煙草たばこを一本吸い終わるほどの時間をかけて。

　何かがくすぶる臭におい──機械と生身の手の狭はざ間まから細い煙けむりの線が一つ二つと立ちのぼり、やがて男の魂たましいが手から抜ぬけ出て行くかのように幾いくつも噴き出し始めた。

　じゅうじゅうという音──ぷちんぷちんと皮ひ膚ふが弾はじける──めりめりと熱で爪がめくれる。

　肉が焼ける臭い──焦げつく臭い──ロシア風バーベキューの香こうばしい異い臭しゆう。

　男が涙なみだを流してのたうち回る──血まみれの両足が激しいバタ足競争を床で開始する。

　涼月の視界がぐるぐる歪ゆがむ──世界が焼けた肉の色に染まる。

　天てん井じようから逆さまに立って眺ながめている気分──現実の感覚が遠のいてゆく。

　男が死に物狂ぐるいで布を吐はき出した──自分の顎あごの力で折れた歯が何本か転がった。

　ユーリー。「ドイツ語で言え。我々の戦友にも分かるように」

「トレーラー、トレーラー、トレーラー！」男の絶ぜつ叫きよう。「ナンバープレート！〈ウラジャーイ〉に売った！　トレーラーのナンバープレート！　ナンバープレート──」

　ユーリーが手を離はなした──男は悲鳴をあげて横よこ倒だおれになり、おいおい泣いた。

　握手をしていた右手はなくなっていた。血の泡あわを垂らす、一本の焼け焦こげた棒になっていた。

　腕の先から、こんがり焼けた、縦長のハンバーグが生えているみたいだった。

　ぐるぐる歪む視界──現実的な何かを取り戻もどしたくて煙草をくわえた。

　必ひつ需じゆ品──正気を保つための。

「涼月」声──はっとなる／ユーリーが生身の左手で出口を示す。「外で吸え。空気が悪い」

　だったら人間を焼くな──という皮肉が脳のう裏りをよぎったが、それどころではなかった。

　ここから出られるということが、何事にも代え難い特権に思えた。

　回れ右──早足で階段を上る／ぐらつく地下の光景から逃にげ去る。

　調理場──ヴァシリーとイヴァン／濃こいスープの臭い／下から漂ただよってくる人間バーベキューの臭い／二人が吸う葉巻の臭い／イヴァンの声。「終わった？」

　返答する余よ裕ゆうなし──くわえた煙草に火をつけようと考える余裕もなし。

　素早くカウンターを回る──客席／八人の死体／血の池／女子トイレ。

　便器に突っ伏ぷして物もの凄すごい勢いで吐いた。

　くわえていた煙草／車内で胃袋に放ほうり込んだピロシキの残ざん骸がい──流れる水の中で渦うずを巻く。

　狭せま苦くるしい洗面所──とにかく口の中から味のするものを全すべて、すすいで吐き出した。

「くそっ」やっと声が出る──心の亀き裂れつを回かい避ひ＝現実を拒きよ否ひして天井の方へ逃げ出すもう一人の自分を、力の限り現実に引き戻した。「ちくしょう二度とロシア料理は食わねーぞ」

　バン！

　足の下で突然の音──銃声。

　ぎくっとなる──トイレから飛び出す／急いで戻る／ぽかんとなるヴァシリー／親切なのっぽのイヴァン。「トイレは、尋じん問もんの前に済ませておいた方が良かったね」

　地下室への狭い階段──ぐらぐら揺れ始める視界──自分の足音が正気を保つ。

　埃ほこりっぽい床──横倒れの哀れな巨きよ漢かん＝右手から血／両足から血／吹ふっ飛んだ後頭部から血。

「心配ない、涼月」

　ユーリー──冷れい却きやく済みの右手に黒い手袋／左手の拳銃をハンカチで拭ぬぐっている。

「自決を望んだので銃を貸した。情報を漏もらしたことはすぐにシンジケート側に伝わる。そうなればさらに過酷な拷ごう問もんを受けて殺されるからだ」

　慈じ悲ひ──これ以上の苦痛から逃のがれる唯ゆい一いつのすべ──与あたえられた銃を口にくわえて一発。

「トレーラーの偽ぎ装そうナンバー三種類と行き先をつかんだ。お前の上司にも報告しろ」

「ふざけんな！」絶叫──ヨシフとゲルツェンがきょとんとなる。「あんたがそいつを殺したんだ！　殺して何も喋しやべれなくした！　そいつは助けて欲しがってた！　でもあんたが何をしたか喋らせないために殺したんだ！」

　困り顔のヨシフ。「スズツキー、違ちがうよ」

「お前が戻ってくるのを待っている余裕はなかった」ユーリー──機械のような声。「お前が、これを隠いん蔽ぺいのための殺害だと本気で信じているとは思わない。ただ叫んでいたいだけだ」

　見み透すかされる──悔くやしさに任せて大おお股またで歩み寄る／無む軌き道どうな怒いかり／固く拳こぶしを握にぎりしめる。

　だがユーリーの方が遥はるかに迅じん速そくで問答無用だった。

　鉄てつ拳けん──流れるような動作。

　ごつっという音／顔面に熱・衝しよう撃げき──火花が散った／積み重なった札束の中に倒たおれ込んだ。

　跳はね起きてやり返そうとしない自分──図星を突かれた者の弱み。

「現ヴイル実クリツヒ感エス・ゲ覚フユールだ。お前は今、それを失いかけた」ユーリー──涼月を殴なぐりつけた左拳。「その痛みだけが、お前に実感可能な範はん囲いだ。翻ほん弄ろうされた心をその範囲に押しとどめて自律しろ」

　ゲルツェンが黙だまって死んだ男を仰あお向むけにし、奪うばった衣服を着せてやっていた。

　顔を覗のぞかせるヴァシリーとイヴァン──ヨシフが手を振ふって追い返す。

　そっぽを向いて立ち上がる涼月──鼻血をすする／ぺっと血の混じった唾つばを吐く。

「くそったれ」

　それしか言い返せない──相手の間違いも正しさも指し摘てきできない。

　唯一の情けない実感──殴られた方が左拳で良かった。右拳でなくて本当に良かった。

「ナズヴァルシャ・グルスヂェム、パレザーイ・フ・クーザフ」

　ユーリー──心底むかつく教訓をまた一つ放って寄よ越こす。

「きのこと名乗る限りは籠かごに入っていろ──徹てつ底ていしてお前の実感を保て。トレーラーは間違いなくこの都市にある。原げん子し炉ろを核兵器に変へん貌ぼうさせる忌いまわしい科学の品が。甚じん大だいな犠ぎ牲せいを防ぐため、それより遥かに小規模な犠牲をためらえる幸福など、もはや誰にも残されてはいない」




　　　　肆し




　ミリオポリス第ジン十メ一リン区グ──狭い街路を見事なハンドルさばきで駆かけ抜ぬける車の助手席に座りながら、陽炎は何とも驚おどろきのショーに心打たれていた。

　車のハンドルを操作するのはミハエルの手ではなく、右の膝ひざと太ふと股ももだった。

　数々の交通条例違い反はん──ライフルに弾だん倉そうをたたき込む右手／通信マイクと二種類の携けい帯たい電話をいっぺんにつかむ左手／正確な二点速射の連続みたいに放たれる指示／アクセルとブレーキを操作する方の左脚あし──その太股に電子手帳／左目が手帳に飛び込んでくる情報を確認／右目が進路を確認／右耳で公共放送のラジオを聴きく／左耳で携帯電話と無線通信を聞き取る──そのうち、それ以外の体の部位を用いて見たこともない曲芸をやらかしそう。

　陽炎の仕事──サンドイッチと野菜ジュースで軽食を摂せつ取しゆ／ミハエルの言うとおりにラジオのチャンネルを変へん更こう／エアコンでフロントガラスが曇くもらないよう調整。

　電子手帳に新たな着信音──通信マイクで指示。「よし。大量の鉛なまりの板を購こう入にゆうした連中を、〝推すい奨しようされた武力〟で押さえる許可が出た。トカゲの尻尾しつぽにすぎんグループの末まつ端たん支し援えん者に、のんびり逮たい捕ほ手順を踏ふんでいられん。包囲中の第二班、俺が車から降り次し第だい、突とつ入にゆうしろ」

　ガチャンと音を立てて通信マイクが元の位置に戻もどされる／パタン、パタンと小気味よくたたまれる携帯電話──一つは胸ポケットに、一つは手につかんだまま。

「そいつを俺に寄越して、お前は新しい包みを開け」

　携帯電話をつかんだままの手が伸のびてきて、齧かじりかけのサンドイッチを持って行かれた。

　ワオ、間接キス──と思う間もなくミハエルの大きく開かれた口の中に押し込まれ、淡あわい乙おと女め心ごと消しよう滅めつ──ライフルを小こ脇わきに抱かかえたままペットボトルをつかんでゴクゴク飲み干す。

「ちゃんと嚙かんでます？」なんとなく子供の暴食を不安に思う母親の心境。

「お前がガムを嚙むときに勝まさるとも劣おとらぬ回数をな」

　やっと左手でハンドルをつかむ──高速道路のそばに密集するアパート群。

　数台のＭＰＢ車両による封ふう鎖さ線の内側に入り、排はい気きガスで煤すすけた建物の裏手で停車。

　携帯電話とライフルを手に車を降りるミハエル──すぐ着信音＝電話に出る。「今行く」

　インカムを頭部に装着するミハエルとともにエレベーターへ──重装備の隊員二名が同行。

　七階＝最上階──十秒もかからず確保された部屋。入り口で隊員二名が出で迎むかえる。

　室内──何の冗じよう談だんかと思うような異様な光景。

　ろくに家具もないがらんとした居間で、上半身が裸はだかの男があぐらをかいて座り、ＴＮＴ火薬よりも密輸が困難とされる日本刀カタナを力なく手にして、うなだれている。

　一面の血しぶき──男の顔も体も武器も、乾かわいた血でどす黒かった。

　周囲に二人の死体──引き裂さかれた腹に刺ささった短刀／首がずたずたに切り刻まれていた。

　みなアジア系──日ヤパ本ー人ナー。

　宙を凝ぎよう視しする男──唯ゆい一いつの生存者──青白い顔／半ば抜け落ちた髪かみ／ゆらゆら揺ゆれる頭／口元から糸を引くよだれ／突入したＭＰＢ隊員たちが突つきつけた銃じゆうを見ようともしない。

「仲間割れでしょうか？」隊員の一人が訊きいた。

「集団自決だ」ミハエル──生存者の目の前で手を振る＝反応なし。「名めい誉よある自決をやらかす前に、放射能被ひ曝ばくで脳をやられたってところらしい。全員ここを出ろ。こいつの拘こう束そくと現場確保は、防護服を着た調査官に任せる」

　さっさと来た道を戻るミハエル──その後を追いながらも、陽炎は、呆ぼう然ぜんとする自分がまだ部屋に立って、すっかり呆ほうけた様子の血みどろのサムライを見つめている気がした。

　車に戻る──すぐに出発──ミハエルの電子手帳の着信音で、ようやく我に返る。

「自決？」これまで聞いた中で最も悪質な冗談に聞こえた。「どうみても惨ざん殺さつですが？」

「腹切りハラキリを知らんのか？　映画で見たことは？」ミハエル──真面目まじめな顔。

「いえ。腹部を切って死ぬものだと思っていました」

「腹部に損傷を加えるのは、自分に苦痛を与あたえることで生しよう涯がい最後の名誉とするためだ。致ち命めい傷しようにはなりにくい。腸を引っ張り出したところで運が悪ければ二日は生きていられる。だからたいてい最後に自分の喉のどを裂くか、誰かに首を切断してもらう」

「切断？」ずたずたになった首──まるで獣けものが食いちぎったみたいだった。「あれが？」

「カタナを振ふるうやつの腕うでが悪ければ、ああなる。なんとか首を切り落とそうとして、何度もカタナを叩たたき込んだんだろう。それで頑がん張ばってるうちに被ひ曝ばく症しよう状じようが進行したのかもしれん。連中はつまりリレーの原子炉バトンを渡わたし終えて力尽つきた走者で、てことは、いよいよ事態は最悪だ」

「……というと？」

「原子炉は放射能漏れを起こしている。でなければ衛星を落として手に入れるような用よう意い周しゆう到とうな人間が、あんな風に、自分の親の名前も思い出せんような状態にはならんだろう」

　異様な光景のせいで、そのことを完全に失念していた。

「それは……まずいのでは？」間抜けな言葉が口をつく──それ以外に思いつけない。

　うなずくミハエル──笑いもしない。「実に的を射た表現だな、スシナヤルイフシパユツーツエ。まったくもって、それ以外に言うべきことを思いつかんほどの事態だ」

　ガーガー言う無線の音＝隊員の声。《こちら第三班、緊きん急きゆう事態。こちら第三班、緊急事態》

　ミハエル──携帯電話を握にぎった手で通信マイクを引っつかむ。「どうした」

《追つい跡せき対象の一部が行動に出ました。国境通過バスの乗っ取りです》

「規定通りの対処に務めろ。すぐに行く。詳しよう細さいを送れ」ミハエルの膝ひざの上で電子手帳が鳴る──迅じん速そくな情報伝達＝カーナビに自動的に犯行現場が表示される。

　急行──サイレン。「さっきの部屋には鉛の板はなかった。連中が、しっかりした箱を作って放射能を防いでくれていることを祈いのるばかりだ。でなければ、これから行く先々で、嫌いやになるほど死体の山を見ることになりかねん」




　ミリオポリス第マイ十ト二リン区ク──ホテルのバスターミナルから出発したスロヴェニア行きのバス。

　開発して二年足らずの新しん環かん状じよう線せんへの入り口付近で、乗客を装よそおった三人の男たちが銃を取り出して占せん拠きよ──通りのど真ん中で停車を強要／周囲を走っていた一いつ般ぱん車へ威い嚇かく射しや撃げき。

　乗客を窓際に立たせて警察が来るのを待つ──どう考えても退路のない籠ろう城じよう。

　バスの無線を通して出された犯行声明──衛星を落とした直後のネットにおける声明とほとんど同内容。先進諸国に対する激げき烈れつな非難──グループ＝〈待望の会〉。

　具体的な要求は一いつ切さいなし。

　ただちに形成された封鎖線の外がい縁えんで停車──インカムを身につけたミハエルとともに車を降り、ライフルを担かついで現場へ走る。

　地区警察のパトカー／救急車／消防車／テレビ中ちゆう継けい車が一帯に集合──夜の暗くら闇やみに幾いく多たの車両のライトが巨きよ大だいな輪を形成。

　小隊長格のＭＰＢ隊員が近寄る。「三名とも爆ばく薬やくを身につけているのを確認。盾たてにされた乗客の隙すき間まから狙そ撃げきすることも出来ません」

　封ふう鎖さ線の内側で拡声器のハウリング──交こう渉しよう人にんの叫さけび。《どうか子供だけでも解放を！》

「ここはいい。ＢＶＴの連中に任せてお前たちはグループの残りを追え」ミハエル──バスを凝視する目が非情な光を帯びる。「陽動だ。既すでに原子炉バトンは次の走者の手に渡っている」

　ふいにざわめき──バスのドアが音を立てて開く。

　怯おびえた顔の子供たちが降りてくる──交渉人。《ありがとう。君たちの善意は信しん頼らいに値する》

　五人の子供たち──全員の背に小さなリュックサックや紐ひもで結びつけられたバッグ。

　ミハエルがライフルを構える──スコープ越ごしの視線をバスへ向ける。「狙撃手は？」

　ＭＰＢ隊員。「ＢＶＴが四名、ＭＰＢが二名、配置済みです」

　咄とつ嗟さに陽炎も同じようにライフルのスコープ越しにそれを見ていた。

　すぐに閉じられるバスのドア──その隙間＝全身に爆ばく弾だんをまとい、被曝症状の進行がやたらと早いせいであと数分で正気を失いますと宣言しているような顔面蒼そう白はくの男。

「いかん」ライフルを下げる──インカムに向かって叫ぶ。「爆弾処理班を今すぐ呼べ」

　そして異変──子供の一人が封鎖線を目前にして立ち止まる／振り返る／つられて全員が同じことをする。

　叫び──多分、パパとかママとかいう声を上げ、子供たちが泣きながらバスに戻ってゆく。

　陽炎──啞あ然ぜん。

　ミハエルの行動──ライフルを隊員に押しつけ、封鎖線のそばにいた警官から鎮ちん圧あつ用のガス銃じゆうをひったくり、バリケードを跳とび越え、もはや芸術の部類に属する完かん璧ぺきな立ち膝姿勢に。

　速射──ゴム弾が子供たちの脚あしを打った／次々に転てん倒とう／最後の一人がバスから数メートルの距きよ離りにまで近づいたとき、衝しよう撃げきが起こった。

　ゴーンという巨大な鐘かねが鳴らされたかのような音の塊かたまり。

　爆ばく炎えん──衝撃の波。木こっ端ぱ微み塵じんになったバスの破は片へんが宙高く舞まった。

　反射的に屈かがんだ陽炎の視界──頭上を、ひどく緩かん慢まんな速度で、何かが弧こを描えがいて飛んでゆく。

　最後に倒たおれるはずだった子供。

　六歳か七歳か八歳か──どう見ても十歳にもなっていないような男の子が、爆風に吹ふっ飛ばされて空を飛び、三十メートルほど先の、重なり合う車のヘッドライトのどこかへ消えた。

　ドカン。

　小規模な火柱──白はく煙えん／ヘッドライトが幾つか消えた。

　子供が落ちた辺りで、それが起こったのだと、何秒も経たってからようやく理解した。

　何が爆ばく発はつしたのか──宙を舞っていたときには、まだ、生きていたかもしれないのに。

　声──悲鳴も絶ぜつ叫きようも怒ど声せいも罵ば声せいも一いつ緒しよくたになって混じり合った、人間の叫び声。

《爆弾処理班！　早くしろ！》無線通信──ミハエルがインカムを通して叫んでいる／降り注ぐ火と残ざん骸がいの雨の中、倒れた子供たちの背から荷物を引っぺがしている。

　小さな背に背負わされた爆弾を取り除こうとしている。

　陽炎はただ言葉もなく見ていた──気づけば足が勝手にミハエルのそばへ向かっていた。

「車に戻れ、陽炎！」ミハエルの怒おこったような声──立ちすくむ陽炎の両りよう脇わきを、耐たい火か服姿の爆弾処理班の人間たちが走り抜ぬけていった。

　入れ違ちがいにミハエルがこちらに来る──厳格なまでに無表情な顔。

「俺たちがここで出来ることは何もなくなった。全て木っ端微塵に吹っ飛んだ」

　先ほどの隊員がミハエルにライフルを返す──何事か指示を受け、すぐに走り出す。

　陽炎はそう出来ずにいた。何秒もの間、ミハエルに肩かたを叩たたかれるまで、動けなかった。

　子供たちが背負わされていた荷物に群がる爆弾処理班。

　現場に突とつ進しんしてくる救急隊──立てない子供たち／弱々しい泣き声がかろうじて聞こえた。

　ゴム弾の一撃で、細い脚が折れたのかもしれない。

　それが、生かされるための苦痛だったのだと、誰が彼らに伝えるのだろう。

　苦痛によって親のもとへ帰ることを妨さまたげられた四人の子供たち──それが、悲ひ惨さんな現場で最も幸運に恵めぐまれた、ごく少数の生存者たちだった。




　ミリオポリス第リー二ズ十イ三ン区グ──再開発の結果、真新しい宗教施し設せつが密集する地区。

　特とく捜そう部隊の別班が確保した重要参考人──ウィーン大学の日本人教授。

　テロに関かかわった日本人が入国する際にビザの保証人となった人物──進んで情報を提供。

　犯行声明で素す顔がおをさらしたヨーコ・イマムラとは叔父おじと姪めいの間あいだ柄がら──彼女に請こわれて何カ月も前に保証人に／まさか〈待望の会〉の一員とはつゆ知らず／原げん子し炉ろのことは何も知らず。

〝彼女は、優ゆう秀しゆうな文化人類学者だった。どんな国の文化にも共感を示す人物だった〟

　今はハラキリ部隊を率いる女闘とう士し──その包囲。

　文化委い託たくされた日本の宗教建築物──朱しゆ色いろの門／白い砂じや利り／石いし畳だたみ／複雑な格こう子し状の板と柱の集合体のような聖堂／〝永続性〟が問われることから、通常は石造りのものが優先的に認められる指定保存文化財において、異質とさえ言える完全な木造建築。

　巨大な石せき碑ひにびっしりと刻まれた無数の漢キヤ字ラク名ター──国家と死をともにした者たちの一部。

　建築物の名前が記されているらしい石柱──文字が複雑すぎて読み解けない。まるで一いち撃げきで切断し損そこなった首の傷きず跡あとのよう。

　特捜部隊が先行──沈ちん黙もくのうちに築かれた完璧な包囲陣じん／きわめて隠おん密みつ／数ブロック離はなれた場所に集合する後あと詰づめの部隊／救急車両／防ぼう疫えき車両／危機管理班。

　懸け念ねん材料──夜半に至って晴れた空に、皓こう々こうと昇のぼる月。

　青ざめた月光が、敷しき地ち内の灯あかりを避さけて移動する人ひと影かげの発見を容易にしていた。

　ライフルを抱かかえたミハエル──類たぐい希まれな機き敏びんさとタフさを兼かね備えた現場指揮官。

　その指示に従う陽炎──ミハエル以下、数名の隊員とともに、西側から敷地内に侵しん入にゆう。

　途と中ちゆう、庭に植えられた木々の枝に、ぽつんと咲さいた小さな花を見つけた。

　房ふさになった蕾つぼみ──先吹きの花弁が一輪。

　桜──日本人が最も好むとされている花。

　誰かが零こぼした涙なみだに、薄うすく血がにじんだみたいな花──陽炎の雑感＝あるいは感傷。

　本堂の裏手にそびえる倉庫のような建物を、聖堂内に対する狙そ撃げき地点として確保。

　倉庫の中身──きらきらした木製の物体＝祭礼で用いる巨きよ大だいな山車だし。

　そして、ビニールで覆おおわれた何か。

　隊員の一人が覆いをどけたところ、積み重ねられた老若男女の死体が出現した。

　おそらくこの施設と、周辺の住居に住み暮らしていた、日本人移住者たち。

　ほんの一部の過激派が、馬ば鹿かげた目的のために活動拠きよ点てんを欲ほつしたせいで、せっかくこの国での居住を許されたにもかかわらず、無む慈じ悲ひに殺さつ戮りくされた何組もの家族。

　格子状の木材の隙すき間まから差し込む月光で、青白く光るような腐くさりかけた子供の手を見ながら、陽炎は激しい混乱が襲おそいかかるのを感じていた。

　なんだこれ？　ここはアフリカの紛ふん争そう地帯か？　文化保全された伝統的な虐ぎやく殺さつの現場か？

　心的外傷トラウマの棘きよく波はをかわすための辻つじ褄つま合わせ──心が合理的な回答をひねり出す。

　そう──〝きっと日本でも、ルワンダのフツ族とツチ族のように、ホンダ族とトヨタ族とか、マツシタ族とソニー族とかいった部族至上主義による抗こう争そうがあって、すっかりお互たがいを憎にくみきっているのだ〟──きっとそう。多分そうに違ちがいない。

　しかし──その数十分後、包囲を完かん了りようした精せい鋭えいの怒りと使命感に満ちた突入によって、聖堂の入り口という入り口が蹴けり開かれ、木造ゆえに突破用爆ばく薬やくもほとんど使う必要もなく、全すべての部屋が制圧され、ろくに抵てい抗こうする力も残っていない、放射能被ひ曝ばくで生ける屍しかばねと化した武装犯たちが次々に射殺・拘こう束そくされてゆくのを見ても、倉庫に積み重ねられた死者たちと彼らとの間に、どんな部族の違いがあるのか、まるで分からなかった。

　陽炎はガムを嚙かみ／膨ふくらませ／弾はじかせ、ひたすら鼓こ動どうの沈ちん静せいに努めながら、死体だらけの倉庫の屋根の上で、ただただライフルを構え続けた。敵があまりに脆ぜい弱じやくなせいで特甲トツコーを転送するどころか敵を狙撃する必要すら見み出いだせないまま、やがて淡あわい灯りのともる聖堂の広間のような場所の外がい壁へきをなす薄い戸板のほとんどが踏ふみ倒たおされ、くだんの女闘士が、真っ白いキモノを着て正座をしている姿があらわになる様子を、じっとスコープ越ごしに見つめた。

　端たん然ぜんとした気品溢あふれるたたずまい──くそ、屍し衣いだ、と思った。それが一発で分かった。

　なんだってどこの国の連中も、死を覚かく悟ごしたときに限って白い服を着たがるのか？

　死ぬと心に決めさえすれば、たとえ何の関係もない子供に爆ばく弾だんを担かつがせても、罪汚けがれのない存在でいられるとでも思っているのか？

　怒いかりが沸わくというより何だか底なしに悲しくなってくるような思いにとらわれながらも、体は無意識のうちに照準を女の手に合わせている。

　そして、四方から銃じゆう口こうを向けられた女闘士が、当然のように腰こし帯おびから短刀を抜ぬいて、自分の喉のど元もとへ突つきつけたとき、陽炎はやっとその日、自分が撃うつべき標も的のを得たと感じた。

　文字通りの一いつ瞬しゆんにおいて、虚きよ無むの静けさをもって引き金を絞しぼった。

　銃声──音の波が相手に届く半秒ほど前に、精密に精査された軌き道どうに従って飛来した弾だん丸がんが、短たん剣けんに命中して刃はを砕くだき、聖堂の床ゆかに真っ黒い弾だん痕こんを穿うがっていた。

　刃の破は片へんが盛大に飛び散ったが、むろん人命を損そこなうほどのものではない。

　弾き飛ばされた短剣──これまた嫌いやになるような白さの木の柄つか。

　嫌な予感がした。たちまち女を取り押さえた隊員たちの無線通信がその予感を裏付けた。

《なんてこった、重傷を負ってる》

　たいてい最後に自分の喉を裂くか、誰かに首を切断してもらう。

　ほどかれる腰帯──白いキモノの腹の辺りが真っ赤に染まっていた。

　脱だつ力りよくしたようになって隊員の腕うでに身を預ける女の顔を、ついつい反射的に見てしまった。

　血の気の失うせた白い顔が、桜の花のかすかな色のように、うっすら微び笑しようを浮うかべている。

　ぞっと鳥とり肌はだが立った。

　おぞましい美しさというものを全身にたたえた幽ゆう鬼きのような女がそこにいた。

　自分が生まれ育った文化では理解のつかない、東洋の魔ま的てきな神秘とでもいうべき何かに吞のまれかけた。頭がおかしくなりそうな気分──思わずスコープから目を離はなしてかぶりを振ふった。

《撃ったのはお前か、陽炎》ミハエルの無線通信。

《はい》素す直なおに返答──女から意識を引き戻もどされる／救われる思い。

《そこから降りて車に戻っていろ》

《了解》そういえば命令を待たずに撃っていた──遊ゆう撃げき小隊とは違うルールの中にいることを急に思い出す。

　叱しかられるかな──むしろそれを期待する／屋根から飛び降りる／着地の感覚と同じくらい、異常なものにとらわれかけている意識を、現実に引き戻してくれるものを欲する。

　ライフルを抱かかえて敷地の外へ──あちこちからパトカーや救急車が走り出して来ていた。

　車の脇わきでぼんやりガムを嚙んでいると、十分ほどしてミハエルが現れた。

「悪い狙撃だったとは言わん。お前が間違って女や味方を撃ち殺すとも考えていない」

　そう言いながらトランクを開いてライフルをしまった。陽炎もそうした。

「必要不可欠な銃撃だったと証明する方法は幾いくつもある。だがそんなに撃ちたかったのか？」

　予想外の質問──咄とつ嗟さに返答が思いつかない。

「……撃つべきだと思いました」

「自決する前に急きゆう襲しゆう隊員だけで止められただろう。あるいは女が気管と頸けい動どう脈みやくを切断したとしても、生命を維い持じする手段と道具を備えた隊員を三十秒以内に呼びつけられていた」

　無言──急に、ただ叱られるよりも、遥はるかに重大なことを告げられている気がした。

　撃ちたい気持ち──どんどん迫ってくる得体の知れないものをとにかく振り払はらいたくて。

「なぜ──？」口をつく──最も本質的なのに、絶望的なほど間抜けに聞こえる言葉。「彼らはなぜ、こんなことを？」

「住み良い平和な国が欲しいだけだ。残念なことに、そういう連中同士ほど仲が悪い。国家同士は常に調停を必要とし、難民は移民と縄なわ張ばりを争い、移民は国民から差別される。国民は利益を巡めぐって対立し、でかいビルに集まる老人たちを人種差別主義者どもが撃とうとする。多くは寛かん容ようと諦あきらめが事態の悪化を防ぐが、とてもそんな気分にはなれんやつらが、何かの拍ひよう子しに、問題の種である国そのものを吹ふっ飛ばそうと考え、可能な限りのでたらめをやり始める」

　経験を積んだ男の口から発せられる乾かわいた風のような声──今一番の慰なぐさめになるもの。

　ミハエルは再びトランクに手を突っ込むと、積み込まれた武器の奥から、コンパクトに畳たたまれた何やらふわふわしたものを取り出し、ぽんと陽炎の胸むな元もとに押しつけた。

　防寒素材──寝ね袋ぶくろ。

「二度ほど使った品で良ければ一時間ほど潜もぐり込んで休んでいろ。くれぐれも自分が見たものを理解しようとするな。それは四十八時間ほど後で仲間と一いつ緒しよになってからにしろ。さもなければ史上初のカミカゼ攻こう撃げきを食くらって半はん狂きよう乱らんになった第二次大戦時の米兵みたいになるぞ」

　それは実に、何も言い返す必要がないくらい、まさに的を射た助言だった。

「了解」敬礼──鋭えい角かく的に。「思考停止します」

「必死にやれ。俺は現場の調査に立ち会う。戻るまで寝ねてていい」車のスペアキーを放ほうって寄よ越こし、きびすを返して立ち去った。

　助言通りに行動──車内に入ってドアをロック／全ての窓の内側に貼はられたスモークフィルムのスイッチをオンにして外からの視線を遮しや断だん／後部座席で上着とズボンを脱ぬいで寝袋に潜り込み、ミハエルの匂においに包まれるという史上初の幸福を甘かん受じゆ。

　そして目を閉じた途と端たん、とてつもなく混乱した気持ちが襲おそいかかってきて、どうやら自分は少なからずショックを受けたらしい、ということを改めて思い知った。

　放射能まみれになりながら原げん子し炉ろを運うん搬ぱんし、同どう胞ほうもそれ以外の民間人も見境なく殺さつ戮りくしておきながら、自決によって美的な感傷と無む惨ざんな結果を両立させようとする感性──。

　くそ。それが先進国の末まつ裔えいのすることか？　かつてのＧＮＰ世界第二位の文明はどうした？

　だが先進国のＧＮＰと、狂きよう信しん的な過激派が実行する暴力との間に、明確な関係があるとも思えず、やがて出来る限り鼓こ動どうを鎮しずめることで、冷静さを保つことに意識を集中させた。

　ＭＰＢ本部ビルを出てから五時間強──早くもこの事件を心から忌いみ嫌きらっていた。




　　　　伍ご




　あれは実際、悪くない一発だった。

　どれだけ癪しやくに障さわろうと、そう思わずにはいられない──涼月の自覚／感かん慨がい。

　たった一発の衝しよう撃げきが、動どう揺ようする自分を正気に返らせ、気後れする心を叩たたき直してくれた。

　それこそが実感だ。良くも悪くも。目まの当たりにした光景に奪うばわれかけた意志や気持ちを、取り戻すきっかけになってくれた。

　そんな風に考える自分は、つまり、愉ゆ快かいで非情な、あのユーリー一派と同類なのだろうか？

　暴力的な何かを、きわめてたやすく受け入れる心。

　いや──違う。自分はまだこの事件を、そこまで受け入れていない。というか受け入れてたまるか。異常な事件が起こったからといって、自分まで異常になる筋合いがどこにある？　無力な容疑者の拷ごう問もんを正しいと思えとでも？　ふざけんな──断固たる拒きよ否ひ。

　脳のう裏りをよぎる思い──生まれつき手足を開けず、地面に這はいつくばった幼い自分。

　そのとき自分にとって世界は拷問だった。何もかもが四方にそびえ立ち、いつ踏ふみ潰つぶされるか分からないという恐きよう怖ふをもたらした。心を殺されそうになるほどの恐怖──果てしない怒いかり。

　殴なぐられるのと同じほどの実感──理屈抜きの。あたしは拷問が嫌いだ。そんなのは大嫌いだ。あんな不愉快なもの二度と見せられてたまるか。連中がまたあれをやろうってんなら、そのときは相手が誰であるかに関係なく、ぶっ潰してやる。ユーリーとその仲間たちがへこたれるだけの戦争をあたしが起こしてやるぞ、くそったれ。

　だが幸いなことに、そうした事態は起こらなかった。

　あるのはただ合理的な侵しん攻こう──胸がすくほどの攻勢。

　別働隊の五人が、夜の闇やみに紛まぎれてあちこちの企き業ぎようのビルに忍しのび込みデータを収集。

　シンジケートと一いつ般ぱん企業の癒ゆ着ちやくをたちどころに暴あばき出し、グループの協力者／潜せん伏ぷく地点／支し援えんルートを把は握あく──ユーリーのいる主要部隊と連れん携けいして次々に急襲。

　ミリオポリス第ヴ二イー十ナー七ヴア区ルト──寂さびれた山小屋＝森から原子炉を最初に運び出した場所が判明。

　同地区──シンジケートの構成員が運営する車工場を制圧／大量の鉛なまりの板で「箱」を造った痕こん跡せき／ハンガリー製のナンバープレートを発見。

　トレーラーについての証言──〝馬ば鹿かでかい〟連結式の大型車両が実在する根こん拠きよを得る。

　ミリオポリス第ラ二イン十ブ八レヒ区ト──雑貨屋の地下室＝コンピューター類／ビデオカメラ／「×」印つきの国連旗。日本人が声明を出した場所＝ＭＰＢに通報して確保を任せた。

　ミリオポリス第ヴオル三フス十グラー区ベン──〈ウラジャーイ〉とつながる運送会社の倉庫を制圧。

　七名が抵てい抗こうして死亡／二名が投降して自白／物的証しよう拠こ──シンジケートのトラック＝原子炉を運搬してタイヤまで放射能に汚お染せんされたしろものを何も知らずに解体していた。

　証言──トレーラーの燃料を補給した／外装を変えた／ナンバープレートを交こう換かんした。

　現在のトレーラーの外観とナンバー──ただちにミリオポリスの全治安組織に通達。

　ミリオポリス第メー三ト十リ二ン区ク──〈ウラジャーイ〉を支援したと見られる全すべてのシンジケートのオフィス／幹部筋の住居／武器や麻ま薬やくや札束の貯蔵施し設せつを急きゆう襲しゆう。

　拷問──なし。

　ユーリー率いる部隊の被ひ害がい──なし。

　涼月──銃じゆうを使わず／転送を実行せず／雑魚ざこどもを殴る・蹴ける・ぶっとばす──この上ない実感のひととき。

　シンジケートの被害──制圧された六件の施設／急襲された二件の家屋／二十名余の死傷者／多数の逮たい捕ほ者／組織同士の抗争など比ひ較かくにならない打撃──僅わずか十二＋一名の働き。

　ロシア系シンジケートは一夜にして壊かい滅めつし、末端の兵隊たちも散り散りに逃にげ去った。

　同胞からの支援を完全に断たたれた〈ウラジャーイ〉──その潜伏地点が徐じよ々じよに浮うかび上がる。

　午前二時過ぎ──撤てつ収しゆう。

　いったん全員がロシア大使館に戻もどる──電子情報戦に切り替かわる。

　大使館の一室にて、交代で電子機器を駆く使しする三名──ずんぐりした体型のくせに見事なロッククライミング技術でビルの壁かべを登とう攀はんするニコライ／最年少でハンサムな顔立ちだが建物の警報装置を解除したときしか笑わないピョートル／突とつ破ぱ用の粘ねん土ど状爆ばく薬やくにいちいち十じゆう字じ架かのマークを入れる篤とく信しん家のワーニャ──それ以外は、めいめいに横になる戦争の犬たち。

　実感をもとめてうずうずする涼月──またぞろユーリーの教訓。「セーミ・ラス・アトメェーリ、アディン・ラス・アトリェージ──七度の寸法、一度の裁断だ。ここからは何より正確さを期さねばならない。攻せめ込むべき標的が定まるまで、闘とう争そうのための休きゆう眠みんをとれ」




　仮眠──夢も見ず／ＰＤＡのコール音で現実に引き戻される。

　さっと毛布をはねのけ、下着姿でファイティングポーズ。「……ん？」

　枕まくら元もとのＰＤＡに気づく──手に取ってベッドを降りる。

　壁の時計＝午前五時半。

「こちら涼月です、どーぞ」欠伸あくび混じり──カーテンの隙すき間まからまだ暗い外を見る。

《寝ねるよう命じられたか？》副長──自分は一いつ睡すいもしていないと言いたげ。《それとも連中に置いて行かれたのではあるまいな？》

　うるせー＝寝不足で苛いらつく。「いえ。パソコンで追っかけてから、ぶっ潰すんだそーです」

《連中が巧こう妙みような電子的手段を講じているのは確かく認にんした。だがいったい何を追っている？》

「えー……」覚かく醒せい未満の頭で質問の意味を考える。「……敵だと思いますけど」

《日本人グループのヨーコ・イマムラが死亡した》こちらも寝不足で気が短くなっているというようにいきなり話題変へん更こう。《逮捕から死亡に至るまで、出血多量とショック症しよう状じようでほぼ昏こん睡すいしていたが、一度だけ意識を取り戻した際、薬物的手段による尋じん問もんが試みられた》

　自白剤ざい──心臓に負ふ荷か／そのせいで死んだんじゃねーの？＝心の声を吞のみ込む。

《その結果、彼女は〈ウラジャーイ〉から原子炉を託たくされたと自白した》

「……は？」寝ぼけた頭に衝しよう撃げき──混乱。「……〈ウラジャーイ〉？」

《衛星が落下した森に日本人がいたことから、〈待望の会〉が原げん子し炉ろリレーの先頭グループと目されていた。だが実は〈ウラジャーイ〉があらかじめ衛星の落下予測地点で待機し、原子炉の最初の運うん搬ぱんを行ったとのことだ。森にいた武装犯たちは、陽動部隊に過ぎん》

「つまり……〈ウラジャーイ〉がリレーの先頭だった？」

《その可能性大だ。となるとロシア人グループは既すでに役目を終えていることになる。にもかかわらずミリオポリス市内でいったい何をしている？》

「えー……」徐々に覚醒する──うんざりした気分に襲おそわれる。「分かりません」

《トレーラーの所有者は本当に〈ウラジャーイ〉か？》

「へ……？」

《ヨーコ・イマムラの自白によれば、トレーラーを所有しているのは〈ウラジャーイ〉ではない。いまだ不明な三つのグループのうちの一つで、その正体を彼女も知ってはいなかった》

　うおっ、めんどくせー──心の叫さけび。「ユーリーたちも知らなかったら？」

《なぜ確信をもってトレーラーを追う？　中ちゆう佐さは何かを知っているはずだ》

「はあ」生返事──銃のことが脳のう裏りをよぎる──協力すべき相手を撃うつための道具。

《現在、原子炉はトルコ人グループ〈自由戦士団〉の手に渡わたったとみられ、他の治安組織とともにＭＰＢ特とく捜そう部隊がウィーン・ミッテ駅周辺を捜そう査さ中だ。むろん陽炎かげろうもそこにいる。貴様は中佐たちから情報を聞き出し、仲間を情報面で支し援えんしろ。中佐がどこまで本気で〈ウラジャーイ〉をリレーのゴールと考えているか、原子炉以外に追うべきものが存在するか、トレーラーは本当に原子炉と関係しているのか、残りの不明なグループについて本当に知らないのか。もし我々が偽いつわりの情報で攪かく乱らんされていたら取り返しのつかない事態に陥おちいる。また、このままでは十数時間後に軍が出動し、我々の捜査権を奪うばいかねん。時間がない。いいな》




　眠ねむ気け覚ざましのシャワー──思案＝どうやってユーリーたちから情報を手に入れるか。

　拷ごう問もんは論外──うっかり本当のことを話しそうなやつを選んで話術で引き出す。超ちようムリっぽい。めんどくせー。つーか陽炎なら簡単にやれるかも──仲間に汚よごれ仕事を任せたくなる。

　いいや。適当に話してりゃなんかつかめるだろ、と楽観に身を任せてシャワー終しゆう了りよう。

　手早く着替える／懐ふところに銃──開き直った足取りで部屋を出る。

〝作戦司令室〟の広間──入り口脇わきの台車に、サンドイッチやピロシキや飲み物。

「おはよう、スズツキー」ヨシフ──テーブルでコーヒーを飲んでいる。

　さらに二人が挨あい拶さつ──時間があると手帳に詩を書き連ねる文芸家のワシリー／時間があると手帳に借金と給料の明細を書き連ねる浪ろう費ひ家のセリョージャ。

「ういっす」サンドイッチとオレンジジュースを手に取りながらテーブルへ──続き部屋にいる現在の上官に声をかける。「おはよーございます」

　窓辺に立つユーリーが小さくうなずき返す。「今のうちに食事をしておけ」

　同じく続き部屋に積まれた通信機器と最さい新しん鋭えいのコンピューターの前で、ハンサムなピョートルがセキュリティを突破した証しよう拠こである笑えみを浮うかべ、篤信家のワーニャがペンダントの十字架をいじりながら祈いのるようにキーボードを操作。

　食事をしながら思案／この中の誰から何を聞き出そう──途と方ほうもない難問／ひとまずヨシフを見る。「あのさ。〈ウラジャーイ〉って、最初に原げん子し炉ろを手に入れたんだっけ？」

「違ちがうよスズツキー。まだだよ。最後だよ」微笑ほほえみ──他の二人もまるで表情を変えず。

「あー……」頭をかく──我ながら直球すぎ／何とか引っかけっぽい質問をひねり出す。「やつらの持ってるトレーラーとあれ、まだ見つかんねーの？」

　きょとんとなるヨシフ──とても演技に見えない。「あれって何？」

〝原子炉以外に追うべきものが存在するか〟──かろうじて口に出すのをこらえる。

「えー……。ほら、あれだ、あれ──……」

　ふいに部屋の隅すみで、消音モードで映しっぱなしにしているテレビに目が引き寄せられた。

　頻ひん繁ぱんに放映される政府の公式番組──にっこり笑って何かを言っている夕霧。

　頰ほおがゆるむ──意外なところで仲間の笑顔に再会して、やたらと泣けそうな気分。

　だが突とつ然ぜん、画面が切り替かわってニュースになった。

〝緊きん急きゆう放送〟の文字──キャスターが緊きん迫ぱくした表情で何かを喋しやべっている。

　ニュースの字幕＝〝ミッテ駅で貨物列車を武装集団が占せん拠きよ〟。

　思わず立ち上がった。

　副長の言葉＝〝捜査中〟──〝仲間〟。

　字幕＝〝ドナウ川沿岸で貨物列車が爆ばく発はつ〟──凄すさまじいまでの炎ほのお／燃え上がるＭＰＢ装そう甲こうパトカー／火だるまの人間が河に落下する／炎の海から担かつぎ出される警察官・ＭＰＢ隊員。

「陽炎……！」

　仲間の姿が映りはしないかとテレビへ歩み寄ろうとして、ふと、誰もニュースに反応しないことに気づいた。不思議そうな顔のヨシフ──ワシリーとセリョージャが手帳を開いたまま涼月を見ている。続き部屋でも流しっぱなしになっているテレビ＝同じニュース──だがピョートルは無表情にキーを操作し続け、ワーニャは甚じん大だいなテロの被ひ害がいに対して十字を切りもしない。

　そしてユーリーは、ちらっと映像を見ただけで、すぐに外の景色に目を向けている。

〝中佐は何かを知っている〟──ふいに訪おとずれる、漠ばく然ぜんとしながらも痛切な何か。

　この事態を予期していたという以上の何か。

　敵の計画を知っていて喋らなかったのではないかという以上の何か。

　自分が奇き妙みような質問をしても平然としている面々──あまりに態度が普ふ通つうすぎる。

　聴いてたな、この野郎──設置された通信機器／盗とう聴ちよう用機材──副長との会話を傍ぼう受じゆ。

　この部屋に渦うず巻く欺ぎ瞞まんを嗅かぎ取る──突然、漠然とした何かが確信に変わる。

　たとえ自分の仲間が炎の中にいたとしても、きっと彼らの知ったことではない。

　なぜなら、ユーリーたちと自分とでは、根本的に目的が違うからだ。

　こいつらは原子炉のことなどどうでもいいと考えている。

　それを隠すために自分を彼らのもとへ派は遣けんさせた。

　脊せき髄ずい反射レベルの迅じん速そくな行動──ユーリーへ素す早ばやく歩み寄りながら懐の銃じゆうを抜ぬいた。

　誰も何も言わなかった。よせ、とか、やめろ、といった声は一つも上がらない。

　異様に静かな部屋に、カチリと撃げき鉄てつを上げる音が響ひびいた。

「今すぐだ」

　ぼそりとした声──ユーリーがやっとこちらを見る／安全装置を外された銃を向けられながら眉まゆ一つ動かさない／実に圧あつ倒とう的な無表情──たまらず大声で叫さけんだ。

「今すぐ全部教えやがれ！　あんたの本当の敵を！　何を本当は追っかけてるのかを！」

「まだ分からないのか？」

　機械のような声──思わず口をつぐむ。

「我々の敵は〈ウラジャーイ〉だ。我々は彼らを一人残らず滅ほろぼすために来た」

　敵意とか殺意とかいったものを遥はるかに通り越こした冷れい徹てつな響き──引き込まれそうになる／歯を食いしばって何とか相手を動どう揺ようさせようと言葉を絞しぼり出す。

「……あー、そうかい。あんたはそうやって、平気なつらして七千人も殺したってわけか」

　空気が凍こおりつく音が聞こえた気がした──部屋にいる五人の視線。

　構うもんか、くそったれ。「七千人の日本人を船の上で氷づけにしたんだろ？　それとも七千人程度じゃ覚えてねーか？　赤ん坊ぼうのシャーベットくらいじゃ驚おどろきもしねーってのか？」

　ユーリー──反論／反応／反はん駁ばく、一いつ切さいなし。

「違うよ、スズツキー」いきなり声──すぐ背後。

　気配もなく接近していたヨシフ──人質救出のセオリーを完全に無視した行こう為いと、その巨きよ体たいが空気みたいに存在を感じさせなかったことの両方に仰ぎよう天てんした。

　びっくりして引き金を引いたらどうするんだ馬ば鹿か。

　銃をユーリーに向けたままちらっと振ふり返る──棒立ちのヨシフ＝平然とした表情。

　手帳を閉じもしないワシリーとセリョージャ──キーボードをいまだに操作しながら、たまにこちらを見るピョートルとワーニャ。

「ナホトカの港は、当時のロシア・日本両政府の合意で封ふう鎖さされた」

　ふいにユーリーが言う──目を戻もどす──黒い手て袋ぶくろをした右手がゆっくりと上がる。

　ぞっとなる。

　咄とつ嗟さに動くなと叫ぶことも出来ない──引き金を引くか、飛び退のくか、どちらかしかない。

　だがどちらも選べなかった。

　後こう悔かい──なんで銃なんか／ぶん殴なぐれば良かった／これじゃ動けないのは自分の方だ。

　そしてユーリーの右手の人差し指が、そっと銃口に触ふれて蓋ふたをした。

　果たして、その機械の指が、銃を暴発させるくらい強固に銃口を塞ふさぐものなのか──という疑問とは全く関係ないところで、もはや完全に主導権を奪うばわれていた。

「日本政府が決定したのだ。日本人は難民にはならない。国を失いはしない。ゆえに国土の根拠となる住民は、汚お染せんされた土地に住み続けねばならない。あの七千人は日本にとって裏切り者だった。だが彼らが引き返さずに死んだ結果、ロシアは四十七万人の日本人難民を受け入れ、日本政府は国土の大半の放ほう棄きを決定した。死者が生者の道となった。〈ウラジャーイ〉とトレーラーは、それと同じだ。ロシアとオーストリア、私とお前の、唯ゆい一いつの正しい道となるために、やつらは一人残らず滅ぼし尽くされねばならない」

　それで話は終わりだと告げるように指を離はなした。

　むかつきながら銃を下げる──撃鉄を元に戻す／安全装置をかける。

　懐ふところにしまってから改めて殴りかかろうと身構えつつ、会話を続けて隙すきを窺うかがう。

「……あたしを選んだ理由は？」

　長年の経験／年の功──ユーリーの左拳こぶしが飛んできた。

　ホルスターに銃を収めると同時に拳を振り上げた涼月──その顔面に、衝しよう撃げきと火花が再来。

　よろめいて後ずさる──かろうじて倒たおれずに踏ふん張る／睨にらみつける。

　だが殴り返せず＝ペースを奪われ、機先を制された者の弱み。

　あるいはそれ以上のもの──まるで自分らしからぬ作為の念／先に殴られてしょげたふり。

「カ・フシャーカイ・ボーチケ・ザトゥイーチカ──どんな樽たるにでも合う便利な栓せん。それがお前を選んだ理由だ。じきにトレーラーが発見される。あと一息で、真の闘とう争そうが始まるのだ。トレーラーを手に入れれば全すべてが分かる。その後で私を撃うつべきかどうか決めるといい」

　限りなくむかつく教訓を投げつけられながら、鼻血を垂らしてじっと立ちつくす。

　真意と虚きよ偽ぎを敏びん感かんに嗅ぎ分ける──相手にそうしていると悟さとられないよう気をつけながら。

「スズツキー」にこにこ微笑ほほえむヨシフ──紙ナプキンの束を差し出す。

　窓を向くユーリー──作業を続けるピョートルとワーニャ。手帳に目を戻すワシリーとセリョージャ。いつの間にか現れて、紅茶を飲みながらこちらを見ているヒゲ面づらのゲルツェン。

　誰も全く気にしていなかった。上官が銃を向けられたというのに、まるで平然としていた。

　どいつもこいつもぶっ壊れてやがる──ヨシフの手からナプキンを引ったくって盛大に音を立てて鼻をかみ、血で真っ赤に染まるのを見ながら思った。

　徹底的に鍛きたえ抜かれ、いかなる状じよう況きようでも合理的な判断力を失わず、取り返しのつかない心的外傷さえ勲くん章しよう代わりにしてきたような愉ゆ快かいな荒あらくれ者たちの、暴力的な状況に対する恐おそろしいほどの空虚さ。棺かん桶おけに入っていないだけで、心はとっくに死人の仲間入りをしている集団。

　そんな、正真正しよう銘めいの壊れものと言っていい彼らが、本気で何かを願っていた。

〝真の闘争〟──それだけ熱を帯びて聞こえた言葉／冷れい酷こくな男の目にやどった希望の念。

　むすっとした顔でテーブルに戻りながら、頭の中ではこれまでになく冷静に考えていた。

　彼らの本当の目的──たった今つかんだ、その片へん鱗りんを。




　　　　陸ろく




　ミリオポリス第ラント三シユト区ラーセ──ウィーン・ミッテ駅。

　国内列車のターミナル駅／最近では新たに開通した路線により多数の国際列車が発着。

　南側に隣りん接せつするホテル〈ヴィエナ・ヒルトン〉──一階にはシティ・エア・ターミナルと呼ばれる、空港と市内をつなぐリムジンバスの停留所。

　北側──ウィーン北駅へ通じる路線──貨物列車の一つを武装集団が占せん拠きよ。

　現場に着いたときは既すでに遅おそかった。

〝追い詰つめられた武装犯が列車を乗っ取った〟という緊きん急きゆう報告で急行──線路沿いのビルの屋上からライフルのスコープ越ごしに敵の様子を見たとき、彼女はそれを痛つう烈れつに悟った。

　敵は追い詰められたのではない──予定された行動を起こしただけだ。

　その証しよう拠こに、敵は迅じん速そくかつ確実に目的の列車を占拠した。事前に警備が強化され、テロ対策として到とう着ちやく時刻が伏ふせられていたはずの爆ばく発はつ物を満まん載さいした車両──石油タンクの輸送列車。

　スコープの向こうに見える敵──トルコ系グループ＝〈自由戦士団〉。

　過去数時間にわたり、ＭＰＢや他の治安組織によって実行・支し援えんの両部隊を徹底的に追つい跡せきされ、潰つぶされてきた組織。その残党の惨さん憺たんたる姿──大半が顔面蒼そう白はくで鼻や耳から出血／中には痴ち呆ほう症しよう状じようを呈ていし、線路脇わきに座り込んで、ぼんやり宙を見ている者もいる。

　そんな状態の連中が、その場限りの思いつきで厳重に警備された〝巨きよ大だいな走る爆ばく弾だん〟を手に入れられるわけがない。これまで潰してきた敵部隊は、本隊をこの場所に送り出すための捨て駒ごまに過ぎず、追い詰められたのは自分たちの方だ。原子炉の追跡が不完全なため、敵が行動を起こすたびに多数の隊員が右往左往せざるを得ず、しかもそのつど、いまだ不明のグループが、こちらが一度に急行可能な部隊の規模を正確に測っているに違ちがいなかった。

　ああ、やだやだ、あの寝袋の中に戻もどりたい──陽炎の噓うそ偽いつわりない本音。

　一時間と言われていたのに、結局、ミハエルの気き遣づかいで四時間近く眠ねむりこけていられた、あの幸福の寝袋のことを思いながら、運転車両の周辺の敵を監かん視し。

　車両そばで自じ動どう小しよう銃じゆうを抱かかえているトルコ系の男──顔を見ると、赤あかん坊ぼうのような表情で、唇くちびるをすぼめて微笑んでいた。脳をやられて死が数時間後に迫せまった男──その幸せそうな顔。

　かんべんしてくれ、なんてものを見せるんだ。

　げんなりしながら銃口とスコープを移動──運転席＝盾たて代わりに立たされた運転手。

　先頭車両のすぐ後ろに、タンクを搭とう載さいした車両の列──忌いま々いましいばかりの表示。

〈燃料輸送　搭載１５０７４　石油のみ／OIL ONLY〉

　かろうじて脱だつ力りよくをこらえる──もし、犯人を射殺したついでに貫かん通つう力の豊富な弾丸が頑がん丈じようなタンクの外がい殻かくを突つき破れば、その瞬しゆん間かん、一帯が炎ほのおの海と化すわけですか。

　しかも死ぬ気まんまんの連中は撃ち放題──なんて不愉快きわまりないシチュエーション。

　ふいに無線通信を通して、敵の会話が聞こえてきた。

　ＭＰＢ隊員の誰かが、マグネット式の集音マイクを車両のあちこちに音もなく撃ち込んでいるらしい。とはいえ敵が交かわす言葉の意味が分からないので、回線の音量を低めに調整──敵が興奮したりパニックに陥おちいったりして声を荒らげたとき、それと分かれば十分。

　ガーン！──咄とつ嗟さに銃声と間違えかねない、車両が連結された音が響ひびく。

　敵の作業──ずらっと並んだ石油タンク×十二両の真ん中辺りに、三両のコンテナが繫つなげられたのだ。きっとそのどれかに原げん子し炉ろが入ってる。この世で最も手軽に手に入り、揮発すれば空気自体を巨大な爆弾に変へん貌ぼうさせる石油のど真ん中に。

　単純な疑問──原子炉とその中身って、燃やしたら危ないの？　それとも逆に安全になるものなの？　どうやらＭＰＢのデータベースでも専門家たちの矛む盾じゆんした意見が錯さく綜そうしているらしく、ロシアの超ちよう小こ型がた原子炉の性能次し第だいだとか、そんなの関係ないとか、根拠がばらばら。

　もし石油が爆発して、放射性物質が都市中にばらまかれた場合、車両自体が〝核かく爆発を起こさずに放射性物質をばらまく核爆弾〟──通つう称しよう〝汚きたない爆弾〟と化す。

　その被ひ害がい規模についても、十キロ四方を一時間以内に洗せん浄じようすれば大丈夫とか、都市全体が十年は汚お染せんされ続けるとか、専門家によって言ってることに幅はばがありすぎて判断がつかない。

　結論としては、駅周辺で爆発が起こるよりも、もっと住民や施し設せつが密集していない、河岸のそばとかで起こった方が良いのは当然なので、このまま敵が動き出すのを傍ぼう観かんする方が良い。

　しかしその水面下では、〝もし河が汚染されたら何カ国も被害を受けるのでオーストリアだけが被害を受ける場所にしなさい〟という各国のプレッシャーが、治安機構の上層部のさらに上の、大統領とか首相あたりにガンガンかけられているのが想像つく。

　結果──せっぱ詰まっているけど何も出来ないという膠こう着ちやく状態に陥り、その空白の時間を使って好きなことが出来る敵の方が、どんどん有利になっていく。

　さらにもし、今の状態に嫌いや気けがさした警官や偉えらい人が〝やべー、これは取りあえずこの都市から逃にげた方が良いや〟と心の声に素す直なおに従ったが最後、包囲網もうどころか治安組織自体が崩ほう壊かいし、残るのは前代未み聞もんのパニックしかない。

　この近辺にいる警官や特とく殊しゆ部隊やお偉いさんのうち、いったいどれくらいの人間が原子炉の存在を知ってるんだろう？　もしマスコミが〝その列車は汚い爆弾です！　逃げましょう！〟と言い出したら、いったいどれくらいの人間が恐きよう慌こうをきたすのだろう？

〝撃うたれる前に撃つのが一番だ。そんで人間は核ミサイルを発明したのさ〟

　脳のう裏りをよぎる小隊長の声──遥はるか遠い昔のことに思える。

〝そうすりゃもう誰も撃ってこなくなるだろうって思い込んでな〟

　どうやらそれは事実らしいぞ──と心の中で頼たよれる仲間の幻まぼろしを求めたところへ、ＭＰＢサーバー上から複数のデータのダウンロード許可が下りた。

　データ＝車両の構造／操縦系統／電気系統／タンクの構造／エトセトラ。

　遅おそーい！──おそらく全狙そ撃げき手が同時に叫さけびそうになったであろう言葉を我が慢まんして吞のみ込む。いったいなんでこんなにもたついたんだろう？　もしかして列車占せん拠きよの最中さなかに、こちらの電子情報網を攪かく乱らんするサイバーテロでも勃ぼつ発ぱつしているのか？

　いや、待て待て──単によくある、行政の情報管理ミス＝〝どこかに列車のデータがあるはずなんですが、どこに行ったのか分からなくなっちゃいました〟が発生していたに過ぎない。

　いったいなんで行政の人間は、マスターサーバーでさえ検けん索さくに手間取るほど情報を散らかしまくるのだろう──部屋の片付けなど滅めつ多たにやらない自分を棚たな上あげにして苛いらつく。

　そのときまた、ガガーン！　と激しい音が響き渡わたった。

　連結作業ではない──貨物列車がゆっくりと北への路線を動き始めたのだ。

　二百人規模の封ふう鎖さ線のあちこちでみんなが色めき立つ──交錯する無線指示／踏ふみ切きりで線路を封鎖していた装そう甲こう車両が慌あわてて前後に移動／苦々しげに列車を通過させる。

　ふいに無線通信──ミハエル。《紅犬ロツターへ、待機地点を変へん更こう。車に戻れ。狩かり場に行くぞ》

　あ、ミハエルからコード名で呼ばれるの初めてかも──素そ朴ぼくな喜び。《了解ヤー》

　ライフルを抱かかえて飛び起きる／予備動作無しの跳ちよう躍やく──屋上から身を躍おどらせ、隣となりのビル壁かべを蹴けりながら速度を殺して路上に着地──慌てて移動するパトカー群／警察機動隊／器用に裏道を通って現れるミハエルの車──助手席のドアを開いてさっと乗り込む＝犬笛で呼び戻された猟犬いぬの従順さと素早さでドアを閉め、〝よしよし偉いぞ〟と言って欲しい気分を抑よく制せい。

　走り出す──通信マイクを握にぎった右手の小指と薬指だけでハンドルを操あやつるミハエル。

「ドナウ運河へ出る寸前か、もしくは橋の上で仕留める。橋を渡れば国連都市は目の前だ」

　パチンと弾はじけるガム──相手と同じように冷静さを装よそおう。

「狙撃ポイントは？」

「好きにしろ。お前の視界が許す限り、車両に乗っている連中を死キル・線ゾーンに叩たたき込め」

　完全な放任──遊ゆう撃げき指示。

　ぞくっとなる。

　石油タンクにへばりついた人間のみを撃ち抜ぬく──惨さん事じが頭に浮かぶ。

「やれないという言葉を聞く気はない。お前はＭＰＢきっての猟犬だ。その牙きばの責任は俺が取る」ナビ画面を指さす──陽炎を空くう挺てい部隊員なみに放ほうり出そうとしている地点。「特とく捜そう部隊の狙撃手と急きゆう襲しゆう部隊は全すべてこの交差点を越こえて配置につく。どの面子メンツを支し援えんするか、あるいは支援しないかもお前の自由だ。降りた後は、好きな場所で、好きなだけ撃て」

　返事の代わりにガムを膨ふくらませる／なけなしの冷静さを振ふり絞しぼる。

　一つの思いで心を満たす──〝この人の期待だけは決して裏切りたくない〟。

　優ゆう秀しゆうな猟犬──その本領で応こたえる。

　急行する車両群を追い越す──交差点にさしかかる／タイヤの金切り声／号令。

「行け！」

　助手席から飛び出して後ろ手にドアを閉めつつ地面を蹴る──慣性の法則に従いながら夜明け前の暗い街路を走り、雑居ビルの壁を蹴り渡って屋上へ──進行する列車の位置を確認。

　約五分後に鉄橋にさしかかる──最適な狙撃地点を目算。

　ここじゃ駄だ目め──即そく座ざに判断／見当をつける／鉄橋と平行して河にかかっている橋。

　ビルから飛び降りる──宙で転送を開封／一秒余＝シャープな紅いフォルムの特甲に変へん貌ぼう。

　その頭上を、突とつ然ぜん、何かが猛もう烈れつな勢いで飛び抜けていった。
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　輝かがやき──紫むらさき・青・黄。

　敵!?　着地しながら探査すべき一いつ瞬しゆんを逃のがしたことを悟さとる──間抜けにもほどがある。

　構わず狙撃地点に向かって疾しつ走そう──三つの輝きが飛んでいった方角からにわかに音。

　ホダダーダダスダ！でダダ水ダダをダ！まダダくダダかダ！のダダよダダうダ！なダダ猛ダダ烈ダ！なダダ掃ダダ射ダダ音！。

　おいおいおいおい──もしかして、あの列車に向かって撃ってるのか？

　とんでもない機き銃じゆう掃そう射しやの音おん紋もんをただちに解かい析せき──十二・七ミリ超ちよう伝でん導どう式重じゆう機き関かん銃じゆう。

　数分間で何千発もの磁化した弾だん丸がんを放つ、戦車の装甲さえずたずたにする最さい新しん鋭えいのミンチ製造器──テロリストが買える武器ではない。おそらく治安組織の誰か。

　脳裏をよぎる──〈ミリオポリスＭ公安高Ｓ機動隊Ｓ〉の制服／特甲児童／〝飛べるらしい〟。

　合点と驚きよう嘆たん──なんと好戦的な／相手は走る爆ばく発はつ物だぞ／それほど射撃に自信があるのか？

　妙みような対たい抗こう意識──いまだ一発も撃てない自分／間断なく撃ち続けているどこかの誰かさん。

　くそ。なんか腹立つ。

　封鎖された無人の路上を駆かけ抜けて一いつ般ぱん車両用の橋へ──車線拡大によって補強された橋はし桁げたの上の巨きよ大だいな建材に、ひとっ飛びで着地──膝ひざ立ち姿勢／右みぎ腕うでと一体化したライフルを構える。

　疾走と跳躍を繰くり返しながらもその心臓は静せい穏おんを保ち、約一キロ先から向かってくる列車に集中──先ほどの輝きも、両岸にきらめくパトカーの回転灯も、たちまち意識から完全消去。

　狙撃には劣れつ悪あくな環かん境きよう──河かわ面もは風の宝庫であり、風圧／温度／湿しつ度どなど、弾道に変化をもたらすものに満ちている。だが列車に乗る人間だけを撃って進行を阻はばむには、ここ以外にない。

　列車の進行／大気の変化──その二秒先の出来事を読みながら、全神経を刃は物もののような虚無ニヒルで満たし、瞑めい想そう状態に等しい無我の眼まな差ざしで探査情報を総合的に判断。

　鉄橋の入り口からぴったり四百メートルの地点に、時速四十キロ強の速度で差し掛かかった列車の二両目と三両目の狭はざ間まで、タンクの手すりにつかまって小銃を構える人ひと影かげを狙ねらい澄すます。

　光学／電子／音おん響きようなど、複数の情報が、その人影がインド人の男であると伝えた瞬間には、聖母のごとき優美な指使いのイメージで、指と一体化した右腕のライフルの引き金と撃鉄の連結に解除を命じていた。

　放たれた弾丸は、水と空気と風の織りなすパズルの完全無比なる回答をもって飛来し、インド人の男の額を貫つらぬき、生存と行動に必要な脳の主要部分を粉々に吹ふき飛ばした。

　男が列車から転落──すぐに先頭車両と二両目の狭間へ狙いを移し、被ひ曝ばく症しよう状じようを呈ていした二人のトルコ系の男を、体に巻いた爆薬を正確に避さけて次々に撃うち倒たおした。

　わずか数秒──速射と狙そ撃げきという相あい容いれない行こう為いを両立させる〝魔フ弾ライのシ射ユツ手ツの陽炎〟の本領を発揮した直後、ふと疑問が去来。

　──えっ？　インド人？

　あらかじめ教えられていた四つのグループにインド系はふくまれていない。

　もちろん一瞬の狙撃だったから、実は限りなくインド人に近い別の人種である可能性もある。

　アラブ系とインド系の違ちがいを骨相学的に説明しろと言われたら困り果てるに違いない。

　だがどうも自分が最初に撃った、コンテナと先頭車両をつなぐ、戦術的に重要と思われる位置にいた男は、インド系の人間だったのではないだろうか。

　どっちでもいいでしょ、不明なグループが三つもあるんだから──と一瞬で疑問をはねのけ、列車が鉄橋に至る前に、さらに先頭車両にいる四人目を撃ち倒したとき。

《大変だ、クリシュナが撃たれた！　狙撃手にやられた、ロートヴィルト！》

　激げつ昂こうした声＝先ほど車両に撃ち込まれた集音マイク。

　四両目と五両目の間で、トルコ系の男がコンテナ車両に移動しながら叫さけんでいた。

　どこかで聞き覚えのある単語──〈赤ロート鹿ヴイルト〉？　ドイツ語？　何の暗号だっけ？

　それこそ、ロシア人にさらわれた哀あわれな小隊長が、ＭＰＢの副長に流した情報の一つで、不明なグループについて示し唆さするものとしてミハエルから通達されたことに思い当たるや否いなや。

　先頭から一つ目のコンテナの側面扉とびらが、大きく横へと開かれていた。

　扉の中に立ちこめる闇やみ──咄とつ嗟さに、叫んでいた男から狙いを外し、開かれたコンテナの扉の内側へと、スコープと探査を向けたところ。

　鉄製の巨大な扉のすぐ入り口で、堂々とあぐらをかいて座り、ライフルを構える男がいた。

　座位──伏ふく射しやと膝立ちに勝まさるとも劣おとらぬ、最も安定した狙撃手法の一つ。

　伏射ほど機動性を損そこなわれず、膝立ちほど不安定にならずに済むものの、上半身が丸ごと標的にされそうなことから、あまり一般的ではない狙撃体勢をぴたりと維い持じする男の顔立ちが、ほんの一瞬、陽炎の探査情報によって把は握あくされていた。

　アジア系の男──まともに判断するには少なすぎる情報でありながら、衛星が落ちた晩からさんざん見てきたゆえに、この系統の顔立ちは間違いなく、日本人だという確信があった。

　そして次の瞬間、かつてない強きよう迫はく観念の実現を感じた。

　スコープ越ごしに相手を見るとき、実は相手も自分を見ているのではないかという疑念。

　普ふ通つうはただの幻まぼろしに過ぎないその観念が、そのとき突然、現実のものとなったのだ。

　ちょっと、噓でしょ──？

　大した速度ではないとはいえ、ガタガタ揺ゆれる車内に座り、まともに探査する機器も時間もなかったはずで、しかもまだ辺りは真っ暗だというのに、その日本人の狙撃手は、映画の中のサムライが座るような格好で、銃じゆう口こうを約八百メートル先にいる彼女にぴたりと向けていた。

　相手の銃が、機き甲こう化した者の命を吹き飛ばすほど強力なものであるかどうかはさておき、何よりその事実が──男の視線が、彼女を痛つう烈れつに打ちのめした。

　恐きよう怖ふの塊かたまりが腹の底にずしりと生じ、自分を死に引きずり込むその重みを抱かかえながら、必死にその場から飛び退のいた直後──一条の火線が彼方かなたの闇から飛来。

　衝しよう撃げき──炎ほのおの粒つぶが盛大に飛び散る／右腕と一体化したライフルに弾だん痕こん。

　超ちよう硬こう化か素材がひしゃげる感覚──そのあまりの衝撃の深さに、受け身を取ることすら忘れて橋の上に転てん倒とう──次弾が来るぞ、という恐怖の声で素す早ばやく横へ転がりながら、怯おびえと驚おどろきを冷静さでねじ伏せ、素早く伏射姿勢を取った。

　破損したライフル──転送を実行すれば新品と取り替かえられるのに、転送時の輝かがやきを相手に見られて狙い撃ちされるのではないかという警けい戒かいが全身を支配──微び動どうだに出来ず。

　なんなんだ!?　あの天才的というより、もはや悪あく魔ま的といっていい狙撃は!?

　そして声──ドイツ語。

《原子炉は〈キャラバン〉が次の運うん搬ぱん者に渡わたす。お前たちは立派に役目を果たした》

　おそらくあの狙撃手の声──スコープ越しに探す＝開かれたコンテナの闇には誰もいない。

　今だ。今すぐ転送を実行しろ。ライフルを交換してやつを探し出して撃て。

　だがそうは出来なかった。今の自分には、敵の目を引きつけてくれる突撃手も、突撃手と狙撃手の間に立って、事態を即興的に支配してくれる遊撃手も、いなかった。

　壊こわれたライフルを抱かかえたまま、じっとしているしかない窮きゆう状じようを、汲くんでくれる仲間がいない。

　ふいに響ひびき渡る、ゴーンという音。

　コンテナのすぐ後ろの車両が、連結を解除され、橋の入り口で置き去りにされる音。

　さらにまた一つ──ゴーン。

　橋の上を走る列車が、三両のコンテナを切り離はなした音。

　先頭から数両のみが、対岸で封ふう鎖さ線を形成する装そう甲こう車両の群れへ突つっ込んでゆく。

　激げき突とつ──眩まばゆい輝き。

　まるで突とつ如じよとして日が昇のぼったかのように、辺りが真っ赤に染まった。

　ドーンという轟ごう音おん──橋の入り口と出口で、石油タンクが一いつ斉せいに炸さく裂れつ。

　陽炎は動けない──聞いたこともない巨きよ大だいな火か炎えんの積乱雲が線路上で発生し、火の滝たきが河かわ面もへなだれ込み、赤々とした無数の槍やりのような輝きが天へ伸のびるのを見ているほかなかった。

　一帯に黒こく煙えんが立ちこめるとともに、河面で巨大な水しぶきが発生──何か巨大なものが落下したのか、それとも河面から飛び出してきたのか、それすら判断がつかない。

　猛もう烈れつな熱と光と爆ばく圧あつで探査が大いに阻そ害がいされ、これほどの明るさと騒そう音おんの中にあって、かえって目も耳も塞ふさがれた状態で、陽炎はただそこに這はいつくばり続けていた。

　敵は最初からここで列車を爆破するつもりだった──治安組織がこの橋を封鎖し、急きゆう襲しゆうすることは容易に読める──むしろ我々は急襲させられた。全すべてが敵のペースで進行していたことはミハエル中隊長も分かっていたし、その打開策の一いつ環かんとして自分を遊撃手として放った。

　だが原げん子し炉ろはどこへ行った？　先ほどの狙そ撃げき手は？　不思議なことに──橋が溶とけ崩くずれそうなほどの炎で燃え尽つきたかのように、切り離されたはずの三両のコンテナがなかった。

　河だ──彼らは最初から鉄道ではなく河を原子炉の運搬ルートに設定していた。

　コンテナは河に落下し、治安組織が炎の海でてんやわんやになっている今このとき、既すでに何らかの大がかりな手段で、水中を運搬されていっていることだろう。

　あの、あぐらをかいて座っていた、悪魔のような日本人狙撃手と一いつ緒しよに。

　やがて陽炎は、壊れたライフルと右みぎ腕うでを抱えるようにして立ち上がり、燃えさかる炎ではなく、自分の背後で、徐じよ々じよに明るみを帯びる空を見た。

　もし涼月がいたら──？　石油タンクなどものともせず敵の主力へ迫せまってくれたはずだ。

　もし夕霧がいたら──？　涼月や自分が危機に陥おちいれば十全にサポートしてくれたはずだ。

　駄だ目めだ。この部隊では満足に戦えない。

　責任転てん嫁かをする気もなければ、自分の間ま抜ぬけさをごまかすつもりもなかった。

　ただ単に、無理なものは無理なのだ。ミハエル中隊長がいかに優ゆう秀しゆうであっても、チームワークが不在のこの状態で、自分の能力を十分に発揮することなど出来ない。

　いったいいつから、お互たがいがそんな存在になっていたのか──ひどく不思議な気分。

　だがそれはもはや教訓を通り越こし、自分たちが生存する条件でさえあるように思えた。

　事実、壊れたライフルがそれを物語っているではないか。

　チームは一つの生き物であるという真理。

　自分たちは三人で一頭の獣けものなのだということを。




　　　　漆しち




　ミリオポリス第レオポ二ルトシ区ユタツトの放送スタジオ──窓から見えるドナウタワー。

　午前七時からの朝録どり。

　テレビの超ちよう人気番組〈なんでも精神鑑かん定てい団！〉──ゲストコーナー。

　レギュラーコーナーでは司会の白人男性とアフリカ系オーストリア人女性のコンビが様々なタレントを迎むかえ、専門家たちによる危険人物の鑑定を茶化して笑い、高視し聴ちよう率りつをキープ。

「なんでも──っ！　精神っ、鑑定団──っ!!」

　収録済みの映像──司会の二人が声を揃そろえてタイトル斉せい唱しよう。

　現げん役えきの裁判官や精神科医など、その道の専門家たちが、仰ぎよう天てん事件を起こして世間を騒さわがせた〝あの人〟たちの精神を鑑定。視聴者の声に従い、実際に刑けい務む所しよから連れ出して来た人物を拘こう束そく具つきで鑑賞──タレントたちの様々な質問に答える様子から、専門家たちが精神鑑定指数を割り出し、ブラックジョークが盛んなヨーロッパでもまれに見る悪あく趣しゆ味みな笑いを巻き起こす。

　そのとき夕霧が楽屋で見せられた収録映像では、自分は〝兄〟だと主張しつつも本当は次男の男が、二十歳はたちのときクリスマスツリーで〝偽にせ物ものの長男〟を撲ぼく殺さつしたくだりを告白しながらタレントたちから散々につっこまれ、〝自じ称しよう兄〟が矛む盾じゆんに矛盾を重ねる返答をするたびに客が大笑いし、最終的に専門家たちが割り出した〝隔かく離り期間〟が表示されて終わっていた。

〝自称兄〟の受け答えによっては隔離期間が短縮される可能性があるとされていたが、叩たたき出された期間は千六百二十四カ月──ちょっとしばらくは解放されそうにない数字だった。

　夕霧は特に笑みを浮うかべるでもなく、〝自称兄〟が《俺の味方はサンタクロースだけだ。サンタクロースに聞けば本当のことが分かるはずだ》と叫さけびながら拘束椅い子すごと退場させられる様子に、千々石がくねくね笑い声を上げている間も、ただ不思議そうに見ているだけだった。

「さ、これでどういう番組か分かったでしょ？」千々石──急に真面目まじめになりながら。「要するにこれは、人間の想像力には限りがないっていうことを、一風変わったやり方でみんなに教える番組よ。夕霧ちゃんにはもう少し軽い症しよう状じようの人たちの相手をしてもらうわね。ＭＰＢが市民の平和のために働く姿を、みなさんに見てもらいましょう。元気よく行くわよ」

　時間を告げるスタッフ──くねくね応対する千々石とともにスタジオへ移動。

　涼月も陽炎かげろうもいない一人ぼっちの夜を過ごし、話し相手もなく朝食を食べ、千々石に言われるがままにＭＰＢ本部ビルを出る間も、夕霧は不平も不満も言わず、ただ透とう明めいな眼まな差ざしをたたえて仲間たちを思っていた。彼女たちの働きの助けになるため、彼女たちが見てくれるかもしれないという思いを頼たよりに、噓うそも本当も見分けがつかない広報活動に黙もく々もくと従うのだった。

　スタジオ──忙いそがしげに動き回るディレクター／既すでに待機している観客／『ＭＰＢ緊きん急きゆう相談室』という看板が設置された派手なセット──可愛かわいらしい小こ悪あく魔ま風ウェイトレス的衣い裳しようを着せられた夕霧の登場に合わせて盛大な拍はく手しゆ／番組のレギュラータレントの一人が司会役で登場。

　元気よく挨あい拶さつ──テレビの向こうにいるかもしれない涼月と陽炎に向けて──夕霧の笑顔。

　司会が番組の趣しゆ旨しを説明──「ＭＰＢには日夜、様々な事件が舞まい込んでくるのです」

　イメージ映像──ＭＰＢに実在する〈黄ゲ色ルのブ・リリスストテ〉の束。

　傷つき悩なやみ、心の苦しみに駆かられ、癒いやしを求めてＭＰＢのドアを叩く者たちの名めい簿ぼ。

　その中からＭＰＢ広報部が厳選した人物を、スタジオに招来。

「ではご登場いただきましょう！」司会の叫び──観客の歓かん声せい／拍手。

　颯さつ爽そうと登場した小こ柄がらな白人男性が、病院の受付みたいなカウンターを挟はさんで、夕霧と向かい合って着席──感激もあらわに挨拶。「初めまして。ああ、本当に夕霧ちゃんだ」

　にっこり。「初めまして♪」

　司会。「さあ、さっそくお聞きしましょう」

　男──深刻／必死／希望に輝かがやく目。「大変な事件です。このままでは我が国の大統領が、オーストリア政府によって拉ら致ちされてしまいます」

　観客──ディレクターが指示する前に噴ふき出す／笑いを零こぼす。

　きょとん。「そうなんですかー」

　男。「私がそれを知ったのは、二年前の秋のことでした。観光用馬フイア車カーの厩きゆう舎しやの掃そう除じをしていたとき馬ば糞ふんの中から地図の断だん片ぺんを見つけたんです。私はその断片を集め、修復しました」

　汚きたならしい紙をセロテープで貼はり合わせたものをポケットから取り出す。

　観客の呻うめくような声──司会のびっくりした顔。

　夕霧──真顔。「それは大変でしたねー」

　男──真顔。「はい。全すべての断片を集めるのに一年以上かかりました」

　どう見ても雑誌やチラシの切れ端はしをつなぎ合わせたものにしか見えない〝地図〟を手に、男は簡潔に、オーストリア政府がひそかに雇やとった誘ゆう拐かい集団が、いかにして市バスで通勤する大統領を拉致する気であるかを語った。爆ばく笑しようする観客と司会とディレクターと千々石をよそに、夕霧はただ話を聞いていた。噓が本当になってしまった人間の切実な物語に、耳を傾かたむけ続けた。

　そして最後に、夕霧は言った──真しん摯しに。「お話ししてくれて、ありがとうございます」

〝地図男〟の目に涙なみだが浮かび、ぽろぽろ零れた。「聞いてくれて、ありがとう」

　感かん涙るいの笑顔──〝ミリオポリスの平和を守る夕霧ちゃんに市民を代表して感謝〟しながら男は去っていった。

　その次に登場したのは、さっぱりした身なりの綺き麗れいな女で、鳥かごを抱かかえていた。

　夕霧の前に着席──悲しみの顔で事件を報告。「私、バーである男性と知り合ったんです。その人は自分の素す性じようを何も喋しやべりませんでしたが、偶ぐう然ぜん、知ってしまったんです。実はその人は、サダム・フセインでした」

　爆笑の渦うず──ただ一人、きょとんとなっている夕霧。「そうなんですかー」

　女は、その男が好きだったカナリヤを、男が「お前にはうんざりだ。二度と追いかけてくるな」と吐はき捨てて急に姿を消してしまってからも代わりに飼い続けていたが、あるときカナリヤの鳴き声が「フセイン、フセイン」と言っている気がして鳥かごを解体してみたところ、鳥の糞の受け皿の裏側の傷が、アラビア語に見えたのだという。

　気づいたらカナリアは開けっ放しの窓から外界へ飛び去ってしまっていたが、代わりに女は真実を得たという。「彼が私から去ったのは、サダム・フセインだったからなんです」

　夕霧は真摯にうなずいた。「そうだったんですかー」

　切々と語り続けた女は、最後にハンカチで涙を拭ぬぐい、鳥かごを差し出した。「聞いてくれてありがとう。やっと、彼を忘れられそうです。この鳥かごは証しよう拠こ品として受け取って下さい」

　夕霧──丁てい寧ねいに受け取って。「大切なものなのに、ありがとうございます」

〝鳥かご女〟はかぶりを振ふり、あなたが受け取ってくれるなら、と微笑ほほえんで去っていった。

　最後に登場したのは、無ぶ精しようひげの目立つ青白い瘦やせぎすの男で、びくびくしながら夕霧の前に座り、こう言った。「私は殺されるかもしれません」

　夕霧──じっと男の目を見つめて。「それは大変ですねー」

　男──大きな紙に、赤と黒のマジックで描えがかれた〝設計図〟を開帳。「これは、私がある仕事をしていたときに、偶然、見てしまったものなのです」

　子供が描いた花畑の絵みたいな〝設計図〟──観客の笑い／司会の笑い／真顔の夕霧。

〝設計図〟の中心に赤い数字──〈６６６〉。

　男は孤こ児じで、子供の頃ころから原子物理学者に憧あこがれていたが、養父母が敬けい虔けんな信しん仰こう心の持ち主だったため、神の創つくりし世界の重箱の隅すみをつつくような道は諦あきらめざるを得なかった。そして、この都市が未成年に与あたえた労働の権利に従い、養父母から命じられるまま、日雇いの仕事で得た金を〝イエス様への貢みつぎ物〟として養父母に渡わたす日々を送っていた。

　男──怯おびえた目／ささやくような声。「ですが実は、本当は物理学の道を諦められず、こっそり独学していたんです」

　夕霧──相づちを打つこともせず、男の目の奥にちらつくものを注視。

　あるとき男は、建設現場で働いていた際、番号〈６６６〉と刻印された〝謎なぞの滑かつ車しや〟を見たという。それは巨きよ大だいな重量を支えるしろもので、高さ二百メートルから三百メートルの辺りで、別の構造体と連結する仕組みになっているのだった。いったい何のための装置か？　興味を引かれた男は、断片的に目にしたものを、独学で習得した計算式に従って、設計図に起こした。

「大変なことが分かったんです」男──恐きよう怖ふで今にも失神しそうな顔。「その構造体と連結された〈６６６〉はなんと、巨大な電子レンジに変へん貌ぼうするんです！」

　大だい爆ばく笑しよう──スタジオに満ちる愉ゆ快かいな声にもかかわらず、夕霧は無言で男を見つめ続けている。

　ふいに立ち上がる男──勇気を振り絞しぼった叫さけび。「この電子レンジは恐おそろしい炎ほのおを発生させる！　大爆発だ！　この都市が消えてなくなるほどの物凄い波が飛んでくる！」

　笑いが止まらない観客／司会──男は悲ひ壮そうな顔で〝設計図〟を差し出した。

「あなたになら、これを渡わたしても良いと思ったんです。たとえ、そのせいで……殺されても。あなたなら、きっと、この都市を救ってくれる」

　受け取る夕霧──ただ相手の怯えた目を真まっ直すぐ見つめ返し、こくんとうなずいた。

　司会が〝電子レンジ男〟を退場させる──とぼとぼと去る男。

　その背を、夕霧はじっと見ていた。

　最初の二人は、〝みんなが聞いている〟こと、〝夕霧が聞いてくれている〟ことに、喜びを感じながら去っていった。けれども、最後に登場した男だけは違ちがった。

　誰かに喋ってしまったことへの、恐怖と絶望が、その背にあらわれていた。




　ふいにセットの照明がオフになる──カメラが一いつ斉せいに待機位置に戻もどされる。

　ディレクター。「休きゆう憩けいに入りまーす」

　司会。「いや、最高だね、この番組」

　千々石──くねくね近づいて。「おつかれさまでした。ほら、夕霧ちゃん。ご挨あい拶さつは？」

　番組スタッフ──出演者が置いていった品を楽屋へ運ぼうとする／夕霧が最後に受け取った〝設計図〟を握にぎったままなので、二つの品だけ持ってゆく。

「どうしたの、夕霧ちゃん？」

　くるりと振り返る夕霧──司会と千々石に向かってお辞じ儀ぎ。「おつかれさまでしたー♪」

「二十分後に再開よ。三週続けてのゲストコーナーですからね。それにしても、お客さんのウケようったら凄すごいわ。出演者を厳選した甲斐かいがあったというものね。──夕霧ちゃん？」

　てくてく歩き去る夕霧──手に〝設計図〟／スタジオの外へ。

「おトイレなら出て右よ」不ふ審しんそうに後を追う千々石。

　だが夕霧はスタジオを出ると、左へ向かっていた。

　一いつ般ぱん出演者が待機する部屋の前で、先ほどの〝電子レンジ男〟がエレベーターに乗り込むのを発見──ドアが閉まるちょっと前に、その手が最下層のボタンを押すのを確かく認にん。

　夕霧＝早足──エレベーター脇わきの非常階段を素す早ばやく降りてゆく。

　千々石＝通路を追ってくる。「夕霧ちゃん？　おトイレは右よ!?」

　夕霧はスタジオのある四階から地下まで飛ぶように駆かけ降り、一般来客用の駐ちゆう車しや場へ出た。

　いったい自分が何を追いかけているのか明確に理解することなく、夕霧はただ、その持ち前の電波的直感に従い、ここに来たはずの〝電子レンジ男〟を捜そう索さく。

　どこかで車のキーを解除する音──さっとそちらへ足を運ぶ。

　コンクリートの柱の向こう──古ぼけた軽自動車のドアを開く〝電子レンジ男〟の姿。

　早さつ速そくそちらへ歩み寄ろうとしたとき、軽自動車のそばに停とめられていた黒いバンの後部座席から、地味なスーツに身を包んだ二人の男が現れ、夕霧よりも先に〝電子レンジ男〟に接近。

　振ふり返る〝電子レンジ男〟──両手を挙げる。「やめて──」

　パシュッ、パシュッ。

　音／閃せん光こう──男の一人が突つき出した銃じゆう＝消音器。

〝電子レンジ男〟の体がのけぞり、そして力なく倒たおれた。

　男たちが、はたと立ち止まった。

　じっと目を見開いて死体を見つめる夕霧──その視線が、二人の男たちを向いた。

〝電子レンジ男〟を撃うった方が、素早く銃を構えた。

　もう一方が慌あわてて制止。「よせ、特甲トツコー児童だ！」

　パシュッ──閃光。

　その一いつ瞬しゆん前──跳ちよう躍やくした夕霧が、〝設計図〟を握りしめたまま天てん井じようを蹴けり、弾だん丸がんのように男たちに向かって飛来。

　タイヤが床ゆかをこする金切り声のような音──黒いバンが突っ込んできて男たちの盾たてに。

　ダン！──黒いバンの車体を蹴ってかわす／宙を舞まう／難なく着地。

　けたたましいタイヤの擦さつ過か音──黒いバンのドアが閉まる／二人の男を乗せて走り去る。

　夕霧は、黒いバンが駐車場から出て右へ折れるのを見届けてから、足あし下もとへ目を向けた。

〝電子レンジ男〟──顔面に開いた二つの弾だん痕こん。哀あわれみを請こう目が、夕霧を見ていた。

　手にした〝設計図〟が、まるで男に代わってささやくよう。

〝都市まちを救って〟。

「夕霧ちゃん!?　おトイレは右──」声──絶ぜつ叫きよう。「ひいっ!?　ひっ、人がっ、人が死んでるわぁっ！」

　どさり──気絶する千々石。

　そのとき既すでに、夕霧は疾しつ走そうを開始──またたく間に駐車場の外へ／小道に飛び込む。

　跳躍──両側のビル壁かべを蹴り上がって屋上へ。

　そしてその透とう明めいな眼まな差ざしで数キロ先を走る黒いバンを確認するや、凄すさまじい勢いで宙へ飛び出し、隣となりのビルの屋上から、さらにその先のビルへと跳とび渡り、逃にげ去る殺人者たちの後を、真まっ直すぐに追いかけてゆくのだった。







[image: 第肆章　衝撃を与えないで下さい]







　　　　壱いち




　ミリオポリス第ラ三イヒ十リー一ズイ区ング──ウィーンの森の南西部／幹道から外れた一角。

　かつて石せつ膏こうの採さい掘くつ場／大戦中はナチスの戦せん闘とう機を製造する秘密工場だった地底湖ゼーグロッテから一キロほど西──小規模なワイン工場。

　早朝──森深い一帯／しんと静まりかえった空気。

　ユーリーの指揮下、十一＋一名が、ワイン工場を包囲。

　平屋根の工場──西側に小川／東側の空き地に車の群れ。

　入り口──かたぎには見えない数人の男たち＝ロシア人。

　徹てつ底てい的に潰つぶされたシンジケートの残党が〈ウラジャーイ〉のもとで再起を図はかるべく集合。

　斥せつ候こう＝機械の目のヴァシリー／のっぽのイヴァンの報告──西側＝工場裏手の倉庫に運び込まれた重火器／小型軍用機体／ロケット弾／森に隠かくしてあった武器。

　突とつ如じよとして来らい襲しゆうしたユーリー一派への復ふく讐しゆうに燃えたぎる荒あらくれ者たち×三十余名。

　同倉庫内に、念願の目標であるトレーラーが存在する可能性大。

　軍服を着た戦争の犬の群れが、音もなく工場へ接近。

　最年少のピョートル──北側の森のトラップ／工場のフェンスの警報を解除＝にやり。

　ずんぐりニコライ──工場の壁をロープ一本でよじ上り電気・通信系統を操作＝むっつり。

　北と東から侵しん攻こう＝典型的なＬ型侵攻／十字砲ほう火か。

　北側──篤とく信しん家のワーニャ＝ライフルの銃身にペイントで十じゆう字じ架かと賛美歌を記している。

　詩人のワシリー＝ライフルの銃身に自作の詩。

　浪ろう費ひ家のセリョージャ＝ライフルの銃身に今月の給料。

　彼らの背後──顔にＬ字傷のフェージェ／青い瞳ひとみのアストロフ──狙そ撃げき態勢。

　東側──黒い手て袋ぶくろを外したユーリー＝左手に軍用ショットガン。

　指揮官の背後で合図を待つ、巨きよ漢かんのヨシフ／ヒゲ面づらのゲルツェン──完全武装。

　一人だけ素す手での涼月──ＭＰＢの制服／好戦的な鋭するどいおもて／駆け巡めぐるアドレナリン。

《準備が整った》

　ユーリーの無線通信＝導火線の火──爆ばく発はつ的な突撃まで秒読みの態勢。

《今が報むくいのときだ。──やれ》

　号令──工場入り口でうろつく見張りの二人の頭が打ち抜ぬかれて血ち煙けむりが舞まった。

　フェージェとアストロフの正確無比な狙撃──続けて前庭にいた数人が倒れるとともに、東側から、ヨシフとゲルツェンが全く交こう渉しようの余地のない一方的な急襲を仕し掛かける。

　森から飛び出す涼月──跳躍／獰どう猛もうな唸うなり。「転送を開かい封ふう」

　エメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきとともに、漆しつ黒こくの四し肢しへ変へん貌ぼうした少女が、一いつ瞬しゆんでフェンスを跳び越こえ、敷しき地ち内に突撃敢かん行こう──入り口付近の車を、中にいた運転手ごと殴なぐり飛ばした。

　車が宙を舞って工場の壁に激突──爆発炎えん上じよう／武装した男どもへワン・ツー＝血の嵐あらし。

　ヨシフとゲルツェンとともに敷地内に走り込んだユーリー──指示を出しつつ発砲・発砲・発砲＝トラックの陰かげに逃げ込んだ男たちが、山積みのワイン樽だるごと肉体を吹ふっ飛ばされる。

　朝の森の匂におい／血の臭におい／銃じゆう火かの臭い／ワインの芳ほう香こう──全すべてごちゃ混ぜで渦うずを巻く。

　素早く散開しようとする敵へ、北側から熾し烈れつな銃撃──ワーニャ＝祈いのりの声／ワシリー＝詩の朗読／セリョージャ＝借金の利子の暗算。

　ずんぐりニコライの恐おそろしく機き敏びんな動き──工場の屋根から降りて対人地じ雷らいを設置／倉庫から走り出してきた数人の男たちをまとめて吹っ飛ばす──むっつり。

　工場の裏口のドアを突破用爆薬で粉ふん砕さいするピョートル──にやり。

　ドアからヴァシリーとイヴァンが突入／後に続くピョートルとニコライ。

　ロケット弾だんを放とうとした敵が寸前で撃うち殺され、拍ひよう子しに発射された弾頭がくるくる舞いながら倉庫の屋根を爆破／屋根裏部屋が音を立てて崩ほう落らく。

　そこら中で起こる撃ち合い──敵も味方も、徹底的に訓練された秩ちつ序じよある兵士たちの動きが、これほど激烈な混こん沌とんを生み出すのかと驚きよう嘆たんする涼月。

　フェージェとアストロフが狙撃でフォローしつつ敵の動きを報告──矢や継つぎ早ばやに指示を出しながら威い風ふう堂々と侵攻するユーリー──灼しやく熱ねつの手刀を一閃＝人も物も平等に両断。

　青い炎ほのおを発する手で建物の壁を撫なでながら歩く──あっという間に火災が発生／工場脇わきの事務所が炎上／火に炙あぶられて転がり出てきた男たちへ順番にショットガンの一撃を見舞う。

　工場裏手──西側倉庫へ集中的に侵攻を開始。

　ふいに倉庫手前の地下蔵の蓋ふたが弾はじけ飛び、ずしん！　と地面を響ひびかせて大物が登場。

《〝カニクラーブ〟が出ました》フェージェの報告。《目標を防衛。こちらの進路を塞ふさがれます》

　ロシア製の軍用機体──山さん岳がく用駆く逐ちく兵器。二人乗り／灰色の扁へん平ぺいな装そう甲こう／平地を進むための車輪／岩山を進みながらありったけの武器を駆使するための脚きやく部ぶ兼けんアームが六対＝それぞれに自動照準装置つきの機銃を搭とう載さい／背に兵員輸送用の籠かご＝無人。

　カニクラーブと言うより巨大な灰色をした鋼鉄製の蜘蛛くもの化け物といった感じ。

　工場内にいた敵からロケット弾を奪うばったヨシフが素早く狙ねらいをつけて発射──軍用機体の左側アーム×三が自動的に照準を合わせて迎げい撃げき／飛来した弾頭がいともたやすく宙で炸さく裂れつ。

　そして雨が真横に降ってきたような機銃掃そう射しや──機敏に撤てつ退たい・退たい避ひ・迂う回かい。

《四方から攪かく乱らんしろ》ユーリーの指示。《止まるな。最新の探査装置で壁かべ越ごしに撃たれる》

　たちまち工場の壁が弾だん痕こんでまだら模様に塗ぬり替かえられる──フェージェとアストロフが、対物侵しん徹てつライフルの一撃を軍用機体に浴びせ、貫かん通つうしきれない弾痕を二つ三つと叩たたき込む。

　いささかも慌あわてずに散開する戦争の犬たち──無線通信で対策を決定／いまだ半数が生き残っているシンジケートの連中を確実に撃ち倒たおしながら、軍用機体を所定の位置におびき出す。

　ずんぐりニコライ──ワイン樽を固定するためのワイヤーの束をせっせと仕掛け、一いつ端たんを束ねて敵の車両やトラックのテールに結びつける。

　トラックのキー穴を解体してエンジンをかけるピョートル──にやり。

　アクセル──走り出すトラック／続けてニコライがジープを発進。

　軍用機体に向かって撃ちまくっていたヨシフとゲルツェン／ヴァシリーとイヴァンが撤退。

　ヨシフたちを追ってくる軍用機体──ひゅんひゅんとワイヤーが空を切る音。

　騒そう音おん──トラックとジープが引っ張るワイヤーの束が、軍用機体のアームの大半に絡からみつく／縛しばり上げる／引っ張る／ねじ曲げる。

　トラックとジープから降りるピョートル＋ニコライ。

　ヨシフ＋ゲルツェンと入れ違ちがいで飛び出す涼月──目の前の地面をひとなぎする機銃掃射／弾丸が顔のすぐそばを飛び抜ける／まるで気にせず／通つう称しよう〈耳飾りオーア〉と呼ばれる装置の出力を最大に＝目に見えない抗こう磁圧のヘルメットが発生して頭部と胸部を保護。

　拳こぶしを振ふりかぶる──雷撃最大値のアッパーカット。

　軍用機体の側面下部にヒット──機体が斜ななめに浮うき上がり、工場の壁へ激げき突とつ。

　その腹へさらに左ストレート──魚雷に等しい衝しよう撃げき／工場の壁が崩ほう壊かい／機体が工場内へ。

　倒れた軍用機体のハッチが開き、超ちよう振しん動どう型雷撃器の衝撃でめちゃくちゃに揺ゆさぶられた搭乗員×二名が、血の泡あわを吐はきながら出てくる。

　ヴァシリーとイヴァンの、鋭するどい切れ味のライフル射撃がとどめを刺さした。

　さっと外へ撤退する二人──入れ違いで涼月が壁の穴から工場内に＝その背後で、生き残ったシンジケートたちによる激しい銃撃／飛来するロケット弾。

　爆ばく炎えん──ボトルが砕くだけ散り、むせ返るような白ワインの香かおりが辺りに充じゆう満まんする。

　やべ、酔よっぱらっちまう──涼月＝下戸。

　ベルトコンベアーの陰に飛び込みつつ、再び屋外へ飛び出すタイミングを見計らう。

　軍用機体を始末したと同時に、ユーリーたちは倉庫内へ突入したはず。

　妙みような空白──何秒か経過しても、最終的な敵の掃討の合図が来ない。

　かと思うと、ふいにユーリーの無線通信＝ロシア語。《アトヴェスチィーチ！》

　やけに鋭い声──ぽかんとなる涼月。

《ニェット・デェラヴァーヴァ？》ヨシフの声。

　ユーリーの返答──断固とした響き。《ニェット。ナム・ニ・モージュナ・サグラスィーッツァ・ナ・タキーエ・ツェーヌィ》

　割り込む涼月。《なんだ？　どうしたんだ？　トレーラーは？》

　完全無視──ユーリー。《アトヴェスチィー。カーク・モージュナ・スカリェーイェ》

　ヨシフ。《クダ・ヴィ？　パトパルコーヴニク？》

　ユーリー。《プリマーヤ・ダローガ──ドヴァツァツィ・スェヂモーイ・クヴァルタール。サーマヤ・ヒジナ》

　ふいにゲルツェン。《ニエット・スプートニカ・ラズヴェーチカ・トージェ？》

　ニェット──ロシア語の否定語／何かがない、何かをやめる、何かを否定する。

　思わず耳を澄すます──声にこもる強い感情／迫せまり来る銃じゆう撃げきの音よりも危機的な感じがした。

　ユーリー。《ニェット・デェラヴァーヴァ！　アトヴェスチィー！》

　ヨシフ＋ゲルツェン。《ダー》《ダー》

　ダー──ロシア語の肯こう定てい語／はい、よし、分かりました、ＯＫです。

　おいおい、なんだ？　何に納なつ得とくしてんだ？

　一いつ拍ぱくの沈ちん黙もく──耳を澄ます／得体の知れない嫌いやな予感／思わず通信に割って入る。

《おいっ、何のんびり相談してんだ？　敵はまだ撃うちまくってんだぞ？》

《涼月》ユーリー──突然のドイツ語。《よく戦った。残念だが、ここでお別れだ》

　咄とつ嗟さに頭の中が真っ白になる感覚に襲おそわれた。《…………は？》

　かすかなノイズ──回線を操作する音／ユーリーの声。《我々は撤退する》

《ちょ……ちょっと待て！》思わず身を乗り出す──すぐそばを弾丸が飛んでゆく。《いきなり何言ってんだ？　トレーラーは？》

《倉庫の中にある。お前たちにとっても重要なものだ。必ず確保しろ》

　窓辺へ走り寄る──前庭／入り口／倒れた死体／ユーリーたちの姿はどこにも見えず。

　ユーリー。《我々はここでの役目を果たした。一つだけお前に教えよう。トレーラーの所有者は〈タフタ〉だ。それがグループの名だ。生き残って主人に知らせろ、〝黒チエルいノ・サバ犬ーチカ〟》

《ふっ……ふっざけんなっ!!》

　怒いかり──気が遠くなりそうなほどの。

《どこだっ、中ちゆう佐さ！　ヨシフ！　ゲルツェン！　ヴァシリー！　イヴァン！　ピョートル！　ニコライ！　ワーニャ！　ワシリー！　セリョージャ！　フェージェ！　アストロフ！　誰か返事をしやがれ、くそったれっ！》

　ぷつん──完全な沈黙＝回線の遮しや断だん／無線通信への全すべてのアクセスが途と切ぎれる。

　建物の外では、自分一人に向かって、大勢の男たちが見境なく銃を撃ち続けていた。




　激げき怒ど──史上まれに見るマジギレ。

　壁をぶち破って砲ほう弾だんのごとく飛び出してきた涼月の言葉にならぬ怒声──狙ねらい澄まして撃ち倒そうとする男へ一いつ瞬しゆんで接近──正面から銃器ごとその生命を粉ふん砕さい。

　疾しつ走そう／跳ちよう躍やく──今や孤こ立りつ無む援えんの状じよう況きよう下で、完全武装の男たちのど真ん中へ猛もう然ぜんと飛来。

　乱らん舞ぶと呼ぶべきフットワーク＝殴なぐる／殴る／殴る／殴る──至近距きよ離りで銃撃をかわし殴る。

　正面から迎げい撃げきする一団──右へ回り込もうとする一団。

　十字砲ほう火かの的になりかけたとき、にわかに工場の壁を貫つらぬいて多数の銃火が襲しゆう来らい──回り込もうとした一団が一挙になぎ倒たおされた。

　咄嗟にユーリーたちかと思ったら、いったい何がどうなったのか、先ほど搭乗者を始末したはずの軍用機体が身を起こし、ワイヤーを絡からみつかせながら工場から出てきて機銃を掃そう射しや。

　しかも涼月を狙わず──いきなりの襲撃に倒れる男たち。

　驚おどろくべき事態だが、驚いてなどいられない涼月の猛攻──最後の数名へ疾風のごとく突撃。

　血の雨──粉砕された腕うでや頭が宙を舞まった。

　すかさず向き直ってファイティングポーズ──ぎしぎしアームを軋きしませながら近づいてくる軍用機体＝そのハッチに引っかかっていた搭乗者の死体が転がり落ちる。

　ずしん──アームであり脚きやく部ぶである歩行装置が膝ひざをつく。

　エンジン停止──作動停止／全ての機銃が下を向いて攻撃を止めた。

　そろそろと後ずさる涼月──暴走か？　ユーリーたちの遠えん隔かく操作か？

　考えても分からない疑問──すぐさま放ほうり出し、開きっ放しの扉とびらから倉庫内へ。

　うずたかく積み上げられたワイン樽だる／武器弾だん薬やく／麻ま薬やく──そして巨きよ大だいなトレーラー。

　歩み寄る──トレーラーの荷台にペイント＝どこかで見た、有名な絵画のプリント。

　アダムとイブとリンゴを渡わたそうとする一匹ぴきの蛇へび。

　ちょうどでっかいリンゴと蛇の辺りで、後部扉が開いている。

　用心しつつ中へ──しんとした車内／何かの稼か働どう音。

　一見して呆あつ気けに取られた。

　びっしりと積み込まれたコンピューター類／何か複雑な形状をした電子機器／ガラス管／大きなガラスの箱──内側を向いた手て袋ぶくろ＝中の物を直接触さわらずに操作するためのもの。

　まるで潤じゆん沢たくな予算に恵めぐまれ、最新機器を片っ端ぱしから導入した、どこかの研究所。

　その中央のテーブルに、何かの模型が、どんと鎮ちん座ざしている。

　何となく、遺伝子の螺ら旋せんモデルを連想させるしろもの──中心に井い戸どの釣瓶つるべみたいな滑かつ車しや。

　滑車に、紅い文字で記された数字──〈６６６〉。

　敬けい虔けんなキリスト教徒なら思わず十字を切りたくなる悪あく魔まの数字──それを見た途と端たん、妙みような寒気を感じて、ぞっとなった。

　やれやれ──意味分かんねー。

　不ふ吉きつな気分を振ふり払はらってトレーラーの外へ──辺りを見渡す。

　敵なし、味方なし、帰りの車──おそらく、なし。

　またぞろ、ふつふつと怒りが沸わいてきた。いったい何がどうなってユーリーたちが消えたのか、さっぱり分からない。このトレーラーがいったい何であるのかも分からない。

　一つだけ分かるのは、このままで済ませてなるものかという、溶よう岩がんのように燃えたぎる思い。

「ぜってぇー……ぶっとばす」

　低く凶きよう暴ぼうな唸うなりを零こぼしながら、累るい々るいたる死者に背を向け、まだ燃えている工場を後にした。




　　　　弐に




　ミリオポリス第レオポ二ルトシ区ユタツト──ドナウ川沿いの空き地。

　黒いバンの周囲に三人の男たち──〝電子レンジ男〟を襲った二人が手袋をはめて念入りに指し紋もんを拭ぬぐう間、運転していた一人がナンバープレートと車体番号を取り外していた。

「念のため車を焼く。顔を見られたのはまずかったな」外した車体番号を麻あさ袋ぶくろへ放り込む。

「監かん視しカメラは停止させていた。死体と銃じゆう弾だん以外、物的証しよう拠こはない」ドアを拭っていた布を同じ麻袋へ捨てる──もう一人を振り返る。「銃も始末しておけ」

〝電子レンジ男〟を撃うった男が懐ふところから銃を抜ぬく──車を拭ふいていた布にくるんで麻袋へ入れる。「情報がもっと早ければテレビ出演の前に始末できたものを」

　麻袋の口を縛しばりながらかぶりを振る。「仕方ない。まさかテレビに出るとは誰も予想していなかった。あの男の家族を始末する際、出演通知書を発見してやっと分かったのだから」

　着信音──銃を捨てた男が携けい帯たい電話を開く＝メール。「〈キャラバン〉のロートヴィルトから本部に連れん絡らくがあった。〈６６６〉は無事に輸送され、最後の工程に入ったそうだ」

　トランクからプラスチック製の給油ポンプを取り出す──バンの給油口を開く。「〈タフタ〉はトレーラーを放ほう棄きすると聞いたが、大だい丈じよう夫ぶなのか？　放射能の危険は？」

　携帯電話をたたむ。「心配ない。我々は完成した〈６６６〉の最後の輸送を行う」

　ポンプを手にした男がうなずき、タンク内のガソリンを汲くみ上げ、車体にかけた。

　携帯電話を持っている方が手袋を外して一つの塊かたまりにし、車に乗せた。

　もう一人も同じように手袋を塊にするとそれに火をつけ、放り投げた。

「すぐに迎むかえの車が来る。第二駐ちゆう屯とん部隊と合流しさえすれば我々に手を出せない──」

　三人が黒いバンに背を向ける。

　小悪魔風ウェイトレス衣い裳しようの少女が、十メートルほど先に、ぽつんと立っていた。

　一瞬の沈ちん黙もく。

　どさり──一人の手に握にぎられていた麻袋が落ちた。

　先ほど銃を捨てた男が最初に我に返った。慌あわてて懐を探さぐり、ついで麻袋へ目をやった。

　ドカン！

　黒いバンが激しく燃え上がる音──三人がぎょっとなって身を伏ふせる。

　疾しつ走そう──夕霧。

〝設計図〟を握りしめ、無表情のまま弾丸のごとく迫せまる少女の姿に、一人が後ずさる／一人が銃を求めて麻袋の口をほどく／一人が仰ぎよう天てんしながら銃を抜く。「特甲トツコー児童だ！」

　銃声──その寸前、凄すさまじい勢いで横へ跳とんだ夕霧が、フリーキックされたラグビーボールなみに跳ちよう躍やく──銃を掲かかげる男の頭へ回し蹴げり。

　ボキッという音──男の頭ず蓋がい骨こつがひしゃげ、首が得体の知れない角度に曲がった。

　一人がやっと麻袋の中から銃を引っ張り出す──一人が身を翻ひるがえし、燃える車に突つっ込みそうになって悲鳴を上げる。

　衝しよう撃げき──ダークパープルのニーソックスを穿はいた膝ひざ頭がしらが、銃を構えようとした男の顔面に鉄てつ槌ついのごとく打ち込まれた。顔の骨が丸ごと砕くだけ、衝撃で脳のう挫ざ傷しようを起こし、一瞬で命を絶たれた手から、銃と携帯電話が落ちて河岸のコンクリートの上を転がった。

　絶ぜつ叫きよう──物もの凄すごい勢いで逃にげ去ろうとする最後の一人を、着地した夕霧がすかさず追いかけようとしたところへ、エンジン音──四輪駆く動どうの青いフォードアセダン。

〝迎えの車〟が猛もうスピードで迫り、真横から夕霧に激げき突とつ。

　ゴン！　という鈍にぶい音とともにフロントが盛大に凹へこみ、小こ柄がらな少女の体が宙を舞まい、ボール紙が手から離はなれ、河岸の向こうへ飛んでいった。

　水しぶき──夕霧が河かわ面もから消えた。生き残った一人が、へたへたとうずくまり、車から現れた男たちが大急ぎで死体をトランクに入れ、麻袋と一いつ緒しよに脱だつ力りよくした男を車内に押し込む。

　ビチャッ。

　コンクリートの河岸で湿しめった音──男たちがぎょっとなって振ふり返り、小さな右手が這はい上のぼろうとしているのを見た。

　ついで、ビチャッと音を立てて左手が出た。

　先ほど生き残った男が車から顔を出す──その口から布を引き裂さくような悲鳴が迸ほとばしる。

　ずぶ濡ぬれの少女の顔がぬっと現れる──男たちが一いつ斉せいに車の中に飛び込む。「逃げろ！」

　夕霧がゆっくりと河岸に立ち、猛然と走り去る青いセダンを目で追った。対岸へ渡わたる橋の方へ向かうのを見届けてから、おもむろに移動を開始しようとして──ふと足下を見た。

　髪かみの先からぽたぽた落ちる水すい滴てきが、そこに転がる携帯電話を濡らしている。

　ひょいと屈かがんで拾う──画面を開く／最新の着信データ。

　メール──意味不明な言葉／何となくどこかで見たような数字。

　携帯電話をポッケに入れる──先ほど落としたボール紙に歩み寄って拾い、丁てい寧ねいに開く。

　赤と黒のインクで描えがかれた〝設計図〟──螺ら旋せん状に並ぶ花畑のような丸や四角。

　その中心に数字──〝滑かつ車しやの刻印〟。

「六ゼクス……、六ゼクス……、六ゼクス……」

　それから夕霧はボール紙をきちんと畳たたむと、車が走り去った方へ、元気よく駆かけていった。
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　ミリオポリス第インネ一レシユ区タツト──ロシア大使館。

　タクシーに乗って帰き還かん──途と中ちゆう、ＰＤＡで副長に事態を報告。

　あまりの間ま抜ぬけぶりに言葉もないというような溜ため息いきを返される──本気でむかつく。

　タクシーのレシート──副長に請せい求きゆうする気まんまん。

　大使館内へ怒いかりの足音とともに入り、勢いよく〝作戦司令室〟のドアを開く。

　棒立ち──もぬけの殻から／全すべての機材が跡あと形かたもなく消えていた。

　猛もう烈れつな怒りがこみ上げてくる。もう少しでそこらの壁かべを殴なぐり壊こわしかけたところへコール音。

　副長。《確かく認にんが取れた。ロシア政府は捜そう査さが完かん了りようしたとしてスタリツキー中ちゆう佐さおよびその部下に帰国を命じた。なお、発見されたトレーラーはＭＰＢが確保した。内部の調査はまだこれからだが、お前がスタリツキー中佐から聞いたという〈タフタ〉の実在が判明した。国際法で禁じられた、違い法ほうな科学を売り物にするジプシーたちだ》

　眉まゆをひそめる。「ジプシー……？」

《過去に同集団から科学知識を購こう入にゆうした者たちの証言によればな。本当にジプシーであるかは不明だが、高度な科学知識を有し、世界各地を移動し続ける集団であることは確かだ。〈タフタ〉の介かい在ざいを前提にした途と端たん、マスターサーバー〈刕レイ〉の試算で、核兵器の完成率が桁けた違ちがいに跳はね上がった》

「……そいつらが人工衛星の原げん子し炉ろで、核兵器を作る方法を教えたってことですか？」

《そもそも人工衛星を落下させる方法を考案した可能性もある。武力を持った敵ではないが、むしろ千人のテロリストよりも危険な存在だ。トレーラーは確保されたものの現場にあった死体はほとんどシンジケートの構成員だった。〈ウラジャーイ〉も〈タフタ〉もいない。つまりトレーラーは放ほう棄きされたと見るべきであり、核兵器の製造を食い止めたわけではない。現在、特捜部隊が原子炉を追つい跡せきし続けている。先の現場で〈キャラバン〉という名めい称しようが確認されたが、いかなるグループであるかは情報待ちだ》

　長々とした説明を聞きながら、ぶらぶら部屋を移動──自分にあてがわれていた一室。

　そこだけほったらかし──自分の荷物がそのまま置かれている。

《中佐がなぜ現時点で帰国を命じられたかは、こちらで調べる。貴様は一刻も早く──》

「追っかけてって、ぶっとばします」

　確信に満ちた声──副長にもそれと分かるように。

《……心当たりがあるのだな？》

「あいつらは、きっと、あたしには分からないと思ってますから」

《一時間だ。じきにＢＶＴが全面的に捜査を主導し始める。出動する軍に、捜査権を譲ゆずり渡すためにな。猶ゆう予よはない。出来る限りの支し援えんは行うが、単独で捜査せねばならんぞ》

　工場でいきなり孤こ立りつ無援にされたときの情景が甦よみがえる。

　自分一人に迫る見境のない銃じゆう撃げき──だが恐きよう怖ふはゼロ／あるのは百二十％の憤ふん怒ぬのみ。

「了解ヤー」

　通信アウト──荷物をその場に残し、全身が鋭するどいナイフみたいになりながら部屋を後にした。




　　　　参さん




　ミリオポリス第デ十ープ九リン区グ──地下下水道の一角。

　一人の男が、すぐ脇わきを流れる下水の臭においに顔をしかめながら暗いコンクリートの洞どう窟くつを進んでいる。日に焼けた浅黒い肌はだ／無骨な顔立ち／暗い闇やみをはらんだような黒い瞳ひとみ／短く刈かった黒髪／固く引き結ばれた唇くちびる／鞭むちのように引き締しまったしなやかな体たい軀く／飾かざり気の全くないダークグレーの上下──その背に長大なライフル。

　腰こしに最新の測そつ距きよ器と照準器を携けい行こう／よく手入れされた軍用ブーツ／多機能型の腕うで時計／鉛えん筆ぴつほどの細さで広こう範はん囲いに明かりをもたらす特とく殊しゆなペンライトを掲かかげていながら、大おお股またで進む姿は現代の狙そ撃げき手というより、獣けものを追って山々を駆ける古代の狩人かりうどのような雰ふん囲い気きを発散。

　通路のそこかしこに印──特定の光源に対して浮うかび上がる文字＝〝ＰＲＩＮＣＩＰ〟。

　かつて第一次世界大戦の引き金となった銃じゆう弾だんを放った青年の名＝プリンチップ。

　その文字に従って進行──やがて錆さび果てた扉とびらに行き当たり、歩調をゆるめず押し開く。

　光──地下に設置された、照明／ソファ／絨じゆう毯たん／壁時計／テーブル／調度品／観葉植物。

　まるで高級ホテルの豪ごう華かなロビー。

「よくぞ戻もどった！　我らがサムライ、ロートヴィルト・佐サ脇ワキのお帰りだ！」

　朗々とした歓かん声せい──部屋の奥から現れるずんぐりとした人ひと影かげ＝銀色の防護服。

「……放射能か、リヒャルト」

　男──うろんそうな、世界中の全てのものを突つき放したような声こわ音ね。

「おやおやロートヴィルト、私のことはトラクルおじさんと呼んで欲しいものだ」

　ヘルメットを外す──爛らん々らんと輝かがやく緑の目／特とく徴ちよう的てきな鷲わし鼻ばな／禿とく頭とう／これから月面に行くかのような分厚い防護服。

「せっかく放射性物質など扱あつかっているのだから、それらしい格好で気分を出そうと思ってね。君が慌あわてるかと思ったが、そうでもないようで、いささか残念だ」

　そのままの姿でソファに座る──分厚い手て袋ぶくろで、テーブルのカップを器用につまむ。

「被ひ曝ばくダメージを軽減する拮きつ抗こう剤ざいはたっぷり投とう与よされた。その格好でいたがる方が驚おどろきだ」

　トラクルと向き合ってソファに──用意されていたカップをつかむ／湯気の立ち上るコーヒーを水のように一息に飲み干す。

「おやおや」トラクル──面おも白しろがるような顔。「サムライは何やらご立腹のようだ。同どう胞ほうである日本人たちが揃そろって腹を切ったことで感傷を誘さそわれたのかね？」

「いいや。捨て駒ごまにされるだけの甘ったれた連中だ。難民になった途端、自分たちの国がしてきたことを忘れ、弱者から搾さく取しゆするなとわめいたところで、誰も本気で聞きはしない」

「ふむ──まあ普ふ段だんに比べれば、ずいぶん口数も多いし、感傷的にも見えるがね？」

「クリシュナがやられた。狙撃でだ」

　ぼそりとした声──カップを茶ちや碗わんを扱うような手つきでテーブルに戻す。

「この都市まちとは相あい性しようが悪い。昔から悪くなる一方だ。以前、森で子供を撃うったときは最初の相棒を失った。その前は馬ば鹿かげた９１１ごっこに付き合わされた。そして今度は〈キャラバン〉のメンバーを殺された」

「森？　ああ、医師狙撃事件のときだね」にこにこ笑うトラクル──思い出話に花を咲さかせるように。「その前のハイジャック事件は悪くない仕上がりだった。オーストリア政府が旅客機の撃げき墜ついを決定したのは、なかなかの見物だったと思うがね。どちらにしても君が育った国の大いなる変化を目まの当たりにしたのだから、それなりに思い出深いのじゃないか？　それに、どちらの事件も思わぬかたちでその後に少なからぬ影響の種を残したのだから」

「俺には関係ない。こんな場所は、さっさと核かくで吹ふき飛べばいい」

　無意識にそうしているような動作で胸むな元もとにある物をまさぐる──無機的ですらある、実用一点張りといった服装の中で、そこだけ飾りと呼べるものを首から下げていた。

　何かの牌ブロツク──白い表面に紅い文字。

『中』。

　トラクルの緑の目が、興味深そうにその文字を見つめている。「まあ、この都市が消えてなくなってしまったときは、それはそれで私も少なからず感傷的な気分になるだろう──」

　ふいに奥から足音──ぺちゃくちゃわめく声／ぞろぞろと現れる人影。

「ほんたれ、やっとれんで、リヒャルト。せえかし、トラクルうっさんか？」

　きりっとした風ふう貌ぼうの老ろう婆ば──早口に放たれる、どこの訛なまりか見当のつかない言葉の数々。

「せーかくのトレーラーをぼっさい手放せえて、もったらことして困んのはどよ？」

　老婆の後に続く一団──老女たち／婦人たち／妙みよう齢れいの娘むすめたち／少女たち／幼女たち。一人残らず女性──全員が彫ほりの深い顔立ち／印象的で艶つややかな風貌・姿態・立ち居振ふる舞まい。

「おやおやマチルダ婆ばあさん」トラクル──困ったような笑みで頭を振って。「私のことは、ぜひトラクルおじさんと呼んでくれたまえ。さて、トレーラーについては心配ご無用だ。あんなロシアの追つい跡せきで電子的に汚よごれきってしまったしろものではなく、より〈タフタ〉にふさわしい、さらに高性能なものをプリンチップ社が提供しようじゃないか」

「あれまたしゃ、あしら自分で組み立てんきに、信用せえかしや、なあトラクルうっさん」

「無論だとも。パーツの選定から車内の管理プログラムの構築まで、君たち自身に任せる。ひとまず同タイプのトレーラーを国境付近に用意してあるから、それを使ってくれたまえ」

「すならええで」うんうんとうなずく老婆。「あしら設計てのゆききゃ核分ぶん裂れつごしゃ、九九九九パセふいちょ、せなやバイバイ、ダンケ」

　老婆とその後に続く美しい女性たちの一団は、おそろしく早口な得体の知れない訛りは別として、きわめて優ゆう雅がで毅き然ぜんとした仕草で揃って一礼すると、二人の男を顧かえりみることなく、ぞろぞろと男が入ってきた扉とびらから闇やみの中へと消えていってしまった。

「……〈タフタ〉は何と？」

「トレーラーの件は満足したようだ。また彼女らの設計通りに組み立てれば、九九・九九％の確率で核は炸さく裂れつする。だから、早いところ放射能被曝の影響のない場所へバイバイだそうだ」

「何よりだ。ここが滅ほろぶと思えば、やる気も出る」言葉とは裏腹に興味のなさそうな顔。

「それはそれは、私こそ何よりだ。原アトー子ムレアク炉トーアは無事にチェチェン人による〈ジョハルの手〉が握にぎった。〈タフタ〉は去り、じきに最後のグループが動き出す。ＢＶＴが捜そう査さの指揮権を支配しようとするのが、その前兆となるだろう。今こそ、この私という存在と同じくプリンチップ社が大々的に出資した世界最強の戦術指導者集団〈キャラバン〉のお披ひ露ろ目めのときだ。ともに核の恐きよう怖ふをもって、世界に激げき震しんをもたらす狼煙のろしを上げようじゃないか」




　もう、どうにでもして。

　陽炎の切実な思い＝現状をどうにか受け入れるための諦てい念ねん。

　ミリオポリス第デ十ープ九リン区グ──旧第二浄じよう水すい場。

　今は再開発が待たれる放ほう棄きされた施し設せつを包囲──周辺下水道／地下運河をくまなく封ふう鎖さ。

　ドナウ運河の鉄橋で炎ほのおの惨さん劇げきが発生してのち、全治安組織が血ち眼まなこになって原げん子し炉ろを追跡。

　臭においよりも強きよう烈れつなもの──放射能の跡あとを辿たどり、ミリオポリス名物・大地下下水道の迷めい宮きゆうへ。

　そして当然のように仕し掛かけられたトラップ／待ち伏ぶせ／地下の銃じゆう撃げき戦により、ＭＰＢ特捜隊をはじめ複数の治安組織に死傷者多数。

　相手＝チェチェン人グループ〈ジョハルの手〉──イスラム原理主義／ロシアおよび国連・アメリカへの激烈な憎ぞう悪お／過去二百年にわたる抵てい抗こうと闘とう争そうと圧政の歴史が生んだ猛者もさたち。

　オーストリアは関係ないでしょ──と言いたくなるが、ロシアの大統領選挙があるたびにチェチェン紛ふん争そうがなぜか〝勃ぼつ発ぱつ〟／チェチェンに攻せめ込むと必ずロシア国民から支持され大統領の人気が上がることから、〝紛争が起きたとするための架か空くうのテロ〟がロシア政府によって計画されたという疑ぎ惑わくが発生。

　チェチェン側は国連の国際司法裁判所に訴うつたえ出たが、９１１やイラク戦争でうやむやになったり、ＥＵ拡大でロシアと摩ま擦さつが起きるのを何とかしないといけなかったりで、チェチェンは放置──そりゃ世界を恨うらむさ、というシチュエーションが二十年近く続行。

　しかもチェチェン人の大半は各国との和平を望んでいるのに、助けると言っておきながら助けなかったアメリカからもテロ国家呼ばわりされ、その上なんと和平を進めていたチェチェンの大統領が、なぜかロシア側によって暗殺されたらしいという疑惑まで浮ふ上じよう。

　そんなに俺たちをテロリストにしたいならなってやるさ、という感じで復ふく讐しゆう心しんが骨こつ髄ずいにまで染しみ込んだ一部の人間が、次々にテロを敢かん行こう。

　自分たちを見捨てた国際司法裁判所がミリオポリスの国連都市にあれば、そりゃオーストリアも同罪とみなされるね──とのんきに考えるどころではない、戦いの鬼おにと化した連中が、地下を縦横無む尽じんに走り回って容よう赦しやなく撃うつわ・撃つわ・自じ爆ばくするわ・命知らずの闘争を敢行。

　もうやだ出て行って下さいこの国から、と頭を下げてお願いしたくなる過か酷こくなまでの戦いぶりを見せるグループを何とか各個撃破しつつ、汚お水すいの臭しゆう気きに耐たえて侵しん攻こう。

　相手が放射能被ひ曝ばくで弱ってなかったら、こっちが手ひどくやられてたんじゃない？　これは確かに軍隊を送りたくなるかも──陽炎の噓うそ偽いつわりのない実感。

　そしてやっと相手の進路・退路を断たち／いつの間にか防衛拠きよ点てんと化していた浄水場の建物を地下と地上から包囲／どうにかこうにか殲せん滅めつ──と思ったところへ、いきなり全治安組織の上層部から〝ストップ！〟の指令。

　なんだなんだと戸と惑まどう部隊員をよそに、ＢＶＴの特とく殊しゆ部隊が登場＝割り込み／交代を強制。

　でかい軍用機体×二台──市街戦用・歩いて走れてよじ登れる戦車、通つう称しよう〝ケツンエタンウタロオスアー〟を主力とした円えん陣じん防ぼう御ぎよを、施設周辺に大々的に構築。

　ここまで死力を尽つくして敵を追い、下水の中を走ってきた治安組織およびＭＰＢ特捜部隊は、さらに面めん倒どうくさくて危険で退たい屈くつで実りの薄うすい、監かん視し任務にあてられたのだった。

　あー、やってらんない、馬ば鹿かじゃないもう、ここで戦車出したってびびる相手じゃないし、大たい砲ほうを撃ち込むってことは目標周辺の味方をどかさなきゃいけないし、そしたら包囲の輪りん郭かくがやたらと広がっちゃって苦労して塞ふさいだ退路から逃にげちゃうじゃない。

　心の底からうんざりしながら、横やりしてきたＢＶＴと上層部の意向で、仕方なく浄水場に近接する三階建ての事務用ビルの一室で孤こ独どくに警けい戒かい待機。

　とっくに窓という窓が塞がれた浄水場の建物のどこかに隙すき間まがないか探しながら、相手が対物侵しん徹てつライフルでも持っていたら壁かべごと撃ち抜ぬかれるに決まってる間抜けな任務に従事。

　いい加減くたくたになっているところへストレス満まん載さいの仕事を押しつけられ、半ば居い眠ねむりしながらミハエルの匂においのする寝ね袋ぶくろのことを考えていると、ふいに無線通信──ミハエル。

《ふてくされるのは良いが、寝るなよ、スシナヤルイフシパユツーツエ》

　はっと覚かく醒せい──慌あわてて口元を拭ぬぐってよだれが垂れていないか確かく認にん。

《見張ってるんですか？》なるべくきりっとした感じで返信。

《やけに静かなんで念のため声をかけただけだ》

　やば──十五分ごとの報告を忘れてうたた寝してた。

《ＢＶＴの機体が無意味に居座っている以外、異常ありません》

《なるほど。まあ穏おだやかでないだろうが今は我が慢まんしろとしか言えん。じきに状じよう況きようが変化するはずだし、変化しなければ我々もＢＶＴの連中もまずいことになる》

　最も憤ふん懣まんやるかたないはずなのに平静な口調──大人だなあ、と感心する陽炎をよそに、互たがいの眠気覚ましのためというように会話を続行。

《ところでお前のところの小隊長から副長に情報が入ったらしい。不明だったグループの一つが判明した。国際法で管理されるべき科学技術を世界中で売りさばく集団〈タフタ〉だ》

《織物タフタ……？　ペルシャ絨じゆう毯たんですか？》

《さて。トルコ絨毯のことかもしれん。どちらにせよ複雑な化学式で出来ているんだろう。下水道でゲリラ戦をやらかすような好戦的な存在ではないから武力対策は不要だが、代わりにそいつらの存在のお陰かげで、核兵器の完成確率が〈刕レイ〉の試算で五割に達した》

《武装犯の方がましですね》げんなり。《うちの小隊長はまだロシア人と一いつ緒しよですか？》

《やや込み入った状況らしいが、そのようだ。けりがついたらこちらに参加してもらう》

　切々とその実現を願う──ミハエルに遠えん慮りよして表には出さず。《気長に待ちます》

《俺としては、あのボクサーに今すぐ来て欲しいと本気で願ってるがね》陽炎の内心を察してフォローするような口調。《心配か？》

《え？》はたと気づく──もう全然心配してなかった自分にちょっと呆あきれる。《いえ……なにしろ装そう甲こう車両を破壊するような拳けん銃じゆうを持った武装犯を、殴なぐって逮たい捕ほする人物ですから。あれほど接近戦の才能に恵めぐまれた特甲児童は、滅多にいないと思います》

《同感だ。あのタイプに届くのは、狙ねらって当たる幸運な弾だん丸がんではなく、たまたまそこを飛んでいる悪運に満ちた流れ弾だまだけだ。さておき──あとはお前たちが傍ぼう受じゆした〈キャラバン〉だが、副長がじきじきに調査に当たっている。どうやら過去にフランス情報局がグループ名をつかみ、なぜかアメリカ側に、その正体を教えるよう打だ診しんした記録があるそうだ》

《アメリカ？》なんとなく予想がつく。《サダム・フセインみたいなものでしょうか？》

《あるいはアルカイダみたいなものだな。過去にアメリカが自分たちの都合で武器と戦術と資金を提供した挙げ句、一人歩きするまでに成長したグループかもしれん》

《それほど好戦的だと？》

《さて。これは俺の想像だが、そいつらが複数のグループに戦術を与あたえている気がする。お前たちが傍受したという会話からも、十分にそれが推測可能だ》

《日本人グループの分派という可能性は？》あぐらをかいてライフルを構えていた日本人の顔を思い出そうとする──一いつ瞬しゆんのことだったので今いち明確にならない。

《さて》ミハエル──思案げ。《まともに傍受出来たのは遮しや蔽へい物が少なかった場所にいたお前さんと数人だけで、しかも録音データはノイズがひどすぎて解かい析せきしても俺には何を言ってるのか分からなかった。つまり俺の方の根拠はないに等しいが、お前さんが見たという日本人は〈待望の会〉ではないだろう。彼らは自国人同士で結束し、自殺すら集団で行いたがる。てことは、その狙そ撃げき手は普ふ通つうの日本人と違ちがい、たった一人で異国人を率ひきいる珍めずらしいタイプだ》

《日本人に詳くわしいんですね》ふと何かを思い出す──〝射手事件〟のときに受け渡わたされた狙撃手の魂たましい＝牌ブロツク／紅い文字／『中』──ミハエルはそれを日本人からもらったと言っていた。

《ちょいと思い入れがあるだけだな。〈待望の会〉の捜そう査さで尋じん問もんしたウィーン大学の日本人教授に言わせると、さっぱり理解がないらしい。なにせ神シン道トーには聖書のように統一された強力な教典もなく、仏ブデイ教スムスときたら天国と地じ獄ごくの間に幾いくつもおかしな次元が存在する。そんな文化を持つ連中が、いったいどうやったら国のためのカミカゼを思いつけるのか訳が分からん》

《なるほど》なんか言葉数が多い／実はけっこう日本人が好きでしょミハエル中隊長──陽炎の所感／補足＝私は今のところ嫌いやな思い出しかないけど。

《それはともかく、この期ごに及およんで不明なグループのうち一つしか明らかにならず、一つは名前だけ、一つは全く見当がつかんという度ど肝ぎもを抜く状況だ。しかもＢＶＴは根拠があって捜査に乗り出したのではなく、政府に圧力をかけられたに過ぎん。このままでは俺たちの権限をＢＶＴが奪うばい、ＢＶＴの権限は軍が持って行くという風にことが進む》

《それは腹が立ちますね》正直に口にする。

《都市中が混乱した挙げ句、核かくの火で焼かれれば、もっと腹が立つ。そうならんよう、いざというとき我々全員が遊ゆう撃げき……》ふいに言葉が途と切ぎれる──鋭するどい声が続く。《屋根の上だ》

　さっとライフルを構える──スコープ越ごしにそれを見る。

　浄水場に翻ひるがえる旗──咄とつ嗟さに何だか分からず／ミハエルの全隊通信がそれを告げる。

《チェチェンの国旗だ。休きゆう憩けい中の全隊員を配置に戻もどせ。連中は舞ぶ台たいを整え終わった。放射能被ひ曝ばくというタイムリミットが来る前に、やる気だ》

　ミハエルが回線を切り替かえる──ＢＶＴやＭＰＢ本部に何やら上じよう申しんしているのだろうが、ＢＶＴ側に変化なし／陽炎たちをふくめ円えん陣じん防ぼう御ぎよや封ふう鎖さ線に警けい戒かいを呼びかける声もなし。

　あ、間に合わない──ＢＶＴは動かない。

　猛もう烈れつに嫌な予感がほぼ確信に等しく去来したとき、とてつもない轟ごう音おんが一帯を震しん撼かんさせた。

　いきなり核が炸さく裂れつしたかと思ったが、人体が一瞬で蒸発する炎えん熱ねつも、それ自体が雨雲と化すキノコ雲もなし──代わりに、鎮ちん座ざする軍用機体の一つが地面に沈むのが見えていた。

　えっ、噓、噓!?

　街路に盛大な亀き裂れつ──さらに轟音／爆ばく発はつ──地下からの爆風に吹ふき飛ぶＢＶＴ車両群。

　驚おどろきのあまり思考停止──咄嗟に立ち直って推測。

　あんな場所に包囲をすり抜ぬけて爆薬を仕し掛かけられるわけがない、敵は円陣防御の外にいる。

　浄水場に追い込んだのは原子炉を運うん搬ぱんする部隊だけ──というか、こちらを引き寄せるためにあの建物に閉じこもった。まさか原子炉を持っている方が囮だとは誰も思わなかった。

　今、本隊と呼ぶに値する攻こう撃げき力を持った集団が、輪の外からこちらを挟きよう撃げきしにかかっている。

　杞き憂ゆうであって欲しいと願うばかりのその最悪の推測が、あっという間に現実のものに。

　地下道で敵の出現と被ひ害がい報告──地下から現れた敵が円陣防御を敷しく部隊を背後から攻撃。

　そして浄水場の建物のあちこちから、ぬっと現れる大口径の対物侵しん徹てつライフル。

　いったいいつの間に、銃じゆう眼がんを建物に設置していたのか──!?

　驚くばかりの手慣れたゲリラ戦術──たちまち銃火が連発／装そう甲こう車両を貫かん通つうする弾だん丸がん／地下と地上で血と炎ほのおの嵐あらし──建物に突とつ進しんする軍用機体／建物周辺に撃うち込まれる催さい涙るい弾だんの煙けむり。

　馬鹿、建物の外に催涙弾を撃ってどうすんの!?　こっちが煙で撃てなくなるでしょ!?

　味方のとてつもないポカミス──煙で光学探査を阻そ害がいされ、慌あわてて探査の主要ラインを切り替える／なんとか狙ねらいをつけようとするや、ぞっとするような衝しよう撃げきが自分のいる建物を襲おそった。

　下階したで警戒中だった味方が上げる悲鳴──敵の弾丸が壁かべをぶち抜いた。

　条件反射で身を伏ふせた直後、窓が／壁が、散々に打ち砕くだかれ、大量の破は片へんを浴びせられた。

　ライフルを抱かかえたまま全力で匍ほ匐ふく移動──階段に辿たどり着く／階段の窓から炎が見える。

　なんでそんなところから!?

　泣きたくなる思いで退たい避ひ──直後にロケット弾が飛来＝階段に衝撃と炎が吹き荒あれる。

《惑まどわされるな、敵は少数だ》揺ゆるがぬ声──ミハエルの無線通信。《敵位置の把は握あくに努めろ。落ち着いて確かな位置をつかむことに専念し、決して慌てて撃つな。同士討ちになるぞ》

　啞あ然ぜんとなる思い──そこら中で起こっている銃撃の大半は、もしかして味方同士のもの？

　そして非常階段の踊おどり場に這はい出るや、ミハエルの言葉が途方もない現実を正確に言い当てていることを思い知った。街路に満ちる催涙弾の煙／衝突し合う車両群／でたらめな発はつ砲ぽう／どこから飛んでくるか分からない弾丸──全身が脱だつ力りよくに襲われるほどの混こん沌とんたる有様。

　待って、何これ、どうすんの？　撃つべき相手は？　どこの誰を撃てばいい？

　収拾のつかない混沌──自分がその一部と化していることを、やっと理解した。

　橋の上で壊こわれたライフルを抱えていたときを遥はるかに上回る無力感に打ちのめされながら、陽炎は、ただ呆ぼう然ぜんとなって、その場に這いつくばっていた。

　それ以外に、なすすべとてなかった。




　　　　肆し




　ミリオポリス第ヴ二イー十ナー七ヴア区ルト──ウィーンの森。

　衛星落下から約四十時間が経過──封鎖用テープが張り巡めぐらされたままの落下現場から四キロほど離はなれた地点に、長期休業中のハイキング客用バンガローがひっそりと建っている。

　実はシンジケートの所有物件──国境を越えて麻ま薬やくや銃器を売りさばくための。

〈ウラジャーイ〉が衛星の基幹部を運んで解体し、〈待望の会〉に最初のリレーの原子炉バトンを渡わたした場所──とっくに確保されたものの特に重要な貯蔵品もないため放置。

　ＭＰＢのマークがついた封鎖専用テープの奥で、一人の男がじっと佇たたずんで窓外を見ている。

　ロシア特務官ユーリー・スタリツキー中ちゆう佐さ。

　手に軍用ショットガン＝獲え物ものの到とう来らいを待つ狩人かりうどの姿勢。

　前庭の目立つ位置に一台のレンタカー＝まるで自分がいることを告げるような停とめ方。

　だが、人気のない静かな森を訪おとずれるものとてなく、ただゆっくりと時間だけが経過してゆく。

　ユーリーはやがて腕うで時計を見て過ぎ去った時間を確認すると、おもむろに埃ほこりっぽい屋内を足音を立てて移動──何の気配も起こらないのを確かめながら、外へ出て車へ歩み寄った。

　ふいに足が止まる──さっと銃口を森に向ける。

　かすかな風の音／木の葉の揺れる音／何者かが物もの凄すごい勢いで草を踏ふんで走ってくる音。

　だん！　にわかに斜ななめ上で木の幹を蹴ける音／盛大に木が揺れて木の葉が舞まい散る。

　飛来した何かに銃口を向ける──相手の凄すさまじい速度に、僅わずかに照準が間に合わず。

　森から飛び出す、小こ柄がらでしなやかな人ひと影かげ──ＭＰＢの制服／機甲化していない通常の姿。

「見つけたぞ、くそったれ野や郎ろう──ッ!!」

　涼月の猛烈な怒ど号ごう。

　着地と同時に小刻みに地面を蹴る＝ジグザク──ガサイラド・ガワラインヘド・ビフツのト動ワーきクで接近。

　巧たくみと言うより非常識な動きで銃口の照準を定めさせず、相手の懐ふところに飛び込んで左フック。

　ユーリー──咄嗟にショットガンの銃身で相手の上じよう腕わん部ぶを叩たたいて軌き道どうを逸そらす。

　逸らしきれない怒いかりの拳こぶしが脇わき腹ばらをかする──衝撃でショットガンが弾はじかれ地面を転がる。

　翻ほん転てんして飛び退のくユーリー──涼月の背後へ回りながら黒い手て袋ぶくろをした手刀を突つき出す。

　空手の教科書に出てきそうな、攻守兼けん用ようの半はん身みの姿勢。

　踊るようにくるりと振ふり返る涼月──ずざーっと音を立てて真後ろに滑すべる両足。

　ボクシング選手がポスター撮さつ影えいで取りそうな、やる気満々のファイティングポーズ。

　睨にらみ合う──冷徹な視線ＶＳ〝ざまーみろ、びっくりしたか？〟と意気込む目。

　ユーリー──当然の疑問。「どうしてここが？」

「外国語を選べば、苦手な科学を、一つしか受験しなくて済むんだ」

「……なに？」

「語学はＢなんだ（ヤ・ハラシヨー・ウーチツツア・イズイクー）、色男のおっさん（クラスイーヴイ・ムツシーナ）」

　にっと笑う涼月──ロシア語。

　絶句するユーリー＝初めて見る呆あつ気けに取られた表情──快心のひととき。

「あんた言ったな。アトヴェスチィー！──〝撤てつ退たい〟だ。その後でヨシフが、ニェット・デェラヴァーヴァ？　って訊きいた。〝取り引きはなし？〟って意味だろ？」

　ユーリー──表情が消える／自分のミスを認める／その挽ばん回かいについて冷徹に思案する。

　言葉のジャブ。「ナム・ニ・モージュナ・サグラスィーッツァ・ナ・タキーエ・ツェーヌィ──〝その金額はとても受け入れられない〟。アトヴェスチィー。カーク・モージュナ・スカリェーイェ──〝撤退だ。出ア来ズる・ス限ーりンさ・アっズさ・ポとシやブれル〟ってわけだ」

　涼月──相手の思案を機き敏びんに察して両拳こぶしを固く握にぎりしめる／戦意を高ぶらせて告げる。

「で、ヨシフが訊いた。クダ・ヴィ？　パトパルコーヴニク？　〝どちらへ？　中佐？〟。あんたはこう答えた。プリマーヤ・ダローガ──ドヴァツァツィ・スェヂモーイ・クヴァルタール。サーマヤ・ヒジナ。〝近道だ──第二十七区。最初の小屋〟」

「そこまでにしておけ」

　ユーリー──ゆっくりと右手の手袋を外す。

　あからさまな警告──だが、かえって戦意に満ちた笑えみが込み上げてくる。

「そんでゲルツェンが、すっげー気になることを訊いたんだ。《ニエット・スプートニカ・ラズヴェーチカ・トージェ？》〝画像はなかったんですか？　偵察用の人工衛星も？〟。専門用語ばっかですぐ分かんなかったけど、衛スプー星トニクは有名だぜ。大昔にアメリカがロシアの人工衛星にびびったってんで映画にも出てくるしな。もとはうろつく方の旅スプー人トニクって意味だろ？」

　ユーリー──反応／反論／反はん駁ばく──完全になし。

　あらわになった機械の右手──左手が丁てい寧ねいに手袋をポケットにしまった。

「そんでまたニェット・デェラヴァーヴァ──〝取り引きはなし〟だ。さあ教えてもらうぜ！　取り引き、金額、画像、偵察用の人工衛星！　どういう意味か、今ここで全部！」

　ユーリーが動いた──涼月も動いた。

　目にもとまらぬ早さ──お互たがい相手の手など見ていない／上半身と腰こしの動きで攻こう撃げきを予測。

　灼しやく熱ねつの手──顔面を襲おそう／と見せかけ腕うでを切断しに来る＝どちらにしても恐きよう怖ふをもたらす。

　腰から上の動きだけでかわす──青白い炎ほのおがすぐ近くを刃は物もののように通り過ぎる。

　かすめる──自分の髪かみ／衣服／人工皮ひ膚ふが焼ける臭におい。

　弾だん丸がんのようなジャブ──ユーリーのサイドステップ／右側に回り込まれる／膝ひざを蹴けりに来る＝拳でやり合うボクサータイプの隙すき──当然のように腿ももを上げてガード。

　だがフェイント＝防がれることを悟さとっていたユーリー──顔面へ飛んでくる左ひだり肘ひじ。

　だがフェイントであることを悟っていた涼月──身を低めてかわす。

　だがユーリーのコンビネーション──灼熱の手がこちらの左手首をつかみに来る。

　だが十分に読めていた動き＝瞬しゆん時じにガードを下げた／がら空きの左胸／構わずユーリーの右腕を斜め下から拳で叩く／炎の軌き跡せきが上へ逸れた。

　がら空きの相手の懐へ右フック──ユーリーの左の掌しよう底てい＝横から拳を叩たたく／逸そらされる。

　戻もどってくる灼熱の手──剣けんのように振り下ろされる／相手の右みぎ肘ひじに左フック＝弾はじき返した。

　火の粉が舞まう＝加熱剤ざいのきらめき──灼熱が波を描えがく／弧こを描く／こちらの手首と顔をなで切りに来る──のけぞる／屈かがむ／上半身を左右に振る／正確にかわす。

　だがそれすらフェイント＝かわされる前提で腰を落としていたユーリー──前蹴り。

　ぶん、と空気が唸うなる──ぴったりのタイミングで半はん身みに／かわす＝でかい脚あしが宙をなぐ。

　暴力的な読み合い──最初のチェックメイト＝涼月の右拳。

　ボディーブロー──ユーリーの巨きよ体たいが僅わずかに浮うき上がる／ぐっと息を詰つめる／後退する。

　追う──当然のように突き出される灼熱の手──左足を跳はね上げて蹴り飛ばした。

　突とつ然ぜんの足技──身をひねって回し蹴り──瞬時に対応するユーリー＝右みぎ肩かたでガード。

　ぱっと舞まい散る火の粉＝冷れい却きやく剤ざい──ガードする手で自分の顔を焼かないように。

　狙ねらい澄すました第二のチェックメイト──さっと伸のばした左手で、冷却されたユーリーの右手首をつかんだ。機械仕じ掛かけのパワー──思い切り引き寄せる／ユーリーの顔が近づく。

　やっと手の届くところに降りてきた顔面へ右フック＝だがフェイント。

　咄とつ嗟さにガードしようとしたユーリーの左の掌底が空から振ぶりに──その隙に相手の右手首を離はなした／拳を握りしめた──固く。第三のチェックメイト＝怒りの左フック。

　横へ跳とんで衝しよう撃げきを分散させたユーリー──それでも殴おう打だで頰ほおがひしゃげたようになった。

　紛まぎれもない打撃──立て続けにチェックメイトを食くらった暴力のチェスプレイヤーが、大きくよろめきながら涼月から距きよ離りを取る。頭部への打撃のせいで膝から力が抜ぬけるのを計算に折り込んだ退路──地面で一回転しながら立ち膝姿勢。

　後ろ手に地面を探さぐる──先ほど手から落とした獲え物ものをつかんで構える。

　ショットガン──銃じゆう口こうを盾たてにしてダメージの回復をはかりながらも、目に驚きよう嘆たんの輝かがやき＝〝こいつは本当に、二度も自分にぶん殴なぐられてみじめに鼻血を垂らしていた相手か？〟。

　そして猛もう然ぜんと放たれる雄お叫たけび。「なめんじゃねえっ！　あたしはっ、これしか知らねーんだ！　生まれてから一度もっ、七歳で機械にされたときから、これ以外っ、なんっにも威い張ばれるもんがねーんだ！　あんたが戦争の鬼おにだろうが何だろうが、生まれたときから自由に両手を開けたやつに、このあたしがっ、これで負けるわけねーだろっ！」
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　銃口をものともせず睨にらむ／握りしめた拳こぶし──固く、固く、開くすべさえ分からなくなるほどに。

　飽あくことを知らぬファイティングポーズ──一歩間合いを詰める。

　ガシャッと音を立ててショットガンのポンプが引かれる──こけおどし／本気、半々。

「この国は、良い犬を飼っている……。〝黒チエルいノ・サバ犬ーチカ〟──生まれついての闘とう犬けんだ」

　皮肉の響ひびきなどない、戦争の犬から贈おくられる最高級の讃さん辞じ──ぺっと唾つばを吐はいて返した。

「撃うちやがれ。そんであたしの命が潰つぶせなきゃ、あたしがあんたの手足を潰してやる。あんたらが拷ごう問もんした男みたいに──」

　突然、めきめきと何かが何かを砕くだきながら迫せまる音──素す早ばやく振ふり返るユーリー／涼月。

　二人が言葉を失う──巨大な鋼鉄の塊かたまりが木々を倒たおして森の中から飛び出して来る。

　なんと、あの、ワイン工場で搭とう乗じよう者を仕留めたはずなのに暴走した軍用機体──〝カニクラーブ〟。

　それが、六対の脚きやく部ぶ兼けんアームをうごめかせて迫りながら、いきなり電池切れのウォークマンみたいな、もごもごした濁にごった電子音声で、こう言った。

《涼月ちゃんをぉー、殴ったぁー。二度もぉー、殴ったぁー》

　あまりのことにガードを下げる涼月──啞あ然ぜんとなって事態を悟る。

　ＰＤＡだ。副長から渡わたされた唯ゆい一いつの連れん絡らく手段──実は盗とう聴ちよう装置。自分と愉ゆ快かいなユーリー一派を常に追跡／いかにユーリーたちの探知手段が優すぐれていてもマスターサーバーが駆く使しする偽ぎ装そうを見抜けるわけがない。わざわざ副長に報告させられていたこと自体フェイクだった。

　副長の言葉＝〝出来る限りの支し援えん〟──そして今、マスターサーバーの接続官コーラスが、操縦者を失った敵の軍用機体をあっさり乗っ取って、涼月の助っ人として一時間近くかけて森を進み、道路を走り、民間人を大いに仰ぎよう天てんさせながら、ここまで追いかけてきた。

　ありえねー──涼月の脱だつ力りよく。

　軍用機体が半数近くのアームを振りかざし、ユーリーに向かって機銃を束にして向ける。

　冷れい徹てつに身構えるユーリー──軍用機体の機銃がガシャガシャ音を立てて安全装置を解除。

　怒ど号ごうが勃ぼつ発ぱつ。「こらッ!!　吹雪────ッ!!」

　ぎくっとなったようにアームを曲げる軍用機体──身をかばうようにしながら、すごすごと二、三歩下がり、ずしんと地響きを立ててへたり込む。

　マスターサーバー〈刕レイ〉の優ゆう秀しゆうな接続官コーラス──接続時は意識を失う無意識型であるので、おそらくは電子的に構築した疑似人格を軍用機体に流し込んで、半ば自律的に動かしている。

「すっこんでろッ、お前が銃なんか使うんじゃないッ!!　つーかあたしの獲物だ!!」

　熾し烈れつなまでの怒声──軍用機体が〝カニクラーブ〟の通つう称しようにふさわしい横歩きでこそこそ移動。

　睨みつけられるままに涼月の背後へ。一方──ユーリーはショットガンの銃口を下げ、とてつもなく難解な言語で会話をする者たちを観察するように、眉まゆをひそめて二人を見守っている。

「……マスターサーバーを通して盗聴していたのか」さすがに悟さとるユーリー。

「あー……まーね」改めて相手を見る──自分が世界でもまれに見る間抜けであることは黙もく秘ひ。「いー加減、白状うたえよ。あんたがなんで一人でいんのか。ヨシフたちはどーしたんだよ」

「彼らは祖国へ帰した。私一人でやるべきだからだ」ショットガンを脇わきに抱かかえる──吹雪の登場で、良くも悪くもすっかり消失した戦意＝ポケットから手て袋ぶくろを出す。「……知ったところで、その事実すら証明不可能なことがらだ。お前も、いずれ忘れる以外にない」

「覚えてるかどーか決めんのはあたしだ」半眼──やや声を和やわらげて。「あんたもあたしも、最初から相手を撃つ気なんてなかったんだ。なのになんでこんなことになったのか、知ったら少しは仲良くなろうって気になんだろ」

　ユーリーはうなずくこともなく、ゆっくりと右手に手袋をはめ、度ど肝ぎもを抜くことを言った。

「この都市で争そう奪だつの対象となった〝核かく〟は、原子炉以外に、もう一つある」




〈アンタレス１１４０号〉──軍事偵てい察さつ衛星として打ち上げられた最新の原げん子し炉ろ衛星。

　やがて来たる〝宇宙戦〟を想定した情報通信／電力供給ターミナル──その試行機体。

　研究用であると同時に平時は偵察衛星として使用──最高度の暗号化システムにより数々の国際的な機密に関係。むしろ〝地上にあると盗ぬすまれるかもしれない〟情報まで保存。

　その衛星がそもそも狙ねらわれた理由──衛星画像データ。

「最初にハッキングを仕し掛かけたのは〈タフタ〉だ。我々は〈アンタレス１１４０号〉のデータを守るため〈タフタ〉を追い、背後に〈ウラジャーイ〉がいることを知った。〈ウラジャーイ〉のメンバーには、かつてロシアの機密情報を閲えつ覧らんする権利を持った者もいる。そのことから、やがて敵の狙ねらいが〝サソリの巣〟と呼ばれる暗号化画像データの奪取であると判明した」

「なーんか物ぶつ騒そうな名前」小屋の階段に座る涼月＝煙草たばこに火──そばで〝お座り〟する軍用機体。

「そうだ」車に背を預けているユーリー──遠い眼まな差ざし。「最上級の警けい戒かいを要しながら、政治的な変動によって地下深く埋うもれたまま放置されざるを得なかった核ミサイルのことだ」

「放置？」ぽかん──本気にすべきかどうか判断し損そこなう。「あー……核ミサイルを？」

「米ソ冷戦末期、核兵器削さく減げんで放ほう棄きが決定した際のことだ。政治的またはそれ以外の事情で、核弾だん頭とうを搭とう載さいしたミサイルが一つだけ残されたまま、施し設せつへの入り口が埋められてしまった」

「それって……なんでだ？　まさか、核ミサイルがあるの忘れてたのか？」

「ある種の混乱だ。埋め立てた者がわざと極ごく秘ひ兵器として残したか、それとも何らかのミスがあったのかは記録に残されていない。公式にはその施設は存在すらしない。そして今、その施設の位置を正しく確認出来るのは〈アンタレス１１４０号〉が撮さつ影えいした画像データだけだ」

「つまり……ハッキングしたやつは埋められた核ミサイルを掘ほり返したかった？」

「そうだ。それ以外の目的は、衛星を落とした時点では分からなかった」

　軽い衝しよう撃げき──呆あきれ返る。「落としたぁ？　自分たちで？」

「ハッキングを防衛するのは不可能だった。データを奪うばわれるのは時間の問題だとした上層部と大統領は、〈アンタレス１１４０号〉を自発的に落下させることを決定した」

「おいおいおい」ほとほと呆れる──怒いかりが湧わく。「人んちの国に落とすんじゃねーよ」

「むろん予定ではロシア領内に落下するはずだった。だがそれが敵の第二の狙いだったのだ。落下を開始した直後、敵の手で衛星の軌道が操作された。どこに落ちるのか、正確に判明したのは、落下の僅わずか数時間前だ。そのため私しかここへ急行出来なかった」

「そんで原子炉まで盗まれたってーわけか。データと原子炉、どっちが本命だったんだ？」

「七つのグループにプリンチップ社が加わり、それぞれの目的のもとで、両者を狙ったのだ。〈ウラジャーイ〉は衛星の情報を提供する代わりにデータを独どく占せんし、〈タフタ〉の協力を得て、暗号化画像の解かい析せきを行った」

「トレーラーにあったのか？」

「いや。解析が完かん了りようしていないことだけは分かった。その前にトレーラーを押さえられた。データは不完全な状態で、〈ウラジャーイ〉の手にある。コピーすることも不可能だ」

「でもすぐ解析されるんじゃねーの？　つーかとっくにこの国から逃にげてるっつーの」

「そうではない。〈ウラジャーイ〉はこの都市まちにまだいる。データを売るためにな」

「あー」手を叩たたく──すっきりする。「それが取り引きか。で、その金額が高すぎた？」

「五千万ユーロを要求され、ロシア政府はその支し払はらいを拒きよ否ひした」

「すげー」遠い目。「高価たかいのか安いのか、よく分かんねーや。でもご破算なんだろ」

「他にデータの買い取り手がいた」冷れい徹てつな目──怒りの光。「アメリカＣＩＡだ」

「……ほんとに払う気ねーんじゃねーの？」疑わしげ。「ＣＩＡもこの国にいんの？」

「本日中に取り引きが行われる。私はそれを止めねばならない」淡たん々たんと告げる──決意を秘ひめた目。「ここに私が単独でいるという情報を流し、〈ウラジャーイ〉を待ったが、無む駄だだった。ＣＩＡとの取引現場を襲しゆう撃げきし、殲せん滅めつする以外にない」

「あー……ちょっと待った」額に指を当てる──眉み間けんに皺しわ。「核ミサイルが埋められた〝宝の地図〟のために、あんたがアメリカ人ごと敵をぶっ殺したら、きっととんでもねー問題になるから、ヨシフたちをロシアに帰したってことだろ？」

「そうだ」

「あー、それはいいや。つーか、あんたらのミサイルじゃん。掘り返して捨てちまえよ」

「米ソ冷戦末期のことだと言ったはずだ。今はロシアの領土ではない。もはや誰も住み着かない荒あれ果てた土地だが、紛ふん争そう地域から数十キロと離はなれていない場所に施設がある可能性が高い。掘くつ削さく機材さえ用意すれば、誰でも自由に掘り起こせる。たとえテロリストであっても」

　馬ば鹿かじゃねーの、お前ら──という言葉を吞のみ込む。そういう馬鹿なことで、誰よりも馬鹿だと分かっていながら、常に命を削けずらされてきた男が、目の前にいた。

「待てよ……。じゃ、なんで、帰るよう命令されたんだ？　ミサイルはどうすんだよ」

「紛争が起こるだろう」

「……へ？」

「〝積極的なテロ〟と呼ばれる事件が、ある日突とつ然ぜん、起こるだろう。それを大義名分として、我が国は核かくミサイルが埋まい蔵ぞうされたであろう一帯へ侵しん攻こうする。大規模な空くう爆ばくと派兵が行われ、水面下では国境侵犯や内政干かん渉しようの問題を避さけるための様々な計画が立てられる。また我が国では大統領選が近い。紛争は絶好の選挙キャンペーンとなるだろう。国民は熱ねつ狂きようし、ろくに訓練されていない若きロシア兵が何千人と出兵する。都市が焼かれ、土地が死ぬ。ユーゴスラビア、アフガニスタン、チェチェン紛争……いつでも始まりうるものが、また始まるのだ」

　じっと黙だまって聞いている涼月──ユーリーが言葉を切るのを待ち、ちょっと間をおいてから、何となく初めて相手と親しくなったときのように、遠えん慮りよがちに訊きいた。

「なんであんたが、そこまでするんだよ。たった一人で、戦争を止めようなんて」

「おそらく、お前がこの都市を守るのと同じ理由だろう。ここはお前の都市だ」

「……間ま違ちがってねーけどよ。つーか、……つまり、あんたの都市がそこにあんのか？」

「都市というほどの街ではなかった。一度の紛争で跡あと形かたもなく破は壊かいし尽つくされた」

　もはや誰も住み着かない荒れ果てた土地だ──自分でそう言っておきながら、何を守る気なんだ、とは訊けなかった。多分、他人には分からないくらい、沢たく山さんあるんだろうと思った。

　壊れものの街──とっくに壊こわれてなくなった街。それでも守るものは沢山あるんだろう。

　何も知らない若い兵士がそこでばたばた死ねば、きっと壊れなくても良かったはずのものまで、取り返しがつかないくらい、壊れきってしまうから。

「話は終わりだ」ちらっと〝お座り〟を守る軍用機体を見る。「私との会話を録音したところで無意味だ。ロシア政府は認めないし、オーストリア政府も問題にはしないだろう」

「別に国なんかどーだっていいだろ。あんたはあんたで動いてるし」

　立ち上がる──くわえ煙草／車へ歩み寄ってその周囲を回り、助手席のドアに手をついた。

「だいたいあたしは、あんたの下につけって言われてんだ。最後までとことんやるさ」

「仲間のもとへ帰れ」ユーリー──さして感かん銘めいを受けた様子もなく。「お前の都市を守れ」

「だからさっさとケリをつけてーんだ。それに、あたしの都市で、ロシアとアメリカのごろつきが馬鹿な商売をしようってんだ。しっかり潰つぶしとかねーと、そういうやつらが商売しやすい都市ってことになって、またいつかガラクタを落とされて森を焼かれるに決まってる」

「通常のテロではない。核によるものだ。都市の壊滅が恐おそろしくはないのか？」

「そりゃ最初はびびったさ」正直に言う──目を尖とがらせて相手を見る。「でも結局、何が違うんだ？　弾だん丸がんでだって人は死ぬんだぜ。ナイフでも死ぬ。煉れん瓦がで殴なぐられたって死ぬ。核はそれよりは大げさな方法で人を殺すってだけじゃねーか。しかも行き詰まった馬鹿が銃じゆうを乱射するのと違って、そもそもとんでもなく頭の良いまともな連中がよってたかって作ったんだろ？　そんなのが、今も世の中に何万発もあるってことの方が、びびっちまうんじゃねーの？」

　ユーリー──かすかに顎あごを上下させて。「しかも、資本主義的な売買の対象にもなる」

　解除される車のロック──ユーリーが乗り込む／涼月がドアを開いて軍用機体を振ふり返る。

「まだ動くんだったらお前も来い。一度くらい銃を撃うってみな。ろくでもなさが分かるぜ」

《支し援えん要よう請せいと解かい釈しやくしました》もごもご喋しやべる──身を起こす。《涼月ちゃんに従います》

　走り出す車──ぎしぎし軋きしむ壊れかけの機体を引き連れ、壊れものたちが森を出て行った。




　　　　伍ご




　ミリオポリス第デ十ープ九リン区グ──まったくもってこれぞ戦場と呼ぶべき地じ獄ごくと化した浄じよう水すい場周辺。

　まったくもって、いかんともしがたい無力感に襲おそわれながら、まったくもって、そうも言ってられない状じよう況きようにおいて、陽炎は何とか三階の非常階段から地上へ飛び降りていた。

　ライフルを抱かかえて塀へいの陰かげに身を隠かくしながら、キプロスとかチェチェンとかルワンダとか、紛争地帯の都市はきっとこんな感じなんだろうな。もう逃にげる場所もないし。いつ壁かべごと撃ち抜ぬかれるか分からないし──と考えた途と端たん、さっきまでいたビルの三階がロケット弾によって盛大に爆破され、コンクリート片へんの雨を頭から浴びていた。

　ていうか、ここはミリオポリスだし。一応は先進国だし。かんべんしてよ本当に、もう。

　泣きべそになりかけながら、車両が突つっ込んで崩くずれた塀の隙すき間までライフルを構え、ミハエルに言われたとおり、正しい敵の位置の把は握あくに努めたとき。

　立ちこめる火と煙けむりと催さい涙るい弾のガスの中を、猛もうスピードで飛とび抜ける輝かがやき──紫むらさき・青・黄。

　──またいた。別の部隊の空飛ぶ特甲児童。

　その姿をはっきりとらえる間もなく、一いつ瞬しゆんで輝きは消失──心強いというより、どうしようもない状態に陥おちいっている自分を意識させられて、なんとも言えずむかっ腹が立つ。

　その怒いかりが無力感を押しのけ、本来の冷静さが戻もどりつつあるところへ、ふいに掃そう射しやの音。

　はっきりと聞こえない──地面のどこかで激しい銃じゆう撃げき戦。

　地下だ──さっきの空飛ぶ連中が、地上と地下を行き来しながら敵を駆く逐ちくしている。

　くそ、はりきっちゃって。妙みような対たい抗こう意識──いまだ機き甲こう化すらしてなかった自分に気づく。

　ふいに無線通信。《紅犬ロツター、待機地点が破壊されたが大だい丈じよう夫ぶか？》

《なんとか生きてます》頭を振ってコンクリートの粉ふん塵じんを落とす。《敵はどこですか？》

《お前さんからそんな言葉を聞くとはな》

　どきっとなる──失望されたかも／慌あわてて言い訳しようとする。《だって──》

《さっきまで目の前にあった建物を見失ったか？　ずいぶん器用に迷子になるんだな》

　こちらを落ち着かせようとするミハエルの意図を感じた。

　実際、その声と言葉は、彼女を正気に返らせ、はたとそのことを思い出させていた。

　そう──さっきまで敵を包囲していたんだった。自分が撃つべき相手を。

《お前まで敵のまやかしに付き合う必要はない。後ろから顔をのぞかせる敵は、こちらで適当にあしらってやる。お前はその目とライフルで、そこにいる敵を存分に死キル・線ゾーンに叩たたき込め》

　浄水場──戦いの修しゆ羅らたちが掲けい揚ようする国旗。

《了解ヤー》猟りよう犬けんの返答──頼たよれる狩人かりうどの号令を受けてにわかに躍おどり出る。

　転送の実行／一瞬で機甲化──右みぎ腕うでと一体化したライフルとともに炎ほのおの中を疾しつ走そう＝跳ちよう躍やく。

　破壊されたビルの壁から三階へ──すっかり調子を取り戻した頭で探査情報を確かく認にん。

　浄水場の建物──銃眼から突き出されたライフル。この激戦にもかかわらず乱射はしていない。狙ねらい澄すまして撃っている。タフな猛者もさたち──彼らには何の恨うらみもないが、この都市でライフルを握にぎるからには、この自分がいるということを覚かく悟ごしてもらわねばならない。

　胸中に到とう来らいするナイフのような虚無ニヒルをもって引き金と撃鉄の連結を解除──轟ごう音おんとともに放たれた弾丸が、火と煙を貫つらぬき、銃眼の僅わずかな隙間を通り抜け、ライフルを持った男の頭を吹ふき飛ばした。続けて一つ、また一つと、先ほどまでの無力感と混乱が噓うそのように、精密に精査された狙いに従い、浄水場を砲ほう塔とう代わりにする連中を撃ち抜いてゆく。

　跳躍──先ほどに比べて銃撃音が減った街路を走り、弾だん痕こんだらけになった装甲パトカーを跳び越こえて浄水場に迫せまった。その敷しき地ち内に入ろうとするＢＶＴの部隊が、玄げん関かん口で熾し烈れつな抵てい抗こうを受けているのを察し、遠距きよ離りから二三発支援してやってから、ふと地上から真まっ直すぐ力任せに迫るのは、突とつ撃げき好きの小隊長の流りゆう儀ぎであって自分のものではないという気がした。

　自分の流儀──急がば回れ＝一帯を探査／地下へ入る道を探す／コンクリートで出来た昔の地下運河への出入り口──扉とびらが開きっぱなしになっている。

　さっきの空飛ぶ輝きも、こうした地下への出入り口から、出たり入ったりしながら敵を迎むかえ撃っていたらしい──間ま違ちがって撃たないようにしようと思いながら闇やみの中へ飛び込む。

　コンクリートの階段──耳を聾ろうする銃声／事前に探査＝敵味方を判別／どこで何人どれだけ撃っているかを把握──通路に出て疾走／複雑に交こう錯さくする地下道のデータを参照しながら何度か角を折れ、ひときわ大きな通路に出て下水に片足を突っ込みながら西部劇なみの早撃ち。

　長大なライフルから放たれた弾丸が、二百メートルほど先からこちらに来ようとしていた数人の敵を真っ向から撃ち倒たおした。下水に沈しずむ彼らの傍かたわらを駆かけ抜け、別の通路に飛び出し、機甲化した膝ひざをコンクリートの上で滑すべらせながら素す早ばやく立ち膝姿勢に。

　あぐらをかいた狙そ撃げき手と出くわすかも、という怖こわさを抑よく制せい──鋼鉄製の格こう子し扉で塞ふさがれた通路の先の闇へ向かって撃つ・撃つ・撃つ・撃つ。

　全すべての弾だん丸がんが格子をかすりもせずに正確に飛び抜け、暗がりに身を潜ひそめて武器と爆ばく薬やくのスイッチを手にしていた四名の脳のう髄ずいを砕くだき、数分の一秒であらゆる動作を不能にさせた。

　もしかしてここを爆破して塞ぐ気だった──？　鎖くさりでがんじがらめになった格子扉を一発で蹴け破やぶって侵しん攻こう──天てん井じように設置された大量の爆薬を見て、疑問が確信に変わった。

　果か敢かんに迎え撃つのではなく、何とかしてこちらの進路を塞ごうとするところが、ミハエルの言ったとおり、敵の部隊規模が意外に小さい証しよう拠こである気がした。

　かなりほっとする──調子に乗って走り込んだは良いものの、やはりチームワークが不在の状じよう況きよう下で百％の力を発揮するなんて、どうしたって無理だし、という不安がよぎる。

　果敢な突とつ撃げき手と頼れる遊撃手の存在を心から欲ほつしつつ、どうにか我が慢まんして進行。

　すぐ先に下層への階段＝底の方で鋼鉄の塊かたまりが倒れているのを探査で確認──まさかＢＶＴの軍用機体が地下何十メートルも落下した？　──と思ったが、どうやら敵の兵器らしい。

　ずたずたの装甲＝とてつもない掃射の跡あと──おそらく空飛ぶ輝きのしわざ。

　あんな大物を仕留めたんだ──これは楽だ／なんか面白くない。

　感謝と競争意識を半々に抱いだきつつ、浄じよう水すい場の敷地の下へ到達。大切な観光資源たるドナウ川を、市民が垂れ流す生活排はい水すいから守るため長年使い古された浄水装置の陰かげから、素早く探査。

　今いる場所は半地下で、同じフロアに敵も味方もおらず、四十センチほどのコンクリートの天井が頭上にあり、その天井＝床ゆかのすぐ上は、浄水場の建物の玄関口であることを確認。

　地上でまだ健在のＭＰＢ通信車両の探査情報によれば、侵攻しようとしていたＢＶＴの部隊はとっくに散り散りに追い払はらわれ、敵が新たな迎げい撃げき準備を整えている最中だった。

　さて、やりますか──膝立ち姿勢でライフルの銃口を頭上へ。探査され損そこなった硬こう化か建材があったりして、弾丸を跳はね返したりしないでよ、と軽く祈いのりつつ──撃った。

　超ちよう伝でん導どう式の化け物ライフルから放たれた最大速度の弾丸が、コンクリートを砕くというより、錐きりのように穿うがち、やや弾道がずれながらも、地上にいた敵の胴どう体たいを真下から吹っ飛ばした。

　続けて、狙撃と言うには実質的に三メートルも離はなれていない距離から、必殺の銃弾を連発。

　まさか相手が機械化された少女だとは思いもよらぬまま、玄関口を固めていた六名の猛者たちが、しっかりと築き上げたバリケードのすぐ内側で、次々に倒れていった。

　探査情報を確認しながらフロアを移動──階段を上って一階に出た。

　広々とした部屋へ。使われなくなった計器類が壁かべを埋うめ尽つくし、何年も前の水質記録が表示されている。ふいに人の移動を感知──通路に出る。長大なライフルを素早く構え、複数の探査情報によって数値のみで相手の位置を把は握あく──確実な一いち撃げきを見み舞まった。

　弾丸が壁を貫かん通つう──標的の頭と命を撃ち抜ぬいた。

　沈ちん黙もく──屋内に動く者なし／外から届く散発的な銃声──収束する戦せん闘とう。

　還かん送そうを実行＝元の手足とライフルに戻もどし、資材置き場みたいな、がらんとした部屋に出た。

　高い天井／煌こう々こうと輝かがやく照明／部屋の真ん中にテーブル＝建物の見取り図・通信機材の山。

　壁に穴──最後に撃った男が、拳けん銃じゆうを握にぎったまま頭部から血を流して倒れている。

　部屋の隅すみに、放置された鉛なまりの板の山──その他に、引き裂さかれた、でっかい金属の塊。

　壁にかけられた何かの機器が、ガーガーピーピー鳴っているのを発見。

　うわっ──放ガイ射ガ能ー・測カウ定ン器ター。

　思わずのけぞるが、計器の目盛りに余よ裕ゆうがあるっぽいので慌あわてて気持ちを落ち着かせる。

　きっと、ここで鉛の板で覆おおった原げん子し炉ろを外に出していじったんだ。やだもう、危ないなあ。

　一目散に逃にげようとしたところで、いきなり複数の足音。

　ライフルを構えるや──声。「おっと、同士討ちはもう沢たく山さんだぞ、スシナヤルイフシパユツーツエ」

　隊員をぞろぞろつれて現れるミハエル──放射能測定器をちらっと一いち瞥べつ／気にせず通信機材をいじりながらテーブルの上の図面を見る。隊員たちが素早くそれらの証拠品をチェック／撮さつ影えい／データを通信車両に送って解かい析せき──みんな手慣れてるなあ。

　ぼんやり感心する陽炎に、ミハエルが言った。「先ほど〈キャラバン〉について副長から情報が来た。どうやらあちこちのグループや独裁国家で、戦術を指導して荒あら稼かせぎする連中らしい。主な市場はアフリカで、効率的な虐ぎやく殺さつの方法まで教えるそうだ。もしそいつらが全員アメリカ国こく籍せきのパスポートを持っていたとしても俺は驚おどろかんよ」

　遅おそすぎ──全然ありがたくない情報。「……ここの敵も指導を受けたのでしょうか？」

「実際に指揮されていたと見るべきだな」鉛の板の山を見る──通信機材を放ほうり出す。「ここは撤てつ退たい済みだ。その上、原子炉の衣ころも替がえまで終わらせているとは、いよいよ──」

　ふいにノイズ音──放り出した通信機材。《布告……天使は角笛を吹ふいた。〈６６６〉を螺ら旋せん階段へ移送する。……天使は角笛を吹いた。〈６６６〉を螺旋階段へ……》

　みなが黙だまる──無言で録音装置を設置／解析器を接続／周波数を測定／迅じん速そくな追つい跡せき作業。

　ぴたりと鳴りやむノイズ音──通信機材が完全に沈黙。

「今のは……？」陽炎──声を低めて。

「おそらく通信の中ちゆう継けいコードを変へん更こうする前の、最後の全隊通告だ」ミハエル──この日初めて浮うかべる笑えみ。「お前さんの方が一歩早かったってわけだ、陽炎。そこで倒たおれてる男が、機材を撃つかどうかする直前だったんだろう。──どうだ？」

　隊員＝気き魄はくに満ちた表情。「割り出せました。〈刕レイ〉が数分でコードを解析します」

　ぽんとミハエルの手が陽炎の背を叩たたく──〝わーい、もっと褒ほめてー〟＝切実な願望。

「よし。ぎりぎりで尻尾しつぽをつかんだ。車を回せ。敵の通信から位置を割り出す」

　全員が疲ひ労ろうを吹き払う熱気とともに部屋から出るや、にわかに激しいバタバタという音。

　ミハエルがインカムに手を当てる──隊員が窓を塞ふさぐ板の隙すき間まを覗のぞく。「軍のヘリです」

「いよいよ来るべきものが来た」ミハエル──全員の顔を見み渡わたして。「たった今、軍が全すべての捜そう査さ権が委い譲じようされたと主張し始めた。大勢の治安関係者がライフル狩がりにあって戦うすべを奪うばわれるだろう。だが我々にはまだ仕事が残っている。軍が都市を戒かい厳げん令れい下に置くのを防ぎ、馬ば鹿かげたリレーの原子炉バトンを受け取ったアンカーを、我々の手でつかまえるという仕事がな」




　　　　陸ろく




　ミリオポリス第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト──国un連o-都CI市TYを擁ようする、都市で二番目に広大な面積を誇ほこる地区。

　ドナウ川／ドナウ島／新ドナウ川を渡り、二十二号高アオ速トバ道ーンを横断したところにある、新開発地区のオフィス街にて──夕霧は、十一階建てのビルの屋上から、それをじっと見ていた。

　夕霧を撥はねたセダンが、四十分ほど前に入った、大きなオフィスビル。

　きっと男たちの仲間が他にも沢山いると思い、あえてセダンに手を出さず、ひたすら走ったり跳とんだりしながら追いかけ続けた末に、辿たどり着いたビルだった。

　地下の駐ちゆう車しや場にある警備用区画で、男たちが、死体を大きな袋ふくろに入れるのを、夕霧は陰かげから見ていた。戦争映画に出てくるような死体袋で、ビルの警備員がそれを持って行った。

　やがて男たちが乗るエレベーターが七階で止まるのを見届け、玄げん関かん口に回って社名を確認。

〈ドライクローネン社／警備保障〉──ビルの警備自体も請うけ負っているらしかった。

　つまり監かん視しカメラなど屋内施し設せつのほぼ全てが男たちのものということになる。

　夕霧は通りを挟はさんだ向かいのビルに移動すると、今度はそのフロアの様子を外から把握することに努めた。外から見る限りは、ごく普ふ通つうの会社で、中には防ぼう弾だんチョッキを着込んで武装した一団もいるが、それがきわめて合法的であるのは確かなようだった。

　一室に、〝電子レンジ男〟を殺した三人のうちの生き残り──上司らしい男との会話を終え、同どう僚りようと何やら話し込んでいる。

　陽炎がいれば彼らの会話を把握し、その内容から彼らの目的や背景を教えてくれるのに、といったことを脳のう裏りのどこかで考えながら、テレビ番組の撮影の途と中ちゆうであったことなどすっかり忘れ、いつしか快晴の空とビルの隙間風によって濡ぬれた衣服がすっかり乾かわくくらい監視を続けているうちに、ふいに無線通信──副長。

《白犬ヴアイス？　応答しろ、白犬ヴアイス。いったいどうした、白犬ヴアイス》

　きょとんと宙を仰あおぐ──首をかしげて応答。《はーい。どうしましたか、副長さん？》

《馬鹿者》寝ね不足で猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんそうな声。《貴様こそいったい何をしている。先ほど覚かく醒せいした広報部課長から説明を聞いたが、全く要領を得ん。男性の射殺死体が発見されたが──》

《〝電子レンジ男〟さんが銃じゆうで撃うたれちゃいました。〈６６６〉は危険だからなんです》

《なんだと？》度ど肝ぎもを抜ぬかれたような反応。《なぜ〈６６６〉を知っている？》

《〝電子レンジ男〟さんに教えてもらいましたー。〝設計図〟にも書いてありますよ？》

《〝設計図〟……？　発見されたトレーラーと、先ほど傍ぼう受じゆした敵の通信の他にも、同じ数字を示すものを発見したということか？》

　夕霧──ＭＰＢのサーバーに全くアクセスしておらず／副長の言うことなどろくに気にせず。《〝電子レンジ男〟さんは、〈６６６〉が電子レンジに入って大だい爆ばく発はつするって言ってました。二百メートルとか三百メートルの高い場所で、大きな波が来るんだそーです》

《なぜすぐに報告せん、馬鹿者》副長──唸うなるような声。《目下、〈６６６〉こそ原子炉を意味する暗号であると目されているものの、いまだ輸送先については皆かい目もく不明だ。核かく弾頭を最も効果的に爆発させるためには、二百ないし三百メートルの高度に打ち上げる必要がある。貴様は、その射出装置の〝設計図〟を手に入れたということか？》

《そうなんですか？》不思議そうに。《夕霧はー、〝電子レンジ男〟さんが、ＭＰＢの人にお話したと思ってましたー。だって千々石さんにお呼ばれしてましたよ？》

《……〈黄ゲ色ルいブリ・リスストテ〉か》呻うめき──頭痛をこらえるように。《大至急、その男とそいつがもたらした情報を再検討させる。それで、お前は今、いったいどこで何をしている？》

《はーい♪》元気よく挙手──〝電子レンジ男〟が目の前で撃たれてから初めて浮かぶ笑え顔がお。《夕霧はー、これからドライクローネン社さんのところに行って、〝電子レンジ男〟さんを撃った人たちのお仲間さんが、電子レンジの大爆発をしないようにしようと思いまーす♪》

《ドライクローネン社？　待て、白犬ヴアイス。早まるな。もっと説明を──》

《夕霧隊員は行って来まーす♪》

《白犬ヴアイス!?　待て、ヴァ──イス!!》

　だがその時点で、夕霧の脳裏から副長の存在は完全消しよう滅めつ──浮き浮き踊おどるように後方へ下がると、大切な〝設計図〟がきちんと畳たたんでポッケに入っていることを確かく認にん。

　助走／疾しつ走そう──跳ちよう躍やく＝射出された地対空ミサイルさながらに飛来。

「転送を開かい封ふう」

　いまだ平常任務の最中さなかであるものの、スタジオの駐車場で聞いた銃声が通信チップを通して危機レベルの根こん拠きよとしてマスターサーバー側に記録されており、さらに車で撥ね飛ばされるという打だ撃げきが、非常事態が発生したとする有力な証しよう拠こと判断されていた。

　ゆえに──一秒余で機き甲こう化完かん了りよう。

　夕霧到とう達たつ二秒前に、閃ひらめくワイヤーにより既すでに十分に切り裂さかれていた窓へ、にこやか突とつ入にゆう。

　どかん！　手足を畳んだ夕霧ミサイルが、小こ悪あく魔ま風ウェイトレス衣い裳しようのスカートを翻ひるがえし、『ＭＰＢ』と大きくプリントされたアンダーウェアもあらわに、正確に目的地へ着ちやく弾だん──切れ目に従ってばらばらに吹ふっ飛んだ硬こう化かガラスと窓まど枠わくが舞まい飛び、フロアの床ゆかが盛大に凹へこんだ。

　その一室にいた三人の男が驚おどろきのあまり何十センチか宙へ飛び上がり、例の生き残りの男だけが呆ぼう然ぜんとなって手にしたカップのコーヒーを気前よく床に注いだ。

「ＭＰＢの夕霧隊員は、色んなことがあって、もしかするとちょっと怒おこってまーす♪」

　元気よく挙手──朗ほがらかな夕霧的警告を発するとともに質問。

「夕霧クイズの発表！〈６６６〉ってどこにですかっ？　分かる人は手を挙げてー♪」

　だが宙から床へ帰き還かんした男たちは、みな揃そろって精せい悍かんな面つら構がまえをした武装済みの男たちであることから、当然のごとく窓をぶち破って突入してきた少女の不ふ穏おんな質問に手を挙げて答えるようなことはせず、代わりに、彼らの長年の流りゆう儀ぎに従い、次々に腰こしの拳けん銃じゆうを抜いて構えていた。

　ぴしっ、と空気が凍こおりつくような音。

　カップの中身をようやく全すべて床に進しん呈ていし終えた例の生き残りの男の目の前で、三人が銃を構えたまま静止画像のように完全停止。そして次の瞬しゆん間かん、その五体と銃器が右へ左へ斜ななめにずれ、きらめくワイヤーの輝かがやきに、気が遠くなるような赤さで噴ふん出しゆつする鮮せん血けつを添そえたのだった。

　金切り声──例の生き残りの男がまたもや生き残り、部屋から飛び出して絶ぜつ叫きよう。

「特甲トツコー児童だ！　あの特甲児童が来た────っ！」

　フロア中の人間がにわかに色めき立った。職場へ向かおうとしていた武装した一団がエレベーターホールで回れ右をして駆かけつけ、先ほどの爆発的な音は何かと部屋の前に集まってきていた男たちが一いつ斉せいに武器を求めてきびすを返し、スーツ姿のＯＬ風の女性たちまでもが事務仕事を放ほうり出して、開放された武器管理室から〈ドライクローネン社〉と刻印された拳銃／ショットガン／ライフル／制圧用ガス銃／電撃銃／ネットガンを次々に手に取るのだった。

　そして一分も経たたずして、彼らがめいめいに机やロッカーやパーティションなどを盾たてにし、よく訓練された迎げい撃げきの構えを見せたとき、既に、最初に駆けつけた一団が、奥の一室に向かって、見境のない銃火を放ちまくっている最中だった。

　まるで飢うえきった目に見えない獣けものが、手当たり次し第だいにむさぼり食うかのように、壁かべにでかい穴が開き、机が吹っ飛び、壁を飾かざる絵や調度品が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散り、床板や天てん井じようの建材までもがずたずたになる中、白銀の影かげはいささかも遅ち滞たいせず、縦横無む尽じんに飛び回っている。

　重力って何？　と言わんばかりに床を／壁を／天井を蹴けり、両手の指先で自由自在に銀色の弧こ線せんを乱らん舞ぶさせる夕霧によって、最初の一団が一人また一人、あるいは三、四人まとめて、ヘルメットや防ぼう弾だんチョッキや手にした銃器ごと、ばっさばっさと五体を刈かり取られて絶命。

　そんな夕霧旋せん風ぷうにおいて、武器を持って向かう者に男女の区別などあるはずもなし。

　切断された拳銃と手首がバラバラになって宙を舞い、放たれたネットの針金など蜘蛛くもの巣なみになぎ払はらわれ、盾にした机も構えたショットガンも背後のロッカーもまとめて一刀両断。

　上品なライトグレーの床は真っ赤に染まり、ハイテク感を出すのに一役買っている白とメタリックな壁は弾だん痕こんと血しぶきの抽ちゆう象しよう画がと化し、のんきな音を立てるコーヒーポットの中で切り落とされた誰のものとも知れぬ耳がぷかぷか浮うかんでいる。

　夕霧ミサイルの着弾から五秒以内に死者三名──二分以内に次の死者八名──四分以内にさらに死者十七名が加わり、殺人ミキサーの乱舞はようやく収束に向かっていった。

　いったん全てのワイヤーを指から切り離はなして液状に戻もどし、そのきらきら光る銀の輝きの中、夕霧は一つだけ被ひ害がいを免まぬかれた奥の重役室へ、てくてく歩み寄った。

　脚あしに二発／背中の機甲に一発ほど食くらったが、せっかくの衣裳に血しぶきが飛んだのを残念に思う以外、さしたるダメージもない状態で、ドアの前に立って耳を澄すます。

　ルルル、ルルル、ルルル──ドアの向こうで電話のコール音。

　その音に混じって、僅わずかに高ぶったような吐と息いきと、カチリと撃鉄が起こされる音が響ひびいた。

　ぴしりと空気を引き裂さく音──横に払われた夕霧の右手が、再び下がるとともに、目の前のドアが／壁が／アルミ製の枠が、目の前でバラバラと崩ほう落らく／倒とう壊かい。

　仕切られていた部屋が、それ以外の空間と一つになるとともに、重厚な机の向こう／ソファの陰かげ／壁かべ際ぎわで、ドアと同じくバラバラになった死者三名の姿があらわになった。

　夕霧はちらりと例の生き残った男が最後まで生き残りながらも結局のところ生き残れなかったのを見て取った。それから、考えてみれば尋じん問もんすべき相手を一人残らず失ってしまったことについて、改めて思い悩なやむこともなく、すたすたと机に歩み寄っていた。

　ルルル・ルルル──。

　鳴り続ける電話──ひょいと手に取り、耳に当てた。

「なんという怠たい慢まんだ！」

　いきなり、ごろごろ喉のどに痰たんが絡からんだような、弱々しいくせに異様な迫はく力りよくに満ちた声が飛び出し、きょとんとなって目を丸くした。

「あのゴミどもがまた集まっているのだぞ。このままでは〈６６６〉を運び入れることが出来なくなるではないか。貴様ら〈純ライ粋ンゾ兵ルダ士ート〉の本隊を招集しゴミどもを蹴散らせ。今すぐにだ。〈白ヴアきイスシ盾ルト〉の栄光がようやく近づいているというこのときに、このわしが、あんなゴミどもに囲まれるなど許されんことだ。分かったな？　なんとか言わんか、この役立たずが！」

　夕霧は受話器を耳に当てたまま目を閉じ、もう一方の指を額に当て、テレビのクイズ番組に出演する回答者が、迫せまり来るタイムリミットの緊きん張ちように耐たえながら、記き憶おくと推測の間を行ったり来たりしつつ意識を集中するようにして、やがて、一つの名前を引っ張り出していた。

　いつか涼月とお話をしていた車くるま椅い子すの老人──僅か数日前に聞いたその名前。

「ヴェンツェル・エルメンライヒさん！」

　がちゃん！　と激しく電話の受話器を叩たたきつけて通話を断たち切る攻こう撃げき的な音の向こうで、そのとき夕霧の耳には、クイズ番組の司会が張り切ってこう叫さけんだように聞こえていた。

　ピーンポォーン！

　大正解──っ!!

　正解者に拍手拍手拍手──っ！

　豪ごう華か賞品は、なんと、高さ六百六十七メートルを誇ほこる、あの老人殺しの塔とう。

　ヴィエナ・タワー。
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　　　　壱いち




　ミリオポリス第ラ二イン十ブ八レヒ区ト──森の中の、緑に覆われた教会。

　あまりに古くさすぎて誰からも忘れ去られたような小さな巡礼バジ教会堂リカの前庭に四台の車。

　とっくに傍ぼう受じゆ済みの取り引き時刻＋場所──ロシア政府は手を出さないという黙もく約やく／都市の治安組織は原げん子し炉ろを巡めぐって奔ほん走そう／邪じや魔まする者とてなく、快適にはびこる武装集団。

〈ウラジャーイ〉──どいつもこいつも抜ぬけ目のなさそうな、ごつい顔と体の男たち。

　森の中をほとんど這はうようにして近づくユーリー＋涼月──軍用機体＝疑ぎ似じ吹雪は目立つことこの上ないので、数百メートル後方の窪くぼ地ちで待機中。

　電子双そう眼がん鏡きよう一つでたちどころに敵の配置を見抜くユーリー──教会へ通じる道の入り口に伏ふく兵へいが十名ほど／教会周辺の森に狙そ撃げき手が三名／教会の外に四名／中に十名前後。

　盗とう聴ちよう──軍用機体の集音装置の一つを分解して運うん搬ぱん＝教会内で交かわされるロシア語。

　ＣＩＡが現れない／遅おそい／遅すぎ／取り引きの意志などないのでは？／罠わななのでは？／都市内の治安組織に妨ぼう害がいされたのでは？／このままでは自分たちが核かくで危あやうくなる──などなど。

　アメリカ人が取り引きをすっぽかした理由は不明──なんにせよ願ってもないチャンス。

「このまんまだと、あいつら帰っちまいそう」呟つぶやき──慎しん重ちような指揮官を急せかしてみる。

「撤てつ退たいの瞬しゆん間かんを叩く」ライフルを握にぎる──脇わきに愛用のショットガン。「突とつ入にゆう後、あの従順な機体に裏手の森から撃うたせろ。部隊が存在すると思わせ、伏兵を誘さそい出す」

　戦争の犬──長年リーダーとして君臨してきた男に従う。「了解ヤー」

　ＰＤＡで指示をメール──マスターサーバーにリンク中の本物の吹雪へ／軍用機体＝疑似吹雪へ転送され、一秒もせず返信が来る。『涼月ちゃんの言うとおりにします』

　なんか幼い返事──なんとなくユーリーには見せずにＰＤＡをしまう。「用意完かん了りよう」

「来た」顎あごをしゃくる──道の向こうから二人やって来て、教会へ入ってゆく。

　すぐに大勢出てきて、ロシア語で指示──何人かが肩かたをすくめて車に乗った。

「行け」ライフルを構えるユーリー──飛び起きて走り出す涼月。

　セオリー通りに狙撃手から潰つぶす──ユーリーが続けざまに二人仕留める／走りながら転送を実行した涼月が、漆しつ黒こくの拳こぶしを振ふりかざしてもう一人の狙撃手に接近＝右フック。

　茂しげみに飛び散る血の雨──木の幹を蹴けって跳ちよう躍やく。

　銃じゆう声せいに驚おどろいて車を盾たてにする男たち──着地した涼月が車体リア部に渾こん身しんの左アッパー。

　中にいた運転手ごと吹ふっ飛んで宙を舞まう車──もう一台の上に落下＝炎えん上じよう。

　衝しよう撃げきで両方の車内にいた計二名が死亡──車体の陰かげにいた四名がひっくり返る。

　森から飛び出してきたユーリーがショットガンを連発しながら疾しつ走そう──何名か撃ち倒たおされ、残りが大急ぎで教会内に戻もどって行く。

　涼月の突とつ撃げき＝三名が血祭りに──森から熾し烈れつな掃そう射しや＝軍用機体＝疑似吹雪。

　教会への入り口を守っていた伏兵が森の中を走って軍用機体の方へ発はつ砲ぽう。

　ユーリー／涼月──教会の裏口へ走り込んで突入する寸前、とてつもない銃撃の嵐あらし。

　素す早ばやく左右に分かれて逃にげる──教会の壁かべ際ぎわに釘くぎ付づけになるユーリー／森へ飛び込む涼月。

　教会裏手の厩きゆう舎しやっぽい廃はい屋おくから、敵性の軍用機体──〝カニクラーブ〟がぬっと出現。

　なんだって、くそったれの卑ひ怯きよう者──悔くやし紛まぎれに毒づく／そんな気配も痕こん跡せきも全くなかった／おそらく何日も前から念入りに隠かくしておいたしろもの。

　突入の勢いが挫くじかれる──たまらず支し援えん要よう請せい。「吹雪ーっ!!」

　軍用機体＝疑似吹雪が森から飛び出し、横歩きしながら同型の機体へ掃射。

　敵性の機体が機き敏びんに突進──アームが歪ゆがんだり欠けたりしている疑似吹雪へ衝突＝取っ組み合いながら、余よ裕ゆうのあるアームで機銃掃射。

　ユーリーが一瞬の隙すきに教会の壁を回り込んで身を伏せる──涼月が森を疾走＝敵の伏兵と機体による十字砲火を食くらうことを避さける。

　まずいまずい、非常にまずい──うんざりするような形勢逆転。

　森の中を走って迂う回かいし、なんとか教会の裏手を回って、反対側に出るなり教会の窓から一いつ斉せい射撃──二、三発食らってよろめきつつ機き甲こうの頑がん健けんさに感謝＝怒いかり任せに跳躍。

　残った車のうち一台を猛もう然ぜんと殴なぐり飛ばす──車体が窓辺に激げき突とつ。

　一瞬の空白を活用して教会の屋根に飛び乗ろうとするが、敵性機体の掃射にあって断念。

　ふざけんな、ふざけんな──頭に来ながら森へ後退／走り回るほかなすすべもない。

　ユーリーがショットガンを手に壁際で身構え、どうにか無む謀ぼうではないタイミングで飛び出そうと機を見み計はからっていた、そのとき──

　にわかにノイズ──中ちゆう継けいの復活による無線通信の回復。

《スズツキー》嬉うれしげな声──ヨシフの変な語順。《いるのはあなたが驚きですよ》

　ぎょっとなりつつ木陰に身を潜ひそめる──ユーリーが壁際で動きを止める。

　すぐさま無線通信を通した、激しいロシア語のやり取り──ユーリー／ヨシフ／かと思うとゲルツェン／なぜ来た／馬ば鹿かなまねはよせ／すぐに援えん護ごする／このままでは危ない／駄だ目めだ祖国の命令に従え──とかなんとか。

《我々は、あなたの意志に従いたいのです》ヨシフ＝ドイツ語──そういう言葉だけ正しい語順／正しい発音。《我々は、あなたのもとで銃を執とる》

　ヒゲ面のゲルツェン──いきなり涼月のすぐそばに飛び出してきた熊くまが物ぶつ騒そうなウィンク。

　どこで仕入れたのか、ロケット弾だんを構えて発射──弾頭が木々を抜け、弧こを描えがいて飛ぶ。

　炸さく裂れつ──敵性の機体がもろに食らう／疑似吹雪が押し返す。

　涼月の後方──青い瞳ひとみのアストロフ／Ｌ字傷のフェージェ＝剃刀かみそりのような切れ味の狙そ撃げき。

　窓辺にいた敵が次々に撃ち倒される／窓から飛び退のく／床ゆかに這はう。

　涼月が飛び出す／ユーリーが飛び出す──三人の男が新たに森から飛び出す。

　篤とく信しん家のワーニャ──古い教会を仰あおいで十字を切りつつライフルを連射。

　詩人のワシリー──森の中の忘れられた教会に目を細めつつ手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てき。

　浪ろう費ひ家かのセリョージャ──キリストが最初に救ったのは徴ちよう税ぜい人であって取り立てにあう哀あわれな男ではなかったとかなんとか、ぶつぶつぼやきながら火炎放射。

　手榴弾の一撃──煉れん瓦が造りの玄げん関かんが崩ほう落らく／敵の何人かが吹っ飛ぶ／教会の屋根を飾かざる十じゆう字じ架かが衝撃で音を立てて落下。

　残り一台の車／陰に隠れていた武装犯たち／聖堂の壁／壁を這う植物──炎上。

　向かい側の森──ずんぐりニコライが仕し掛かけた対人地じ雷らい＝敵の伏ふく兵へいが悲鳴を上げる間もなくずたずたにされて虫の息に──むっつり。

　教会裏手──最年少のピョートルが仕掛けた突破用爆ばく薬やくが鉄の扉とびらを吹き飛ばす──にやり。

　聖堂内に突入を敢かん行こうする二人──機械の目のヴァシリー／のっぽのイヴァン。

　ライフルの正確な三点連射──素晴らしい切れ味／祭さい壇だんごと数名を撃ち倒す。

　銃弾の熱でめらめら燃え上がる祭壇──そのそばにジェラルミンケース。

　ヴァシリーが援護／イヴァンがケースを素早くつかんで後退──報告。《取り引きの品と思われるものを確保しました、中ちゆう佐さ》

《そのまま持っていろ》渋しぶ々しぶという感じで部下の成果を受け入れるユーリー──敵性機体へ発砲。《敵の〝カニクラーブ〟を、裏手に誘って倒す。十秒で仕掛けを整えろ》

　敵性機体がアームを突つき出す──掃射を避けて壁に身を隠すユーリー。

　涼月は森に飛び込んで伏兵どもにワン・ツーをたっぷりプレゼント中──そのすぐ先で、ずんぐりニコライが機敏そのもので走り、教会裏手へ飛び込む。

　既すでに準備中のピーターとともに仕掛けを用意──ユーリー／ヴァシリー／イヴァンが射撃。

　ワーニャ／ワシリー／セリョージャがそれぞれ敵性機体を撃うつ。

　敵性機体の方向転てん換かん──疑ぎ似じ吹雪を突き飛ばしてユーリーへ突進。

　裏手へ逃げる──敵性機体が追ってくる──そいつが飛び出してきた厩舎と教会の狭はざ間まへ。

　炸裂──建物が倒とう壊かい＝壁／枠わく木／大量の煉瓦が、敵性機体の上に左右からなだれ落ちる。

　ユーリーが敵性機体に飛び乗って右手でハッチをつかむ──灼しやく熱ねつ＝ロックを溶よう解かい。

　煉瓦の山から複数のアームが突き出される──涼月がその一本をつかむ／殴ってへし折る。

　ニコライがワイヤーで複数のアームをとらえる──手品のように絡からまり合う。

　ハッチのロックが溶断されて開かれる──コクピットで迸ほとばしる叫さけび。

　ヴァシリー／イヴァンがハッチの中を銃じゆう撃げき──叫びがやむ／機体が沈ちん黙もくする。

　それと前後して、軍用機体＝疑似吹雪／ヨシフ／ゲルツェンが仲良く残党の掃そう討とうを完かん了りよう。

　ヨシフ／ゲルツェンが親指を突き出し〝よグくツやジっヨたブ〟サイン──アームを掲かかげて応じる疑似吹雪。

　玄関と裏手から火と崩落──もはやただの焚たき火と化して燃える教会。

　涼月がアームを放ほうり出し、ユーリーを見て顎あごをしゃくる──部下を褒ほめてやれば？

　軽い溜ため息いき──ユーリーが教会の表側へ／十一人の戦争の犬たちが集まってくる。

　ロシア語──「お前たちの行動は決して評価されない」「政府と私、両方の命令を無視した」「だがお前たちに感謝せねばならない」「私はこの部隊を誇ほこりに思う」とかなんとか。

　ちょっと離はなれたところから、疑似吹雪とともにその様子を観察。

　十二人の男たちを結ぶ絆きずなといった感じのものが、何の衒てらいもなくそこにあるのを感じた。

　望んだ以上の血と暴力に、心が耐たえられた秘ひ訣けつかもしれないもの──仲間の存在。

　ふいにユーリーの言葉が途と切ぎれた。

　バタバタと激しいローター音──軍の輸送ヘリが現れ、頭上からやかましい声を放った。

《すみやかに武装解除せよ！　繰くり返す！　すみやかに武装解除せよ！》

　道の向こうから続々と登場──屋根に重機関銃を設置した大型装そう甲こう車両が一台／機銃座つきジープが一台／十数名の兵士を荷台に乗せたトラックが二台＝なんとも大げさ。

　ジープが停車──助手席に乗った指揮官らしい男の怒声。「銃を捨てろ！」

　トラックが並んで停車──二十名余の兵士がぞろぞろ下りてくる。

　ヘリからロープ──十名近い空くう挺てい隊員たち。

　ユーリー──銃口を下げ、右手に身分証を掲げてジープに近づく。

「ロシア政府から派は遣けんされた特務捜そう査さ官だ。敵ではない。大使館に確かく認にんして欲しい」

　ジープの助手席で男が鷹おう揚ようにうなずいた。

「〈ウラジャーイ〉の殲せん滅めつに感謝する。偵てい察さつ衛星の画像データはそのケースの中か？」

　ユーリー／十一人の男たち／涼月──全員がはっとジープの男を見つめた。

　次の瞬しゆん間かん、全員が、きわめて迅じん速そくに──素す晴ばらしいまでの機き敏びんさを発揮して動いていた。

　ユーリーが、身分証を放り出してショットガンを構えながら、横へ走った。

　そして銃声──さながら豪ごう雨う。どれほど類たぐいまれなる機敏さの持ち主であっても、決して逃のがれられない、耳をつんざくような一いつ斉せい射しや撃げき。

　兵士たちのライフルから放たれた弾だん丸がんが、ユーリーの胴どうを貫つらぬき、血が尾おを引くように迸った。




　　　　弐に




　ミリオポリス第ドナ二ウ十シユ二タ区ツト──高速道の出入り口付近でＭＰＢ特捜部隊が息を潜ひそめて待機。

　数百メートル離れた位置に、かき集めた後あと詰づめの部隊──パトカー／装甲車／救急車両。

　敵の通信コードを割り出してから三十分弱──短時間のうちに四度の傍ぼう受じゆに成功。

　うち最後の通信で〈白ヴアきイスシ盾ルト〉という明らかにドイツ語読みの組織名が判明。

　なんか白人至上主義者が好みそうな組織名──陽炎の所感。

　傍受によって大まかに割り出された敵位置を、予想進行ルート先で待ち伏ぶせ。

　この事件が始まって以来の快挙──後ろから追うのではなく、迎むかえ撃つ。

　車内──運転席のミハエル＝左手にライフル／右手に通信マイク・複数の携けい帯たい電話。

「今のところ敵の会話は全すべてドイツ語だ。ロートヴィルトなる人物が所属する組織かもしれん。〈白ヴアきイスシ盾ルト〉という組織は初めて聞く。最近結成されたか、長年、下部組織に実行を任せ、自分たちは表に出なかったかだ。ドイツ、オーストリア、スイス、ハンガリー、その他ドイツ語圏けんの武装集団の事例をマスターサーバーを通して解かい析せき。各国の対テロ組織に情報を求めろ」

　いったん通信アウト──接敵までの短い時間に、可能な限りの情報が集まることを祈いのる沈ちん黙もく。

「これから来る一団が、巧こう妙みような通信偽ぎ装そうを施ほどこした陽動でないことを願うばかりだ」

　揺ゆるがぬミハエルの眼まな差ざし──フロントガラスの向こうに青空／ビル群／河岸の木々。

　なんか平和／疲ひ労ろうで眠ねむ気けに襲おそわれる／敵の到とう来らいを忘れそう──助手席の陽炎の雑感。

　緊きん張ちようを保つために質問。「原子炉を持たない陽動部隊が、すぐに捕つかまる高速道を選ぶでしょうか？　もっとこちらを攪かく乱らんしやすいルートを選ぶ気がします」

「普ふ通つうはそうだが、浄じよう水すい場じゃ見事にひっくり返された。何しろ原子炉バトンが囮おとりにされたようなものだからな。疑いの目は持つに越こしたことはない。もしかして敵にはまだ奥の手があって、我々はいまだにその正体をつかんでいないと考えるのも指揮官の仕事だ」

　よくそんな最悪の想像に耐えられるなあ──陽炎の感心。「ご苦労様です」

　不敵な笑えみ。「とはいえこのルートが外れとは考えられん。陽動ならそれはそれでいい。敵が残り少ない部隊を犠ぎ牲せいにしてでも、ルートを確保したがっている証しよう拠こだからな。敵が核かくを選んだ時点で、一つだけ有利な点が我々にはある。核の弾頭はくそ重いってことだ」

「大型の運うん搬ぱん車両が必要？」

「ついでに超大型の射出装置もな。核弾頭で都市一つを破は壊かいするには、最も威力を発揮する二百メートルから三百メートルの高さに打ち上げる必要がある。そしてマスターサーバーの試算では、この短時間でどんなに小型化しても起き爆ばく装置と弾頭だけで一トン近い重量になる。だから敵には必ずルートがある。ここで炸さく裂れつさせねば意味がないという目的地がな」

「それはほっとしますね」

「ふむ。あまり部下を安心させるのも褒められたもんじゃないな。お前さんの緊張と集中を維い持じさせるために、一つ、とっておきの情報を教えてやろう」

　やだそんなの──本音を抑よく制せい／平気だもんという顔でガムを弾はじかせる。「なんでしょう？」

「敵はもはや原子炉バトンを運んじゃいない。それは既すでに核弾頭と呼ぶべきしろものだ」

　飛び上がりそうになる──予想していて当然なのに衝しよう撃げきの大きさを思い知る。

「根こん拠きよは？」

「浄水場の地下の一角で、大規模な加工施し設せつが発見された。禁制品の三次元測定器やら、遠心分ぶん離り器まであったらしい。俺たちが張り切って戦争をしている間、敵はのんびり最後の工程を済ませていたってわけだ。お陰かげで〈刕レイ〉の試算の桁けたが一気に跳はね上がった」

　聞きたくなーい──だが失望されたくないのであえて質問。

「どれくらいに？」

「核弾頭の完成確率は九十五％に達し、それが正常に爆発する確率は五十％になった」

　機械化されたはずの全身に鳥とり肌はだが立った気がした。

　なんであなたはそんなに落ち着いていられるの？──もはや尊敬を通り越して呆あきれる思い。

「目が覚めたか？　だが喜ばしい一面もあるぞ。五十％はまだ阻止できるってことだしな」

　にやり──諦あきらめるという選せん択たく肢しを持たない者の笑み／なんかうちの小隊長を思い出す。

「敵の射出装置の位置さえつかめれば勝てる？」最大の希望にすがる。

「それについては情報ありだ。〈６６６〉の存在を知った民間人が、その起爆設計に関する情報をＭＰＢに提供した直後に殺害されたらしい。今、副長が詳しよう細さいを確認中だ」

　ちゃんと保護しろよ馬ば鹿かあー──泣けそうになる。

「なんであれ、これが敵にとっても我々にとっても最後の一撃になるだろう。どちらが間に合うかは分からんが、俺には一つ、敵にないものがある」

「はあ」さんざん不安にさせられたので少々いじけ気味。「中隊長の楽観ですか？」

「お前だ、陽炎。お前という最強の兵科にして優ゆう秀しゆうな猟犬いぬの存在だ」

　物もの凄すごいタイミングで物凄い至福が到来。

　思わずだらしなくにやけそうになる／かろうじてこらえる。

「……部下をやる気にさせるのが上手ですね」

「ほう。てことは、やる気になってくれたってわけだ」

　少年のような微笑ほほえみ──かんべんして下さいよもう。

　ふいに通信。《軍が接近。都市内全ての組織のリストをもとに、武装解除を命じています》

　さっと通信マイクを口元に当てる。「所属部隊と規模は？」

《第二駐ちゆう屯とん部隊〇五分隊。大型輸送車両および軍用機体〝ケツンエタンウタロオスア〟一台。戦せん闘とう用ジープ二台。装そう甲こう車両二台。兵員輸送用トラック四台》

「大したパレードだ。現在、負傷者を搬はん送そう中だと言ってごまかせ。武装解除リストにはその後でサインしてやるとな」

《了解ヤー。こちらに来ます。敵を待ち伏せていることは隠かくします》

「決して漏もらすな。武装解除に抵てい抗こうする不満分子として、拘こう束そくされるのがおちだ。どうせなら、やるだけのことをやってから収容所に放ほうり込まれるとしよう」

　携帯電話の一つが鳴る──スピーカーモードに。《敵グループの通信傍受。想定ルート上です。走行する車両の全てをマスターサーバーが追つい跡せき》

　また別の携帯電話が鳴る──同じくスピーカーモード。《解析班から妙みようなデータが来ました》

「妙とは？」

《先ほど武装解除を命じてきた際の通信コードと、敵の通信コードが近似しているそうです》

　最初に鳴った携けい帯たい電話に向かって指示。「敵は軍の通信網もうに寄生している可能性がある。再解かい析せきで近きん似じ値を割り出し、追跡させろ」

《了解。再解析に二十秒ほどかかります》

《あと四分以内に敵車両が接近するものと思われます》

《武装解除を命じる分隊が同ルートを接近中》

　ミハエルの膝ひざで電子手帳に着信音──次から次に情報の断だん片ぺんが押し寄せる／端はしから即そく返。

　いつ見ても凄いなあ──情報のお手玉を的確にさばく曲芸師ミハエルに心の中で拍はく手しゆ。

《再解析結果が出ました。敵の通信コードが、武装解除を命じる軍の通信コードに一いつ致ち》

　左目で手帳のデータを見る──右目で道路の方を見る。「ぴったりか？」

《システム寄生の痕こん跡せきなし。今の解析によって敵の詳細な位置を割り出せそうです》

《敵車両が近づいてきているものと思われます》

　得体の知れない緊きん張ちよう──ミハエルが手帳を畳たたんで懐ふところに放り込む。

《分隊が来ます。我々にはまだ気づいていません》

「敵の通信コードを用いて、こちらから通信に割り込めるか？」

《可能です。マスターサーバーの補助で電子的偽ぎ装そうをかけますか？》

「いらん。今すぐこう呼びかけろ。『〈６６６〉の搬はん送そう状じよう況きようを報告せよ』と」

《了解》

　待機中の隊員が緊きん迫ぱくするのを肌で感じる──ライフルを持つ陽炎の手に力がこもる。

《敵車両が一分以内に接近すると思われます》

《分隊が見えました。まだ警告はありません。我々には気づいていないようです》

《返答あり。『これより高速道へ入り、シュタウフ口より下りてタワーへ向かう』とのこと》

　緊張──ひりひりする。

　ガムを嚙かもうとする──歯と歯が嚙み合わさったまま動かない。

　通信マイクと携帯電話を握にぎったまま微び動どうだにしないミハエル──その目に好戦的な輝かがやき。

《さらに返答。『予定より遅おくれが出ているが修正範はん囲い内だ。そちらの所属は？』》

「答えるな。同じコードで通信対象を変へん更こう。今すぐ第二駐屯部隊〇五分隊に、こう呼びかけろ。『ＭＰＢが高速道への入り口を封ふう鎖さ中。至急、緊きん急きゆう時ルートに変更されたし』と」

《了解》

　沈ちん黙もく──火がつきそうな空気。

　ノイズ──声。《返答あり！　『了解した。そちらの所属は？』》

《敵の通信を傍ぼう受じゆ！　軍の通信コードと完全に一致！》

《敵車両が迂う回かいします》

《分隊が迂回します！　想定された敵車両の動きと完全に一致！》

　通信マイクを握るミハエルの手がレバーを操作──猛もう烈れつな勢いでアクセルを踏ふんだ。

「第一班、第二班、ただちに敵進路を封鎖！」車が飛び出す──タイヤの金切り声。「第三班、退路を塞ふさげ！　そこらにある民間の車両でもなんでも使って、なんとしても押さえろ！」

　ライフルとシートベルトにしがみつく陽炎──まん丸に見開かれた目／あまりのことに言葉もなくミハエルを凝ぎよう視し。

　ミハエル──膝でハンドルを操作／通信マイクの回線を切り替かえて咆ほう哮こう。

「本部へ、特とく捜そう部隊より緊急連れん絡らく！　第七の敵グループは我が国の軍に浸透！　繰くり返す、第七の敵グループは我が国の軍に浸透！　大至急、現場に増ぞう援えんを求む！」

《こちら本部。既すでに出来る限りの増援は送った》副長の声。《他組織が共闘する。情報の確実性を期する時間がない。実行に移れ》

　携帯電話。《敵──軍がさらに迂回！　止められません！》

　携帯電話。《敵グループが反撃を開始！　武装に差がありすぎます！》

　ビル群を挟はさんだ向こうの通りで銃じゆう声せい──激しい衝しよう突とつの音。

　軍用機体が起動する唸うなるような音──ビルとビルの隙すき間ま＝凄すさまじい砲ほう火かの輝き。

　拡声器を通した声＝軍。《すみやかに武装解除せよ。すみやかに武装解除せよ》

　ミハエルの叫さけび。「マスターサーバーで軍本部の緊急回線に割り込め！　回線をこの車につなげろ！　今すぐだ！　責任は俺が取る！」

《了解》

　ノイズ──逃にげまどう一いつ般ぱん車両を避さけて街路を突つき進む──すぐに声。

《何者だ。我々に対し、電子的攻こう撃げきを仕し掛かける気か──》

「こちらＭＰＢ特捜部隊だ！」有無を言わさず──立て続けに言葉の爆ばく弾だんを投げつける。「よく聞け、第七の敵グループ〈白ヴアきイスシ盾ルト〉は軍内部に浸透！　第二駐屯部隊〇五分隊およびそれに追つい随ずいする部隊を洗い、全ての大型兵器の停止プログラムを即実行しろ！」

《何を馬ば鹿かなことを──》

「繰り返している暇ひまはない！　〇五分隊が核弾頭を輸送中だ！　それを食い止めようとしている同国人が皆みな殺ごろしになる前に協力しろ！」

　陸橋──歩道に乗り上げて停車──飛び出すミハエル／慌あわてて追う陽炎。

　ぎりぎりまで引っ張られた通信マイク──その両腕うでに構えられたライフル。

　惚ほれ惚れするような立位姿勢──引き金を引いた。

　二百メートルほど先からやって来る軍のジープの運転手が、正面から撃うち抜ぬかれた。

　ジープが急停止／大型輸送車両が街路を左に折れて姿を消す／兵員輸送トラックが停車して完全武装の兵士たちが飛び出す──その後こう尾びで軍用機体が激烈な砲火を放つ。

「くそっ。これで下手をすれば軍と戦争になった。クーデター事件の再来だ。軍と警察が都市のど真ん中で撃ち合いを始めるぞ」

　にわかに銃じゆう撃げき──陸橋の手すりの陰かげに隠かくれるミハエル／車の陰に隠れる陽炎。

　手すりが削けずり取られるほどの攻撃──それだけで武装に雲うん泥でいの差があることが分かった。

「陽炎！」苛か烈れつなまでの叫び──命令。「お前は輸送車を追え！〈６６６〉はあの中だ！」

　呆ぼう然ぜんとなった。

　相手は軍。完全武装した一個分隊。強烈な武装で身を包んだ同国人の集団。

　だが言い訳はしなかった──そんな余よ裕ゆうはミハエルにも自分にもなかった。

「あれを止めてくれ！　頼む！」

　その言葉が、真まっ直すぐに、陽炎の心の奥の、現実的な予測とか恐きよう怖ふとか当然の抵てい抗こう心といったものとは全く無む縁えんの、とんでもなく無防備な場所に、ズガン！　と撃ち込まれた。

「了解ヤー──!!」

　身を翻ひるがえして走った──大型輸送車両が去った方角／瀟しよう洒しやなビル群／パニックをきたす一帯。

　理性が悲鳴を上げる──相手は軍隊だぞ。一個分隊なものか。敵の増援がないわけがない。

　絶対に挟きよう撃げきされる／包囲される／突とつ撃げきされる／集中砲火を受けてなすすべもなくやられる。

　一人じゃ絶対に勝てない。どうする。どうするの。ちょっとほんとにどうするの私？

　うるさい──彼女の／私の／陽炎の果か敢かんな決断の声。

　あの人が言った。あの人が私に頼んだ。

　あの人に私が頼まれた──だから、もう、どうにかしてやるしかないでしょ。

　転送を開かい封ふう──一秒余。

　真紅の四し肢しを躍おどらせ、強大にして最悪の敵に向かって疾しつ走そうしていった。




　　　　参さん




　世界中から音が消えたみたいだった。

　自分の口から迸ほとばしり続ける、火のような叫びが、あらゆる物音をかき消しているのだ。

　叫びが止まらない──怒いかりが止まらない。

　何もかもが止められない。

　おかしくなりそうだ。

　火。

　銃撃。

　血が舞まった。

　一いつ斉せい射しや撃げき──一方的な虐ぎやく殺さつを試みる者たち。

　ヘリの機銃。

　ジープの機銃。

　大型装そう甲こう車の機銃。

　兵士が発射したロケット弾だん──軍用機体＝疑ぎ似じ吹雪のアームが二、三本まとめて宙を舞った。

　見事な機き敏びんさで散開した十二＋一人──だがとても間に合いはしない。

　機械の目のヴァシリー──鋭するどい応射を見せながら走ったが、背を撃たれ／脚あしを撃たれ／顔面を撃ち抜かれて転てん倒とうし、動かなくなった。

　のっぽのイヴァンが機敏に後退──くわえた葉巻をちぎれるくらい強く嚙かみしめ、ジープの機銃を掃そう射しやする兵士に向かってライフルを連射。兵士は肩かたを撃たれて倒たおれた／イヴァンは掃射をまともに食くらって、胸が風船みたいに破は裂れつし、横倒れになり、動かなくなった。

　ハンサムなピョートルが、体中を撃たれて倒れた。

　Ｌ字傷のフェージェが、ジープの機銃のひと薙なぎで両方の足首をもぎ取られて地を這はった。

　抵抗──ワーニャが放った音おん響きよう閃せん光こう弾だんがジープのボンネットで爆はぜる。

　篤とく信しん家の男は、膝ひざをつく指揮官に駆かけ寄り、自分の銃じゆうは捨てて肩を貸して走った。

　助けられながらユーリーは左手を上げ、ショットガンの一撃で迫せまる兵士を吹ふき飛ばした。

　長い長い数秒──ワーニャは弾丸の雨の中、燃えさかる教会の壁かべの向こうにユーリーとともに辿たどり着き、それから、どっと両膝を地面に落とした。

　そして、背から胸や腹へと飛び抜けていた複数の弾丸によって、急速に力を失った。

「アヴェ・マリア、主のお慈じ悲ひは汝なんじとともに──」

　最後の祈いのりがその口から零こぼれ、ユーリーの腕うでの中で動かなくなった。

　抵抗──音響閃光弾の炸さく裂れつの直後、ワシリーが撃うたれながらジープに飛びつき、敵の指揮官と、肩を撃たれた機銃の射手を拳けん銃じゆうで撃ち殺した。そして機銃を奪うばって兵士たちへ乱射したが、前後左右から撃たれた。ワシリーは穴だらけになり、機銃にもたれたまま動かなくなった。

　抵抗──撃ちまくる兵士たちの一団へ、セリョージャが火か炎えん放射器を手に突とつ進しんして火を浴びせながら、自分も真っ向から銃弾を浴びた。背負ったタンクを撃ち抜ぬかれて炎ほのおの塊かたまりとなったセリョージャが、生ける爆ばく弾だんとなって数名の兵士の間に突つっ込み、一いつ緒しよに燃え上がった。

　抵抗──あるいはそれすら許されず、戦争の犬たちが次々に命を落とす中、絶ぜつ叫きようする涼月が兵士の一団に躍おどりかかってゆく。

　鋼鉄の拳こぶし──血しぶき＝だが事態を変えるほどの力はない。

　大型装甲車両の機銃掃射──涼月の左腕がもぎ取られ、機甲が砕くだけた。

　かろうじて残った腕でガード──大型輸送車両のフロントが見る間に迫った。

　吹っ飛ばされて転倒──轢ひき殺されることだけは避さけられた。

　動けと体に命じる／起き上がろうとする／口から迸り続ける叫さけび──まるで泣き声。

　疑似吹雪が大型装甲車両に突進した。

　タイヤが猛もう烈れつに軋きしる──アームの機銃掃射＝至近距きよ離り。

　大型装甲車両の機銃とその射手を粉々にした。

　起き上がった涼月のすぐそば──血だらけのゲルツェンがいた。

　ヒゲ面づらの熊くまがウィンク──かと思うと横からヨシフが涼月の体を引っ張った。

　抵てい抗こう──代わりに残されたゲルツェンがロケット弾を発射し、疑ぎ似じ吹雪に組み付かれた大型装甲車両の右後輪を破は壊かいした。

　ほとんど同時に、ヘリの機銃掃射が真上からゲルツェンを襲おそった。

　ヒゲ面が粉々に吹き飛ばされ、首から上がなくなり、前のめりに倒れて動かなくなった。

　涼月の掠かすれた叫び──ヨシフに引っ張られながら転送を再実行。

　左腕が元に戻もどった直後にヘリの機銃掃射──ヨシフに突き飛ばされる／巨きよ大だいなチェーンソーの刃はみたいな一いち陣じんの弾列がすぐそばを通り抜けていった。

　涼月の叫び──自分が叫んでいるのかどうかも分からない／ヘリの機銃掃射を必死に避ける／いきなり目の前に兵士の一団／正面から銃撃される／無我夢中で躍りかかる。

　抵抗──両足を失ったフェージェが寝ねたまま頭上へライフルを構える。

　鋭い狙そ撃げき──ヘリの機銃に取りついていた兵士が撃ち抜かれて落下／そいつが地面に落ちると同時に別の兵士が機銃に取りついて、動けないフェージェに向かって報復した。

　フェージェの体が銃弾の衝しよう撃げきで地面から浮うき上がり、バラバラになり、動かなくなった。

　抵抗──後輪から白はく煙えんを噴ふく大型車両／撃たれて血まみれになったピョートルが這はい寄った。

　運転席のドアに突破用爆薬──自分の右腕ごと炸裂させた。

　ドアが弾はじけ飛んだ──ピョートル＝にやり。

　そのままの顔で、運転手と助手席にいた兵士たちに撃ち倒され、動かなくなった。

　ヘリから放たれたロケット弾──疑似吹雪のアームが立て続けに折れ飛び、炎に包まれ、残った三本のアームが宙をかいた。

　大型装甲車両が、残ったタイヤを回転させて突き飛ばす──疑似吹雪が横倒しになる。

　抵抗──ヨシフが果か敢かんに兵士たちの一団へ銃撃を放ちながら、大型装甲車両へ駆け寄った。

　ドアを失った運転席──運転手と助手席にいた兵士へライフルの弾たまを浴びせた。

　その背を撃ち抜く弾丸──構わず運転席に入り込み、アクセルを踏ふんだ。

　がくがく揺ゆれながら走る大型装甲車両──行く手に二台のトラック／兵士の一団。

　兵士の一人が放ったロケット弾が、大型装甲車両のフロントを直ちよく撃げきした。

　防弾ガラスを木こっ端ぱ微み塵じんに砕かれる──大型輸送車両がトラックの一つに激突。

　衝撃／兵士たちの一群が倒れる──残りが大型輸送車両の運転席に向かって撃ちまくる。

　抵抗──涼月の疾しつ走そう／大型装甲車両の衝突を免まぬかれた方のトラック。

　雷らい撃げき最大値の右フック。

　右後輪が吹き飛び、車体が二つに折れて宙に浮かんだ。衝撃でトラックを盾たてにしていた兵士たちの背骨が真横にへし折れた。車体が落ちて燃え上がり、色んな破は片へんが飛び散った。

　大型装甲車両＝ドアのない運転席から血だらけの男を引っ張り出した。

「ヨシフ！」

　振ふり返ると、目の前で二人の兵士が凄すさまじい形相でライフルを構えていた。

　銃撃──兵士の一人が横よこ倒だおれになった。

　凝ぎよう然ぜんとなった一人に迫せまる灼しやく熱ねつの手──手刀が首を切断し、兵士の頭が宙を舞まった。

　ユーリー──口から血／そばにいるはずなのに声が遠くから聞こえる。「もう死んでいる」

　ヨシフの体が、涼月の肩かたから滑すべり落ち、地面に倒たおれて動かなくなった。

　命の絶えた顔──どんな表情も浮かべてはいない。

　ショックを受ける余よ裕ゆうすらなく頭上から弾だん丸がんの雨──ヘリの掃そう射しや。

　腹を真っ赤に染めたユーリーに肩を貸しながら燃えるトラックの陰かげへ逃にげ込んだ。

　抵抗──青い瞳ひとみのアストロフが、森からヘリに向かって撃った。

　冷静に狙ねらい澄すます──一発／二発／三発。

　最後の一発で後部出入り口のフックが弾け飛び、空くう挺てい用ロープの束がヘリから落ちてきた。

　ロープに向かって走り出すアストロフ──機銃掃射のひとなぎでその胴どう体たいが真横に引きちぎられたようになって倒れ、動かなくなった。

　草むらを滑ってゆくロープ──ずんぐりニコライが機き敏びんに取りついた。見事なクライミング技術──上から銃撃を浴びながら、するすると登り、後部出入り口へ手しゆ榴りゆう弾だんを放ほうり込んだ。

　爆ばく発はつ──放り出されたニコライの体が地べたに叩たたきつけられ、動かなくなった。

　黒煙を噴くヘリ──後部にいた兵士の死体／みるみるうちに高度が低くなり、ふらふらしながら地表付近でホバリング。

　涼月とユーリーが真まっ直すぐヘリへ向かった──でたらめに発射されたヘリのロケット弾。

　大破した大型装そう甲こう車両がさらに吹ふき飛び、木々が砕くだかれ、兵士たちが直撃を食くらった。

　燃える教会が完全に瓦が礫れきと化し、炎ほのおの中を走り抜ぬけたユーリーがロープをつかんだ。

　機械の手でロープをしっかりと握にぎった状態で、胸を撃うち抜かれた。

　涼月が転身──ユーリーに向かってライフルを構える兵士へ憤ふん怒ぬのワン・ツー。

　その間に、ユーリーはよろめきながら停止したジープのフロントバンパーに取りついた。

　態勢を整えて浮ふ上じようしようとするヘリ──ユーリーが引っ張られる／機械の右手がみしみし軋きしむ／歪ゆがむ／左手でロープの一いつ端たんをジープのバンパーに巻きつける。

　ヘリが傾かしぐ──僅わずかに浮き上がるジープ／機き銃じゆうにもたれていたワシリーの死体が倒れる。

　絶ぜつ叫きよう＝涼月の疾走／跳ちよう躍やく。

　宙へ──ヘリのコクピットで仰ぎよう天てんするパイロットに向かって、怒ど濤とうのような打ち下ろし。

　コクピットを粉ふん砕さい／パイロットの五体が座席ごと吹っ飛んだ。

　斜ななめになるヘリ──傷を負って暴れる獣けもののよう。

　放り出される涼月──下手な体勢で着地／衝撃で右みぎ膝ひざの関節が変な方向へ曲がった。

　そのすぐそばでヘリが地面に接せつ触しよく／ローターが折れ飛ぶ／尾び翼よくが歪む／機体が火を噴く。

　爆発──脚あしの再転送を実行する涼月の横を、何人もの男たちをずたずたにして殺した機銃が、勢いよく転がっていった。

　燃える音──他に何も聞こえない。

　ジープにもたれていたユーリーが、自分の血でびしょ濡ぬれになった胸を押さえながら移動。

　それだけ銃弾一つ受けていないジェラルミンケースが転がったままになっている。

　ユーリーは膝をつき、右手をケースに当てた。

　灼熱がケースを焼き、中にあったデータの記き憶おく装置を焼いた。

　涼月が歩み寄った──ユーリーが目を上げて言った。

「泣くな……。死者が……生者の道となる」

　そう言われてやっと、くしゃくしゃに顔をゆがめている自分に気づいた。
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「ゴーリェ・ニェット・モーリェ、ヴイピィエシ・ザ・ドゥーマ」

　ユーリー──変わらぬ流りゆう儀ぎ／教訓好きのロシア人特務官。

　涼月──歯を食いしばる／その言葉が、きちんと届いたことを告げる。

「悲しみゴーリエは……海モーリエではない。だから、いつか全すべて、飲み干せる──……」

　初めて見る微び笑しよう──ユーリーは虚うつろな目で、青く透すき通る天を見た。

「凍こおれる七千人の死……。核かくなどより……よほど、心に……」

　最さい期ごの吐と息いきが零こぼれた。

　天を見たまま、動かなくなった。

　思わず声をかけようとして口をつぐんだ。辺りを見た──誰かいないか探した。

　敵も味方も、誰一人として身を起こそうとはしない。

　ヨシフも、ゲルツェンも、ヴァシリーも、イヴァンも、フェージェも、アストロフも、ニコライも、ピョートルも、ワーニャも、ワシリーも、セリョージャも、みんな。

　火と己おのれ自身の血の禊みそぎをもって、多くの敵とともに理り不ふ尽じんさを墓標にして息絶えていた。

　生きている自分が不思議だった。ぽかんと棒立ちになる自分も、実はとっくに死んでいる気がした。自分の命が亡ぼう霊れいになったようだった。自分が生きているなんてとても信じられない。

《……涼月ちゃん》ふいに電子音声──炎の中から這はい出る壊こわれかけの機体。

　それでやっと、生き残ったことを思い知った。銃じゆう撃げきを食らうよりもよっぽど衝しよう撃げきを受けた。

　一人だって？　自分だけが？

　世界中から取り残されたような、精神に深い傷を与あたえるほどの心細さ。

《……涼月ちゃん》悲しげな電子音声──機体がアームで涼月の胸むな元もとを示した。

　呆ぼう然ぜんとなる頭をよそに、唐とう突とつに、耳が何かの音をとらえた。

　ＰＤＡのコール音──自分の懐ふところでずっと鳴り続けている。

　のろのろとそれを取り出し、耳に当てた。十二人の死者を見ようとして、誰がどこにいるのか分からず、ふいに何か心細さとは違ちがうものが襲おそいかかってきた。

　強い義務感──彼らを故郷に帰らせてやらねばならない。

　通話ボタンを押す。《黒シユヴ犬アルツ、至急──》

「誰か聞いてるんだろっ！」

　勝手に声が飛び出した──止まらなかった。

「頼たのむよ。迎むかえに来てやってくれよ。こいつらを国に帰してやってくれよ。みんな死んだ。壊れた街を守るために死んだ。本物の壊れもののやつらが、ここにいるんだよっ」

　ぽたぽた涙なみだが零れた。叫さけぶほどに生き残ったショックに襲われた。

「頼パジヤむールよイスタ……。頼パジヤむールよイスタ、なあ……」

　返事はない──ほどなくして副長の声。《よせ、涼月。ロシア側はもうこの回線を盗とう聴ちようしていない。彼らの件は私から伝えておく。〈ウラジャーイ〉と戦ったのか？》

「最初は……。その次は、軍です……」

　震ふるえる声──ごしごし顔をこすった。

《たった今、第七のグループが軍に浸しん透とうする勢力であることが判明した。お前は至急、陽炎と合流して核かく弾だん頭とうを輸送する敵を追つい撃げきしろ。夕霧も上手うまくいけば合流可能だ》

　仲間の名前──犬呼ばわりではなく。こちらの気持ちを引き寄せようとしている。

　甘んじて従う──仲間の存在にすがって心を支える。

「輸送……行き先が分かったんですか？」

《トレーラーから発見された模型と設計図から核爆ばく弾だんの設置場所が確定した。夕霧の言葉がきっかけで一挙に解かい析せきが進んだ。電子レンジ。分子振しん動どうによる、全く新しい爆縮型の核弾頭だ。その構造体を全ての都市建造物に当てはめた結果、ただ一つだけ完全に合がつ致ちした》

　涼月は静かにＰＤＡを耳に当てたまま死者を見ていた。十二人の戦争の犬たちの亡なき骸がらを目に焼きつけながら。この無む惨ざんな思いを叩たたきつけるべき最後の標的について聞いた。

《第フロ二リ十ズ一ドル区フの〈ヴィエナ・タワー〉──それ自体が、核弾頭を上空数百メートルに運ぶ射出装置であると同時に、起爆装置ともなる、巨大な核爆弾そのものだ》




　　　　肆し




　ＭＰＢ本部ビル──大隊長室。

　拳けん銃じゆう──オートマチック／弾倉を叩たたき込む／遊底をスライド──脇わきホルスターに収納。

「黒シユヴ犬アルツではありませんが……使う気はないと言っていられる事態ではありませんな」

　副長フランツ──部屋の中央に立つ大隊長に向かって敬礼。

「ただ今より、軍との直接交こう渉しように向かいます」

　大隊長オーギュスト──銃口のような眼まな差ざし／重々しい声。

「武運を」

　手を下ろす。「三人を頼みます」

　回れ右──真まっ直すぐに退室。

　大隊長が壁かべを埋うめ尽つくすモニターへ目を向ける──全すべての画面に映し出された闘とう争そうの火。

　苛か烈れつな銃火の輝かがやきが、鋭するどく凝ぎよう視しする男の眼に反射し、躍おどっていた。




　ミリオポリス第フロ二リ十ズ一ドル区フ──ドナウ湖を迂う回かい／大型輸送車両の進路へ先回り。

　僅わずか数十時間前、白人至上主義者たちを狙そ撃げきしたビルの一角へ辿たどり着いた陽炎──啞あ然ぜん。

　眼下にひしめく群衆──〈ヴィエナ・タワー〉周辺に集まった数千人の老人たち。

　うわっ、いたの!?　こんなやばい状況なのに!?

　だが、完全に情報操作された民衆が、核弾頭の存在など知るはずもなし。

　彼らの存在が敵の進行を妨さまたげてくれるという考えが浮うかんだが、とてつもない数の死体の山になるだけだという常識的な判断がそれを否定。というか、このままだと確実にそうなるし。

　周囲を探査──味方はゼロ。三キロ後方でミハエル中隊長たちが軍隊と交戦中／八百メートルほど先の陸橋に、ジープと装そう甲こう車両に先導された大型輸送車両が出現。

　慌あわてて立て膝ひざ姿勢になってライフルを構えた。

　原げん子し炉ろリレー──アンカーのラストスパート＝タワー南面の搬はん入にゆう口まであと四百メートル。

　そのスロープの入り口で固まる老人たちの集団。

　先頭のジープに乗る兵士が、荷台で機き銃じゆう座の銃身を老人たちに向けて構えた。

　この期ごに及およんで、陽炎は考えた。

　ぎりぎりまで期待した味方は現れず孤こ軍ぐん奮闘が決定／敵は完全武装どころか強烈な威い力りよくを誇ほこる重火器を所持／おそらく最新の探査装置も装備／てことはこのビルの屋上という好位置で撃うてるのは二発か三発が限界で、後は熾し烈れつな反撃から逃にげながらなんとか撃ち返すのが関の山。

　ゆえに最初の一発で大型輸送車両の運転席にいる人間を射殺すべきなのであり、老人たちをなぎ倒たおそうとするジープなど放っておくのが得策。だってそうじゃない？　そうでしょ？

　それは全くもって正しい常識的な判断といえたが、にもかかわらず、陽炎は撃っていた。

　昨日の晩からさんざん無惨なハラキリサムライたちや放射能被ひ曝ばく者たちや爆ばく弾だんを抱かかえさせられた子供たちや燃え盛る橋や同士討ちで倒れた治安関係者たちを見てきたからかもしれない。

　そもそも一昨日に目の前の老人たちを守ったばかりだったからかもしれない。

　あるいは、なんであれ理り屈くつは抜ぬきにして、自分の国の兵士たちが、自分の国の老人たちを、機銃でずたずたにしてしまうなどという光景は断固として拒きよ否ひしたかったからかもしれない。

　そして、なんであれ理屈は抜きにして──陽炎が放った弾丸は、ジープの荷台で機銃座に取りついた兵士の頭ず蓋がい骨こつを一撃で吹ふっ飛ばしていた。

　さすがに生きた人間を轢ひき殺すのは気が引けたか、ジープが速度をゆるめ、装甲車両と大型輸送車がつられて徐じよ行こう運転。ジープの運転手がクラクションを盛大に鳴らして老人たちを追い払はらい、助手席にいた人物が急いで機銃座に取りつこうとし、装甲車両にいる兵士がすぐさま最新機器で狙そ撃げき手を探査したらしく、装甲車両の機銃座が陽炎のいるビルの方を向いた。

　さらに装甲車両の後部から飛び出した兵士たちが狙撃用ライフルとロケット弾を掲かかげ、大々的な報復の構えをみせたが、その全てを、陽炎は完全に無視。

　速度をゆるめた大型輸送車両の運転手へ、必殺の一撃を見み舞まった。

　フロントガラスに亀き裂れつ──血しぶき。大型輸送車両が歩道に乗り上げて停止──続けて助手席にいる人間の頭が特大のケースレス弾の命中を受けて木こっ端ぱ微み塵じんに。

　我ながら自殺行こう為いに等しい、反撃覚かく悟ごの狙撃──三発目で大型輸送車両の右前輪を破は壊かい。

　後輪を撃ってアンカーの足を止めようとしたところへ弾丸の雨が来た。

　屋上の手すりが掘くつ削さく機にかけられたように吹っ飛んだばかりか、頭上からビューゥウーンと不思議な音を立てて、ロケット弾が飛来。

　泣きそうになりながら跳ちよう躍やく──背後で轟ごう音おん／盛大な爆発／火か炎えん／コンクリートの破は片へん。

　隣となりのビルの屋上へ──さらにその向こうのビルへ転がり込み、死角へ這はい込む。

　そうする間にも、大型輸送車両の運転席から死体が放ほうり出されて別の人間が乗り込み、タイヤが一つ破損したくらいでは何の支障もきたさない、さすが八輪式の軍用輸送車と感かん嘆たんするばかりの頑がん健けんさで運転再開。またジープの機銃座が構え直され、のろのろ逃げまどう老人たちに向けられようとしているのが探査情報によって把は握あくされていた。

　もうやだ最悪。そういえば〝射手事件〟もこの地区だった。本当、ろくなことがないこの場所。半ば諦あきらめの境地に達しながら、素す早ばやく死角から飛び出した。

　そもそも撃てば撃たれるのは当然のことだ、銃を持つとはそういうことだ──という真理とも開き直りともつかぬ思いで、全ての動物が持っている利己的な自衛本能を無視して狙撃体勢に入ったとき、突とつ然ぜん、妙みようなものが探査で把握された。

　銀色に輝くワイヤー。

　その凄すさまじいまでの乱らん舞ぶ。

　そして次の瞬しゆん間かん、老人たちへ掃そう射しやを浴びせようとしていた兵士と機銃が／ジープの運転手が／ライフルを構えていた複数の兵士たちが、銃器ごとバラバラの断片と化して崩ほう落らくしていた。

　ジープが街路樹に激突／装甲車両が停止／大型輸送車両が難なん儀ぎそうに迂回。

《夕霧──!?》

　思わず無線通信──疾しつ風ぷうのごとく目にもとまらぬ速度で走る白銀の特とつ甲こう少女が、ひょいと飛んで装甲車両の上に着地＝宙を仰あおぐ。

《もしかしてー、陽炎さんですか？》

　もうなんて素敵な子──泣けそうになりながら、たちまち陽炎の心が、たとえようもない安心感／力強さ／自分の能力を十全に発揮できるという素晴らしい予感で満たされた。

《そうだよ、夕霧》優しく言う──チームワークの復活を告げる。《その輸送車を止めるんだ。一いつ緒しよにやってくれるかい》

《はーい♪》

　四方から集中砲ほう火かを受ける寸前、夕霧が装甲車両から飛び降りる──ワイヤーのきらめき。

　両断された兵士たちの血の雨をくぐり抜けながら大型輸送車両に向かって疾走する夕霧──その背に向かって武器を構える兵士たちを次々に撃ち倒す精密な狙撃フオロー。

　タワー搬はん入にゆう口スロープに入る大型輸送車両──その上に夕霧が着地／右みぎ腕うでを振ふりかぶる。

　最大出力でワイヤーを放出し、車両の運転席とコンテナ部分を切り離はなそうとした瞬間。

　突然、夕霧が、はっと身を強ばらせた。

　遥はるか彼方かなたを振り返り、驚おどろくべき電波的直感に従って膝ひざをかがめた直後、その右腕が粉々に砕くだけ飛び、衝しよう撃げきで大型輸送車両の上に倒れ込んでいた。

　狙撃──敵性の狙撃手。

　愕がく然ぜんとなる陽炎──迅じん速そくに一帯を探査しながら確認。《夕霧!?　大だい丈じよう夫ぶかい!?》

《はーい♪》元気な返答──ほっとなる。《すっごーい遠くから撃たれたみたいです》

　大型輸送車両がコンテナ場に夕霧を乗せたまま搬入口へ──シャッターが閉まってゆく。その奥で幾いくつも閃ひらめいている銃火の輝かがやき。

　なんてことだ。建物内に敵集団──夕霧が集中砲火を受けている。

　すぐにビルの屋上から下りようと身を起こそうとし、恐おそろしい予感に慌あわてて制止。

　バチン！　鉄の手て袋ぶくろで引っぱたかれたのかと思うような音──彼方から飛来した弾だん丸がんが自分の頭から十センチほど離れた空間を飛び抜ぬけ、背後の貯水タンクに突つき刺ささった音。

　実際に引っぱたかれたのと同じくらいの衝撃──咄とつ嗟さに身動きがとれず。

　間違いない、と思った。あの、あぐらをかいた狙撃手が自分を狙ねらっている。

　くそっ。現れるならもっと早く出てこい。なんだってこんなタイミングで──

　毒づく間もなく第二弾が到とう来らい──バチン！　貯水タンクがお辞儀をするように凹へこんだ。

　ちょっと、なに!?　当たるはずないのになぜ連発するの!?

　こちらを大急ぎで仕留めようとしている？　それともここで足止めする気？

　咄嗟に相手の狙いを読もうと頭をフル回転させたが、なんのことはなく答えが到来。

　頭上──バタバタという激しいローター音。

　恐るべき漆しつ黒こくの威い容ようが空から急接近──しこたま武装した、軍の戦せん闘とうヘリ。

　そのガトリング砲が、ビルの屋上で這いつくばる自分へ向けられた。

　ありえなーい。

　とんでもない事態に直面して頭が真っ白になるが、むしろ恐きよう怖ふ心が麻ま痺ひするのは、この場合に限れば悪いことではないと頭の隅すみで思いながら、動いても動かなくても撃うたれるその状じよう況きよう下において、猛もう然ぜんと力の限りを振り絞しぼって動いた。

　予備動作なしの跳ちよう躍やく──背後で凄まじいばかりの砲火／屋上が蜂はちの巣に。

　弧こを描えがいて宙へ──来るぞ、来るぞ、と衝撃に身構えた途と端たん、それが到来。

　バチン！　盾たてにした長大なライフルを貫かん通つう──《耳飾りオーア》による抗こう磁圧のヘルメットが、かろうじて押し返してくれたお陰かげで、弾丸が首筋をかすめて髪かみの間を通り抜けていった。

　着地──転がりながら右腕の再転送を実行／機甲をぶち抜く弾丸の強きよう烈れつさ。

《耳飾りオーア》だけじゃ防げない──顔か心臓を狙われたら死ぬ。

　というか引き続きヘリのローター音。

　探査情報──狙撃手どころか僅わずか十メートル先にヘリのガトリング砲。

　くそ。

　こんなのって。

　まずい──やられる。どっちかを仕留めない限り、どうしたって追い込まれる。

　どちらを先に相手にすべきか考えるまでもなく、出来るだけ狙撃手から死角になりそうな位置に飛び込み、再転送された新品の右腕＝ライフルを掲かかげ、頭の上で物ぶつ騒そうなものを突きつけるヘリに対し、西部劇のガンマンなみに無む謀ぼうな銃じゆう撃げきを決断。

　真っ向からガトリング砲による打撃を受けることを覚かく悟ごしなければならないという、まさに死に物狂ぐるいの気持ちで狙いをつけようとした、そのとき。

　なダダんダダとダダもダダ啞ダダ然ダダとダダなダダるダダほダダどダダのダ！、とダダダてダダつダダもダダなダダいダダ掃ダダ射ダダ音ダダ！。

　自分に向かっては一発も飛来せず。

　突とつ然ぜんのことに、先ほど抱いだいた覚悟があっさり消えるのを感じた。

　ヘリがぐらっと傾かたむくようにして旋せん回かい──急上じよう昇しよう──上空へ退たい避ひ。

　それを追って何かが猛もうスピードで飛び抜けてゆく。

　輝き──紫むらさき・青・黄。

　ハレルヤ。




　　　　伍ご




　タワー搬入口──スロープを下りる大型輸送車両。

　中に入るなり熾し烈れつな銃火に出くわした夕霧は、砕かれた腕うでの再転送を実行しつつも、機き甲こうの上から脇わき腹ばらに銃弾を受け、拍ひよう子しに大型輸送車両の屋根から転がり落ちてしまった。

　ずらっと並ぶ兵士たちが、跳弾も気にせず銃撃──夕霧が素早く跳ちよう躍やく。

　天てん井じよう／壁かべを蹴けって兵士の一人に回し蹴り──ヘルメットごと頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さい。

　着地──近きん距きよ離りから狙い撃ちされながらも、果か敢かんに反撃。

　両手を重ね合わせる／ベースボールのバッターのように全身をひねる──一本足打法。

　猛然とフルスイング──両手の指から高出力でワイヤーを放出。

　騒乱──両手の爪つめでめちゃくちゃにガラスを引っ搔かくような音。

　地下へ続く搬入用スロープの、暗いなだらかな下り道に、十本の線が横よこ殴なぐりに走り、床ゆかや壁や天井で跳はね、互たがいに絡からまったり弾はじかれたりしながら乱らん舞ぶ。

　その殺人的な騒乱が自分の身に迫せまる寸前、全てのワイヤーを切除──液状化。

　メルヘンチックな映画のラストシーンのように、銀の輝かがやきがそこら中できらめいた。

　立ち並ぶ八名の兵士が、ぴたりと停止。

　ぴしっと音を立てて天井の一部が切れ目を現し、大きなコンクリートの塊かたまりが床に落ちて砕くだけるとともに、魔ま法ほうのようにバラバラに崩ほう落らくする兵士たちの間を、夕霧が一目散に駆かけ抜ける。

　スロープの終わり──広々とした資材搬入所。

　その一角で巨きよ大だいなエレベーターが扉とびらを開き、大型輸送車両が中へ入ったところだった。

　閉まり始めるエレベーターのドア──バッター夕霧がホームベースへ急接近。

　ドアが閉まる直前にホームインしたかに見えたが、物もの凄すごい形相で銃を構えていた七人の兵士たちと遭そう遇ぐう──閃ひらめく火線／ショットガンの一撃。

　咄嗟に両手足を畳たたんだ夕霧が吹ふっ飛ばされて床に転がり、エレベーターのドアが閉じられた。

　すぐさま機械仕じ掛かけの勢いで起き上がる──ワイヤーの乱舞。

　ドアに盛大なひっかき傷──戦車の装甲さえ切断するワイヤーが、ものの見事に弾かれる。

　夕霧はすぐさま右手の人差し指と中指を突き出し、ピストル型にして振ふりかぶり、最大出力でこしゃくな扉を真っ二つにしようとしたとき、ふと左手の扉に気づいた。

　非常口──ワイヤーの放射を停止。

　さっときびすを返して非常階段に飛び込み、万国共通の非常口マーク〝走れ〟の絵さながらに、疲つかれを知らぬ勢いで猛もう然ぜんと駆け上がっていった。




　唸うなりを上げて上じよう昇しようする巨大なエレベーター──運転席が血まみれになった大型輸送車両の前に、七人の兵士が整列し、犠ぎ牲せいになった仲間たちを思って涙なみだを浮うかべながらも、悲願の成じよう就じゆを前にして感無量の面おも持もちでいる。

「〇五分隊、ただいま無事に〈６６６〉を運び終えました」

　七人の中央にいる、分隊長の階級章をつけた男が言った。

「ご苦労」

　彼らと向き合う老人がうなずいた。

　最新の電動車くるま椅い子すに瘦やせ衰おとろえた身を預けながらも、最高級の衣服に身を包み、炯けい々けいとした輝きを失わぬ灰アツ緑シユのグリ目ーンを力強く見開く──涼月から、しわくちゃのジャック・ニコルソン呼ばわりされた人物＝ヴェンツェル・エルメンライヒ。

　その背後に、ぴしっと糊のりの利きいたスーツ姿の男女の秘書──〝休め〟の姿勢。

　分隊長が感極きわまったようにかかとを打ち鳴らし、右手を鋭するどく宙へ掲げた。

「ハイル、〈白ヴアきイスシ盾ルト〉!!」

　残りの兵士たちが、現代のオーストリアでは冗じよう談だんでなく犯罪になるナチス式敬礼を実行。

　分隊長──興奮で上気／感かん涙るい。「これでついに、オーストリアは核かく保有国となりました！　ただちに核兵器所持を各国へ宣言！　現職の大統領および内閣総辞職を命令！　この国が、我ら〈白ヴアきイスシ盾ルト〉が目指す、〝強きオーストリア〟へ生まれ変わるときが来たのです！」

　老人──ぎらぎらした目／もごもごと意味をなさぬ呟つぶやき。

「そして新たな大統領および内閣が、国内から移民を一いつ掃そう！　あらゆる外国人を排はい斥せき！　そしてドイツとの統アンシ合ユルスを宣言！　ゲルマン民族によって統一されし国家！　あの第三帝てい国こくの復活が実現！　ハイル、〈白ヴアきイスシ盾ルト〉!!　ハイル、オーストリア──!!」

　兵士たちが合唱──にわかにナチス式敬礼の無礼講と化すエレベーター内で、エルメンライヒがゆっくりとその右手を上げた。決して敬礼に追つい随ずいするのではなく、かぎ爪でも飛び出しそうな人差し指を立て、ひょいと兵士たちに向けていた。

　秘書＝男女が背後に握にぎっていたサブマシンガンを構える──Ｚ字掃射。

　一秒半で、右手を掲かかげたままの分隊長を除く、六名の兵士がなすすべもなく倒たおれた。

「なっ……な、なっ、なっ、何を……？」

　左右を死体に挟はさまれた分隊長──硬こう直ちよく／瞠どう目もく／満面の脂あぶら汗あせ。

「黙だまれ、やかましい」

　老人──かなりまっとうではある意見。

「ソドムとゴモラだ。この都市はもはや救いようがない。手て遅おくれなのだ。忌いま々いましい癌がんにむしばまれた、わしの体のようにな」

「は……？　いえ、それは、我々も……」

「第三帝国は復活する。この都市が消えてなくなった後で。全すべての政治家どもとともにミリオポリスが滅ほろべば、その政治的空白と混乱を防ぐため、ドイツがオーストリアを全面的に支し援えんする。どの国にも反対されることなく、実質的な統アンシ合ユルスが行われるのだ」

「むっ……む、む、無茶苦茶な……。わっ、我々は、あくまで抑よく止し力として、核兵器を……」

「ここはわしの塔とうだ。〈６６６〉は、わしのものだ」

「とっ、と、都市とともに、滅ぶと……？」

「何を言うか。地下にわし専用の核シェルターを用意しておる。衛星テレビもある。滅びし街の焦しよう土どとその後の行く末をテレビで眺ながめながら、寿じゆ命みようを迎むかえるのだ。誰にも邪じや魔まはさせん」

　分隊長の手がさっと腰こしに当てられ、ホルスターから拳けん銃じゆうを抜ぬいた。

「き……狂きよう人じんめ！」

　だが銃じゆう口こうを構える前に、秘書＝男女が左右から十字掃射──めった打ち。

　分隊長が全身穴だらけになって倒れた途と端たん──とてつもない笑い声が響ひびき渡わたった。

「狂人だと？　今やほとんどの住民が、この都市に絶望しているではないか！　わしは誰もが望む正義を、この手で行う運命にあると悟さとったのだ！　分かるか、この悲ひ壮そうなる使命が！」

　あまりの叫さけびに喉のどが嗄かれ、ふがふがもごもご言い始める老人に、秘書＝男女が左右から魔ま法ほう瓶びんに入れていたお湯を差し出し、喉スプレーを噴ふん射しや。

　老人──ぜえぜえ息を荒あらげつつ、笑うとも泣くともつかぬ激情に満ちた表情で大型輸送車両を仰あおぎ、震ふるえながら身を乗り出す。

「分かるか……切なる希望の果てに見いださざるを得なかった、絶望的なまでの使命が」

　ふいにその右足が床ゆかに触ふれ、何の拍ひよう子しにか、左足までもが同じことをしていた。

　はっと秘書＝男女が息を吞のむ──老人が、呆ぼう然ぜんとした様子で、我が身を撫なでる。

「──立てる！」

　喜びのあまり、悲鳴じみた叫びが迸ほとばしった。

「立てる！　立てる！　私は立てます、主よ！」

　暗い鋼鉄の箱の中で、天に向かって甲かん高だかい声でわめいたかと思うと、ぴかぴかに磨みがかれた革かわ靴ぐつのかかとを弱々しく打ち鳴らし、可能な限りの鋭さで、ふらふらと右手を天高く掲げた。

「ハイル！」

　その瞬しゆん間かん、エレベーターの天てん井じようで、どすん！　と何かが元気よく着地する音が響き、ついで、凄すさまじい勢いでワイヤーが走り抜けた。

　一瞬の沈ちん黙もく。

　ナチス式敬礼を敢かん行こうするエルメンライヒの右みぎ腕うでが、二の腕から切断されて床に落ちた。




　　　　陸ろく




　そこは選ばれた者だけが足を踏ふみ入れることが出来る領域だった。

　もし、とか、よもや、といった曖あい昧まいさからは隔かく絶ぜつされた真空世界。

　きっと、とか、多分、といった全ての予断から遠く離はなれた確固たる無の境地。

　陽炎はその静かな場所に入り込む自分を感じながら、ガムを嚙かみ／膨ふくらませ／弾はじかせ、なすべきことをなす瞬間へと少しずつ近づいていった。

　むろんタワー内に入っていった夕霧を案ずる気持ちもあるし、一刻も早く追いかけていって支援したいという逆らいがたい感情もあるが、そうした心を我が身から全て引き剝はがさなければ、この相手にはとても届きはしないという完全な事実にただ従うばかりだった。

　頭上では、空飛ぶ輝かがやきが猛もうスピードで動き回り、戦せん闘とうヘリと戦っている。

〝飛べる〟特甲トツコー児童たち──彼らが所持する兵器をもってすればヘリ一機を撃げき墜ついすることなど、たやすいであろうことは探査によって判明している。

　だが、その彼らであっても、届かない相手がいるのも確かだった。

　今も、初めて見たときと同じ、あぐらをかいた座位姿でライフルを構えているに違ちがいない男。

　その悪魔的な狙そ撃げき技術が、これほど高度なものかと思い知らされる、一連の狙撃。

　空飛ぶ輝きへと、正確に飛来する弾だん丸がん。

　戦闘ヘリと交戦状態にあって、咄とつ嗟さの離り脱だつが不可能となった彼らを──自分の探査でさえ必ずしも追つい跡せきし続けられるとは限らない、高速飛行を繰くり返す彼らを──狙撃していた。

　なんたる神かみ業わざか。いや──魔的な目／技／心か。

　とはいえ、空飛ぶ輝きが狙撃によって絶命し、自分と同い年くらいに違いない特甲児童が、何百メートルもの上空から落下してくるといった事態には、まだなってはいない。

　だが、いずれそうなる。

　確信──紛まぎれもない事実として認にん識しき出来るほどの。

　だから、自分はここにいるのだ。

　あの男に届くことが出来る自分が。

　そして──陽炎は、空飛ぶ輝きが到とう来らいした直後に、自分が相手の死角に入って移動し、別のビルの屋上に位置取ったのと同じように、相手もまた素す早ばやく移動したに違いないという判断によって、当初得たデータは全て無視し、今この瞬間に没ぼつ頭とう。

　やがて、いつかの〝射手事件〟のときに直面した、あの驚きよう嘆たんに値あたいする遠えん距きよ離りを、さらに上回る遠さから弾丸が飛来するのを察知し、その位置を精密に精査──にわかに確信をつかんだ。

　そこか。

　探査情報が焦しよう点てんを結ぶ前に、経験と持ち前の才能が、相手の位置という、超ちよう遠距離においては針の先ほどの一点にすぎないそれを見いだしたとき。

　自分に、それが向けられていることを悟った。

　彼方かなたから飛来する、かすかな光線──狙撃手の死の眼まな差ざし──相手側の〝死キル・線ゾーン〟。

　それこそ真に相手の悪魔的な技の真骨頂であるのだと理解した。

　敵は、空飛ぶ輝きを相手にしながら、この自分の位置の把は握あくに努めていたのだ。

　今や彼の眼差しは、ライフルを構える自分を、どれくらい角度を調整すればその額を撃うち抜ぬくことが出来るかを示す数値を、命までの正確な距離を、はっきりと見ているに違いない。

　途と方ほうもない敵に、沈黙のうちに死を宣告されたその瞬間において、彼女は／私は／陽炎は、別になんとも思わなかった。

　あるのはただ、完かん璧ぺきな位置／完璧な姿勢／完璧な視野を確保したとき、完璧なライフルがその身に備わっていることがもたらす気高き心境。

　神こう々ごうしさに満たされた完璧な無をもって、脳のう裏りを去来するのは、たった一つの誇ほこり高い思い。

　そうだ。見たか。この都市には私がいるぞ。

　今まさしく自分を狙ねらい、見つめている相手に対する、心からの宣言とともに、全く意識することもなく、きわめて自然な現象として、引き金が連結を解除していた。

　放たれる弾丸──その弾頭がライフルの銃じゆう口こうから飛び出した瞬間、精査された探査情報が初めて焦点を結び、その数値が、自分の狙いと、僅わずかな誤差も存在しないことを告げた。

　沈黙。

　一秒──二秒──三秒。

　ビル風の音／頭上の交戦──だがライフルの銃声はなし。

　何も飛んではこなかった。視覚情報にも何もなし。探査にも何も浮うかばない。

　陽炎は研とぎ澄すまされたその第六感において、相手の存在が、完全に消えたのを感じた。




　夕霧が放ったワイヤーが分厚い鋼材を切断しきれず食い込んだまま火花を散らすのに匹ひつ敵てきするくらいの、何かを激しくかきむしる音のような甲かん高だかい絶ぜつ叫きよう──エルメンライヒ。

　天てん井じようの鋼板ごと切断された右腕を、秘書＝男が素早く止血。

　続いて、激しい音が天井の向こう側で爆はぜ、鋼材ごと天井を切り開こうとしているのが伝わってきたとき、ふいにエレベーターが停止していた。

　最初に入ってきた側とは、逆の扉とびらがスライド──ほの暗い通路が出現。

「アダム！〈６６６〉を王座へ運べ！　天使に最後の角笛を！」

　半はん狂きよう乱らんになるエルメンライヒを抱かかえ、秘書＝男がともに大型輸送車両の運転席へ。

「イブ！　残ってゴミを片付けろ！」

　秘書＝女がエレベーターの中央に立つ──秘書＝男が車両の窓からサブマシンガンを放ほうる。

　女が空いた手で受け取る──大型輸送車両が唸うなりを上げて通路を二十メートルほど移動。

　さらに通路の奥の隔かく壁へきが開き、それが現れた。

　エレベーターの真横に設置されたもう一つの縦たて坑こうに吊つるされた、壁かべも天井もない、鋼材だけで造られた、巨きよ大だいな滑かつ車しや──床ゆかに真っ赤な記号。

〈６６６〉。

　その記号の上に、ぴたりと位置した大型輸送車両が、後部コンテナを自動展開。

　何の飾かざりもない、ずんぐりした巨大な円えん筒とう形をしたものが荷台の上に現れる。

　直径と高さが同じ、巨大で真っ黒い、ひどく無機的なしろもの。

　表面に、真っ赤な記号──〈６６６〉。

　どかん！

　鋼板と鋼材の切断に成功した夕霧が、エレベーターの床に盛大に着地／右手を閃ひらめかせる。

　秘書＝女の腕うでが蛇へびのように素早く動き、両手に握にぎったサブマシンガンをＷ字掃そう射しや。

　既すでに存分にその胴どう体たいを走り抜けていたワイヤー──女の上半身が前のめりに落下。

　弾丸の雨を受けて倒たおれる夕霧──ガードした手足を広げながら後転／跳はね上がって疾しつ走そう。

　両断された女が両手の銃器を捨て、手の平で着地──跳ちよう躍やく。

　走り抜けようとした夕霧に、女の上半身が飛びかかり、しがみついた。

　拍ひよう子しによろめく夕霧──踏ふん張る／首に絡からみつく女の右腕をガード──さっと左手を払はらう。

　女──腹の切断口からぼたぼた垂れる血／ずり落ちる人工臓器＝ほとんど全身を機械化。

　夕霧の背後から両腕で首を絞しめ上げにかかる──その女の、既に切断済みの首から、ぽろりと頭が落ち、床に転がった。

　だがそれでも女の腕の力は緩ゆるまない──昆こん虫ちゆうじみた生命力／自動的に首を絞め上げに来る。

　ガードする夕霧の右腕が、みしみし音を立てて軋きしむ。

　左手のワイヤー──女の背を撫なでる／火花／僅かに届かない。

　首に絡みつく女の右腕／息が詰つまる──首の骨を折られるのを懸けん命めいに防ぐ。

　膝ひざをつく──目で追う／通路の向こう。

　大型輸送車両を乗せた滑車が、上へ移動してゆく。

　さらに滑車が運ばれてゆく縦穴が隔壁を閉じ、ついで闇やみが訪おとずれ、何も見えなくなった。




　　　　漆しち




　戦せん闘とうヘリが火を噴ふいて落下──なんとも見事な撃げき墜つい。

　老人たちがいる場所でもなく、一いつ般ぱん人でもなく、周囲のビルにも打撃を与あたえない。

　ヴィエナ・タワーの敷しき地ち内──涼月があの老人と出くわしたテラスにて爆ばく炎えんを上げた。

　その様子を探査で把握しながら、陽炎はタワー搬入口のシャッターを蹴け破やぶり、スロープを疾走──無線通信。

《どこだ、夕霧！》

　仲間に打撃が加えられている真っ最中であることを示す記号ＫＳＳが脳のう裏りで明めい滅めつ。

《──》

　言語化されない無線通信──ただちに位置を割り出し駆かけつける。

　搬入用の巨大なエレベーター──分厚い鋼板で出来た扉に向かって至近距きよ離りから銃じゆう撃げき。

　鋼鉄と鋼鉄が衝しよう突とつしてねじくれ合う音が響ひびく──扉が僅かに凹へこむ。

　舌打ち──なんという頑がん丈じようさ。

《夕霧！　すぐに助ける！》

　両足を広げ、ライフルと一体化した右腕を左手で支えて仁王立ち──高出力で銃撃。

　今度は鋼鉄が鋼鉄をねじ切りながら貫かん通つうする凄すさまじい音──扉に弾だん痕こん／突破口は開けず。

《──》

　夕霧の声なき声──弱々しさ／仲間を失うという本物の恐きよう怖ふに襲おそわれ、腕がオーバーヒートで吹ふっ飛ぶ覚かく悟ごで最大出力による銃撃を、立て続けに敢かん行こうしようとしたとき。

《あたしがやる!!》

　遠えん慮りよも会え釈しやくもない怒ど鳴なり声──スロープの向こうから、ほとんどスクラップ状態の軍用機体が、折れたアームをぶらぶらさせながら、パンク寸前のタイヤで驀ばく進しんしてくる。

　機体の背に我らが小隊長──この上なく頼たのもしい突撃的ファイティングポーズ。

　陽炎が素す早ばやく身を翻ひるがえして飛び退のいた直後、軍用機体が扉とびらに激突。

　ほぼ同時に、雷らい撃げき最大値で放たれた涼月の右ストレートが炸さく裂れつ──扉が盛大にひしゃげた。

　軍用機体が本当にスクラップに──作動停止＝機体の死／その装甲を優やさしく叩たたく涼月。「ありがとな」。

　陽炎が軍用機体の上に跳とび乗り、涼月の脇わきを駆け抜ぬけ、エレベーター坑こう内ないに侵しん入にゆう。

　頭上──ライフルを掲かかげ、冷静に精密に精査。

　驚おどろくべき状じよう況きよう──首のない、両腕と上半身だけの化け物に組みつかれた夕霧を発見。

　夕霧はじっと動かない。仲間の助けを信じて完全に動きを止めている。

　しかも最後の力を振ふり絞しぼって鋼板の薄うすい場所に位置──仲間のフォローに命を委ゆだねる。

《良い子だ、夕霧》

　無線通信──同時に撃うった。

　正確な軌き道どう／角度──鋼板を侵しん徹てつした弾丸が、女の左ひだり肘ひじを砕くだき散らした。

　夕霧の背から女の上半身が放ほうり出される──残った右手が見境なくつかまろうとする。

　白銀の閃せん光こう──女の残りのパーツがバラバラの断だん片ぺんと化して床にばらまかれた。

　ごろんと大の字になって転がる夕霧──ひゅうひゅう深呼吸。

　急激に酸素供給が復活し、くらくらする頭が落ち着くのを待ってから静かに起立。

　エレベーターから出て通路を歩み、閉ざされた隔かく壁へきをこんこんノック。

　割とすぐに切断可能と判断し、構えたところへ、いきなり隔壁が左右へ開いた。

　猛もう然ぜんと飛び出してくる右手──秘書＝男。

　さっと避さける──同じく右手を閃ひらめかせる。

　火花＝開きかけの隔壁で弾はじかれたワイヤー──髪かみをつかまれる／凄すごい勢いで引っ張られる。

　男の左拳こぶし＝顔面に向かって振り下ろされる──咄とつ嗟さに両腕でガード／がつんと重い衝撃。

　どかん！　エレベーターの床ゆか板いたの一部が吹っ飛んで涼月が登場。

　続けて陽炎が躍おどり出てライフルを構える──問答無用の一撃。

　男の喉のどに馬ば鹿かでかい穴が開いた。

　ワイヤー──切断された男の右手首／引きちぎられた白プラテ金イーのン・ブ髪ロントが宙を舞まう。

「夕霧──っ!!」

　憤ふん怒ぬの突撃──涼月のボディブロー＝男の胴どう体たいが砕け散る。

　盛大な血の池の中で、転がった上半身が、左手だけで起き上がろうとする。

　さっと左手を振り下ろす夕霧──男の頭と心臓が真っ二つになり、やっと動きを止めていた。

「大だい丈じよう夫ぶかい、夕霧？」

　陽炎が髪をつかまれた辺りを撫でる。

「はーい♪」にっこり──この日初めての本当の笑え顔がお。

「〈６６６〉ってのは、ここのことか？」涼月──大型輸送車両の下に描えがかれた記号を見る。

「ううん。違ちがうの。大きな〈６６６〉があったけど、なくなっちゃってますよ？」

　大型輸送車両を指さす──展開されたコンテナ＝空っぽ。

「さっき上に行くのを見たから、きっと電子レンジがあると思います♪」

　三人が見上げる──縦たて坑あなの暗くら闇やみから、何かが低く唸うなるような音が、かすかにだが響いてくる。

「しゃぁねえ」拳を握にぎる小隊長──得意の即そく断だん即決。「ここを上ってってぶっ壊こわすか」

「けっこうな数の障害物がある」陽炎の探査──冷静に。「何重もの隔壁で塞ふさいだようだ」

「ふふんふふーん♪」二人が話し合う姿を見て、やたら嬉うれしげ──浮うき浮きステップ。

「じゃ、あたしは真まっ直すぐ行く。駄だ目めだったときのために、お前と夕霧は回り道で行け」

「お前には直進以外に選せん択たく肢しはないのか？　坑道上に目的物があるとは限らないんだぞ？」

「えー？　せっかくみなさんご一緒ですよー？」

　隊員の不満──憮ぶ然ぜんとなる小隊長。「そんじゃ、どーしろっつーんだよ」

「まずはタワーのデータを──」

　ふと口をつぐむ──脳裏にアクセス表示／データベースへのリンクが実行される。

「なんだこりゃ？」「ほえ？」

　巨きよ大だいな建造物の詳しよう細さいなデータ──示された〝数〟〝順番〟〝残り時間〟。

「〈ヴィエナ・タワー〉の構造データだ。間違いない」

「副長が送って来たのか？　この数字はなんだ──」

　ふいにノイズ──無線通信。

《──〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス遊ゆう撃げき小隊に告ぐ》

　いきなりの声──三人がぽかんとなる。

《マスターサーバー〈刕レイ〉が、タワー内の核兵器の作動を感知。核かく弾だん頭とうが収納された空間へ通じる道は全すべて閉へい鎖さされた。現在、炸裂を阻そ止しする手段は、その空間の機能停止をはかるとともに、核兵器そのものである同タワーを除去するほかない》

　こちらの心臓をわしづかみにするような、ずしりと重い声／とんでもない命令。

《猶ゆう予よはない。ただちに示されたデータに従い、同タワーを倒壊させずに崩落させろ》

　オーギュスト大隊長じきじき──なんとも否いや応おうなし。




　　　　捌はち




《黒シユヴ犬アルツ、紅犬ロツター、白犬ヴアイス──〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス、全アル・頭シユ出トウ撃ルム!!》

　頭を撃ち抜かれたかと思うような号令──呆ぼう然ぜんとなりかけた三人が脊せき髄ずい反射的に行動開始。

「マジか、くそったれ」

　滑かつ車しやからエレベーターに戻もどるとともに、構造データを参照しながら壁かべへ右ストレート。

　粉ふん砕さい──涼月を先頭に通路へ飛び出す三人＝散開。

　涼月＝さらに目の前の壁をぶち抜き直進──陽炎＝通路を右へ疾しつ走そう──夕霧＝左へ疾走して非常階段へ飛び込み上階へ駆かけ上がる。

《正気か!?》涼月──半信半疑。《マジでこんなでかいものを崩くずせってのか!?》

《不可能ではないかもしれない》陽炎──思案げ。《９１１テロにおける貿易センタービルも、旅客機一つ分の衝しよう撃げきと燃料だけで、横に倒壊しないまま、縦に崩落した》

《ロンドン橋っ落っこったーっ♪》夕霧──無む邪じや気き。《〈ヴィエナ・タワー〉もずどーん♪》

　データ──破は壊かいすべき構造体×九十八／その順番／予測される残り時間＝約五百秒。

《つーか、こんだけの数の柱や壁を、一つ五秒以内にぶっ壊し続けるなんて出来んのか？》涼月──最初の目標に接近しつつ疑問を表明。《あたしらはどうなるんだ？　この順番って、あたしらが生き残るためか？　それとも取りあえず壊すためか？》

　目標に到とう達たつ──瀟しよう洒しやなオフィスフロア／取りあえず拳を振ふりかぶって右ストレート。

　壁に盛大な亀き裂れつ──あらわになる柱へさらにワン・ツー連打。

　崩ほう壊かい──轟ごう音おん＝みしりと軋きしむ天てん井じようから逃にげるようにしてフロアを移動。

《どちらにしても、もう遅おそい》目標に到達──ライフルを構えながら取りあえず事実を口にする。《どのみち核が炸さく裂れつすれば、私たちが最初の犠ぎ牲せい者しやとなるのは確かだ。マスターサーバーが弾き出したデータに従って、やるしかない》

《核ソーング♪》目標に到達──みんな一いつ緒しよなので取りあえず嬉しげ。《みなさん平和に核利用ーっ♪　廃はい棄き物ぶつも平和利用ーっ♪　あなたのお国の空き地にっ捨てさせーてくれたら、仲良くしてあげますっ♪　でもっ、これ以上は誰もっ、核爆ばく弾だんは持っちゃいけませーん♪》

　至近距きよ離りで連発されるライフルの弾丸──フルパワーで放射されるワイヤー。

　壁越ごしに接合部を吹ふき飛ばされる鉄骨──切断される壁へき面めん／支柱／鉄筋。

　念入りな室内装そう飾しよくも、ハイテク感たっぷりのインテリアも、高級感漂ただよう廊ろう下かも壁も、次から次に損壊──施し工こう者泣かせの惨さん状じよう。

《つーか、どんどん上に行くってのは、どういうこった。崩れたら真っ逆さまじゃねーか》

　上階へ侵しん攻こう──三十階＝文句を言いつつ誰よりも早くノルマをこなす。

《複雑すぎてよく分からないが、崩壊予測データによれば、最終的に足場らしきものが残るようにも見える》希望的観測──構造体の急所へ銃じゆう撃げき。《やれやれ。ライフルをビル解体作業に使ったのは初めてだが、今ひとつこういう作業に向いていない。頑がん張ばってくれ、涼月、夕霧》

《はーい♪》元気よく返答。

《もう知るか。死ぬほど壊してやる、くそったれ》自暴自棄。

　三十秒経過──計六カ所を破壊＝三人が四十階に到達。

　全員が猛もう然ぜんと作業に従事──壊す／壊す／壊す。

　作業中のおしゃべり。《ところでロシア人たちはどうした？　国に帰ったのか？》

　ぼそっと。《……いや。多分これから帰るところさ》

《夕霧もピロシキ食べたかったでーす♪》

《では、これが終わったらみんなでロシア料理屋に行くというのは？》

《……あたしは、しばらくいい。それよりなんで夕霧がいるんだ？　陽炎が呼んだのか？》

《〝電子レンジ男〟さんを撃うった人たちが警備会社さんに逃げて電話に出たんでーす♪》

《あー……後で聞くわ。なんかややこしそうだ》

　一分経過──計十一カ所を破壊＝五十階に到達。

《私も色々と語りたいことがあるのだがね。ハラキリサムライは見たことあるか？》

《ねーよ。ロシア風バーベキューなら見たけどな》

《なら後でたっぷり語ろう。ロシアの色男ロメオの話も聞かせてくれ》

《ああ……ついでに十一人の、愉ゆ快かいな連中の話もしてやるよ》

　一分半──計十五カ所を破壊＝五十五階に到達。

　悪態が消える／呟つぶやきが消える／歌が消える──黙もく々もくと作業を続ける。

　二分──計十九カ所を破壊＝六十階に到達。

　エレベーター坑こう内ないを跳とんで移動する陽炎──冷静に計算／沈ちん黙もくを破る。

《どうやらこのペースでは時間内に最後まで崩しきれないようだが、どうしたものだろう》

《どうにもなるもんか、くそったれ》

　二分半──計二十三カ所＝六十五階にも到達せず。残り七十五カ所／三百五十秒未満。

　馬ば鹿かでかい柱に向かって焦あせりと怒いかりの右ストレート──壊しきれずに乱打／間断ない作業に息切れ／疲ひ労ろうをこらえて上階へ移動。《さっきのエレベーターに戻って核かくを探した方が早いんじゃねーのか》

《無む謀ぼうだ。マスターサーバーでも正確な位置はつかめていない。市に提出された設計図と実際の構造が食い違ちがっているし、電力消費に関して巧こう妙みような電子的偽ぎ装そうが施ほどこされている。核弾だん頭とうを探すのは、手当たり次し第だいに地面を掘ほるのと大差ない》

《だったらビルを掘れって？　なんだって核ってのはいちいちこんなに面めん倒どうくせーんだ、ちくしょう》

　三分──計二十七カ所＝七十階に到達。

《くそっ。本当は今、幾いくつ壊してなきゃいけないんだ？》

《三十六カ所だ。九つ分ほど遅おくれている》

《手が足らねー》立て続けの酷こく使しで破損した両拳こぶし──再転送。《夕霧は？　なんか静かだな》

《はーい♪　頑張って壊してたら、左足から血がいっぱい出てきましたー♪》

《ワイヤーの放出の衝撃で、生体部分が損傷したんだ。抑おさえめにやるんだよ、夕霧》

《でも、そうしたら間に合いませんよ？》

《途と中ちゆうでぶっ倒たおれたらマジでどうにもなんなくなるだろ。メリハリだ。受験勉強と一緒だ》

　ますます自暴自棄になっていく涼月の口調──ふと疑問を表明。

《あー……目標って、全部で九十一カ所だったっけ？》

《いや。九十八カ所だ。現在、二十九カ所を破は壊かいしたから、残り六十九──》

　一いつ拍ぱくの間──三人がその数字を脳のう裏りで把は握あく。

　残り六十二カ所。

《……なんか計算が合わなくねーか？　いつの間に七つも減ったんだ？》

《いや、違ちがう。今気づいたが、最上階から十数階の構造体が、計算から消えている》

《あらー？　どこへ行っちゃったんでしょー？》

《破壊されたんだ。そうとしか考えられない》

《おいおい、誰だ？　ビルに入ったときは、あたしら以外にいるなんて情報なかったぞ？》

　七十二階フロア──はっとなって立ち止まる陽炎／各種探査＝震しん動どう・音おん響きよう・熱源により僅わずかにそれら三つの動きを示し唆さする情報を確認。

《──彼らだ》

《あん？》《ほえ？》

《間違いない。別組織の特甲トツコー児童たちだ。喜べ、小隊長。人手が倍に増えたぞ》

《あの飛べるってやつらか？》《びゅーん♪》

《そうだ。彼らが、最上階から下階に向かって、こちらと同じデータに従い、構造体を破壊しているんだ》

　にやりとなる小隊長──特甲の酷使により損傷した右みぎ肩かたの生体部分から流血＝無視。

《面おも白しれえじゃねーか。競争だ、陽炎、夕霧！　連中より多くぶっ壊しまくれ！》

　多少の損傷など何ほどにも考えない小隊長の果か敢かんな号令──陽炎＋夕霧＝それぞれの反応。

《どうも音響探査からすると彼らの一人は大量の爆ばく弾だんを使用している。なかなか効率的だ》

《ビルの真ん中で、こんにちはーっ♪》

《間違えてそいつらごとぶった斬ぎるなよ、夕霧》

　疲労と損傷を抱かかえながらの猛もう烈れつな破壊作業。

　五分──計三十八カ所＝八十階に到とう達たつ。

　六分──計四十二カ所＝八十五階に到達。

　上階から下りてくる彼らの成果──計三十六カ所＝百十階付近。

　僅きん差さでリード／残り二十一カ所／残り三分強。

　ふいにとてつもない騒そう音おんがビルのそこかしこで響ひびき出す／震動／傾けい斜しやする床ゆか＝フロアをキャスター付きの椅い子すが勢いよく移動していって壁かべにぶつかった。

《崩ほう落らくの前兆だ。じきに来るぞ。分かってはいたが、本当に壊れる》

《すげーや》嬉き々きとした声──さらに張り切って拳を振ふりかざす。《これが結局、どいつもこいつもしてることだ。何かを守るために、てめーの足場をぶっ壊してんだ。銃じゆうを作るやつも売るやつも撃うつやつも、撃つやつを撃つやつもみんな同じだ。環かん境きよう破は壊かいも核も全部そーだ》

《みんなでどっかーん♪》

《今この状じよう況きよう下かで聞くと含がん蓄ちくがあるが、出来ればもっと穏おだやかな状況で聞きたかった》

　七分──計四十五カ所／彼ら＝計四十二カ所。

　轟ごう音おん──床に亀き裂れつ／壁に亀裂／柱に亀裂。

　自然崩壊──八カ所の構造体が上下からの重量の変化で砕くだけ散る。

《残り三カ所だ》《連中にとられんじゃねーぞ！》《突とつ撃げきぃ────っ♪》

　そして、三人と彼らが、ほぼ同時に九十階に到達。

　涼月──床を粉ふん砕さいしてフロアに飛び出し、廊ろう下かの向こうから飛来する紫むらさきの輝かがやきを見た。

　陽炎──エレベーター坑こうの内側からドアを蹴けり破って転がり出たとき、同じく別のエレベーターのドアを吹ふき飛ばして青い輝きが飛び出すのを見た。

　夕霧──非常階段からフロアに出た途と端たん、頭上を黄色い輝きが飛び抜ぬけるのを見て歓かん声せい。

「夕霧も飛びたーい♪」

　そして三人とも一いつ瞬しゆん後には輝きを見失い、最後の構造体に辿たどり着く僅か数秒前──

　巨きよ大だいなビルが崩くずれ始めた。




　その一室で、腕うでを切断された老人は、壁に身を預け、血がゆっくりと床に広がるのを見つめながら、孤こ独どくに自分の死が迫せまるのを感じていた。

　出血で朦もう朧ろうとしながらもその目は、ぎらぎらと巨大な装置を──それに設置された、巨大な黒い円えん筒とう形の物体を見つめ続けている。

　死は訪おとずれる──天使が角笛を吹き鳴らし、全すべてを浄きよめる火が放たれる。

　その最初の熱で自分が跡あと形かたもなく消え去る。

「ソドムとゴモラだ」

　怨おん讐しゆうに満ちた呟つぶやき──死ぬならせめて、最後に死にたかった。この都市が崩壊する様子を、ありとあらゆる角度から眺ながめながら、暗い使命に彩いろどられた自分の生を全まつとうしたかった。

　だが己おのれの血が流れ出て行くとともに、そうした思いも消え失うせていった。

　残されたのは、ただ、火が起こる瞬間への渇かつ望ぼう。

　素す晴ばらしい輝きに自分とこの都市が包まれるまでの最後の時間を、生き続けること。

　やがてタイムリミットが迫り、老人はのろのろと右腕を上げた。自分の腕がもうなくなっていることに気づいていないような動作だった。

「主よ……、救いあれハイル……」

　刹せつ那な、とてつもない轟音とともに床に亀裂が走り、部屋全体がぐらりと傾かしいだ。

　老人は、まるで見えない手で壁に押さえつけられたように、にわかに体重が背にかかるのを感じ、ついで、目の前の装置がシーソーの一端のように持ち上げられるのを見た。

　装置が火花を噴ふき、巨大な円筒形が重力に従って台の上から発射されたように飛び出した。

　老人の口から、言葉にならない金切り声が迸ほとばしった。

　次の瞬間、巨大な円筒形は、哀あわれな老人の体ごと壁を粉砕し、崩壊する部屋の多数の瓦が礫れきとともに、遥はるか下の地上へ向かって轟然と落下していった。




　チェーンソーで外科手術だ。

　何もかもが崩壊する様子を見ながら、涼月の脳のう裏りにいつか聞いたその言葉が甦よみがえっていた。

　これがそうだ。鋼鉄の四し肢しと炎ほのおと持てる限りの武器で都市の延命措そ置ちにあたった結果、引き起こされた崩壊だ。

《足場を探せ！》声──どこかにいる仲間。《涼月、夕霧！　足場を探せ！　必ず足場があるはずだ！》

　粉々になる床を避さけて走りながら、これが終わったらどこへ行くんだっけと考えた。

　ロシア料理店──？

　三人で──もしかしたら、最上階から下りてきた、もう三人と。

　みんな、鉄筋とコンクリートとガラス材に打ちのめされたりして死ななかったなら。

　すぐ右手の壁が崩れる／天てん井じようが崩れる／何もかもが崩れる／一瞬、青空が見える。

　死。

　仲間たちと一いつ緒しよがいい。どこかにいる二人の顔を見たい。足場なんかどうでもいい。

　死者が生者の道となる。

　涙なみだがにじむ──必死に走る／傾かたむく床／もがく。

　死者が生者の道となる。

　何もかもが崩れる／落下する／上から瓦礫が降ってくる／咄とつ嗟さに宙に突つき出したコンクリートの塊かたまりを蹴る──別の塊の上に着地する──足場、足場、足場はどこだ？

　崩落──視界が遮さえぎられる／にわかに開ける──光／闇やみ──交こう互ごに訪れる。

　粉々になるフロア──上階／下階──みんな一緒くたになる。

　なだれ落ちる鉄と岩／まるでミキサー──ふいに傾いていない窓を見つけ、そこに向かおうとしたとき、右の手と足が巻き込まれてずたずたにされた。

　床かも天井かも分からない何かの上に転てん倒とう──起き上がれない／体が勢いよく滑すべり出す。

　これが終わったら、どこへ行くんだっけ？

　思い出せない──仲間たちの声が聞こえない／仲間たちに声が届かない。

　音がない──ユーリーたちが死んだときみたいに。自分が叫さけんでいるのかも分からない。

　みんな死んだ──十二人の男たち／その敵たち。

　死者が生者の道となる。死者が生者の道と。

　ちくしょう。

　ああ──死にたくない。

　背後で凄すさまじい瓦礫の濁だく流りゆう──ついで目の前に光。

　左側──傾いていない窓が遠ざかる。

　そちらに向かって手を伸のばしたとき、宙に投げ出された。

　青空──聞いたこともないような騒そう音おん＝風。

　落ちる──落ちる──落ちてゆく。

　これが終わったら、どこへ──

　ふいに目の前に輝かがやきが起こった。

　誰かの手を見た気がして、そちらに向かって力の限りに左手を伸ばした。

　しっかりとした感かん触しよく──互たがいにつかみ合う。

　仲間たちと一緒だ。

　それを疑わなかった──落ちる──落ちる──ともに。

　だが次の瞬しゆん間かん、自分の体が猛もう然ぜんと引っ張り上げられ、ついで、横へ放られるのを感じた。

　おい──手を──ちょっと待て──持ち上げられた？

　落ちる──

　どさっと腰こしを打ちつけた。

　壁かべ──傾いていない窓。

　つかんだままの手──相手の顔を見ようとした。

　長い髪かみ──白い頰ほお／見開かれた紫むらさきの目。

　頰に傷きず痕あと──いきなりコンクリートの塊が落下してきて、つかんだ手がもぎ取られた。

　自分のではない──相手の腕うで。

　音──耳ではなく全身が聞いていた──でかすぎる音／震しん動どう／本物の崩ほう壊かいの音。

　何もかもガタガタ、ガタガタ、ガタガタ揺ゆれている。

　しがみつくことしか出来ない──動けない。

　ただ叫んでいた。

　死にたくない、アヴェ・マリア、小隊の訓辞──はっきりした言葉はその三つだけ。

　三人で一頭の獣けものである──それを最も多く叫んだ。
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　なぜか、直接マリア様に祈いのるより、ききめがある気がして。




　それはまるで個体だったものが突とつ如じよとして液体と化して沈しずむようだった。

　砕くだけ散るというよりは、溶とけ崩くずれると言った方が当てはまるのかもしれない。

　強固に支え合い、一体となっていたものが、その結びつきを失って落ちてゆく。

　周辺に集まっていた数千人の老人たちが、遠巻きに──だが市民の中では最も近く、大量の粉ふん塵じんを頭上から浴びながらも、誰一人として逃にげようともせず、それを見守った。

　一帯を封ふう鎖さしようとして集まっていた治安関係者／軍事関係者が、それを見守った。

　空くう撮さつ装備を持つ部隊によって伝達された映像を通して、様々な政府関係者／治安関係者／軍事関係者が、それを見守った。

　どこからともなく集まってきたマスコミのヘリの空撮カメラを通し、市民がそれを見守った。

　高さ数百メートルを誇ほこった、超ちよう高こう層そうビル特区の象しよう徴ちよう。

〈ヴィエナ・タワー〉。

　──その跡あと形かたもない消しよう滅めつを。




　ほどなくして、と呼ぶべきか、とてつもない長い時間ののち、と呼ぶべきか、判別のつかない経過の末に、静せい寂じやくが訪おとずれていた。

　あるいは──静寂というには少々やかましすぎるビル風だけが聞こえていた。

　涼月はゆっくりと身を起こし、それを見た。

　南側と西側の壁と床の一部が、かろうじて互いを支え合い、立っている。

　支え合っている部分が最も高い──おそらく百階辺り。

　自分がいる場所──西側＝きっと七十階くらい。

　足場──壁から僅わずかに突つき出している床の名残り／まったくもって大した退たい避ひ場所。

　ずたずたになった右手足のまま、どっこいしょと壁によりかかり、だらしなく足を伸ばして都市を見た。

　建物の群──森／運河／河／湖──あたしの都市。

　どうやら、ＴＮＴ火薬の一千万倍の威い力りよくを持つという爆ばく風ふうは、起こらなかったらしい。

　無事な方の手──まだ手首をつかんだままの誰かさんの手＝肘ひじ先からちぎれた紫色の特甲トツコー。

　そいつをぶら下げたまま、ポケットから煙草たばこを取り出し、体中が震ふるえているのに気づいた。

　全すべてが終わった後で、たまらない恐きよう怖ふが到とう来らい。

　くそ。他にもっとましな〝生きてる証しよう拠こ〟はないのか。

　ぶるぶる震える手でなんとか煙草をくわえる／ビル風に顔をしかめながら火をつける。

　ジッポライター──〝可ア能ズ・なス限ーりン・さアっズ・さポとシやブれル〟。

　すぱーっと一服しながら、やっと、にやりと笑みが浮うかぶ。

　笑いながら、わけもなく涙なみだがにじんだ。

　仲間たち──どこにいるかも分からない／どうなったかも分からない。

　二人に声をかける勇気が湧わくのを待ってから、おもむろに無線通信を行おうとしたとき。

　すぐ目の前に、ふわりと紫の輝きが舞まい降りるのを見た。

　上品そうな顔をした少女──長い髪／白い頰／綺き麗れいに澄すんだ深デイ紫ープ・のパー瞳プル＝左目に傷痕。

　背に翻ひるがえる、巨きよ大だいな、アゲハチョウのような形をした羽。

　その左手＝もぎ取られたまま──右手には馬ば鹿かでかい機き関かん銃じゆう。

　崩落の瞬間、自分を引っ張り上げてくれた、この都市に住む、自分たちとは違ちがう特甲児童。

　どうやらこっちの無事を確かめに来たらしく、優しげな微笑ほほえみを浮かべていたが、こちらを見るなり、その表情が硬かたく強こわばった。

　なんだ？　相手の刺さすような視線──煙草。

　喫きつ煙えんを咎とがめているらしい目──なんだこの野や郎ろう、お堅かたいやつだな＝涼月の所感。

　とはいえ助けてくれた相手なので、〝まあ気にすんなって、助かったよ、一本いるか？〟という感じで、左手を振ふった。

　拍ひよう子しに、自分の手首にぶら下がっていた、ちぎれた彼女の手が、すっぽ抜ぬけた。

　自分を助けてくれた相手の象徴──弧こを描えがいて落下。

　涼月と少女がなすすべもなく目で追う──地上のどこかへあっさり消失。

　言い訳のしようもない不測の出来事ののち、涼月と少女が再び顔を見合わせた。

　あー、わざとじゃねーよ──引き続き手を振る。

　だがあまり分かってもらえなさそうな表情──怒おこるとも泣くともつかないが、〝信じられない〟という気持ちだけは如によ実じつに伝わって来る。

　だからわざとじゃねーって──さらに手を振ろうとして、ふいに無線通信。

《どこだ、涼月。天国か？　地じ獄ごくか？》《夕霧はー、お空に一番近い所にいまーす♪》

　仲間たちの声──宙を舞う少女を見ながら、思わず、にやりと笑えみを浮かべていた。

《ミリオポリスっつー名前の、天国にも地獄にもなんねー場所だよ》

　その声が聞こえたかのように、ふいに少女の顔がほころぶ──上品な微笑。

　やっと笑った／なんか品が良すぎていけ好かない。

　だがどうやら涼月に対してではなく、同じく彼女の仲間たちから通信があったのだと知れた。

　ちらりとこちらを一いち瞥べつ──礼れい儀ぎ正しく目礼し、ふわりと紫むらさきの輝きが上空へ。

　青・黄の輝き──仲間たちと合流──名前も知らない誰かさんが飛び去っていった。

　そのままじっと、透すき通るような青空を見つめる──死者たちへの祈りを込こめて。

　それから、すぱーっと有害物質を吐と息いきしつつ、手足の転送を再実行──仲間たちを探した。

　南側の壁かべの方でワイヤーのきらめき──夕霧が下りてゆく先に、窓まど枠わくに座る陽炎の姿。

《やれやれ。今日という日は、一生ものの語りぐさになるな》

《みんなでお話ししませんかーっ？》

《いいぜ。面おも白しろいのと、ろくでもないのと、両方話してやるよ》

　勢いよく床ゆかを蹴けって跳とんだ。

　壊こわれものの街──かけがえのない者たちのもとへ。
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　ミリオポリス第エ二ー十ヴ四エ区ー──チェコとの国境に向かって森の道を走るリムジン。

　運転席＝無表情な三十代前後の男。

　後部座席に、緑の目をした禿とく頭とうの男──スーツ姿／傍かたわらに脱ぬぎ捨てた防護服。

　車内のテレビ──崩ほう壊かいする〈ヴィエナ・タワー〉のニュース＝〝オーストリアの９１１〟。

「さてさて。かの素す晴ばらしき核かくの火は起こらなかったものの、都市経済の象しよう徴ちようが、なんと治安組織の独断で崩壊した。なかなかの見物だったのでは？」

　向かいの席に座る男──胸に紅い文字が刻まれた牌ブロツク／その膝ひざの上に損壊したライフル／撃うち抜かれた左ひだり腕うで＝機械化義手。

「下らん」憮ぶ然ぜんとした低い声。「やはりこの都市とは相あい性しようが悪い。核で吹ふき飛ぶどころか、今度はライフルが死んだ。少なくとも、こいつと左腕が直るまでは、ここには戻もどらん」

「それはそれは。プリンチップ社が責任を持って君が必要とする物を揃そろえてみせよう。そして次こそは、ともに君のジンクスを打ち破ろうじゃないか。正直なところ、この都市は核で吹き飛ばすには勿もつ体たいないほどの、古今東西まれに見る劇場型テロを可能とする場所なのでね。いずれ君にはまた戻って来てもらい、これまでにない素晴らしい役を演じて欲しいものだ」

　男は答えない──ただ静かに、自分の左腕ごと撃ち砕くだかれたライフルを撫なでている。

　やがてリムジンはミリオポリスを出て、それからオーストリア国内からも去っていった。




　ＭＰＢ本部ビル──大隊長室。

　モニターの一つを見つめる男──そのモニターに映し出される男。

「結果は？」大隊長オーギュスト──部屋の中央にじっと立ったまま。

「幸い死者はなし……予定された通りの交こう渉しよう結果となりました」副長フランツ──画面の向こうで生き真面目まじめに報告／所感を口にする。「軍によるクーデター事件の再現……さらに状じよう況きようが似てきましたな。かつての〈長いナイフの夜〉……ナチスの親衛隊と突とつ撃げき隊が抹まつ殺さつし合い、結果として独裁者の主権を確立した、あの事件に」

「我々はまだ、ねつ造された情報によって同国人を殺害してはいない」

　ゆっくりとうなずく副長──敬礼。

「ただ今より帰き還かんし、全すべての事後処理に当たります」

　大隊長は僅わずかに顎あごを上下させた。通信アウト──全てのモニターがブラックアウト。

　映像が消えた暗い画面に、根深い何かに向けられた銃じゆう口こうのような目が映っていた。




　帰還──無事に戦せん闘とうを生き抜ぬいたミハエルの手配＝ＭＰＢ装そう甲こう車両。

　いつもとは違って屋根ではなく、後部車両内。

　ふんふふんふーん♪　楽しげなメロディーを口ずさむ少女の微笑ほほえみ。

　向かいの座席では、くたびれ果てた二人の少女が、互たがいに肩かたを貸し合い安あん眠みん中。

　語り合うべきものがなんであれ、しばし忘れて安息にひたる二人を、少女は飽あきることなく見つめ、彼女たちと自分のための歌を口ずさみ続けている。

　星が落ちた日──塔とうが崩くずれた日。

　両方を生き延びた、かけがえのないものたちのための歌を。







　　あとがき







　お待たせしましたの方も、初めましての方も、こんにちは（ズドラーストヴイチエ）、冲うぶ方かた丁とうです。

　ロシア語話せますかー？　やっぱ急には無理です（エータ・ニヴアズモージナ）、ロシア語話せません（ヤー・ニ・ガヴアリユー・パルースキ）。

　教科書と語学ＣＤを二日でどうにかしようとしたのが間ま違ちがってた気もしますね冲方は。

　ちなみにロシア語ではＨはエヌ（Ｎ）、Ｐはアール（Ｒ）と発音するんですよ知ってましたか皆みなさん。冲方はすぐ勘かん違ちがいして表記がおかしなことになり、それはもう校正者さん／編集者さんに助けられまくりでございました。

　さて。皆みな様さまのご愛あい顧こにより『オイレン』もめでたく二巻目かつ初の長編ですよ乾ブロー杯ジツト。

　世界の火種がなだれこむ国際管理都市ミリオポリス──そんな都市に人工衛星が落っこちてきたらどうなるんだろう？　しかもそれが×××に再利用されたりしたら？

　いや、大変なことになってしまいました。

　自分で作ったプロットを見て、涼月・陽炎・夕霧の誰かがいきなり殉じゆん職しよくするんじゃないかと本気で心配になったり。そういえば、いつだったかイベントで「人気のないキャラから殉職？」みたいな話が出ましたが、幸い、三人とも均等に人気があるとのことで何より。シリーズのラストまで三人揃そろってしっかりたくましく生き抜ぬいて欲しいものです。

　それにしても今回は〆切りがアニメやマンガのお仕事と重なったり、究極のトラブル──パソコン大破に見み舞まいわれ原げん稿こうがぶっとんだりして遅おくれまくりでございました。ほんとすんません。〈ザ・スニーカー〉での短編連れん載さいもお休みさせてもらったりと、昨今のライトノベルには珍めずらしいスローライフな執しつ筆ぴつ。ですが今後はシュピーゲル・シリーズに、ずどんと時間を割さく予定。

　もう一つのシュピーゲルとのリンクも徐じよ々じよに本格化し、複数の視点による同時多発ストーリーをバリバリ推進してゆきますので、請こうご期待。

　白はく亜あ右う月げつさんのイラストもヒートアップ。仕事場の壁かべに飾かざってモチベーション・アップ。いつも素晴らしい仕上がりで大感謝。もっと早く原稿を上げます。すいません。




　さてさて──あとがきにかこつけて、ここで設定ウ・ン・チ・ク的な補足を少々。

　その一。国際司法裁判所はオランダのハーグにありますが、その分所みたいなものがミリオポリスにあるという設定にしております。また本来、ニューヨークの国連ビルで議論されるようなことがらも、一部、ミリオポリスに集約させています。

　その二。世界の人権を監かん視しする団体〈ヒューマン・ライツ・ウォッチ〉によれば、現在、戦争に従事している児童は、厳密に兵士とみなされるだけでも三十万人。その三分の一から半数が少女兵。本シリーズではこれに、厳密には兵士ではないが「武装する子供」や、兵士に従軍させられたりする子供、また紛ふん争そうが起これば戦力とみなされる子供などを加え、百五十万人が紛争に束そく縛ばくされているとしています。（実際はもっと多いかもしれませんが）

　その三。第二次大戦以来、約百五十の紛争が起こっており、うち幾いくつか本作で取り上げておりますが、「十年後の未来」ということで若干の予測・推測を加えているものもあります。

　その四。差別に関してはあくまでそのときどきの状じよう況きようを描えがいており、本シリーズを通して、特定の国家・人種・宗教等を、非難したり貶おとしめたりする意図はありません。

　その他。

　本シリーズでトルコはＥＵに加盟してるの？　日本が核かく汚お染せんって、いったい何があったの？

　……などなど、涼月たちの活かつ躍やくを通して、徐々に描かれてゆくのではないかと思います。

　また、次々に登場する敵・味方たちが、やがて涼月・陽炎・夕霧の三人の過去に関わり、彼女らの未来を左右してゆくんじゃないかと思いますよ作者は。

　本作のラストで邂かい逅こうする特甲トツコー児童たち──その交こう錯さくがいかなるストーリーを生み出すのか？

　さらなる愛と戦いの悪オイふレンシざユピーけゲルを、あなたとともに！





二千七年五月　　冲方　丁　　拝　　


















カバー・口絵・本文イラスト／白亜右月

カバーデザイン／朝倉哲也＋design CREST

口絵・本文デザイン／design CREST
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